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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第147回 半期総大会報告

1977年10月1，2日 の 両 日 にわ た っ て ， ユ タ 州 ソル トレー ク ・シ テ ィ ー，

テ ン プ ル ス ク ェ ア にあ る タ バ ナ ク ル で 催 さ'れた 大会 の 説 教

「見 よ
， 見 よ， こはか くの如 き神 権 に按手 聖

任 され て 出で行 く使 命 を受 けた る皆 の者 に と

りて一つ の 範例 な り。

す なわ ち， また聖 霊 に よ りて感 ず る ま まに

語 るべ きこ とは彼 らに対 す る範例 な り。

お よそ聖 霊 に感 じたる時 語 る ところは こ と

ご と く聖 典 の言 とな り， 主 の意 とな り， 主 の

精神 とな り，主 の 言 とな り，主 の声 とな り，

世 を救 い に導 く神 の能 力 とな るべ し。」(教 義

と聖約68：2-4)

主 は，1831年11月 に， この よ うに予言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミス に語 られ た。 そ して， ソル ト

レー ク ・シテ ィー で催 された 第147回 半 期総

大会 に おい て， スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル

大管 長 をは じめ とす る教 会幹部 は， この約 束

のみ たまに よ って語 ったの であ った。

この大 会 には ，合 衆 国外 に住 む11名 の地 域 .

担 当教 会幹部 をは じめ，158名 の地 区代 表，ワ

ー ド部 ， ステー キ部 の指 導者 ， ま た数 多 くの

一般 会 員 が世 界各地 か ら集 まった。

大 会 は，10月1日(土)，2日(日)の 両 日に

わ た り， スペ ンサ ー ・W・ キンボー ル大 管長

の管理 の下 に催 され た。 そ して司会 は， 大管

長 会 の スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大 管長，

N・ エ ル ドン ・タナー 第一 副 管長 ，マ リオン ・

G・ ロムニー 第二 副 管長 が行 な った 。 また説

教 は，総 勢6銘 の教 会幹 部 の内，28名 が行 な

った。

この大会 で は，七 十 人第一 定 員会 の新 たな

会 員3名 を含む 教会 幹部 と中央役 員 の支持 が

行 な われ た。新 た に七十 人 第一 定 員会 の会員

とな った のは， 以下 の3人 であ る。教 会 メル

ケゼ デ ク神 権 中央委 員会 会 貝の ヒュー ・W・

ピ ノ ック長 老， 地 区代表 のF・ エ ンツ ィオ ・

ブ ッ シェ長 老 ， な らびに ステー キ部長 の 菊地

良彦長 老(役 員 の支持 に 関 しては，p.23を 参

照。 略歴 に関 してはp.148を 参 照)

大 会 は， テ ンプル ス クェア の タバ ナ クル で

開か れ たが， ア セ ンブ リー ホー ル と近 くの ソ

ル トパ レ スに も会場 が設 け られ た。大会 は10

月1日(土)午 前7時(福 祉部 会)，.午前10時 ，

午後2時 ， 午後7時(神 権会 ：世 界 各地 に ケ

ー ブ ルに よ って中継 され た)：10月2日(日)

午 前10時 ， 午後2時 の 各時 間帯 に行 なわれ た。

このほか ，9月30日(金)に は教 会 本部 で地

区 代表 セ ミナ ーが催 され， キ ンボー ル大管 長

は， 「不 活 発」会 貝 の活 発化 に関 して霊感 あふ

れ る話 を し，伝 道 の大切 さにつ い て も繰 り返

し強調 した。 また， この セ ミナ ー では以下 の

重 要 な事 項 に関 して の発表 と説 明が なされた ：

新 しい教 会活 動委 員会 ，教 会 ス ポー ツプ ログ

ラ ム， セ ミナ リー ・イ ンステ ィテ ユー トプ ロ

グラム， 「不 活発 」 な青 少年 と成 人の活 発化，

お よび指 導 の諸 原則 。(こ の報 告 につ い て は

p.154を 参照)
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1977年10月1日(土)午 前の部 におけ る説 教

正義を基として

福音の律法とプログラムは，幸福を得るための最も確かな指針である

大 管長

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

愛 する兄弟姉妹の皆様 総大会で再びこの
よ うに皆 様 にお会 いで きて喜 ん でい る。

家庭 の夕べ

初 め に家庭 の 夕べ につ いて 申 し上 げ たい 。

家族 と共 に 夕べ の集 い を持 つ こ と， また家族

そろ って どこか楽 しい場所 へ 出か け るこ と，

これは家 庭 の夕べ の必 要性 を一 部分 満 たす も

ので しかな い。最 も大切 なの は， 人生 の過 ご

し方 を子供 たち に教 え るこ とであ る。 シ ョー

やパ ー テ ィー， あ るいは魚 釣 りに家 族 そ ろっ

て 出か けた として も， 実際 の必 要 は半分 しか

満 た されな い。家 族 で子供 た ちに福 音や 聖典

の教 え， 互 いに愛 し合 うこ と， 両親 を愛 す る

こ と， これ らにつ いて 教 え るこ とが 非常 に大

切 であ る。

そ こで皆 様 にお 願 い したい。 で き る限 り子

供 たち全 員に 自分 の聖典 を持 たせ ， そ の使 い

方 を教 えて いただ きたい。

祝福 師 の祝 福

今 日幸 いな こ とに，私 た ちに は祝福 師 が い

る。従 って，青年 も含め て， すべ て の 人が祝
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福 師 の祝福 を受 け るこ とが で きれ ば と，私 た

ちは心 か ら願 っ てい る。 この祝福 はヅ教 会 の

公式 の記録 として残 され る もの で あ る。

私 は祝福 師 と彼 らが 授け る祝福 とを心 か ら

信 頼 してい る。祝 福師 が忠 実 な末 日聖徒 と し

て主 に近 く生 活 し，聖典 の研 究 を怠 らなけ れ

ば， 彼が特 別 な権 能 と召 しの下 に宣 言 す る約

束 は， その祝 福 を受 け る人が忠 実 に正 しい生

活 を送 る限 り， 必ず成 就 され るで あ ろ う。

また 申 し上 げ る まで もな く， すべ て の父親

には， 自分 自身 の家族 の祝福 師 として，子 供

た ちに祝福 を授 け る権 利 と義 務 が あ る。 従 っ

て， すべ て の父親 は，子 供 た ち一 人一 人に神

聖 な祝 福 を授 け る よ うに して いた だ きたい。

親元 を離 れ て学 校や 伝 道に行 く時， あ るい は

結 婚 をして独 立す る場合 に 父親 の祝福 を授 け

る よ うにす る とよい。 この祝 福 は，個 入の 日

記 に 記録す る。

記 録

個 人の 日記 と記録 に つ いて 申 し上 げ たい。

私 た ちはす べ ての教 会 員に 若 い時か ら生涯 ，

日記 を書 き続 け るよ うお勧 めす る。

すべ て の家族 は 家庭 の夕べ で， 子供 たち の

まだ小 さい 内か ら， 重要 な 出来事 を 日記 に書

くよ うに しつ けて いた だ きたい 。特 に， 子供

たちが 学校 や伝 道 で親 元 を離れ る時， 日記 は

大 きな意味 を持 つ 。

清 掃

皆様 が菜 園造 りの勧め に応 えて下 さ った こ

とを， 私 た ちは非常 に喜 ん でい る。作 物 を収

穫 し， それ を食べ る こ とに よつ て，私 たちは

健康 を増進 してい る。 また喜 ば しいこ とに，

各地 でお びた だ しい数 の菜 園が造 られ て い る。

そ して ， 多 くの 家族や 個 人か ら， 菜 園 を造 っ

て 多 くのお 金 を節約 し， 同時 に楽 しみ を得 る



こ とが で きた とい う便 りをいた だい てい る。

私 た ちは，聖 徒 た ちが この菜 園造 りを続 けて，

食 卓に のぼ る 多 くの もの を収 穫 して下 さる よ

うに望 ん でい る。

また この菜 園造 りの ほか に，垣 根 を直 し，

塀 を修理 し， 使 用 しない古 い納屋 や建 物 を取

り壊 す よ うに して い ただ きた い。

聖 歌 隊

私 た ちは， 多 くの監 督が礼 拝 行事 の ため に

素 晴 らしい聖 歌隊 を組 織 して下 さって い るこ

とを感謝 して い る。聖 歌 隊は とて も大切 で あ

る。 従 って， これ を組 織す る よう皆 様 にお勧

め した い。

教育

教 会 は初期 の 時代か ら， 「神の栄 光は英智 な

り」(教 義 と聖約93：36)と い う原 則に従 うよ

う命 じられて きた 。そ こ で私 たちは 聖徒 た ち

に教育 を受 け， 心 と手 をもって奉 仕 で き る備

え をす るよ うにお勧 め してい る。

ある 人は正 式の 大学教 育 を望 み， またあ る

人 は実 際 的 な職 業 訓練 を希望 す る。 聖徒 た ち 』

は， 自分 の好 み と才能 に一 番合 った教育 を受

け る よ うにす べ きで あ る。職種 は何 で あ ろ っ

と， また大学 教育 であ ろ う と職 業 訓練 で あろ

う と，私 た ち は教 育 を受 け る こ とを奨励 す る

もので あ る。

破 壊 と盗 み

私 た ちの信仰 は非 常 な危機 にさ らされ て い

る。 あ る所 で は， 万引 きで 店か ら数 百万 ドル

に及 ぶ 品物 を盗ん で い る放蕩 者 た ち もい る と

聞 いて いる。

結局 ， そ の影響 は一 般：大 衆 に返 って くる。

大 人 も子供 も，親 しい商 人や 家族， そ して隣

人 の もの をなぜ盗 む のだ ろ うか。 これ らは ま

さに信 じ難 い こ とであ る。

また破 壊行 為が 頻 発 し， その ため に莫大 な

被害 を被 ってい る。

私 た ちは ただ単 に 自己の欲 求 の満 足の ため

に物 を破壊 す る人々 の気持 ち を理解 す るこ と

が で きない。私 たち は， 他 人の 所有 物 を破壊

し， 憂 さ晴 ら しをす るの では な く， もっ と自

分に 誇 りを持 つ こ とが で きるはず で あ る。 自

分 自身 を全 く尊敬 で きな い とい う者 が私 たち

の 中.にい るだ ろ うか。.

兄 弟姉 妹 の皆 様，私 たちは(福 祉 部会 で話

が あ った よ うに)つ まし く，収 入の範囲 内で

生 活す るよ うに したい。 また， 誠実 に，正 直

に借 金 を返 済 した い。

主 は 「あ なた は盗 んで は ならな.い」(出 エジ

プ ト20：15)と 命 じてお られ る。

世 界各地 で， い ろ いろ な破 壊 活動 が 見受け

られ る。 その ような こ とを行 な う人 々は，大

火 を見物 したいが ため に ローマ の町 に火 を放

ち， そ の嫌疑 をキ リス ト教徒 に負 わせ た と言

われ て い るローマ の 皇帝 ネ ロに似 たサデ ィス

トであ る。 ネ ロは古代 ローマ の円形 劇場 でキ

リス ト教 徒 をあ らゆ る残 忍な方 法 を用 いて殺

した と言 われ てい る。何 が 入 をその よ うに さ

せ るの で あろ うか 。 自動 車の タイヤ に穴 をあ

け， 窓 を壊 し， 無益 に 人 を襲 い， 火 をつ け，'

爆 弾.を投 げ込 むの は，一 体 なぜ であ ろ うか。

主 は次 の よ うに 言 ってお られ る。

「も うあ なたが たが わ た しの定 め に歩み，

わ た しの 戒め を守 って， これ を行 うな らば，

わた しが 国に平 和 を与 え るか ら， あ なたが

た は安 らか に寝 るこ とが で き， あなたが た を

恐 れ さす もの はな いで あろ う。… …

わ た しは あ なたが た の うちに歩 み，あ な た

が たの神 とな り， あな たが たは わた しの民 と

な るであ ろ う。」(レ ビ26：3，6，12)

放 縦 な生活

現代 社会 に放 縦 な生 活が まん延 しつ つ ある

こ と を，私 たち は非常 に憂 えてい る。現在世

の 中に，は， 姦淫や 不 貞， 同性愛 ，堕 胎， ポル

ノ，産 児制 限， アル コー ル 中毒 ，.妻子 に対 す

る暴力， 不正 直，、破壊 行為 ， 暴力行 為， 同棲

な ど， 忌 まわ しい 罪が数 多 く見 られ る。私 た
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ちの天 父は， 激増 す る これ らの罪 を確 かに 悲

しんで お られ る。

従 って私 たちは ，全世 界の教 会 員に， 家庭

を堅 固 に し， 両親 を敬 い，r親子 の意 志 の疎通

をよ く図る よ う，新 たな努 力 を始め るよ うに

訴 えた い。

家庭 を堅 固 にす る こ とは重 要 で あ るが ，放

縦 の台頭 に抗す るため には それ だけ で は不 十

分 であ る。 従 って私 た ちが お勧め し.ている よ

うに， 教会 員 は公民 と して， ポル ノや 放縦 の

侵 略 に対 して，地 域社 会 の 内外 を問 わず， 反

対 の声 をあげ，絶 えず他 の 人々 と協 力 して反

対 運動 を推 し進め る必要 が あ る。 また私 た ち

は，古代 の ソ ドム とゴモラの 罪 を唱道 し，神

の宮 であ る人の体 を汚す シ ョッキ ングな運動

に強 く反対 しよ うでは ないか 。

愛す る兄弟 姉妹 ， な らびに， 主 を愛 し， イ

エ ス ・キ リス トの 福音 の教 えに従 って生 活 し

たい と望 む全世 界のすべ ての方 々 に 申 し上 げ

たい。 この よ うに低下 した道徳 の標 準 を容認

す る人 々は，や が て強 さを失 い，必 ず不 幸 に

なるで あろ う。

私 た ちは罪悪 を認 め ず， 罪 を犯 して い る教

会 貝は懲 戒処分 に付 す ように して い る。 しか

し同時 に， 罪 を犯 して い る入が 立 ち直 って教

会 で元通 り会 員資格 を回復 で きる よ うに，愛

と理解 を もって助 け を与 える もの であ る。 ま

た， 各 人が絶 えず悔 い改 め， 過 ちに敢 然 と背

を向け，祝 福 を受 け るこ とが で きるよ うに助

け よ うで はな いか。

私 は これ まで しば しば，私 たちの 必要 を満

たす ため， 多 くの貯 えが 必要 なこ とを述べ て

きた。「家族 の福 祉 プログラム では，水 の貯 え と

食糧 の貯 えが行 な われ る。 ヨセ ブ もエ ジプ ト

で，7年 間の豊作 の 期間 に， 同 じよ うに 食糧

の貯蔵 を行 な った。 その ほか に， 将 来の必 要

を満 たす ための知 識 の貯 え も必要 で あ る。 ま

た，突 然襲 って くる恐怖 の洪 水に 押 し流 され

な いため， 勇気 の貯 え も要 る。 さ らに， しば

しば見 舞 われ る病 気 と労働 の重 荷 に耐 え る強

健 な体 力の貯 え， ス タ ミナの 貯 え， 信仰 の貯

4

え も必要 で あ る。

特 に，信 仰 の貯 えが 重要 で あ る。 これが あ

れば， 世 の圧 迫 に対 して， 私 た ち.はし.っか り、

と強 く立つ こ とが で き るか ちで あ る。ま た，世

が 腐敗 し， 自由放 任 と邪 悪 の度 を深 め て，私

た ちのエ ネル ギー を奪 い，霊 の 活 力 を吸 い取

り，私 た ち を引 き倒 そ うとす る現 在， 私 た ち

に は信 仰の 貯 えが 必要 であ る。 この貯 えが あ

る者 は， 老 若 を問 わず， 怠惰 や苦 難， 恐怖 ，

失望 ， 幻滅， 逆 境， 混乱 ，挫 折 に決 して 打 ち

負か されな い であ ろ う。

では， この貯 え を持 たせ るのは だれ だ ろ う

か。 神が すべ ての子供 に父親 と母 親 を与 え ら

れ たの は， その ため では な いだ ろ うか 。

子供 たち の生 活の基 盤 を築 き，納 屋や タン

クや ビン，その他 の貯 蔵手段 を備 えるよう 〔主

か ら〕期 待 され てい るの は， ほか な らぬ両親

で ある。」(翫 勅 ρ形6θ46∫腕6、M癩6彪 「奇

跡 に先 駆 け る信仰 」pp。110-11)

サ タ ンの 共謀 者

サ タ ンが私 た ちの清 い 人生 を破 壊 しよ う と

して用 い る最 も強 力な武 器 の ひ とつ は， サ タ

ンに共 謀す る者 を使 って 人 を欺す こ とであ る。

アル コー ル飲 料 が生産 され， 販売 され て，

全世 界 で おび ただ しい量 が消 費 され ， 多 くの

収益 を生 んで い る。 しか しそれ の もた らす結

果 は， 主 のみ 言葉が 真実 で あ るこ とを如 実に

物語 って い る。 す なわ ち，貧 困，健 康 の喪失 ，

家 庭破壊 ， 悲劇 ，能 率低 下 に よ る産 業不 振，

生産性 の 低 下， 虚無 思 想， これ が アル コー ル

の もた ら した結 果 であ る。 また， ハ イ ウェ イ

で命 を落 とす 人が全 世 界的 に 多い。 その 原 因

の一 部 は， ス ピー ド違 反 にあ る。

性 の解 放 が叫 ば れ， 「ニュー モラル」の 唱 え

られて い る今 日， 私 た ちは， 主が 不道 徳 とあ

らゆ る種 類 の性 的 な罪 を遺憾 に思 ってお られ

る とい うこ とを思 い起 こす必要 が あ る。

今世 紀 の物 質文 明 の進 歩は 著 しい。 そ の反

面 ，昔 の罪 が現代 人の心 に巣 くって， 人々 の

苦 しみ を増 し て い る。 人は 他 人 の 経 験 か ら



学べ な い もので あ ろ うか 。 ど う して，過 去 の

民や 国家 と同 じよ うに， 自分 の体 を汚 し，心

を堕 落 させ ， 破滅 の 道 を歩む のか 。

神 は 欺 か れ な い。 そ して ， 神 の律 法 は不

変 で あ る。 真 実 の 悔 い 改 め は 赦 しに よ って

報 わ れ るが ， 罪 は 死 に至 る苦 しみ をもた ら

す 。

私 た ちは毎 日， 姦 淫の 罪 と同性 愛 の罪 につ

い て数 多 く耳にす る。同性 愛 は忌 まわ しい罪

で ある。 しか し， それは一 般 に広 く行 な われ

て いる。 従 って， この罪 に陥 らない よ う警告

す るこ との必 要性 か ら， またす でに この 罪 を

犯 して しまった者 を助 け た い とい う気持 ちか

ら， あ えて こ こで この こ とを 申し上 げ る次 第

で ある。

この 罪は いつ の時代 に も存 在 した 。 イス ラ

エル の 出エ ジプ トの 時代 に も， またその前 後

の時 代 に もあ った。 ギ リシャ人 は これ を黙認

し， 衰退 の一 途 に あっ たロー マで も広 く行 な

われ て いた。 古代 の 町， ソ ドム と ゴモ ラ も，

ロ トの もとを訪れ た訪 問 者に対 す る町 の者 た

ちの 言葉 か ら明 らか な よ うに， この性 的倒錯

行 為 にふ け って いた 。 そ して この ふ たつ の町

は特 に邪 悪 な行為 の 象徴 とされ たの であ る。

ところが今 日， この種 の行為 を合 法化 しよ

う とす る要求 が強 くな ってい る。 ま た， 売春

を合 法化 しよ う とす る動 きさえ あ る。 彼 らは

.すでに堕 胎 を適法 と し
， この極 悪非 道 な罪悪

か ら罪の 烙 印 を消 し去 ろ うと して い る。

私 た ちは世 の 人々 に， これ らの悪 疾 を治 そ

う とす る努力 は これか ら も続 くで あ ろ う とあ

え て断言 したい。

「善 悪
，正義 と罪 とい った こ とは 人の解釈

の仕 方， 申 し合 わせ ， 態度 とい った こ とで決

まるの では ない とい うこ とを強調 したい。社

会 に受 け 入れ られ るこ とが ， その行 為 の立場

を変 え た り，誤 りを正 しい とす るので はな い。

仮 に この世 の すべ て の人が … …同性 愛 を受け

入れ た と して も， この行 為 は依 然 として非常

に大 きな 暗い 罪で あ る こ とに変 わ りは ない。」

(「赦 しの 奇跡 」p.85)

ニ ネベ やバ ビロ ン， ソ ドム とゴモ ラの 出来

事 を思 い返す 時， 私 た ちは，歴 史 は繰 り返 す

の だろ うか と考 え込 んで しま う。今 日の世 は

ど うで あ ろ うか。 人 々は 国家 を守 る崇高 な原

則 を忘 れて しまっ たの であ ろ うか 。

私 は今 ， 日本 の降 服に 際 してダ ダ ラス ・マ

ッカーサ ー元 帥が 述べ た言葉 を思 い 出す 。

「軍事 同盟 も， 軍事 力 の均等 化 も，国 際連

盟 も，す べ て失敗 であ った。 …… これ は最 後

のチ ャ ンス で ある。 もし も今， これ までにな

い強 力 で適切 な方 策 を講 じなければ ，破 滅の

大 戦 争が 引 き起 こ され る ことだ ろ う。 そこで

大切 に な って くるの が神学 であ る。性格 の改

善 を図 らな けれ ばな らない。私 た ちは今 ，人

の命 を救 お うと して い るが ， それ は霊に 関わ

る事 柄か ら始 まるの で あ る。」(ダ グラス ・マ

ッカーサ ー"五 αs'C肱 解 θ"：乃甥θ 『最：後 のチ

ャ ンス』 「タイム 」1945年9月10日 〉

私 た ちは万 物 の神聖 さ を汚 し， また神 のみ

名 をみ だ りに用 いて， 究極 の破 滅 を招 いては

い ない だ ろ うか 。 また，神 の聖 日であ る安 息

日をポ 労働 の 日， 商売 の 日，娯 楽 の 日 として

は いな いだ ろ うか 。

それ では， どの よ うに すれ ば神 の怒 りを避

け， 国 に平和 と正 義 をもた らす こ とが で きる

で あろ うか 。 その答 えは シナ イ 山の雷鳴 の下

で与 え られ て い る。

「あ なた は わた しのほ かに， な に もの をも

神 としては な ちな い。… …

あな たは， あな たの神 ，主 の名 を，み だ り

に唱 え ては な らな い。… …

安 息 日を覚 えて， これ を聖 とせ よ。 ……

あな たの父 と母 を敬 え。… …

あな たは殺 しては な らない 。

あな たは姦 淫 して はな らな い。

あな たは盗 ん では な らない 。

あな たは… …偽 証 して はな らな い。

あ な たは ・・・…む さぼ っ.ては な らない。」(出

エ ジプ ト20：3，7-8，12-17) .

そ して今 ， この1977年 に， か つ ての邪 悪 な

帝 国 に横行 して いた 同 じ罪悪が 私 たちの 中に
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ある。そ れ らは，全世 界 を ます ます 汚 らわ し

い もの として い る。人 々はベ ル シャザ ルの よ

うに， 重 い.罰を受 けた い とで もい うの だろ う

か。 家庭 を汚 し，結 婚 をあ ざけ られ るの を許

してお こ うとで もい うのだ ろ うか。 人 々は い

つ まで，神 をの ろい，敵 を憎 み ，不 品行 に よ

って体 を汚 し続 け るの だ ろ うか 。 人々 に対す

る主 の忍耐 が尽 きる時， 人 々は 自分 た ちに下

され る裁 きに恐れ おの のか な いだ ろ うか 。 な

ぜ壁 に書 かれ た文字 を見 よ う としない のか。

過去 の悲 しい体 験 に学 ん で，主 の方 に心 を転

じ， 主 に仕 えよ う としない のか 。

私 は証 申 し上 げ る。 イエ スは キ リス トで あ

り， これは主 の み業 であ る。 また， イエ ス ・

キ リ ス トは こ の 世 の神 で あ る。私 は， 正

義 を基 と して は じめ て私 た ちあ行 く末が定 ま

り，恒 久平 和が 達成 で きる とい うこ とを知 っ

てい る。

主 の助 けが あ って，私 た ちが主 の律 法 に従

い， この世 の幸 せ を得 る こ とが で きる よ うに，

イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ って祈 る。 アー

メ ン。

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー第 二 副 管長
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主 の 道

教会の福祉計画は，.「全能の神によリ霊感さ'れたもの」であ リ，人々の生

活に 「新 しい意義」をもたらすものである

十二使徒評議員会会員

トーマ ス ・S・ モ ンソ ン

私 たちはしばしば 「来たれ予諸 より・と
い う讃 美歌 を口 にす るが，今 日私 た ちは，

予 言者 スペ ンサ ー ・W・ キン ボール 大管 長 の

声 を通 して神 のみ 言葉 を聞 くこ とが で きた。

今 この西 部 の中心 地 か ら皆 様 に語 るに当 た

って神 の助 けが あ る よ うへ り くだ り，心 か ら

祈 って い る。 ソル トレー ク ・シテ ィー は，全

世 界 の 人々ガ 訪 れ る観 光 の メ ッカで あ る。

毎 年 冬に な る と， ア ル タ， ブ ラ イ トン， パー

クシテ ィー， ス ノーバ ー ドの スキー 場 は，大

勢 の 人々 で に ぎわ う。夏 が来 れば， 数 え きれ

な い人々 がプ ライス峡 谷 を訪 れ， この シ オン

の町 は一 層活 気づ く。 しか し四季 を通 じて常

に 人々の 目を引 きつ け るのは， テ ンプル ス ク

ェアの たたず まいで あ る。そ こに は， 古 い歴

史 を持つ タバ ナ クル があ り，尖 塔 の そび え る

神 殿 が あ り，訪 れ る人々 を歓 迎 す る訪 問者 セ

ンターが あ る。

この よ うな町並 みか らはず れた 旧道 の近 く

に， も うひ とつの 有 名 な広 場 が あ る。 そ の静

か な環境 の 中で身体 障 害者 や 老人 た ちが， キ

リス トの よ うな愛 を持 ち， 主 の神聖 な計画 に

従 い，互 い に助 け合 って働 いて い る。「監督 の

倉庫 」とも呼 ば れ るウェル フェア ズ クェア(福

祉 の広場)が それ であ る。 こ こを中心 に， 世

界 中の至 る所 で， 果 物や 野菜 がか ん詰 に され，

日用 品が 加工 され， 分類 され， 保管 され て，

困 って い る人々 に支 給 され てい る。 ここには

政府 の失 業者 救 済金 もなけれ ば， 金銭 の取引

き もない。 通用 す るの は正式 に任 命 され た監

督が 署名 した注 文書 だ けで あ る。

ジ ャーナ りス トは， この一 種独 特 な福 祉計

画 に 目 を見 張 り， 人々 が 自分 の こ とは 自分 で

す る とい う自立 の意 欲 に燃 えて い るこ とを称

賛 してい る。 この ような好奇 心 と驚 きの 目を

もっ て訪 れ る人々か ら しば しば尋 ね られ るこ

とが主 に3つ あ る。(1)この 計画 の管理 運営 は

どの よ うにな って い るか。(2)財政 は どうなっ

て い るか 。(3に の よ うな労働 者 の献 身的 な働

き をもた らす要 因 は何 か。

私 は長 い間 この よ うな 彼 らの熱心 な質問 に

喜 ん で答 えてきた。「この計 画 の管理運 営 はど

の よ フに な って い るか 」 とい う問 いには， い

つ も次の ように答 えてい る。私 は1950年 か ら

1955年 までの 間，ソル トレー ク・シテ ィー の 中

心 に あ る，1，000人以上 の会 員 を持つ ワー ド部

で 監 督 として働 いた 。その 間に，86人の未亡 人

と約40の 家族 が何 らかの福 祉援 助 を必要 とし

た。毎 年私 は ，他 の大 勢 の監督 と共 に，会 員

の需 要 を見積 もって， 翌年 の 日用 品の予算 を

立 て た もの であ る。 これ らの予 算 は，何度 も

入念 に検 討 し総括 され て会 員 の必要 を満 たす

ため に教 会 の各ユ ニ ッ トに割 り当 て られ た。

教会 の あ るユニ ッ トの会 員 た ちは牛 肉 を生

産 し， また あ るユ ニ ッ トは オ レンジ を， また

別 の ユニ ッ トは野 菜や 小 麦 な どの農 産物 を生

産 し，倉 庫一 杯 に集 め て， それ を老 人や 困っ

て いる 入々 に支給 した。 主は この倉 庫の 目的

につ い て次の よ うに 言わ れた。「而 してこの倉

庫 は教 会 貝 の捧物 に よ りて支 え られ，寡婦 ，
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孤 児お よび貧 者 も同 じ くこれ よ り給与 を受 く

べ し。」(教 義 と聖 約83：6)さ らに こ うつ け

加 えて お られ る。「され どその事 た る.や，必 ず

わが 道 に適 いて行 われ ざるべか らず。」(教 義

と聖 約104：16)

当時私 た ちは，近 くで養 鶏 を行 な った。 ほ

とん どの場 合経 営 は順 調 で いつ も数千 ダー ス

にの ぼ る卵 ， そ して鶏.肉を倉庫 に納 め た。 し

か し， ボラ ンテ ィア として働 いた 人々 は， 手

に水 ぶ くれ を作 った だけ でな く， 身 も心 も疲

れ切 って しま うこ とが あった。例 えば，春 の大

掃除 をす る ため， 養鶏 場 に16代 の ア ロ ン神権

者に集 まっ て も らっ た こ とが あ る。熱心 で元

気 な若 者が 大勢 集 ま り， み るみ る うちに雑草

や ゴ ミを集 め て燃 して しまっ た。 そ して赤 々

と燃 え る火 を取 り囲ん で， 一 緒 に ホ ッ ト ドッ

グを食べ， 仕事 が無事 に終 わ った こ とを感謝

した。 養鶏 場 は見違 え るほ ど きれ いに なっ た。

しか しひ とつ 大 きな 問題 が起 こ った。 これ ま

で卵 をよ く産 ん でい た5，000羽 の鶏 が， そ の

騒 ぎ と火の ため に暴れ だ し，羽毛 が抜 け， お

まけ に卵 を産 まな くな ったの であ る。 それ 以

来 ， 私 た ちは卵 を増や す ため に， 少 し くらい

の雑 草 には 目をつ む る こ とに した 。

この よ うに して豆 をかん 詰 に した り，砂 糖

大根 の葉 を切 った り， ：草取 りを した り，石 炭

を運 んだ りした こ との あ る末 日聖 徒 で あれば

だれ で も， 困 って いる 人 を助 け る こ とが ど う

い っこ とか忘 れ た り， 見過 ご した りしな いで

あ ろ う。 この偉大 な霊 感 され た.プログ ラム を

支 えてい るのは， 大勢 の献 身 的 な兄弟姉 妹 で

あ る。 しか し実際 に この 計画 が成 功 してい る

のは， こ り した 人々 の努 力以上 に， この プ ロ

グラムが 主の道 にか な って 信 仰 に よ り運 営 さ

れ て い るか らであ る。

私 たちが持 って い る もの を人々 と分か ち合

うことは， こ とさ ら新 しい こ とで もな い。主

の勧告 に聞 き従 い， 困 っ てい る者 を助 け る時

に， すべ ての 人に祝 福 が もた ら され る とい う

原 則 を もう一度確 認す る意 味 で， 旧約聖 書の

列 王紀上 を読 んでみ よ う。地 は ひ どい 日照 り
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続 きで， 人 々は ききん に苦 しん でい た。 その

時予 言者 エ リヤ は主 か らあ る命 令 を受 け た。

エ リヤ に とって全 く予 期せ ぬ事 柄 で あっ たに

違 いな い。「ザ レパ テへ行 って，そこに住 み な

さい 。 わた しは その ところのや もめ女 に命 じ

てあ な た を養 わせ よ う。」エ リヤは そのや もめ

に出会 う と次 の よ うに言った。「器た 水 を少 し

持 っ て きて， わ た しに飲 ませ て くだ さい。」

彼女 が行 って， それ を持 って こよ う とした

時，.彼は彼女 を呼 んで 言 った。「手 に一 口のパ

ンを持 って きて くだ さい。」

す る とや もめ は， これ か ら息子 と自 分の た

め に最 後の 乏 しい 食事 を支 度 し， そ して死 ぬ

つ も りで あ った と告 げ た。 このや もめ の答 え

か ら， 彼女 の哀 れ な生 活 が うか が.える。

この よ うな彼女 に とっ てエ リヤ の次 の 言葉

は受 け 入 れ 難 い こ とで あ っ た に違 い ない。

「『恐れ るに はお よば ない
。 行 って， あな たが

看 った とお りに しなさ い。 しか しま.ず，.それ

で わた しの ため に小 さいパ ンを，一 つ 作 って

持 って来 な さい。 その 後， あ な た と， あ なた

の子供 の ため に作 りな さい。

「主 が雨 を地 の お もてに 降 らす 日まで
，か

め の粉 は尽 きず， びん の油 は絶 え ない」 とイ

ス ラエ ルの神 ， 主が 言 われ るか らです。』

彼女 は行 っ て， エ リヤ が 言 った とお りに し

た 。彼女 と彼お よび彼女 の家 族 は久 し く食べ

た。

主 がエ リヤ に よ って言 われ た言葉 の よ うに，

かめの粉 は尽 きず ，びんの油 は絶 えなかった。」

(列 王上17：9-1L13-16)主 の福 祉 計画

を推 し進 め て き.たのは こ の よ うな信 仰 であ る。

第2の.質 問 は 「福祉 計画 の財 政 は ど うなっ

て いるか」 であ る。 その答 え としては断 食献

金 の原 則 を説 明す れば よい。 イザヤ は， 真 の

断 食 を説 明す るた めに， こ う問 いか けて い る。

「また飢 えた者 に
， あ な たのパ ン を分け 与 え，

さす らえ る貧 しい者 を， あな たの家 に入 れ，

裸 の者 を見 て， これに着 せ， 自分 の骨 肉に身

を隠 さな いな どの事 で は ないか。

そ うす れ ば， あ なた の光が 暁の よ うに あ ら



われ 出て， あ なた は，す みや か に いや され，

あな たの義 は あな たの 前 に行 き， 主 の栄光 は

あ なたの しん が りとな る。

また， あ なたが 呼ぶ とき， 主 は答 え られ，

あ なたが 叫ぶ とき，『わた しは こ こにお る』と

言わ れ る。… …

主 は常 に あな た を導 き， 良 き物 をもっ てあ

な たの願 い を満 ち足 らせ ， … … あなた は潤 っ

た 園の ように，水の 絶 えない泉の ようになる。」

(イ ザヤ58：7-9，11)

この原 則 に よ り，霊 感 され た神 の予 言者 の

教 え る計 画 に基づ いて， 末.日聖徒 は毎 月一 日

を断食 日と し， 断 った 食事 に相 当す る金額 か

あ るいはそ の数倍 の金額 を断食献 金 として惜

しみな く捧 げ てい る。 この神 聖 な献 金 に よっ

て倉 庫 の運営 が 行 なわれ ，貧 しい人 々に 金銭

の援 助 が与 え られ ， お金 の ない病 人.に医療 費

が 用 意 され るの で あ る。

多 くの地 域 で毎 月，執 事 の 少年 た ちが断 食

献 金 を集め て い る。普通 少年 た ちは断 食 日の

朝 早 く各教 会 員の 家 を訪 れ ，献 金 を集 め る。

あ る時，私 の ワー ド部 の少 年 た ちが髪 をぼ さ

ぼ さに して眠 い 目をこす り，朝 早 く起 きて責

任 を果 た さなけれ ば な らな いこ とに不平 を言

い なが ら集 ま って きた。私 たちは一 言 も言 わ

ず に，翌 週彼 らを ウェル フ ェアス クェアの 見

学 に連 れて行 った。 そ こで は足の不 自由 な人

が電 話交 換 をし， 老 人が棚 に品物 を並べ てい

た 。 また婦 人た ちが配 送 され る衣 類 を準備 し

て いた 。 しか も 目の不 自由 な人 さ え もか ん詰

に ラベ ル を張 って いた。 こ うして一 人一 人は，

自 らの献 身的 な労 働 を通 して生活 費 を得 て い

たの であ る。少年 たち は何 も言 わず， ただ黙

って いた。 彼 らは， 自分 た ちが集 め る断 食献

金 が どの よ うに 困 って い る人々 の役 に立 ち，

労働 の機 会 を人々 に与 え るのに いか に役立 っ

てい るか を 自分 の 目で確 か め るこ とが で きた

ので あ る。

それ 以来 ，執事 た ちは二度 と不 平 を言 わ な

くな った。 断食 日曜 日.の朝7時 に は， 彼 らは

きち ん と安 息 日の服 に 身 を包み， アロ ン神 権

者 としての義 務 を喜 ん で果 たす ため に集 まっ

た 。 もはや 彼 らの仕 事 は，献 金封 筒 を配布 し

て集 め るだけ では なか っ た。飢 えて いる者に

食 物 を与 え，住 む 所の な い者 に家 を提供 す る

の を助 け て い るこ とを実感 す るよ うにな った

の であ る。顔 には 喜 びが あふ れ， 足 ど りは軽

や か にな り， 身 も心 も躍動 して いた。今 の彼

らの 歩み は以 前の テン ポ とは格 段 の差 があ り，

次 の聖 句 の意味 も一 層 よ く理解 で きた ことだ

ろ う。「わた しの 兄弟 で あ るこれ らの最 も小 さ

い者 のひ と りに したの は，す な わ ち，わたしに

したので あ る。」(マ タイ25：40)

最 後 の3番 目の質 問 は，「この ような労働者

の献 身 的な働 き を もた らす要 因は何 か」 とい

うこ とであ る。 答 えは 簡潔 明瞭 であ る。つ ま

り， 主 イエ ス ・キ リス トの福 音 に対す る一人

一 人の証 で あ る
。 さらに言 うな らば，心 を尽

くし，精 神 を尽 くし，思 い を尽 くして主 を愛

した い と思 う気持 ちであ り， 自分 自身の よう

に隣 り人 を愛 そ うとす る思 い であ る。

今 は も うこの世 を去 ったが， かつ て農産物

の販売 に携 わっ てい た私の 友 人が， 当時監督

であ っ た私 に，次 の よ うな電話 をか けて きた。

「監督 ，果 物 に 恵 まれ ない人 々の ために と思

って， 小 型 トラ ックに一 台分用 意 したん です 。

それ で， 倉庫 に送 りた いのです が，責 任者 に

連 絡 してい ただ け ますか 。 で も， この こ とは

だれ に も言 わな い で下 さい。」この惜 しみ ない

行 為 は， ひ としお喜 び と感 謝 をもた ら した。

人 に知 られ ぬ この善行 に永遠 の報 いが与 え ら

れ る こ とは， 全 く疑 う余地 が な い。

この ような愛 の あ る行 な いは， ほか に も数

多 く見 られ る。 ソル トレー ク ・シテ ィー の交

通 の激 しい高速 道路 の下 に，60歳 にな る老入

が ひ と りで住 ん で い る。足が 不 自由 なため，

1日 と して安 らい だ こ とは な く， 長 い間ひ と

りで寂 し く暮 ら して いた。 あ る冬 の 日， 私は

彼 の家 を訪 れ た。ベ ル を鳴 らして もなかなか

返事 が なか った。 しか し中 に入 って見 ると，

家 の 中は き ちん と整頓 され てい た。暖 かい所

は1部 屋 だ け で， 台所 は凍 る よ うで あった。
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ほかの部 屋 を暖め るだ けの お金 が ない ので あ

る。壁紙 もな く天井 は 高 い し， 食器 棚 には何

も入 ってい なか った。

この友 人 の こ とを私 は監督 に話す と， 監督

は早速 愛の奇 跡 を起 こ して くれた 。ワー ド部

の会員 た ちが 集め られ ，愛 の 活動 が開始 され

た。1カ 月後 ，友 人の ルー か ら電話 が あ り，

何 が起 こったか見 に来 て くれ な いか とい う こ

とで あ った 。 そこで 目に した のは， ま さに奇

跡で あ った 。大 きな ポプ ラの 木 を掘 り起 こ し

た ままにな って い た歩道 は， きれ いに 直 され，

玄関 は補修 され， ドアに は真新 しい取 手 が付

い ていた。 天井 は低 くされ， 壁紙 も貼 られて

い た。柱や板 にはペ ン キが塗 られ ，屋 根 も修

理 された。 食器棚 は い ろい ろな 食器が 並べ ら

れ ていた。 もはや 寒 々 とした人気 の な い家 で

は なか った。すべ てが暖 か く人々 を迎 えて い

るよ うであっ た。最 後 にルー は満 面 に笑 み を

たたえて， とって お きの もの を私 に見 せ て く

れ た。 それ は，扶 助協 会 の姉 妹 た ちが 心 を込

め て作 った，マ ク ドナル ド家 の紋 章 の入 っ た

美 しい しま模 様 のベ ッ ドカバ ー で あっ た。 ま

た， 毎週ヤ ングア ダル トの兄 弟姉 妹が 温 か い

夕 食 を持 ち寄 って家庭 の夕べ を一 緒 に開 いて

いる こ とも知 った。 こ れ まで寒 々 と して いた

家 は暖か さ を取 り戻 し， 補修 に よ って古 い家

屋 は一 変 した。 しか し、.何よ りも大切 な こ と

は， 絶望的 と思 わ れた家 に希 望の 光が と も り，

愛が勝 利 を収 め た こ とであ る。

この感動 的 な活動 に加 わ った 人々 は， 次の

救 い主の教 え を， 新 た には っ き りと理 解 した

こ とであ ろう。「受 け るよ りは与 え る方 が，さ

い わいで あ る」(使 徒20：35)

私 は皆様 に，末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教

会の福 祉計画 は全 能 の神 に よ り霊 感 され た も

の であ るこ とを声 を大 に して 宣言 した い。確

か にこれ を計 画 され た御方 は主 イエス ・キ リ

ス トであ る。私 は皆様 が ソル トレー ク ・シテ

ィー を訪 れ， ウ ェル フ ェ ア ス ク ェ ア を訪 問

して下 さるよ う心 か ら願 って い る。 それ を見

る時，皆 様 の 目は光 り輝 き， 胸 は高 な る こ と
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であ ろ う。 しか も， 人 生 その もの に新 しい意

義 を見 い だす こ とであ ろ う。願 わ くは， 皆様

一 人一 人 が この尊 い経 験 を 自分 の もの とす る

こ とが で き る よ う， イエ ス ・キ リス トの み名

に よ り祈 る。 アー メン。

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー第 二 副 管 長



結婚生活を豊かにするもの
4乙4グ ー7

、

結婚生活は夫婦がそろって真善美を希求するところである

七十 人 第一 定 員 会 会 長

ジ ェ ー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス ト

数 年前 私は夫朧 胤 たいとい・ある女
性 の相 談 に乗 っ た こ とが あ る。彼女 の あ

げ た離婚理 由は正 当 であ る よ うに思 わ れ た。

そ して離婚 が 成立 した。 その後 私 は長 い間 彼

女 に会 わなか った。 しか し，偶 然 彼女 と道 で

会 った 時に は驚 いて しまっ た。 か つて の美 し

さは その顔 にな く，孤 独 と失望 の年 輪 が刻 ま

れ て いたか らで あ る。

彼 女 は少 し冗 談 め い た こ と を言 っ た後 ，

人生 は 空 し く価値 が な い， これ以上 ひ と りで

苦難 に耐 える こ とは で きな い と語 っ た。 さ ら

に驚 いたの は，彼 女 の次 の言葉 で あ る。彼 女

の承 諾 を得 たの で， その言 葉 を紹 介 した い。

「少 し も前 と変 わ りませ んの
。 こ うな るこ と

が わか って いた ら決 して離婚 な ど しな か った

で しょ っね。 か えっ て悪 くな った くらい です

わ。」

統 計的 にみ る と，離婚 を避 け るこ とはか な

り難 し くな って いる よ うであ る。現 在 ア メ リ

カ合衆 国 では，100組 結婚 す る とその 内50組

が離婚 して いる。(「世 界年鑑 」1976)も し現

在 の上 昇率 で離婚 が 増加 す る と，1980年 代 の

初 め には，100組 の夫婦 の うち70組 が離婚 す

る こ とに な る。

離婚 は特 別 な場合 に おい ての み認め られ る

もの で ある。 しば しば 人々 の生 活 を引 き裂 き

家 庭 の幸福 を奪 い去 るか らで あ る。 また離婚

に よっ て， 双 方 は得 る以上 のもの を失 ってい

る 場合 が 多い。

離婚 を体 験 した 人々が受 け た心 の傷 は，決

して十分 に理 解 され て いる とは言 えな い。 こ

の 大 きな悲劇 を体 験 し2度 と元の 生活 に戻 る

こ との で きな い人 々に対 して， もっ と多 くの

同情 と理 解 を示 す こ とが確 かに 必要 で ある。

お とえ離婚 を経験、した人 々で あ って も， 自己

を忘 れ ，.他人 の ため に奉仕 す る こ とに よって

人生 の幸福 や達 成 感 を味 わ うよ う期待 し望 む

Ω、とは で 、き.るの で あ る。

結婚 に おけ る幸福 が 多 くの人 々 に とって は

非 常 に もろ くはか な い もの で あ るの に，他方，

豊 か で満 ち足 りた結婚 生活 を送 ってい る人 も

い るの はなぜ だ ろ うか 。悲 痛 と苦 悩 を運ぶ汽

車 は なぜ そん な に も長 く， しか も罪 もな い多

くの 人々 まで も一 緒 に乗せ て行 か なければ な

らない ので あ ろ うか。

多 くの結 婚 を豊 か な ものにす る鍵 は， どこ

へ 失 われ て しまった ので あ ろ う。すべ て の入

が その よ うな幸福 と高逗 な理想 を抱 い て生 活

を始 め たの では なか っ たか 。

私 は長 い間 この困難 な問 題 につ いて深 く考

えて きた。 これ まで の人生 の ほ とん どをこの

問題 にか け て きた結果 ，今 で は不幸 な結婚 生

活や離 婚， 家庭 の破 壊 な どの問 題 につ いて幾

分 理解 で きる よ うに な った と同 時 に， 私 は幸

福 とは何 か とい うこ とにつ い て も知 る こ とが

で きた。愛 す る妻 ルニ スの おか げ で， 人生 に

おけ.る.最木 ㊧嘆 功 に結婚 生賃 に.あるこ と.を知

磁Oで あ る。

結婚 生活 に おけ る幸福 とい う非 常 に複雑 な

問 題 は，決 して一 言で 答 え られ な い。 また，
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離婚 につ いて もそ の原 因は様 々 で あ る。 そ の

中に は利 己主i義や 未 熟 さ， 決 意 の欠如 ， 意思

の疎通 の悪 さ，不 誠実 な ど， 深刻 な問題 もあ

るが， それ らは み なす で に よ く知 られ てい る.。

しか し私 は， 自分 自身の経 験 か ら， まだ取 り

上 げ られて お らず ， しか もすべ て の糸 をた ぐ

って いけば必 ず そ こにた ど り着 くとい った原

因 のあ る こ とが わか った。 そ れは， 結婚 生 活

を絶 えず豊 か に しよう とす る気持 ちが 欠け て

いる こ とで ある。垂 言塒 議 鰍 置痛

工姻 難 無鼠 」滋ム 仲顯 、謁ぬ 嶋 議 ゑ慈 、

焦な 臆翫 孟.れ。嵐婁黒 蕊 μ鱗 な椥 、素旦歳ら混

レエも蝋 ゐよ轟 志 すゐ.前 鳳毒.の.努功譲叢見ゐ、

醜1轟 嬢 φる・
では 「どの よ うにすれ ば， 結婚 生 活 を絶 え

ず豊か な もの にす るこ とが で きるのだろ うか」

と疑問 に思 われ る こ と と思 う。 ア ダム はイ ブ

の こ とを， 「これこそ，つ い にわ た しの骨 の骨 ，

わた しの 肉の肉」(創世2：23)と 言 って い る。

私 た ち1一 忌頼悔 そ。し。瓢誠実

難 困簸 濡遭遇 諏調 寺焔 瓦 鳥 に教 え

職 婦助 け合 って結婚 生 造ゑ 築 膿てkλか

な比 には漏.な ぬ

ここに，す でに結婚 して い る方 々， ある い

は現在 結婚 をしよ う として い る方 々が 「一体 」

とな るため に正直 に 自分 に問 いか け てみ るべ

き質問 が幾つ か あ る。

第1に ≠私 は 自分 息身 の望 み，よ，り，も ，、。結婚

生 清 とゴ半侶の こ。と恵 簸高 に考え る.こ、どができ

るで あ ろうか。

・第2に ，私 は他 の関 心事 を後 回 しに して，

自愈烈 伴 倶 の.たぬ に尽 く.す決 已》がで きて 垣る

鰯 ・か 。

く纏 隣泊 分の伴侶は最良磁 友筋 煎
.かb

第4に 尉 私 は伴 侶 を価値 あ る人間 としてそ

，a人格 を尊 ん でい るだ ろ.う.か。

郷 ：に;認 たちはお金駕 とで 鳳論 しない
だる⇒.か。 お金は それ が あ るから、と.いoて 夫

婦 を幸 制 屯レない し， な吟か..う、ζ.ヒ'?て不幸

に もしない。 けれ どもお金 は よ く利 己主 義 の
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象徴 とされ る。

葺夢 ，礁 鰻 勲 顕 責艦 で・結1まれ釦
幽 ふ か σ.

キ ンボー ル大 管長 は 「結婚 と離婚 」の 中で 次

のように語 ってお られ る。これ は私 た ちに とっ

て非常 に意 義深 い 言葉である。 「伴 侶 の一方 あ

るい は両方 が その気 に な る時以 外， いか な る

権 力 も結婚 生活 を破 壊 す るこ とはで きな い。」

(!レ伽 磁96α 忽Dガ θoπθ)「結婚 と離婚 」p.17)

結婚 の絆 は， 轟』よ 蟻心 の交流 を図る こ と

に払 漏麗 固ム ぬ瓢.な る。'そのため の

大切 なひ とつ の 方法 が，。識蕊 薫 ゑ 黒 ζ，で わ る。

そ うす れ ば，多 くの 食 い違 い を，た とえ小 さな

意見 の相違 であ っ・て も，眠 りにつ く前 にすべ

て解決 で きるで あ ろ う。決 して食 い違 い を奨

励 す るわ け では ないが， それ らは現実 に存在

す る もの であ り， 時 と して 人々 の関心 を呼ふ

切 っ掛 け とな るの であ る。夫 婦 の意 見の 食 い

違 いは， 結婚 生 活 を一層 甘 くす る隠 し味 とし

て使 う塩 の よ うな もの であ る。心 の交 流 にも

多 狸 多構 の 方沫 グ あ り二.筈 ヒ}カ1けや こ と， 髪

を と陸で あげ る こ と，優iし.く手 を握 るこ とは，

そ のひ どつ で あ る。 また，毎 日欠か さず に妻

は..「愛 して い ます」 と語 り牟 怯 .夫 は 「きれ 、

賦 よ嵐 と翫 る・ 時!喪 瓢 懐 烹濡 玄継 、.

.減ん」..と吟 う言葉 も木 切 な心 の交 わ りを生 む

言葉 で あ る。 また.熱財に 豆 奮傾 け、て號孟嘉よ_，

も素 晴、ら点.捺交 流で あ る。

互 い に信頼 し合 うこ とも，結婚 生 活 を豊か

にす る最 大 の要 因の ひ とつ であ る。不 貞ほ ど

豊か な結婚 生 活 を維持 す る ために 必要 な相互

信頼 の絆 を無 残 に断つ ものは な い。姦 淫 は決

して正 当化 で きな い もの で あ る。 時に は こ う

した大 きな失 敗 に もめ げ ず， 離婚 もしな いで，

家族 が保 た れ るこ ともある。 しか しその ため

に は，苦 しみ を受 け た どち らか一 方が， 相手

を赦 し， その行為 を忘 れ る無 条件 の愛 を持つ

必要 が あ る。 と同時 に罪 を犯 した方は， 心 か

ら悔 い改め， 悪 を捨 て る決心 を しなけ れ ばな

らな い。

永遠 の伴侶 に対 す る忠 誠 は，単 に 肉体 にお



いて だけ で な く， 精神 的 に も霊的 に も保 た な

け れ ばな らな い。灘 婚 後 は他 人 に対 す.る絵 か

底 ゑ恋 愛 感 憤ぬ顯 ゑ爺 蕉 熱い。 従 って，

ゴ劇 艮以外の人 よ の不 審 に思われ る，よゑな 爽 際

幽 ゑ，.、..悪を.柔の水 際 急断つ 愚・・と・が 賢 賜 であ

〆るガ

高 潔 こそ夫婦 を固 く結 ぶ 強 力な接 着剤 で あ

る。 主 は次 のよ うに 言われた 。「汝 ら誠心 を以

て妻 を愛 して これ と結 び合 うべ し。 そ の他 の

者 に愛着す ることなか れ 。」(教義 と聖 約42：22)

結婚 生 活 に祝 福 を もた らす これ らの ものの

ほか に， も うひ とつ の特別 な要 因が あ る。 そ

れ は何 に も増 して夫婦 を真 実 に， 神聖 に， 霊

的 な意味 で結 びつ け る もの であ る。つ ま り，

.聴 類 玄諒 肱ゑ 漁 嘉廊 急 姦 ゑ9シ ェ イク

ス ピア は 「ヘ ン リー五 世 」 の中 で， 次の よ う

に述 べ て いる。 「すべ て の結婚 の もっともよき

結 び手 で あ る神 よ，この二 人の心を一つ に……

結 んで下 さい。」 「(「ヘ ン リー五世 」第5幕 第

2場)融 結蜘 忽最 為、息 鳶.窪諜煮 鴬ゑ う・

このほ かに も結婚 を豊 か にす る もの は 多 く

あ るが ， それ らはす べ て その外 殼 にす ぎない

のである・遡 叢簸蕊 焦 瓢 組 、
核越 訟 乱のは 叫夫 婦嚢 ゑ育 工 轡潮 親 編，.を.

一 ゐ.る。霊 的 な一 致 こそが最 後 の

頼 み の綱 で あ る。 結婚 生活 の神 聖 さが徐 々に

失 われ始 め る と， 結婚 は破 滅へ 向 か うよ うに

な る。

去 婦 に感 謝 によ っ、て もだ ら され る心 の豊か

盗.が欠 けて い るこ とが ， 離婚 の増加 の原 因 で

あ る。 そ して この感謝 は，神 の戒 め を守 る時

に 湧 き上 が っ て くるの であ る。 ま た， 霊 性 の

女騰 躯 即嚇9舞 搭ρ蜘 を林 らす
のである。

私は約20年間にわたる監督 とステーキ部長

の経験を通 じて，.離婚をしな.いための保険の

ようなものが什分の=の 納悉鴎あゑ蕊ζゑ素し

三蒸 詳1翁(?7漁1勲 る時に霊り電池既 電

鞍 ・.睾の発電脚 働 雪 くな逸 日卸 熱
が.薦 灘 烹ゑ軌庶套る。

偉大な愛の旋律によって生まれる音楽ほど

素 晴 らし く荘厳 な 音楽 が あ るだろ うか。ふ た

りの 声が ひ とつ の霊 的 な ソ ロの よ うに聞 こえ

る時 それ は完 壁 な音楽 と言 えよ う。 結婚 は互

.濃塩蕊 敢 滋合 うこ と魍烈↓鼠的諏 な 駄 こ志 ド傾

.臆濫蓑2詰 ・諜 直訟認 城 熟隣 轟《で
戯 と，、責任 を・伴 う愈 一どな荏 の太煎 勲"ヒ 、

誕 ぬ 卿 禰《 間の 最太 の欲 求 恵満為 憲毒ぬ に

神が 翻 歯も轟 癒 寿法 な瓢 ミあ る 。結婚 生活

の幸福 と，親 とな るこ とに よって得 られ る幸

福 は，他 の いか な る幸福 よ りも数千 倍 も大 き

な もの で ある。

そ して夫婦 が子 供 を もうけて両 親 とな った

時， 結婚 生 活 は ます ます 豊か な もの とな り，

霊性 は一 層 高 まる ので あ る。親 の愛 ほ ど幸福

を もた らす ものは ない か らで ある。 男性 は，「蜘覇概瑠㈱一 姻 職 糀卿・畢汽・釜1糖幽腰・鍬脚静P「∵e・「・い　 齢・

父親と盆ユ ェ家族鷺養 ラことによって塵斥す

ぐ施 菰 刻 潔掘 鰍.し こ撫 私の愛を示すζ
と蕊轟2鼠 薫 しい花を咲かせる。愁漆諏蕊再

麹凝 勲 禽 淀 全な愛の意墜が理解で

卸 ：鰍 る・
私たちの家1》 に 耳ローの中で
目 云・か一 ・・カ か 》かレ}

結婚 生 活 を豊か な もの とす る大 きな 目標 も

その 第一 歩 は小 さ なこ とか ら始 まる。戯

.賎 灘 欝 晶 孟・..略謝 難 漁 蒸 ねす

、瓢}あ る 。互 雌 励 轟 し森 ㎏騨跡 け念o・て

成長 載 と講1あ.る。結婚 生 活 は夫婦 が そろ

って真， 善， 美 を希 求す る ところで あ る。

救 い主は 次 の よ うに 言わ れた。 「見よ，わた

しは戸 の外 に立 って， た たい てい る。だ れで

もわ た しの声 を聞 いて 戸 をあ け るな ら， や府

し姑 そ魚 劇 こはい って彼 と食 を共 に し， 彼 も

ま たわ たし ど食を共 にす るで あ.ろう・鉗 く黙示

、3　：2⑳_...、

願 わ くは神 の導 きが あって すべ ての結婚 生

活 と家庭 生活 に豊 か な祝福 が 注が れ るよ うに。

特 に神 の永遠 の計 画 の一部 をなす 神の聖 徒 た

ちの家庭 に祝 福 が あ るよ うに。 イエ ス ・キ リ

ス トの聖 な るみ 名 に よってへ りくだ り祈 る。

ア ー メ ン。
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奇 跡
「モルモン経 は初めから終リまですべてが啓示てあリ，霊感によって翻

訳さ'れたものであ り，人間の業ではな く神のみ業である。」

十 二使 徒評 議 員会 会 員

マ ー ク ・E・ ピー タ ー セ ン

A日 ， 私は こ こに立 って， ジ ョセ ブ ・ス ミ7

スが 神か ら召 され た予 言者 で あ り， モル

モ ン経が 奇跡 に よって 翻訳 され， 出版 され た

書物 で あ るこ とを証 した い。

ジ ョセブ ・ス ミスは， 私 た ちの贈 い主 救 い

主 であ る尊 き神 の御 子 イエ ス ・キ リス トを除

き， この世 に生 を受 け た者 の だれ よ りも人類

の救 い に貢献 した人 であ る。

この ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して， 真実 の教

会 と神 の王 国が再 び この地 上 に回復 され たの

であ る。 ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 神 の賜 と力 と

に よってモ ルモ ン経 を翻訳 し，世 に出 した。

彼 を通 して， 彼の 生存 中 にふ たつ の大陸 で モ

ル モ ン経 が 出版 され， この 回復 された 永遠 の

福 音が世 界 各地 に送 り出 され る よ うに な った

の であ る。

ジ ョセブ ・ス ミス は，主 か ら数 多 くの啓示

を受 け た。 それ らは， 教義 と聖 約， 高価 なる

真珠 お よび教 会歴 史の 中 に記 され てい る。 彼

は， 国 外か ら何千 人 もの末 日聖徒 を集め ， イ

リノイ州 ノー ブー に偉 大 な市 を築 いて， 店や

豊 かな農 園， 教会や 学校 ， 大学 を建：て た。 ま

た，末 日聖徒 の西 部へ の移 民 と西部 の大 盆地

での定 住 を計画 し， 後 に彼 の 後継 者 であ るブ

リガム ・ヤ ン グ大管 長が それ を実 施 した 。

彼 は偉大 な 生涯 を送 り，偉 大 な死 を遂 げ，

キ リス トの ための殉 教者 とな った。 主か ら油

を注 がれ た昔 の人 々 と同 じよ うに， その使 命

と証 を 自身 の血 をもって結 び 固めたのであ る。

(教 義 と聖約135：3参 照)

彼 は決 して朽 ち るこ とのな い誉れ と名 声 と

を残 した。 これか らも，教 会員 を通 じて この

福音 が あ らゆ る国民， 血族 ， 国語 の民 に広 ま

るにつ れて， 彼 の名 は ます ます 人 々の 間に知

れ渡 り， ジ ョセ ブ ・ス ミスの 召 しが確か に偉

大 な もの であ るこ とを知 って何 百万 とい う忠

実 な人 々が 彼 を尊 敬 し，祝 福す るで あ ろ う。

彼は， 末 日にこの力 強 いみ業 を推 し進 め る

よ うに あ らか じめ天 にお いて任 じられ て いた。

彼 は また誉 れ と霊 感 を受 けて その使 命 を完 う

し，常 に至 高者 た る神 に栄 光 を帰 し， 彼 に続

く者 たち の光 とな った 。

しか し， 彼 は この よ うに偉 大 な予 言 者 であ

ったが， 生 まれは ご く平 凡 であ った。 彼 は農

夫 の息子 として育 ち， ほ とん ど正 式 な教育 と

い うもの を受 けて いなか った。 また， 幼年 の

頃 はニ ュー ヨー ク州 の西 部 に住ん で いたが ，

後 に開 拓地 に.住む よ うに な った。

彼の 一家 は， 森 を開墾 して農場 を作 った。

また， 非常 に謙遜 な人 々で， 貧 困や苦 難 を何

度 も経 験 したが ，勤 勉 な努力 と天 か らの祝 福

に よって幸せ な生活 を送 ってい た。

ジ ョセ ブ ・ス ミスの なす業 は， イザ ヤ に よ

って予 言 され てい た。 イザヤ は， 彼 の貧 しい

生 い立 ち と幼年 期 に教育 を受 け る機会 の ない

こ とを指 摘 してい る。 イザヤ は， 実際 に彼 を

「読 む こ との で きない者(学 問 のない 人)」 と

呼 ん でい る。 この こ とは， この予 言 の中 で非

常 に重要 な意味 を持 つ。 なぜ な らば， これが

だ れ を指 す のか を知 る上 で確 か な しる し とな
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るか らであ る

イザヤ 書29章 の最初 の部分 で， イザ ヤ は突

然 に滅 びて しま うひ とつ の 国家 の こ とを述べ

て い る。 しか しそ の国家 は， 近代 の 人々 に，

文 字 通 りち りの 中か ら， 一冊 の書 物 を通 して

語 りか け る と記 され てい る。

イザヤ は その こ とが起 きる時期 につ い て も

記 して い る。つ ま り， パ レスチナ.の.地が再 び

肥沃 な地 に な る前 であ る。パ レ.スチナ は，現

在 イザヤ が示 現 に見 た よ うに豊か な地 どなっ

て お り， そ の書物 もす でに 出版 され てい る。

この書 物 は様 々 な理 由 か ら変 わ った形 で世

に 出 され る とされて い た。 その ひ とつ が， こ

の書 物 は学 問の.ない者 と学問 の あ る者 の双 方

に 関わ りを持 つ とい うこ とであ る。 その学 問

の ない者 とは， 当時 十分 な教 育 を受け て いな

い 少年ジ ョセ ブ ・ス ミスで あ った。 しか も，

この書物 の 出版 に よっ て もた らされ る影響 は

著 し く， 耳 の聞 こ えな い人 もこの書物 の言葉

を聞 き， 目の見 え ない 人 もそれ を見 る こ とが

で き， また貧 しい 人々 はイ ス ラエ ルの聖 者 に

よって楽 しみ を得 る と予 言 されて い た。

私 た ちは， イザ ヤ の予 言が 成就 され た こ と

と， この書物 が今 入々の 中 にあ る こ とを証 す

る。 この書物 こそ モル モン経 で あ る。

モル モ ン経 の起 源 をた どってみ よ う。

イザヤ が予 言 した よ うに， ア メ リカ大陸 に

築か れ てい た古代 の 国家 は， 実際 突然 に滅 び

て しまった 。 その 人々は， 数 百万 に ものぼ っ

て いた。 これ らの 人々は かつ て義 人 と呼ば れ

た 人々 であ り，彼 らには， 神聖 な民の 歴 史 を

金版 に刻 ん だ 多 くの予 言 者が い た。 そ して，

そ の滅亡 の前 に， ひ と りの予 言者 がそ の記録

を石 の箱 に 入れ て地 中に埋 め た。 その 後， こ

の記録 は近代 に な って発 見 され，翻 訳 され，

出版.され た ので あ る。 まさに イザ ヤの予 言通

りに， 古 代 の民が 文字 通 り地 の中 か ら語 りか

け たの であ る。

では， この 書物 は どの よ うに して世 に 出た

の であ ろ うか 。

1823年9月22日 ，ニ ゴー ヨー ク州 パ ル マイ

ラの近 くで ひ と りの神 の使 いが， 当時18歳 の

学 問 の な い 農 夫 ，ジ ョセ ブ ・ス ミス に現 わ

れ ， その 記録 の隠 さ れ た.場所 を告 げ た ので

あ っ た 。.そして 今 ， この ジ ョセ ブ ・ス ミス

は神 か ら.召され た近代 の予 言者 と呼 ばれ てい

る。

この書 物 は，表 面が 金 の よ うに見 える金属

板 で で きてい た。金 属板 の厚 さは，ブ リキ と

同 じ位 で， 大 き さは縦約20セ ンチ メー トル，

横 約18セ ンチ メー トル で あっ た。 しか もめ く

りや す い よ うに端 を金 属 の輪 で と じてあ った。

そ して， 全体 の厚 さは，15セ ンチ メー トル余

りであ った。 各ペ ー ジに は古代 の文 字が裏表

に小 さ くしか も美 し く刻 まれ てい た。書物 は，

腐 食 を防 ぐため に何世 紀 もの間石 の 箱に保管

され て きた ので あ った。

こ こで しば ち く，次 の点 につ い て考 えてみ

た い。金 版が 発見 され た 当時， それ を確証す

る よ うな記録 が ほか にあ った だろ うか。答 え

は， 「いい え」で ある。全 くその よ うな ものは

なか っ た。 では， 今 日は ど りだろ っか。証 明

で き るよ うな ものが あ るだろ うか。 答 えは，

「はい」 で あ る
。 確か に あ るので ある。

例 えば ，近 代 にな って考 古学者 たちは， ア

ッシ リア の王 サ ル ゴン2世 の金 版 あるい は銀

版 に刻 まれ た記録 を発 見 した。 これ はお よそ

紀 元 前750年 の もの で，石 の箱 に保 管 され地

中に埋 め られ て いた。 ダ ニエル をし しの 穴に

閉 じ込 め た ダ リヨス王 の金 版 につ いて も同 じ

で ある。

これ らの古 代 の記録 はす で に翻 訳 され， 出

版 され てい る。

綴 じられ て一冊 の書 物 の よ うに なった金属

板 は，韓 国で も見 つか って お り，現 在 ソウル の

博 物館 に展示 され て い る。 ほか に イタ リアで

も同 じよ うな もの が発 見 されて い る。従 って，

古 代 の記 録が この よ うな方法 で保 存 され て き

た こ とは，何 も珍 しい こ とで はな いので あ る。

特 に メキ シ コや 中央 ア メ リ.カで は石 の箱 が

た くさん 発掘 され て い る。 大小様 々 で中 には

美 しい彫刻 を施 し，宝 石 の保 管 箱 として使 わ

15



れてい た もの， あ るいは 食糧 貯蔵 が で きるほ

どの大 きさの もの もあ る。 昔 は， 石 の箱 を使

うこ とは，ご く当 り前 の こ とであ った。

それ では しば ら くの 間，実 際 この 記録 が ど

の よ うに して 翻訳 され たか とい う点 につ い て

考 えてみ よ う。 ジ ョセ ブ ・ス ミスは ，神 の賜

と力 とに よ り， ウ リム と ト ミム を用 いて 翻訳

した と述べ て い る。当 時学 問の なか っ た彼に

とっては ほか に方法 は なか っ たの であ る。

迫害 が始 ま り， 人々 は予 言者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス を襲 った だけ でな く，彼 の仕 事 を も妨 げ

よ うとした。彼 らは ジ ョセ ブ ・ス ミスのす るこ

とに い ろいろ文 句 をつ け，名 前 を汚 しその仕

事 を妨 害 した 。彼 らは ジ ョセ ブ ・ス ミス が予

言者 で ある こ とを決 して認め よ うと しな か っ

た。 それ ばか りか近 代 の啓示 さえ も信 じなか

った。た だ ジ ョセ ブ ・ス ミス を非 難 し，嘲 笑

し，侮 辱す るだけ であ った。

そこ で彼 らは， モ ンモル経 の翻 訳 が神 の賜

と力に よる もので あ るこ とを否定 しよ う と，

あ らゆ る術策 をめ ぐら した。それ は ジ ョセ ブ ・

ス ミスの 創作 だ とか ， ス ポー ルデ ィン グの作

品 の盗作 だ とか ， あ るいは モル モ ン経が 出版

され る前 には全 く面 識 のなか った シ ドニー ・

リグ ドンがそ れ を書 い たな ど と言 って， ジ ョ

セ ブ ・ス ミスの仕事 を 「人の業」 に しよ う と

した。

その ために 彼 らは，不 本意 な が らジ ョセブ ・

ス ミスを知 識 と才能 に長 け た 人物 に仕 立 て上

げ， 彼が 聖書 の各 部分 あ るい は全章 を文 字通

り抜 き取 っ てモル モ ン経 を書 いた と主張 した。

しか し， そ れは， 愚か な 中傷 で しか なか った。

ジ ョセブ ・ス ミスは，神 の賜 と力に よ って

記 した と宣 言 してい る。 彼の書 記 であ っ たオ

リバー ・カウ ドリも次 の よ うに語 って い る。

「私は， 予 言者(ジ ョセ ブ ・ス ミス)が 神 の

賜 と力に よ り翻 訳 して語 る言 葉 を， モル モ ン

経 の全 章(一 部 を除 く)に わた って この手 で

書 いた。」Cし力 躍ηα1(ゾR甜 加η、M"6〆 「ルー

ベ ン ・ミラー の 日記 」1848年10月21日 付)

もうひ と りの書記 ，マ ー チ ン ・ハ リス も，
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同 じ証 を述べ て い る。 また， この翻 訳 の問ず

っ と共 に住 み， 常 に傍 らにいて， 時 に は書記

として手伝 った愛す る妻 エ マ ・ス ミス も次の

よ うな証 を述べ て い る。

「私 は， 霊感 されて い なけれ ばだ れ もあの

よ うに 書 き取 らせ る こ とは で きなか っ た と心

か ら思 っ てい ます。 私が 書記 と して働 いた時，

ジ ョセ ブ は，何 時間 も私 に筆 記 させ ま した。し

か も食事や その他 で 中断 した後 で も， 原稿 を

確 認 した り，前の 箇所 を読 み返 させ たりす る こ

とな く， す ぐに中断 した とこ ろか ら始 め たの

です 。 … …学 問の ある 人で さ えその よ うにで

きるか どうか は疑 わ しい とい うの に， ま して

や …… 彼 の よ うな学 問の な い人 に とって は，

た だ奇 跡 と言 うほか あ りませ ん。」(翻 勿パ

Hgη1¢ 「セ イ ンツヘ ラル ド」26：290)

それ で は， 批評 家 た ちは何 の根 拠 があ って

ジ ョセ ブ ・ス ミスが 少年 時代 に それ ほ ど博 学

で あ り， 聖 書か らあえて 聖句 を抜 き出 してあ

た か もモル モ ン経の 一部 の よ うに見せ か けた

と言 うの であ ろ うか 。

彼の母 親 は， その 頃 ジ ョセ ブ ・ス ミス は ま

だ聖 書 を完全 に読 み 終 えて いなか った と述べ

て い る。 そ うであ る とす れば ， なぜ 彼が一 つ

一つ 丹 念 に聖 句 を選 び
， あれ ほ ど適確 に また

巧 みに モ ルモ ン経の 中 に組み 入 れ るこ とが で

きた であ ろ うか 。

さらに， 文章 を書 き， ま とめ る点 です ぐれ

て い た として もあ の よ うな編 集が で きる知 識

は持 ち合 わせ てい なか っ たで あろ う。 しか も，

彼 に は文章 を書 き， ま とめ る能 力 は当時具 わ

って いなか ったの であ る。

モ ルモ ン経 は，文 学 的かつ 宗教 的 傑作 で あ

り，農 家 の少年 の たわ い ない望 みや 才能 で で

きる もの では な い。 そ こに記 され てい る言葉

は最初 か ら終 りまで近代 の啓示 で あ り， ま さ

に神 か ら与 え られ た もの であ る。

例 え ば， この書 物 にあ る美 しい救 い主 の教

え を読 んで い ただ きた い。主 が，聖 書 の予 言

者 の言葉 を引用 して お られ る こ とに注 意 して

い ただ きた い。無 学 なジ ョセ ブ ・ス ミス に，



イエ スの言 わ れた こ とを展 開 させ なが ら救 い

主 の説 教 を書 き直 した り， 欽定 訳聖 書 の聖 句

を挿 入 した りす るだけ の勇 気 と才能 が あっ た

と言 え るだ ろ っか 。

ジ ョセ ブは予 言者 モル モ ンよ りも優 れ た こ

とをな し得 た と主張 す る批 評家 の もっ とも ら

しい議 論 を信 じて よい もの だ ろ うか 。また.，ジ

ョセ ブ ・ス ミスは，聖典 の 原文 を書 く時 ，欽 定

訳 聖 書 の翻 訳者 が予 言 者 モル モ ンよ りも優 れ

て い た と判 断 で きる知 識や分 別 を具 え てい た

だろ う均・。 彼 らが そ う考 え る理 由は 何 だろ う

か 。

モル モ ンは， 霊感 され た立派 な予 言者 で あ

った。他 方 ， ジ ョセ ブは，学 問 のな い農家 の

少年 であ った。 そ ん なジ ョセ ブにモ ル モ ンの

仕事 を発展 させ るこ とがで きた であ ろ うか 。

この 少年 は， 自分 に課 せ られ た責任 を忠実

に果 た した。 モル モ ンの業績 や イエ スの 説教

に も， またア ビナ ダ イの弁 明に も， マ ラキや

イザ ヤ の書 に も何 ひ とつ と して不 正 な変 更 を

加 え なか った。 彼 は翻 訳者 としての立 場 を厳

格 に守 っ た。彼 は編 集 者 で もな けれ ば，創 作

者 で もな い。無 論 人 の作 品 を盗 作す る者 で

もなか っ た。

この 翻訳 に関 係 したす べ ての事 柄 は まさに

奇 跡 であった。この 書物 はイザヤ が述べ た 「不

思議 な驚 くべ きわ ざ」(イ ザ ヤ29：14)で あっ

た。

しか し批 評家 た ちは， モ ルモ ン経 と聖書 に

類似 した聖 句が あ るの を ど う説 明す るか と問

う。答 え は至 って簡 単 であ る。以 前私 が イ ギ

リス に住 んで いた時 ， ロ ン ドンにあ る英 国博

物館 を訪れ ，欽 定訳 聖書 の歴 史 を研 究 した。

そこ で私 は翻訳 者 た ちが霊 感 を受 け て仕事 が

で きるよ う.にと断 食 し， 祈 った こ と を知 っ た。

私 は彼 らが 霊感 を受 け てそ の翻訳 に携 わっ た

こ とをは っ き りと知 って い る。

この ふ たつの 書物 に類 似 点が あ るこ とは欽

定訳 聖 書が いか に正 確 で あ るか とい う証 で あ

る。.モルモ ン経 も欽 定訳 聖書 も， 神 の霊感 を

受 けて 翻訳 され た書 物 だか らで あ る。

モ ルモ ン経 の翻訳 に は主 のみ手 が あ った 。

その こ とは欽定 訳聖 書 の大部 分 につ いて も言

える こ とであ る。 モル モ ン経が その こ とを確

証 してい る。 この教 会 が欽定 訳聖 書 を正式 な

聖 書 として受 け入れ て い る こと を私 は感謝 し

て い る。

モ ルモ ン経 は初 めか ら終 りまですべ てが 啓

示 で あ り， 霊感 に よ って翻訳 された もので あ

り， 人間 の業 では な く神 の業 で あ る。

ジ ョセ ブ ・ス ミスが それ を翻訳 してい る時 ，

神 は彼 を通 して語 り， そ して 語 られ る ままに

オ リバ ー ・カウ ドリが記 録 した ので あ る。 オ

リバ ー ・カ ウ ドリはそ れが 奇跡 であ り，神 の

力 に よっ てな され た こ とを身 を もっ て知 り，

証 して い る。

この よ うに して この新 しい聖 典 ，新 しい神

の 啓示 は， ひ と りの少年 ジ ョセ ブ ・ス ミスを
.通して世 に出 され

，世 の救 い主 が神の御 子 で

ある こ とを証す る第2の 証 人 となっ たので あ

る。

学 問 の ない者 が この書 物 を世 に もた らし，

それ は 「不 思議 な驚 くべ きわ ざ」， 奇跡 となる

で あ ろ う とイザ ヤが 予 言 したそ の学問 のな い

者 とは ジ ョセ ブ ・ス ミスの こ とであ る。私 た

ちは この こ とを覚 え，批 評家 た ちに も知 らせ

なけれ ば な らな い。 まさに その予 言 は成就 し

た の であ る。

これ らの こ とを心 か らへ り くだ り， 主 イエ

ス ・キ リス トの聖 きみ名 を通 して証 申 し上 げ

る。ア ー メ ン。

☆ ☆
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悲劇は繰り返す

主は破滅の警告だけでなく，災難を避ける方法をも啓示 しておられる

第 二 副 管長

マ リ：オ ン ・G・ 日ム ニ ー

現 在 この世 に住 む 人々 は・ 明 らか に混舌Lの
中で もがい て いる。大 混 乱が 社会 を脅 か

して い るこ とは衆 知 の事実 であ る。 も し人類

と国家 が この ままの状 態 で進 ん で行 くな らば，

必ず驚 くべ き災 いが起 こる であ ろ う。 神 はそ

の こ とを予 言 してお られ， 歴 史 もは っ き りと

証 してい る。

この6千 年 間 に，文 明 は栄枯 盛 衰 し， 同 じ

こ とを何度 も繰 り返 して きた。

人々 が富 と成功 と幸 福 を左 右す る律 法 に従

順 で あった時 に は， 国家 は栄 え た。時 の初 め

に神 よ り啓示 され た これ らの律 法 は， その時

以 来神権 時代 ご とに予 言者 を通 じて人 々に繰

り返 し啓示 され て きた。

この律 法 を守 って い る限 り民は繁 栄 した 。

しか し律 法 に不 従順 で あ る と， そ の程度 に応

じて文 明は衰退 した。 そ して， これ らの律法

を完 全 に無 視 した 時に， 文 明 は滅 びて しまっ

た。

アダム の時代 を初 め として， それ 以後 あ ら

ゆ る神 権時代 に，主 は地 の 民に 向か って ，主

が啓示 され た正義 の律 法 を汚す行 ない を続け

るな らば その身 に滅 び を招 くと警 告 され た。

この予告 が 確か であ るこ とは， 聖典 中の 歴

史の み な らず ，世 俗 の歴 史 も証す る ところで

あ る。

初 め に， 主 は ア ダム とイ ブに， 平和 と繁栄

を約 束す る正 義 の律 法 を説か れ た。 そ して彼

らは， その律 法 を子供 た ちに教 えた。

「ここにサ タ ン彼 らの中 に来 り'て言い け る

は， … …ア ダム とイヴ の言 を信ず るなかれ ，

と。 されば， 彼 らアダ ム とイヴ の言 を信ず る
め

こ とな くサ タン を神 よ りも愛 で た り。 人 はそ

の 時 よ り， 肉体， 肉欲 ，悪 魔 に従 う者 とな り

始め た り。」(モ ー セ5：13)

それ か ら何 世 紀 もの 間， 予 言者 た ちは アダ

ム の子孫 に何 度 も悔 い改 め を叫 んだ。 そ して

エ ノ クの民 だけ が それ に聞 き従 った。

その他 の 民に 向か っ て， 予 言者 「ノア… …

神 に属 け るこ と を太初 にあ りた る ままに教 え

た り。」しか し，彼 らは ノア の言葉 を聞 こ うと

しなか った 。

「主 ノア に宣 い け るは
， わが 『み た ま』 常

に は人 を励 ま さ じ… … され ど，彼 の寿 命 は百

二十才 な るべ し。 も し人悔 い改め ず んば， わ

れ彼 らに洪水 を遣 わ さん。… …

ノア， 人 の子 らに悔 い改め よ と呼ば わ りた

るが， 人々 ノア の言 を聴か ざ りき……
おもい

すべ ての 人そ の心 の念 の図 る ところ高ぶ り

て，常 にた だ悪 しきのみ を見 た まえ り。」(モ

ー セ8：1617
，20，22)

しか し， ノア は民 に教 え を説 き続け て言 っ

た。

「信 じて汝 らの 罪 を悔 い改 め
，… …神 の子

イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ りてバ プ テスマ

を受 け よ。 さ らば聖 霊 を受 け て…… も し汝 ら

これ を為 さ ざれば， 洪 水汝 らの上 に来 らん，

と。 これ らの 言に もか かわ らず 彼 ら聴 か ざ り

き。… …

神 ，世 を見 た まい しに， …… そ は 腐 りた
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り。 … …

神 ， ノ ア に 宣 い け る は ， す べ て の 肉 あ る も
おわり

のの 終末 わが 前 に近 づ け り。世 は 暴力 に満 ち

たれ ば な り。 見 よ， われす べ ての 肉 あ る もの

を地 よ りほ ろぼ し去 るべ し，と。」(モ ー セ8：

24，29-30)

そ して，神 は その通 りに行 なわ れ た。生 き

残 ったの は， ノア とその家 族 だけ で あっ た。

ソ ドム とゴモ ラの 人々 も， これ と似 た よ う

な こ とを繰 り返 した 。彼 らは 警告 されたが，

気 に留め なか っ た。 そ こで彼 らの不 正 をご ら

ん にな った 「主は硫 黄 と火 と を… … ソ ドム と

ゴモ ラの 上に 降 らせ て，

これ らの町 と， すべ て の低 地 と， その町 々

のす べ ての住 民 と， その地 に は えて い る物 を，

こ とご とく滅 ぼ され た。」(創 世19：24-25)

エ ルサ レム が滅 ぼ され た時 ，民 は地 の面 に

散 らされて しまった 。 それは ，正義 に従 うと

い う神 の律法 を拒 ん だか らであ る。

彼 らに悔 い改め と警告 を叫 び， イエ ス は次

の ように言 われ た。

「それだか ら
， わた しは， 予言 者，知 者，

律法 学者 たち をあ なたが た につか わす が， そ

の うちの ある者 を殺 し， また十字 架 につ け，

その あ る者 を会堂 でむ ち打 ち， また町 か ら町

へ と迫 害 して行 くであ ろ う。

こ うして義 人 アベ ル の血か ら， 聖所 と祭 壇

との間 で あな たが たが殺 したバ ラ キヤの子 ザ

カ リヤ の血 に至 るまで， 地上 に 流 された義 人

の 血の 報 いが， こ とご と くあ なたが たに 及ぶ

であ ろ う。

よ く言 って お く。 これ らの こ との 報 いは，

みな今 の 時代 に及ぶ で あ ろ う。」

イエ ス は，彼 らの破滅 を予 知 して，悲 しま

れ た。 「ああ， エ ルサ レム，エルサ レム，預 言

者 たち を殺 し， お まえにつ か わ された 人た ち

を石 で打 ち殺す 者 よ。 ち ょ う ど， め ん ど りが

翼 の下 に その ひな を集 め る よ うに， わ た しは

お まえの子 ら を幾 たび 集め よ うと した こ とで

あ ろ う。 それ だの に， お ま えた ちは応 じよ う

と しなか っ た。

見 よ， お まえた ちの家 は 見捨 て られて しま

う。」(マ タ イ23：34-38)

ア メ リカ大陸 に おけ るふ たつ の偉大 な文明

の 民， ジェ レ ドの 民 とニー フ ァイ人 は， 神が

示 した も うた正 義 の律 法 を受 け 入れ なか つた

ため， こ とご と く滅ぼ されて しま った。

いず れ の場合 も， 主 は予 言者 を通 じて彼 ら

の 罪悪 を指 摘 し， 警告 を発 し， そ.して，悔 い

改 め なけ れば 滅び るであ ろ う と告 げ られ た。

しか し，彼 らは悔 い改 めず， その結果 完全 に

滅 び て し まった。

今 日の私 た ち も， この よ うな状 態 に近 づ き

つ つ あ る。主 は， こめ世 に熟 し始め てい る不

正 に対 して警告 を発 し，悔 い改 め なければ 民

は滅 び る と言 われ た。

1831年11月 ，主 は現代 の予 言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス を通 じて， 次 の よ うに言 われ た。

「聴 け
， 汝 らわが教 会 の人 々 よ。 ……誠 に

われ告 ぐ， 汝 ら民 よ， 遙か な る所 よ り耳 を傾

け よ。海 の島 々 にあ る者 よ，共 に聴 け。

誠 に主 の声 はす べ ての 人々 に及ぶ もの なれ

ば， 一人 もの が る る者 な し。 目と して見 ざる

は な く， 耳 として聞 か ざ るは な く， 心 として

刺 し貫か れ ざ るは な し。.

ま鵡 お よ そ教 えに そむ く者た ちは大 いな

る悲 しみ に刺 し貫 か れん 。 そは， 彼 らの 罪悪

は公 に告 げ知 らされ て， その か くれ たる行 為
あば

の 発 か る べ き を以 っ て な り。

而 し て ， … … 弟 子 た ち の 口 よ り， す べ て の
いまし

人 々に警 め の声 は及 ば ん。」(教 義 と聖 約1：

1-4>

この弟 子 た ちの一 部 は イス ラエ ルの長 老 た

ちであ るこ とを思 い出 して いた だ きたい。

「この末 の世 の 弟子 た ちは進み行 け ど
，一

人 もこれ を止 む る者 なか らん。 そは， 主 なる

われ， 彼 らに命 じたれ ば な り。 ……

この 故 に， 主 の声 は 耳 あ りて聞 か ん とす る

すべ ての 人々 に聞 かれ ん ため地 の果 に まで及

ぶ 。

され ば 汝 ら備 え をなせ ， まさ.に来 る.べき事

のため に備 え をなせ ， そ は主 の来 るは近 けれ
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ば な り。」贈 い主 の再臨 に つ いて この よ うに 言

わ れて いる。

「而 して主'の怒 りは 燃 え
， 主 の剣 は天 に て

うるお いたれ ば，今や この世 に住 む人 々の頭

に下 されん 。
かいな

その時主 の腕現 われ て， 主 の声 もまた主 の

僕 らの声 も聞か ん とせ ず，予 言 者 に して使徒

な る者 た ちの 言に も耳傾 け ん とせ ざる者 の そ

の民 の 中よ り絶 た るべ き 日来 るな り。」(教 義

と聖約1：5，11-14)

主 は この ように宣 言 した 後，今 日この世 の

人々 に苦難 が及 ぶ理 由 を語 っ てお られ る。

「そは彼 らわが儀 式 よ り離 れ去 り， わが 永

遠 の 誓約 を破 りた れば な り。

彼 らは主 の義 を打建 てん ため に主 を求 め ず

して， あらゆ る者 おのが 心 の ま まに振 舞 い お

のれ らの神 の姿 を求 む れ ど も， そ の姿 は人 の
かたち

世 の像 に して その本 質 は一個 の偶 像 な り。 そ

は古 びてつ い にバ ビ ロンに て， す なわ ちつ い

に亡 ぶべ き大バ ビロ ンにて朽 ちん 。

されば，主 な るわ れ，」こ こで，主 は予 見 さ

れ たこ とに対す る救 い の道 を示 してお られ る。

「この世 に住め る人々 に襲 い来 るべ き禍 を知

れば， わが 僕 ジ ョセブ ・ス ミス(二 代 目)を

呼 び天 よ り語 りて彼 に誠 命 を下せ り。

また他の 者 ど もに もこれ を世 の 人々 に宣ぶ

る様誠 命 を与 えたれ ど… …」(教 義 と聖約1：

15-18)

世 の人々 に宣 言 され た事柄 の ひ とつ として，

災 いが切 迫 してい る こ とが 告 げ られ て い る。

例 えば，主 は次 の よ うに言 われ た。
こら

「そは
， 無 人の境 とな るほ どの懲 しめ この

世 の 人々の 中に 出 で来 り，世 の 人々悔 い改め
こら こうむ

ずん ば度々 引 きつ ず き懲 しめ を蒙 りて この世
かがやき

は空 し くな.り，世 の 人々 は わが来 る時の 光輝

に よ り焼 きつ くされ て こ とご と く亡 び失 す る

に至れ ばな り。」これ は，救 い主が 言 われ た言

葉 であ る。

「見 よ
， この 言は われ またエ ルサ レム の滅

亡 に就 きて正 にその民 に告 げた る如 く語 るな

り。 この事 のかつ て今 まで に実証せ られ し如
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く，今 また わが言 は実 証せ らるべ し。」(教 義

と聖約5：19-20)

後 に，主 は 予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 じ

て次 の よ うに 言 われ た。

「イエ ス ・キ リス ト
，汝 の贈 い主， …… の

声 に耳 を傾 け よ。 ……

汝 らは また， わが運 民 を集 むべ き召 を受 け

た り。 … …

悪 しき人々 に報 難 と滅亡 との下 るべ き 日の

ため に， その 心構 え とすべ ての備 え とを為 す

べ し……

時す でに近 づ け り。 世 の熟 す る 日将 に近づ

け り。 その時 ，す べ て たか ぶ る者 と悪 をお こ
わら

な う者 は藁 の如 くに な らん。 而 して邪悪 の こ

の世 に なか らん ため われ これ を焼 きす てん，

と万群 の主 は言 う。

そは時す でに近 づ き， わが使 徒 た ちの語 り

し所 は成就 せ ざるべか ら ざれ ば な り。.また彼

らの 言 い し ところ を， わ れ その如 くなせ ば な

り。

また， われ 能力 と大 いな る栄 光 とを以 て 天

の万群 と共 に 天 よ り現 われ ， 人々 と共 に正義

を以 て一千 年 の間 この世 に留 ま り悪 し き人 々

は これ に耐 え..ざれ ば な り。 … …

され ど見 よ。 われ汝 らに告 ぐ。 この大 い な

る 日の 来 る前 に 日は暗 くな り， 月 は血 と変 り，

星 は天 よ り落 ちん 。而 して上 には 天に， 下 に

は 地に， 更 に 大 いな る前兆 あ るべ し。

また， 多 くの人 々の うちに 泣 き悲 しむ こ と

あ らん 。
ひよう

また， 烈 し き電 遣わ され て ため に地 の収穫

は損 わ れん 。

また世 に悪事 あ るが故 に ，悪 し き人 々.の上
むくい

に われ 応報 を為 さん。 そは 彼 ら何 として も悔

い改 め ざるが故 な り。 そは， わが怒 りの さか

ず き満 ち充 ち た る故 な り。 見 よ， もし彼 らわ

が 言 を聞か ざれ ば わが血 彼 らを潔 め ざらん。

これ を以 て， わ れ主 な る神 ， また地 の 面に

あぶ を遣 わ さん。 これ らは地 に住 め る人 々に

と りつ きて そ の肉 を食 い， そ こに うじを生ぜ

しめ ん。



而 して 人々 の舌 は こわば り， われ に反 して

声 を挙 ぐる こ と能 わず， 肉は骨 よ り離れ 眼 は

落 ち くぼむべ し。」(教 義 と聖 約29：1，7-11，

14-19，)

さて， 愛す る兄弟 姉妹 の皆 さん， 私 は これ

らの予 言 が決 して快 い もので はな い こ と.を承

知 して いる。 しか し， そ れで もな お， これ ら

の言葉 は真 実 であ る。 まさに， 真実 の 生 ける

神 の み言葉 であ る。神 は， 次 の よ うに 言 われ

た。

「見 よ， この言 は われ ま たエル サ レム の滅

亡 に就 きて正 に そ↓の民 に告 げ た る如 く語 るな

り。 この事 のかつ て今 まで に実証せ られ し如

く，今 また わが言 は実 証せ らるべ し。」(教 義

と聖 約5：20)

しか し， これ らの切 迫 した災 い を避 け る方

法 が ひ とつ だけ あ る。 それ は悔 い改め であ る。

御 存知 の よ うに， この世 に住 む 人々 は罪 と

邪 悪 にひ た り， 日々汚 れに 沈み 続け て い る。

しか し， こ こに栄 え ある メ ッセ ー ジが あ る。

主 は， 警告 を与 え るば か りで な く， 恐 ろ しい

災難 を逃 れ るこ とがで きる よ うに再 び その方

法 を明 らかに して下 さっ た。

主 は，初 め にア ダ ム とイブ に教 え られた あ

の簡 明 な真 理 を再 び私 た ちに 啓示 され た。

これ らの教 え を構成 す るの は， イェ ス ・キ

リス トの福 音 の 原則 と教義 と儀 式 で あ る。.そ

して この福音 は， 天 に い ます 永遠 の父 な る神

と， 私 た ちの救 い主 で あ り賄 い主 で あ る肉に

お け る神 の独 り子 ，』.イエ ス ・キ リス トを知 り，

信 仰す るこ とに始 ま る。 また教 えの 中 には，

神 の子 で あ る地 の 民が現世 にあ る 目的 は， 神

の戒め に従 うか ど うか を試 され るこ とであ る

とい う真理 が含 まれて い る。

これ らの戒め は， 復 しゅ う心 の 強い王 が下

す よ うな独 断 的 な命令 で はな い。神 の戒 め に

は， 当 然の こ とであ るが， 平和 と成功 と幸福

を もた らす律法 と儀 式 が伴 う。 そ して ， これ

らを拒 んだ り， また これ らに従 わなか った り

す る と， 当 然の結 果 として 災い に見舞 わ れ る

の であ る。過 去 の時代 に も常 に そ うで あっ た。

しか し地 に住 む 人々 が悔 い改め ，天 父 なる

神 と，私 たち の贈 い主 で ある イエ ス ・キ リス

トを信 じ， 主 の教 えに従 うな らば，予告 され

た災害 の もた らす 悲劇 を回避 す るこ とが でき

るの であ る。、その ため に まず なす べ きこ とは，

神 が モー セ を通 じて イス ラエ ルの民 に与 えた

もうた戒 めに従 うこ とで あ ろ う。 その戒め は，

先 ほ ど キン ボール 大管 長 がす でに ここで 引用

した通 りで あ る。 主 の このみ 言葉 は， いつ の

時 代 に も有効 で あ る。

「わ た しは あな たの神， 主 であ って， ……

あな たは わた しの ほか に， なに もの を も神

と して はな らない。 ……

あな たは， あな たの神 ，主 の名 を，み だ り

に唱 え ては な らな い。 ……

安 息、日を覚 えて， これ を聖 とせ よ。 ……

あな たの 父 と母 を敬 え。 ……

あ なたは 殺 して はな らな い。

あ なた は姦淫 しては な らな い。

あ なたは 盗 んで は な らない。

あ なた は隣 人に つ いて，偽 証 してはな らな

い。

あ な.たは… …む さぼ っては な らない。」(出

エ ジプ ト20：2-3，7-8，12-17)

も し地 の住 民が これ らの戒 めに従 い， さ ら

に 固 く決 意 して， 「『心 をつ くし，』精神 をつ く

し， 思 い をつ くして， 主 な るあ なたの神 を愛

せ よ』」そ して，「『自分 を愛す るよ うに あなた

の隣 り人 を愛せ よ』」(マ タイ22：37，39)と

い う主 のみ 言葉 に従 う よう努 め るな らば，予

告 され た災 い は回避 で きるであ ろ う。 しか も，

私 た ちの時代 にお け る悲劇 を回避 す る方法 は

これ しか ない の であ る。

私 は，地 に 災 いが下 され るであ ろ っとは言

わな い。エ ノ クの 時代 に は シオ ンが あ り，神

の戒め に従 順 で あ った シオ ンの民 は救 われた。

同様 に， こ の最 後 の神 権 時代 に もシオ ンがあ

り，神 よ り啓示 され た戒 め に従 うシオ ンの民

は，救 われ るで あろ う。私 はこの こ とを知 っ

て い るので あ えて こ う申 し上 げ る。

これ らの こ とはすべ て， 主 が語 って お られ
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る こ とで あ る 。私 は こ の 神 聖 な 証 を，イ エ ス ・キ

リス トの み 名 に よ っ て 申 し上 げ る 。 ア ー メ ン 。

大会の光景
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教会役員の支持

第一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

私 たちは予諸 聖賭 啓示を受ける者・
末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の大管 長

と して スペ ンサー ・W・ キ ン ボー ル を支持 し

て下 さる よ う提議 致 します 。 この提議 に賛 成

の方 は右 手 を挙 げて そ の意 を表 わ して下 さい。

もし反 対の 方が あ れば， 同 じよ うにそ の意 を

表 わ して下 さい。

大管 長会 第一 副管 長 と してナ サ ン ・エル ド

ン ・タナー を， 第 二副 管長 と してマ リオ ン ・

G・ ロム ニー を支持 して下 さる よ う提議 致 し

ます 。賛 成 の方 はそ の意 を表 わ して下 さい。

も し反対 の方が あれば ， 同 じよ うに その意 を

表 わ して下 さい。

私 た ちは十 二使徒 評 議 員会会 長 と してエ ズ

ラ ・タフ ト ・ベ ン ソン を支 持 して下 さ るよ う

提議 致 します 。賛 成 の方 は その意 を表 わ して

下 さ い。 も し反対 の 方が あ れば， 同 じよ うに

その意 を表 わ して下 さい。

私 たちは 十二使 徒 評議 員会 会 員 と して， エ

ズ ラ ・タフ ト・ベ ンソ ン，マー ク ・E・ ピー タ

ー セ ン、 デ ルバ ー ト ・L・ ス テイプ レー
， リ

グラ ン ド ・リチ ャー ズ， ハ ワー ド ・W・ ハ ン

ター ， ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー， トーマ ス ・

S・ モン ソン， ボイ ド ・K・ パ ッカー ，マ ー

ビン ・J・ ア シュ トン， ブ ルー ス ・R・ マ ッ

コン キー ，L・ トム ・ペ リー ，デ ビ ッ ド ・B・

ヘ イ トを支持 して下 さる よ う提議 致 します 。

賛成 の 方は その 意 を表 わ して下 さい。 も し反

対 の方が あ れば， 同 じよ うにそ の意 を表 わ し

て下 さい。

教 会 の大祝福 師 と して エ ル ドレ ッ ド ・G・

ス ミス を支持 して下 さ る よう提 議 致 します 。

賛成 の方 は その意 を表わ して下 さい 。反対 の

方が あれ ば， そ の意 を表 わ して下 さい。

大 管長会 副 管長 ，千 二使 徒， 大祝 福 師 を予

言者， 聖見 者， 啓示 を受 け る者 として支持 し

て 下 さ る よ う提 議 致 し ま す 。 賛 成 の 方 は その

意 を 表 わ し て 下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ うに そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

七 十 人 第 一 定 貝 会 会 長 会 な ら び に 七 十 人 第

一 定 員 会 会 員 と
.して ， フ ラ ン ク リ ン ・D・ リ

チ ャ ー ズ ， ジ ェ ー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス ト，J・

トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ ，A・ セ オ ドア ・タ

トル ， ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル ， マ リオ

ン ・D・ ハ ン ク ス ， ポ ー ル ・H・ ダ ン を支 持

して 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ

の 意 を表 わ して 下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ

ば ， 同 じ よ うに そ の 意 を 表 わ し て下 さ い 。

そ の 他 の 第 一 定 員 会 会 員 と し て以 下 の 人 々

を支 持 して 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。ア ルマ ・

ソニ ， ス タ ー リン グ ・W・ シ ル ， ヘ ン リー ・

D・ テ イ ラ ー ， セ オ ドア ・M・ バ ー トン ， バ

ー ナ ー ド ・P・ ブ ロ ッ クバ ン ク
， ジ ェー ム ズ ・

A・ カ リモ ア ， ジ ョセ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン ， ウ

ィ リア ム ・H・ ベ ネ ッ ト， ジ ョン ・H・ バ ン

デ ン バ ー グ ， ロ バ ー ト ・L.・ シ ン プ ソ ン，0・

レ ス リー ・ス トー ン， ウ ィ リア ム ・グ ラ ン ト・

バ ン ガー タ ー ， ロバ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ ， ア

ドニ ー ・Y・ 小 松 ， ジ ョセ ブ ・B・ ワ ー ス リ

ン，S・ デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ ， ハ ー トマ ン ・

レ ク ター ・ジ ュ ニ ア ， ロ ー レ ン ・C・ ダ ン，

レ ッ ク ス ・D・ ビ ネ ガ ー ， ジ ー ン ・R・ ク ッ

ク， チ ャ ー ル ズ ・A・ デ ィ デ ィェ ， ウ ィ リア

ム ・R・ ブ ラ ッ ドフ ォー ド， ジ ョー ジ ・P・

リー ， カ ー ロ ス ・E・ エ イ シ ー ，M・ ラ ッセ

ル ・バ ラ ー ド ・ジ ュ ニ ア ， ジ ョン ・H・ グ ロ

ー バ ー グ ， ジ ェ イ コ ブ ・デ ィ エ ガ ー ， ボ ー ン ・

J・ フ ェ ザ ー ス トー ン， デ ィー ン ・L・ ラー

セ ン ， ロ イ デ ン ・G・ デ リ ッ ク， ロバ ー ト ・

E・ ウ エ ル ズ ，Gr・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム ， ジ ェ

ー ム ズ ・M・ パ ラ モ ア
， リチ ャー ド'・G・ ス

コ ッ ト， ヒ ュ ー ・W・ ピ ノ ッ ク，F・ エ ン ッ
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イォ ・ブ ッシェ， 菊地 良 彦。 賛成 の方 は その

意 を表 わ して下 さ い。 もし反 対の 方 があ れば，

同 じよ うにその意 を表わ して下 さい 。

管理 監督会 の管 理 監督 と して ビ クター ・L・

ブ ラウ ンを， 第一 副 監督 と してH・ バ ー ク ・

ピー ター ソ ンを， 第二副 監督 と してJ・ リチ

ャー ド ・クラー クを支持 して下 さ るよ う提 議

致 します。 賛成 の方 は その意 を表 わ して下 さ

い。 もし反対 の方 が あ れば， 同 じよ うに その

意 を表 わ して下 さい。

地 区代表 と して， 全地 区代 表 を現 状の まま

で支持 して下 さる よ うに。

扶助 協会 ，会長 としてバー バ ラ ・ブ ラ ッ ド

シ ョー ・ス ミス を， 第一 副会 長 として ジャニ

ス ・ラ ッセル ・キ ャ ノン を， 第二 副会 長 とし

てマ リア ン ・リチ ャー ド ・ボ イヤ ー を， その

他管理 会 員 を現 状 の ままで支 持 して下 さる よ

うに。

日曜学校 ，会長 として ラ ッセル ・M・ ネル

ソン を， 第一副会 長 と してB・ ロ イ ド ・ポー

ルマ ン を， 第二 副会長 として ジ ョー ・J・ ク

リスチ ャンセ ン を， そ の他管 理会 員 を現状 の

ままで支持 して下 さる よ うに。

若 い男性， 会長 として ニー ル ・D・ シェ イ

ラー を， 第一 副会 長 と して グ ラハ ム ・W・ ド

クシー を， 第二 副会 長 として クイ ン ・G・ マ

ッケイ を， そ の他 管理 会 員 を現状 の ま まで支

持 して下 さ るよ うに。

若 い女性 ，会長 としてルー ス ・ハ ー デ ィー ・

フ ァ ンクを， 第一 副 会長 と して ホー テ ンス ・

H・ チ ャイル ドを， 第二 副会 長 としてアー デ

ス ・G・ カ ップを， その 他管理 会 員 を現状 の

ままで支持 して下 さる よ うに。

初等 協会， 会長 としてナ オ ミ ・マ ッ クスフ

ィー ル ド ・シャム ウェ イ を， 第一 副会長 とし

て コー リン ・ブ ッシュマ ン ・レモ ンを， 第二

副会長 として ドロ シア.・ルー ・ク リスチ ャ ン

セ ン ・マー ドックを， その他 管理会 員 を現状

の ままで支持 して下 さ るように。

教会教 育委 員会 ，委 員 としてスペ ンサー ・

W・ キ ンボー ル，N・ エ ル ドン ・タナ ー， マ
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リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー ， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ

ン ソ ン， ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー ， トー マ

ス ・S・ モ ン ソ ン ， ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー ，

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン， ニ ー ル ・A・ マ

ッ ク ス ウ ェル ， マ リオ ン ・D・ ハ ン ク ス ， ビ

ク タ ー ・L・ ブ ラ ウ ン ， バ ー バ ラ ・B・ ス ミ

ス を 支 持 し て 下 さ る よ うに 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して

下 さ い 。 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の

意 を 表 わ し て 下 さ い 。

教 会 財 務 委 員 会 ， 委 員 と し て ウ『イル フ ォー

ド ・G・ エ ド リン グ， ハ ロル ド ・H・ ベ ネ ッ

ト， ウ エ ス トン ・E・ ハ ミル トン，デ ビ ッ ド ・

M・ ケ ネ デ ィー ， ウ ォ ー レ ン ・E・ ビ ュ ー を

支 持 し て 下 さ る よ う に 。

タ バ ナ ク ル 合 唱 団 ，団 長 と し て オー ク レ ー ・

S・ エ バ ン ズ を， 指 揮 者 と し て ジ ェ ラ ル ド ・

D・ オ タ リー を， 准 指 揮 者 と して ドナ ル ド ・

H・ リ プ リン ガ ー を， 主 任 オ ル ガ ニ ス ト と し

て ア レ ク サ ン ダ ー ・シ ュ ラ イ ナ ー を， オ ル ガ

ニ ス ト と し て ロバ ー ト ・カ ン デ ィ ッ ク，ロ イ ・

M・ ダ ー リー ， ジ ョン ・ロ ン グハ ー ス トを支

持 して 下 さ る よ うに 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て

下 さ い 。 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に その

意 を 表 わ して 下 さ い 。

.キ ン ボ ー ル 大 管 長
， 以 上 の 役 員 お よ び 教 会

幹 部 に 対 し て 全 会 一 致 の 支 持 が 得 られ た よ う

で す 。 た だ 今 新 た に 七 十 人 第 一 定 員 会 会 貝 に

召 さ れ た 兄 弟 た ち は 壇 上 に御 着 席 下 さ い 。

2階 席 か ら の 声 ：タ ナ ー 副 管 長 ， タナ ー 副

管 長!

タ ナ ー 副 管 長 ：私 で す か 。

2階 席 か ら の 声 ：私 の 反 対 の 挙 手 に お 気 づ

きに な り ませ ん で し た か 。

タ ナ ー 副 管 長 ：い い え 。 ど こ で す か 。

2階 席 か ら の 声 ：こ こ で す 。

タ ナ ー 副 管 長 ：あ あ ， あ な た で す か 。 申 し

訳 ご ざ い ませ ん 。 見 え ませ ん で し た 。 で は ，

こ の 会 が 終 り次 第 ヒ ン ク レー 長 老 の と こ ろ へ

行 っ て 下 さ る よ う お 願 い し ます 。



従順のもたらす祝福

この世でも来たるべさ世でも真の喜び と幸福を得るために従順について

学ぶ

十二使徒評議員会会員

デ ル バー ト ・L・ ステ イ ヴ レー

兄 弟姉妹ならびに友人の皆様 私たちは本
当 の喜：び と永遠 に続 く幸 福 を得 た い と望

ん で いる。従 って， 私 た ちは これ を共 通 の 目

標 とす る こ とが で き る。 そ して， この 目標 を

達 成す る唯一 の方法 は， 神 のすべ て の戒め に

対 す る従順 であ る ことで ある。 私 た ちは末 日

聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の会 員 として， 自

由意 志 を用 いて聖 な る誓約 を交 わ し，主 の戒

め に従 うこ とを約 束 した。私 たち は，喜 んで

主 の戒 め に従 うな らば， 日の光 栄 の王 国に住

む こ とが で き る。 しか し逆 に， 主 の戒め に従

わ なけ れ ば永 遠の 進歩 は ない ので あ る。けれ

ど も， 主 の戒 めに 従順 で あ る とい っこ とは，

人 に と って最 も難 しいチ ャ レン ジで ある よ う

に思 わ れ る。

あ る人 々は， 教 会幹部 に従 うこ とや定 め ら

れ た儀 式 を受 け るこ.とを， 自由 意志 が損 われ

る行為 で あ るかの ように考 え て従お う としな

い。 あ る人々 は， 「幸福 と言 う性 質 に反 す る」

(ア ルマ41：11)状 態 を好 ん で選ぶ 。 また 自

分 を抑制 で きな い人 々は， 自分 の弱 さに固執

し，・「これ が私 の生 き方 です 」と両肩 をすぼめ

て 自分の 行 ない を正 当化す る。

神や 神 の選 ばれ た僕 に不 従 順 であ る とい う

こ とは， 私 たちが 永遠 の御 父の子 供 であ り，

それ 故完 全か つ栄光 に 満 ちた，聖 な る御方 で

あ る神 と御 子 イエ ス ・キ リス トの よ うに なる

資質 が与 え られ てい る とい う事 実 を無視す る

こ とで あ る。 時折私 たち は，従順 は学 ば なけ

れば な らな い もので あ る とい うこ とを忘れ て

しま う。神 の 生 みた まい し独 り子 ， イエ ス ・

キ リス トで さ え も，従 順 を学 ばれ たので あ る。

その 結果 ，私 た ちの律 法者 とな り， 主 とな ら

れ たの であ る。ヘ ブ ル書 を読 んでみ よう。

「彼 は御子 で あ られた に もか か わ らず
， さ

まざ まの苦 しみ に よって従 順 を学 び，

そ して全 き者 とされた ので， 彼 に飽 憤であ

るす べ ての 人に対 して， 永遠 の救 いの源 とな

り… …。」(ヘ ブル5：8，9)

私 たちはか つ て主 が歩 まれ た と同 じ道 を現

在 歩ん で いる。主 は私 た ちが主 の道 か らそれ

た り，また迷 った りしない よ う，その道沿 いに

道標 や 警告板 を立 てて，一 人一 人の ため には

っ き りと道 を示 して お られ る。 しか し私 た ち

は， イエ スの よ うに従順 を学 ば なけれ ばな ら

な い。 その ため に私 た ちは この世 にい るので

あ る。 も し私 たちが この ζ とを経験 しなけれ

ば， 昇栄 に通 じる真 の幸福 を見 いだす こ とは

で きない であ ろ う。

主 は私 たちが 従順 を学べ る ように，幾つ か

の方 法 を備 えて下 さ った。従 っ て私 たちは こ

れ に従 う時 に， 自分 自身 を証 明 し， この世 で

主 の承 認 と祝福 を受 け， 次の世 で主 と共 に住

ま う永遠 の栄光 を受 け る こ とが で きるので あ

る。

先 ず第一 に， 私 た ちは ひ と りで歩む ように

放 り出 されて はい な い。主 は主 の子 供 た ちに

関 す るみ こ ころ を明 らかに し，主 の蠣 いの計

画 を示 してお られ る。主 の律 法 は，教会 の標

準 聖典 ， すな わ ち聖 書， モルモ ン経，教 義 と
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聖 約， お よび高価 なる真珠 に わか りや す く説

かれて い る。

予言者 ジョセ ブ ・ス ミスは 次の ように教 え 一

てい る。

「私 た ちは先ず知 らな くて は
， いか な る戒

め も守 る こ とが で きない。 また私 た ちがす で

に受 け てい る戒め に従 わ ず，守 らな いな らば，

今知 ってい る以上 に知 りたい と， あ るいはす

べ て を知 りたい と望 む ことはで きない。」(7セα一

6勉η88(ゾ漉6Pγo加 θち1∂sθ助S忽 漉 「予言者 ジ

ョセブ ・ス ミスの教 え」p.256)

また， 聖典 の研 究 につ いて予 言者 は次 の よ

うに教 えてい る。 「しば しば 聖典・を読 む 人は，

そのこ とに 無 上 の 喜 び を感 じるで あ ろ う。」

(7セαo砺ηgs〔ゾ漉θP70帥6ち1∂s砂1z∫吻∫漉 「予

言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教 え」p.56)

聖典 に は従順 な子 供 た ちに対 す る主の 約束

が記 され てい る。 そ して，主 な る神 は戒 め を

与 える時 には いつ で も， 従 う人 々に 大 いな る

報 い を与 え る と約 束 されて い る。聖 書に 次 の

よ うに あ る。

「もしあな たが
， あ なたの神 ， 主 の声 に よ

く聞 き従 い，，わた しが， きょ う， 命 じるす べ

ての戒 め を守 り行 うな らば， あ なた の神 ， 主

はあ なた を地 の もろ もろの国 民の上 に立 たせ

られ るで あろ う。… …

もし， あなた の神， 主 の戒め を守 り， その

道 を歩 むな らば， 主 は誓 われ た よ うに あ なた

を立て て， その聖 な る民 とされ るで あろ う。」

(申命28：1，9)

また， モル モ ン経 には次 の よ うに記 され て

いる。

「ごらん
，神 が お前 た ちに要 求 な さるの は，

お前 た ちが神 の命令 に従 うこ とだけ で ある。

それ で，神 は 『汝 らも し神 の命令 を守 らば地

に栄 ゆべ し』 と言 う誓約 をお前 た ちに立 て た

も うた。 そ して神 は一度 口に出 した こ とを変

え た まわ ないか ら， お前 た ちが神 の命 令 を守

るな らば必 ずお 前 たち を祝 福 して栄 え させ た

もう。

ご らん， まず神 は お前 た ち を造 っ て命 を与
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えた も った。 それ であ るか らお前 たちは神 に

恩 を受 けて い る。

次 に，・神 は その命 令通 りに行 え とお前 た ち

に要 求 をなさ る。 も しお 前 た ちが 神 の命令 通

りに行 うな らば， 神 は その従順 さ をほめ て直

ぐに祝福 を与 えて これに.報いた もう。そ れで

あ るか ら， お前 た ちは今 で も神 に恩 を受 けて

い るばか りか これか ら先 とこ しえに恩 を受 け

て い る。」(モ ーサ ヤ2：22-24)

次 は教 義 と聖約 か らの 引用 であ る。

「汝 ら も し
， 日の栄 の世 界 に一つ の所 を得

ん こ とをわれ に願 わ ば， わが 命 じて汝 らに求

む る とこ ろを行 いて その備 え を為 さ ざるべ か

らず 。」(教 義 と聖約78：7)

「汝 らわが 言 う ところ を行 わば
， 主 な るわ

れ これに対 して責任 あ り， され ど汝 らわが 言

うとこ ろを行 わず ば汝 ら何 の約 束 を受 けず。」

(教義 と聖約82：10)

最 後 に高価 な る真 珠か らの引 用 であ る。

「而 して
， これ に よ りて彼 らを試 し，何 に

て もあれ，主 なる彼 らの神 め 命 じた まわ んす

べ ての こ とを彼 らが為 すや 否や を見 ん。

而 して， 最：初 の位 を保 つ者 は，更 に附 け加

え られ，.最初 の位 を保 た ざる者 は，最 初 の位 を

保 つ 者 と同 じ王 国に て栄 を得 る こ となか らん 。

而 して， 第二 の位 を保っ 者 は.，とこ しえに栄

光 をその頭 に 附 け加 え られん 。」(ア ブ ラハ ム

3：25-26)

以上 の聖 句 に，戒 め に従 う人々 に大 い なる

報 いが 約 束 され てい るこ とが は っき り述 べ ら

れて い る。

従 川頁を学 ぶ 第2の 方法 は， 生 け る予言 者や

その他任 命 された教 会指 導 者の勧 告 に従 うこ

とで あ る。 幸 いに も私 た ちは，生 け る予 言者

が この世 にい て私 た ちに勧告 を与 え， 導 い て

下 さ る時代 に生 きて い る。天 父 は予 言者 を通.

じてみ こ ころ を伝 えて下 さる。 そ して今後 も，

予 言 者が 入々 を誤 っ て導 くこ とを許 され な い

であ ろ う。神 が召 され る予 言者 の言 葉 の重 要

性 につ い て は， 次 の よ うには っ き り述べ られ

てい る。



「この故 に汝 ら教 会員 は
， 彼 が上 よ り受 く

る ま まに 汝 らに与 うる誠 命 と彼 の言葉 とを皆

心 に とめ て よ く聞 き， わが 前に全 く聖 き道 を

履 むべ きな り。

そ は彼 の言 は， 汝 ら全 き忍耐 と信仰 とを以

て， あたか もわが 口 よ り聞 くが 如 くに これ を

受 け 入 るべ きなれ ば な り。」(教 義 と聖 約21：

4-5)

また，私 た ちが 主 の訓戒 に注 意 を払 う時，

次の約 束 が 果 た され る。

「これ らの こ とを為 さば，地 獄の 門 も汝 ら

に打 勝 た ざるべ し。而 して ，誠 に主 な る神 は

汝 らの前 よ り暗闇 の力 を追 い払 い， 汝 らの為

と神 の御 名の栄 光 の ため に もろ もろの天 をも

震 い動 か しめ ん。」(教 義 と聖約21：6)

さ らに 主は， 地 方 を管理 す る指導 者 として

ステ ー キ部 長や 地 方部長 ， お よび監 督や 支部

長 を任命 され た。 大管 長会 は，1973年1月29

日付 の手 紙で教 会 員 に次 の よ うに忠告 を与 え

て い る。

「主 は大 人 も子供 も含め てす べ ての教 会員

が， 霊的 な指 導者 お よび物 質面 にお け る カウ

ンセ ラー に相 談 で きる よ う，教 会 を組織 され

ま した。 この 人 は，相談 に来 る人々 を個 人的

に親 し く知 って お り， 問題 をか か えて い る会

員の 状況 や事 情 を よ く知 って い ます 。 さ らに

そ の地位 に召 された 時，聖 任.によって， 天 父

か ら必要 な識 別 の賜 を与 え られて い ます し，

主 の霊感 に よ って その人が 最 も切 実 に求 め て

い る勧告 を与 える こ ともで きます。 この指 導

者 もし くは カ ウンセ ラー とい うのは 監督や 支

部長 の こ どです 。 も し監督 や支 部長 が助 け を

求め る必 要が あ れば， ス テー キ部長 か伝 道部

長 の所へ 行 きます 。 さらにそ の兄弟 た ちは，

解決 を求 め る必要 が あれ ば，教 会幹 部 に求め

るの です 。」

この過 程 を踏 んで も十分 な 問題解 決が 得 ら

れ な い場 合，私 た ちは さ らに次 の勧 告 を受 け

るまで， 私 た ちを管理 して くれ る人々 に従 い，

彼 らを支持 しな けれ ばな らな い。

第3は ， あ らゆ る事 柄 に対 して 自己鍛 練す

るこ とに よって従 順 を学 ぶ。私 たちが 自分 自

身 を鍛練 す るひ とつ の過程 は悔 い改め であ る。

「悔 い改 め こ そ従 川頁さに 欠 けて いたか つての

生 活 の 穴埋 め をする方 法 なので ある。」(スペ ン

サー ・W・ キ ンボー ル 「赦 しの奇跡 」p.33)

私 た ちは， この世 の生 涯は すべ ての 肉体の

欲求 を抑 制 で き るか ど うか を試 され る試 しの

期間 と して与 え られ てい る とい うこ とを認識

しなけ れば な らな い。 肉体 につけ る習慣や 行

な いの もた らす 罪 を霊 界 で悔 い改 め るこ とは

難 しい。 モル モ ン経 の 中で ア ミュ レ クは この

原 則 を強調 して い る。「ごらん，今 こそあな た

た ちの救 わ れ る時 であ って， しか もまたそ の

救 いの 日であ る…… 。

現 世 は， 人間 が神 に逢 う用 意 を しな くては

な らぬ 時期 で あ る。 ……

……現 世 の生涯 の光 陰 を有益 に用 いなか っ

た な らば， 後か ら夜 の よ うな暗や みの 生涯が

や って きて そ こへ 入 っ た ら何 の働 きもで きる

はずが な い。

なぜ な らば， あ なた たちが この世 を去 る時

あな たた ちの 肉体 を離れ る霊 は， 永遠 の来世

に於 て再 び あ なた た ちの 身体 に宿 る力 を持 っ

て い るか らで あ る。」(ア ルマ34：31-34)

私 たち は この世 にお いて 自己鍛 練 をす るか，

または 怠惰 な生 活の 代 価 を来 た るべ き世 にお

いて支 払 うか の いず れか で あ る。

最 後 に， 救 い主 と同様 に， 苦 しむ こ とに よ

って従順 を学ぶ 。過 去， 現 在の神 権時 代の聖

徒 た ちに思 い をはせ る時 ， 彼 らの人生 が苦痛

迫害 ， また悩み を通 して磨 き上 げ ちれ て きた

こ とを知 る こ とが で きる。 ヨブ は様 々の苦 し

み を経 験 したが ， その試 しの最 中に次 の よ う

に語った。 「しか し彼 はわ た しの歩 む道 を知 っ

てお られ る。彼 が わた しを試 み られ る とき，

わた しは金 の ように 出て来 るで あ ろ う。」(ヨ

ブ23：10)

ジ ョセ ブ ・ス ミスは絶 望 的 な苦 しみの 中で

「幼 児が その 父に従 うよ うに
， 主が 負わせ た

も うすべ ての こ とに喜 ん で服従」.(モー サヤ3

：19)す る者 は苦 しみ を経 験 して聖徒 に なる
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とい っこ とを知 っ たの で あっ た。

来 るべ き永遠 の世 に お いて，私 たち は，天

父に心 を向け させ るため に試 しが与 え られ る

よう計 画 され てい た こ とを知 るで あろ う。 ま

た私 た ちは耐 える よ うに求め られ る苦 痛や 苦

難 を通 じて， 経験 を得， 進歩 し， 完全 に至 る

ので あ る。

主は この神 権 時代 に， 私 た ちが 従順 の度 合

いに応 じて永遠 の報 い を受 け るこ とを明 らか

に され た。 日の光 栄 の律 法 に完全 に従 い， 喜

んで キ リス トの律 法 に従 うな らば ，私 た ちは

日の光栄 を受 け るに ふ さわ しい者 とな るであ

ろ う。 しか し 日の光栄 の律 法 に完 全 に従 わな

い人々 のため に， 聖典 に 記 されて い る よ うに，

低 い位の 光栄 が用 意 され てい るの で ある。

「… …す なわ ちキ リス トの律 法 によ りて聖め

られ ざる者 たちは別 の王 国，すなわち月の栄 の

王 国 または星 の栄 の 王国 をつ が ざ るべ か らず。

そは， 日の栄 の 王国 の律法 に従 う能わ ざる

者 は 日の栄 に堪 うる能 わ ざれば な り。」(教 義

と聖約88：21-22)

そ して， 日の 光栄 の王 国 の律法 に 完全 に従

い，終 りまで耐 え忍 ぶ 人々 には， 次 の よ うな

報 いが 約束 され て い る。

「御 父 はこれ らの 者の 手 にすべ て の もの を

与 えた まい，

また， 彼 らは御 父 の無上 完 全 と御 父 の栄光

を受 け た る祭 司 に して， また 王 た る な り。」

(教義 と聖約76：55-56)

この よ うな素 晴 ら しい約 束 を考 え る時に，

ど うして天父 の子供 たちが 自 らの意 志 に よっ

て， 神の 与 えた も う最：上 の もので な く， 劣 っ

た もの を選 ぶ のか， 理解 に苦 しむ 。 そ こで，

日の光栄 の王 国 の律法 の基 本 で ある従 順 の律

法 に対す る現 在 の 自分 の位 置 を評価 す る とよ

いであ ろ う。 そ うす る と， 私 た ちが 目標 とし

て選 んだ 王国 が何 の王 国か が 明 らか にな るで

あろ う。

1.聖 典 を学び 熟考 す る こ とに よっ て，神 の

子供 たちに 関す る神 のみ こころ を知 り戒

め を理解 す る よ うに努 め て いるか 。
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2.

3.

4.

5.

6.

神 の生 け る予 言者 の勧告 に従 って い るか 。

自分 の考 えに合 っ た ものだ け を選 び，，そ

の他 の もの を無 視 して はい ない か。

自分 や 家族 の こ とに関 して問 題が あ る場

合， 監督 や ス テー キ部長 に助 言や 忠告 を

求 めて い るか。

肉体 の欲 求 を 自分 の 意見 に従 わせ て， 自

分 自身 を鍛練 しよ う と熱心 に努 め て いる

か。

過 去 あ るい は現在 の過 ちを悔 い改め ，ふ

さ わ しい行 ない に よって それを 正す よ う

に あ らゆ る努 力 を してい るか。

試 しや難 難，苦 難 に直 面 して も，神 を信

ず る信 仰 を保 って い るか 。不 満 な思 い を

持 た ずに苦 しみに耐 えて いるか 。

慈悲 深 く私 たち に祝福 を与 えて下 さる神 に

愛 の気持 ち を持 っ て さえいれ ば， 神 の戒 め を

守 るこ とは 難 しい こ と で は な い。救 い主 は

私 た ちに次 の よ うに 強 く望 ん で お られ る。

「…… わ た しの くび きを負 うて
， わ た しに学

び な さい。 そ うすれ ば， あな たが たの魂 に休

みが 与 え られ るであ ろ う。

わた しの くび きは負 いや す く， わ た しの荷

は軽 いか らであ る。」(マ タ イ12：29-30)

神 の戒 め に快 く従 うこ とは， 主 に対す る信

仰 と愛の証 であ る。不従 順 な 人々 は 日の 光栄

の王 国 を受 け 継 ぐこ とは で きないの で あ る。

教義 と聖 約 に次 の よ うに 記 されて い る。

「され ど見 よ
。彼 らはわ が彼 らに要 求 した

さと

る とこ ろにお とな し く従 うこ と を覚 らず して

あ らゆ る悪 に満 ち， 彼 らの 中の貧 し くして苦

しめ る者 たち に聖徒 た るにふ さわ し く物資 を
わか

頒 たず 。

日の栄 の 王国 の律 法の要 求 す る和合 一致 に

従 いて一 致協 力せ ず 。

お よ そ 日の栄 の王 国の律 法 の諸 原則 に よ ら

ずん ば， シオ ンを建 つ るこ と能 わず 。 これ に

よ りて建 てず ば， シオ ンをわれ に受 け 入 るる

こ とか なわ ざ るな り。

され ど， わが民 の律 法に 従順 な る こ とを覚



こら

る までは 必ず これ を懲 しむ るを要 す 。 もし必

ず 要す れ ば， 彼 らの受 くる こ とに よ りて打 ち

懲 しめ らる るな り。」(教 義 と聖 約105：3-6)

聖典 を読 み， 神 の予 言者 や教 会 の指導 者 と

呼 ば れ るその他 の 人々 の勧告 に心 を留め ， 自

分 自身 を鍛 練 し， 信仰 を もって苦難 に耐 える

時，私 たちは 洗練 され ，完 全 にな るで あ ろ う。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが この神 権時 代 の

初 期 の聖徒 たちに 宛て て書 い た次 に記す 知 恵

あ る言葉 に，私 たちが 従 え るよ うに。

「従 順 の 中に
， 汚れ の ない純粋 な喜 び と平

安 が あ る6ま た神 は私 た ち を幸福 に したい と

思 ってお られ る。 ……神 は御 自身 の意 図 して

お られ るその幸 福 をもた らさ ない よ うな儀式

を定め た り，戒 め を与 え た りは決 してな さ ら

ない。 また神 の律法 と儀 式 を受 け入 れ る者 に

最 も大 い な る善 と栄 光 をもた らさ ない よ うな

儀 式や 戒め は， 決 して与 え られ な いであ ろ う。

(研s'oη(～々加C肱z漉 「教会 歴 史」5：135)

この神 権 時代 の最 初の予 言者 は， 「主か ら命

じられ た ら， それ を行 な う.」 とい う鉄 則の下

に生 活 してい た。 これが 私 た ち一 人一 人の モ

ッ トー とな り， 習慣 とな るよ うにへ り くだ り

祈 るもの であ る。 イエ ス ・キ・リス トのみ名 に

よ り申 し上 げ る。 アー メ ン。

支持 の挙 手 を求 め るN・ エ ル ドン ・タナ ー第 一 副 管 長
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神の思いと人問の思い

人間の教え と，主が予言者を通 して啓示さ'れた真理の相違

十二使徒評議員会会員

リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ

兄 弟姉妹の皆様にお会い」・こうして皆様
の前 でお話 で きるこ と を心 か ら喜 んで い

る。私 の きょ うの話 の 主題 は， コ リン ト人へ

の 第一 の手 紙 の第2章 に記 されて い る使 徒パ

ウロの 言葉 であ る。パ ウ ロは そ こで，神 の思

いは神 のみ たまに よって理解 され， 人 間の思

いは人 間の霊 に よ って理 解 され る と述べ て い

る(1コ リン ト2：11参 照)。

また，「生 れな が らの人 は，神 の御 霊 の賜物

を受け いれ ない。 それ は彼 に は愚 かな もの だ

か らであ る」(1コ リン ト2：14)と も述 べ て

い る。 この 国(合 衆 国)に1千 に 及ぶ教 会 が

存 在す る理 由は こ こにあ る と， 私 は思 う。 な

ぜ な ら， 御 父の聖 な る予言 者 を通 して与 え ら

れて い る神 の思 いは， 人 間の知 恵 では理 解 で

きな いか らであ る。パ ウロが 言 って い るよ う

に， それは彼 らには 愚か な ものだ か らで あ る。

ここで思 い出 され るの は予 言者 イザ ヤの 言

葉で あ る。 イザヤ は次 の よ うに語 っ七い る。

「これは 彼 らが 律法 に そむ き
，儀 式 を変 え，

とこ しえの 契約 を破 っ たか らだ。

それゆ え， の ろ いは地 をの みつ くし， そ こ

に住 む者は その 罪 に苦 しみ， また地 の民 は焼

か れて， わず か の者が 残 され る。」(欽 定 訳 イ

ザヤ24：5-6)

イザヤ は これ ら人の教 え に従 う数 多 くの教

会 を心 に留 めて い たに違 い ない。 彼が 次の よ

うに語 って い るのは， ま さにその こ とが 頭 に

あ ったか らに ほか な らない。

「主 は言 われ た
，『この 民 は 口をもってわた

しに近づ き， くち びる を もって わた しを敬 う

け れ ど も， そ の心 はわ た しか ら遠 く離 れ， 彼

らのわ た し をか しこみ恐 れ るのは ， そ らで覚

えた人 の戒 め に よるの であ る。

それ ゆ え， 見 よ， わ た しは この民 に，再 び

驚 くべ きわ ざを行 う， それ は不思 議 な驚 くべ

きわ ざで あ る。 彼 らの うち の賢 い人 め知 恵は

滅 び，さ とい 人の知 識 は隠 され る』。」(イザ ヤ

29：13-14)

さて ここで， 人 の道 と人 の教 え と， 主 が聖

な る予 言者 を通 して明 らか に され た真 理 との

間 にあ るい くつ か の相違 につ いてお話 したい

と思 う。最初 に，「三位 一体 説」につ いて考 え

てみ たい。予 言者 ジ ョセブ が示現 を見 た 当時，

キ リス ト教世 界は体 もな く感 覚 もな く感情 も

ない神 を信 じてい た。神 に は 目が ないの で見

る こ とが で きない， 耳 がな いの で聞 け ない，

口が ない ので話せ ない， とい うの であ る。モ

ー セ は この よ うな状 態 が支 配的 に なる こ とを

知 ってい た。 イス ラエ ルの子 ら を約 束の地 に

導 い て行 っ た時， モー セは， 彼 らはその所 で

長 く命 を保 つ こ とが で きず， 国々 に散 らされ

るで あ ろ う， そ して 人が手 で作 っ た， 見 る こ

とも， 聞 くこ とも，食べ る こと も， か ぐこ と

もない神 々 を崇拝 す るであ ろ う， と語 ってい

る(申 命4：26-28参 照)。 ジ ョセ ブ ・ス ミス

が示現 を受 け た 当時の キ リス ト教 世 界が 崇拝

して い たのは， ま さし くモー セが予 言 した神

で あっ た。 しか しその 後 でモー セ は， 後 の 日

(今 の時代)に な って 彼 らが神 を求 め るな ら
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ば，神 に会 うで あろ うと述べ てい る(申 命4：

29参 照)。 そ.して ジ ョセ ブ・ス ミス は神 を求め ，

神 に まみ えた の であ る。

予 言者 ジ ョセ ブが合衆 国大統 領 を訪 問 した

時の ことであ っ た。大統 領 か らこの末 日聖徒

イエ ス ・キ リス ト教 会 と他 の教 会 との違 いは

何か と問 われ て，予 言 者 は 「私 たちに は聖霊

が あ ります」 と答 えた とい う。聖霊 を受 け る

者 は， 永遠 の 父 な る神 とその御 子 イエ ス ・キ

リス トの指 示 の下 に働 き， 人の道 に頼 らない。

しか しパ ウ ロが指摘 して いる よ うに， 神 の道

は それ を理 解 で きない 人に とって は愚か な も

の で あ る。

神 に つ いて のそ の概 念 と予 言者 ジ ョセ ブの

経 験 を比 較 しでみ よ う。少 年 ジ ョセ ブは，「あ

な たが た の うち， 知 恵に不 足 してい る者が あ

れ ば， そ の入 は， とがめ もせ ず に惜 しみ な く

すべ ての 人に与 え る神 に，願 い求 め るが よい」

(ヤコブ1：5)と い う使徒 ヤ コブ の勧 めに 従

い， 森 に入 って祈 りを捧 げ た。す る と彼の祈

りに応 え て，天 か ら太陽 に も増 して輝 く一 筋

の光 の柱 が 降 りて きた。 そ して， その光 の 中

にふ た りの御 方，す な わ ち御 父 と御子 が立 っ

て お られ るの を見 た。御 父 は ジ ョセ ブに，「こ

はわが 愛 子 な り，彼 に聞 け」(ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス2：17)と 言 わ れた。

す る と， すべ て の個 人 お よび団体 に正 邪 の

判 決 を下 され る世 の救 い主 は， ジ ョセ ブに何

を知 りたい のか と声 をか け られた 。 そこ でジ

ョセブ は 自分 は どの教 会 に入 った らよいか を

尋 ねた。.救い主 は それに 答 えて， いず れ の教

会 に も加 わっ て はな ら.ない， 彼 らは 人の戒 め

を教 え として教 えて い る， と言 われ た。今 日

合衆 国 内 だけ で千 を越 え る教 会が あ るの は，

彼 らが 啓示 に よ らず 人 の戒め に従 ってい るか

らで あ る。

次に，教 えの違 いにつ い て少 し考 えて み た

い。彼 らは 多 くの儀 式 を変 えて い る。 その ひ ・

とつ の例 は， イエ スがバ プ テ スマの ヨハ ネ か

ら受 けた時 の よ うなバ プテ スマ を行 な って い

な～・とレ}うこ と.であ る。 イエ スは ヨハ ネ と共

に ヨル ダ ン川に 入 り， ヨハ ネか らバ プ テスマ

をお 受け に な った。 そ して水か ら上 が られ た。

使徒 パ ウ ロは， 「主 は一 つ，信 仰 は一っ，バ プ

テ スマ は一 つ」(エ ペ ソ4：5)で あ ると述べ

て い る。 これが 真実 で あ るな らば， だれ もが，

ヨル ダン川 で水 に沈 め られ るバ プテ.スマ をお

.受け にな った救 い主 の模 範 に従 いた い と思 う

であ ろ う。

今 日， 水 をふ りかけ るだ けの幼 児 の洗礼が

行 な われ てい るが， これ は子供 の意志 に よる

ので はな く親 の意 志 に よる もの で ある。バ ト

モス 島に 流刑 に処せ られ た ヨハ ネは， 死ん で

い た者が， 大 い な る者 も小 さ き者 も共 に神 の

前に 立 って その業 に応 じ， また書物 に書か れ

て い るこ とに従 って裁 か れ る大 い な る 日を見

た(黙 示20：12参 照)。 幼 児が 自らの意志 に よ

って バ プテ スマ を受 けて い る とは考 えられな

い。 幼 児に 洗礼 を受 け させ て い るのは親 の意

志 なの で ある。

人々が 幼 な子 らを イエ スの み も とに連 れて

きた時， 使徒 たち は彼 らをた しなめ た。 それ

を見 てイエスは使徒 た ちに言 われた。「幼 な子

らを わた しの所 に 来 る ままに してお きな さい。

止め ては な らない 。神 の国 は この よ うな者 の

国 で あ る。」(マ ル コ10：14)そ して幼 な子 ら

を抱 き，祝 福 され た。私 たちは 人の思 い では

な く神 の思 い を理解 した時 に， これ が主 の教

会 の方 法 で あ るこ とが わか る。 人間 の考 えで

は少 しの 水 をふ りか け るだけ であ るが， それ

はバ プテ スマ で は ない。

イエ スは復 活 した後 ，使徒 たち を全世 界に

遣 わ した。 その時 彼 らに， すべ て の民に福 音

を宣べ 伝 える よ うに告 げ， 次 の よ うに言 われ

た。「信 じてバ プ テスマ を受 け る者 は救 われ る。

しか し， 不信 仰 の者 は 罪に定 め られ る。.」(マ

ル コ16：16)信 仰 につ いて知 らな い幼 児期 に

バ プテ スマ を受 け て も， 子供 は その意味 を理

解す る ことが で きない 。主が 幼 な子 らを抱 い

た のは， その こ と をよ く承知 して.おられ たか

らで あ る。

モル モ ン経 の中 に予 言者 モル モ ンが 息子の
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モ ロナ イに宛 て た手紙 に次 の よ うに記 され て

い る。 その一 部 を読 んでみ た い。
「私 はお前 た ちが幼 児 にバ プ テスマ を施 す

はなはだ ちょうろう

こ とはか えって甚 し く神 を嘲弄 して い るだ け

であ るこ とを知 って い る。

そ して， 幼 児 はバ プテ スマ を受 け な くては

な ら・ぬ と言 う者 は キ リス トの憐 み を拒 み， キ

リス トの身代 りの磧 罪 と救 いの効 果 とを否 定

す る者 であ る。」(モ ロナ イ8：9，20)

私は， 幼 児に 洗礼 を施す(幼 児のバ プ テス

マ 〉 とい う考 え はア ダム とイブの 罪 を洗 い流

す とい う とこ ろか ら きて い る と思 う。 しか し，

使 徒パ ウ ロは 「ア ダムに あ ってす べ ての 人が

死 ん でい るの と同 じ ように， キ リス トに あ っ

てすべ ての 人が生 か され るの で あ る」(1コ リ

ン ト15：22)と 言 って い る。 も しこの言葉 が

真実 で ない とした ら， 主 はアダ ム とイ ブの原

罪 を 取 り去 らず に， ア ダムの犯 した数 々 の罪

を貝費い得 た であ ろ うか 。 そ こで彼 らは律 法 を

変 え，儀 式 を変 えたの であ る。

彼 らは現 在， 予 言者 も使 徒 も必 要 な い， す

べて は終 わ った，予 言 も終 わ って し まった，

と信 じてい る。 しか し， ア モス は こ う語 って

いる。「まことに主 な る神 は その しもべ であ る

預 言者 にその隠 れ た事 を示 さな い では，何 事

を もな され ない。」(ア モス3：7)

この世 に主 の民 が いる時 に， 主 は御 自分 の

み こ ころ を明 らか に し， 指示 を伝 える予 言者

をおか ずに その ままに して おか れ た こ とは こ

れ まで一度 もな い。

次に使徒 パ ウ ロは， 主は聖 徒 た ち を ととの

えて(奉 仕 の業 を通 して達 成で きる)， 奉仕 の

業(伝 道プ ロ グラム)を させ ， キ リス トの か

らだ を建 て させ(補 助 組織 ホー ムテ ィー チ

ン グ，神 権組 織 で教 え るこ と)，私 た ちすべ て

の者が信 仰 の一 致 に到 達 で きる よ うに ，使徒

や 予言 者，伝 道者 ，牧 師， 教師 を主の 教会 に

お立 てにな った， と述 べ て い る(エ ペ ソ4：

11-13参 照)。

私 た ちは まだ信 仰 の一致 に到 達 してい ない，

それ なのに ，私 た ちに信仰 の一 致 を得 させ る
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ため に主 が任 じ られ た器 を廃 止 して， ど うし

て その一致 へ の到 達 を望め るで あ ろ っか。 パ

ウ ロは続 け て次 の よ う.に言 って いる。「こうし

て， わ た した ちは もはや子 供 で はな いの で，

だ ま し惑 わす 策略 に よ り， … …様 々 な教 の風

に吹 きまわ され た り， もて あそば れ た りす る

こ とが あ って はな らない。」(エ ペ ソ4：14)

この よ うな状態 に陥 る と した ら， そ れ は，

私 た ち.が神 の 聖 な る予 言 者 の指 導 に従 わず，

人 の教 えに従 った時 で あ る。

私 た ちは ラ ジオや テ レビで 説教者 が，「イエ

ス の も とに 来 な さい。 イエ ス を認 め な さい。

そ して， イ エス をあな たの ただ ひ と りの救 い

主 であ ると告 白 しな さい。 そ うす れ ば救 われ

るで し ょう」 と呼 びか けて い る声 を耳 にす る。

しか し， そ れは正 しい 道へ の第一 歩 にす ぎな

いこ と を少 しも理 解 してい な い。 その理 由 を

イエ スは次 の よ うに述べ て お られ る。.

「わ た しにむ か って 『主 よ
，主 よ』 とい う

者 が， みな 天国 に はい るの では な く， ただ，

天 に い ます わが 父 の御 旨 を行 う者 だ けが， は

いるの であ る。

その 日に は， 多 くの者 が， わ た しにむか っ

て 『主 よ， 主 よ， わた した ちは あ なたの名 に

よって預 言 したで はあ りませ んか 。 また， あ

なたの名 に よって悪 霊 を追 い 出 し， あ なたの

名 に よ って 多 くの 力 あ るわ ざを行 った では あ

りませ んか 』 と言 うで あ ろ う。

その とき， わた しは 彼 らには っき り， こ う

言 お う，『あな たが た を全 く知 らな い。不 法 を

働 く者 ど もよ， 行 って しまえ』。」(マ タイ7：

21-23) 、

言 い換 えれ ば， 彼 らは イエ スが据 え られ た

教 会 の土 台 と， 主 の教 会 の会員 に伴 う責 任 を

変 え て しま ったの で あ る。 私 た ちの なすべ き

こ とが 救 い主へ の信仰 を告 白す るこ とだけ で

ある とすれ ば， タラ ン トの た とえ話 は一体 ど

う解 釈 した らよい のだ ろ うか。 御存知 の よ う

に， 主 人 はあ る者 には5タ ラン ト， あ る者 に

は2タ ラ ン ト， あ る者 に は1タ ラン トを与 え

られた 。それ か らしば ら くたっ て主 人は帰 っ



て来 られ た。そ して， 僕 たち と一緒 に計 算 し

た 。5タ ラ ン ト渡 され た者 はほか に5タ ラン

ト，2タ ラン ト渡 され た者 は ほかに2タ ラン

ト， それ ぞれ も うけ てい た。 そ こで， 主 人 は

彼 らに こ う言 った。「良 い忠 実 な僕 よ，よ くや

った。あなた はわず か な もの に忠 実 で あった

か ら， 多 くの もの を管理 させ よ う。 主 人 と一

緒 に喜 んで くれ。」(マ タイ25：21，23)

とこ ろが，1タ ラ ン ト渡 され た者 は行 って

地 の 中に 隠 してお いた 。 そ して こ っ言 った。

「わた しは あな たが， まか ない所 か ら刈 り，

散 らさな い所か ら集 め る酷 な 人で あ るこ とを

承 知 して い ま した 。

そこで 恐 ろ しさのあ ま り，行 って， あ なた

の タラ ン トを地 の 中 に隠 して お き ました。 ご

らん くださ い。 こ こにあ なた のお金 が ござい

ます 。」(マ タイ25：24-25)

す る と，主 人は 彼 に対 して こ っ言 った。

「さあ
， その タ ラン トをこの者 か ら取 り上

げ て，十 タラ ン ト持 っ てい る者にや りな さい。

おお よそ， 持 っ てい る人 は与 え られ て， い

よい よ豊か に なるが， 持 って い ない 人は， 持

って い るもの まで も取 り上 げ られ るであ ろ う。

こ この役 に立 たな い僕 を外 の暗 い所 に追 い 出

す が よい。 彼 は， そ こで泣 き叫 んだ り， 歯が

み を した りす るで あ ろ う。」(マ タイ25：28-

30)

この聖 句か ら見 る限 り， 私 たち のなす べ き

こ とは単 に信仰 を告 白す る こ とだ けで はな い

ように思 われ る。 使徒 ヤ コブ は，悪 霊 た ちで

さえイエ スが 救 い主 であ る こ とを知 ってい る，

しか し彼 らは罪 を犯 した， と述べ て い る(ヤ

コブ2：19参 照)。 また，行 ない を伴 わな い信

仰 はむ な しい と も言 ってい る。(ヤ コブ2：20

参 照)

ヨハ ネは大 地 が巻 き物 の よ うに巻か れ る最

後 の場 面 を見た 。 そ して新 しい天 と新 しい地

が あ り， 死 ん でい た者が， 大 い な る者 も小 さ

き者 も共に神 の み前 に立 ってい るの を見 た。

さ らに，数 々の 書物 が 開か れ，す べ て の人が

各々 の行 ない に応 じ， それ らの 書物 に書 か れ

て いる こ とに従 って裁 か れ るの を見 た。信仰

だけ を裁 きの対 象 と したの で はなか っ た(黙

示20：12参 照)。主 の教会 の会 員 に とって，行

な いは 欠かせ ない ので あ る。

この ほか に も多 くの相違 点 があ るが， 時間

の都合 上 ， あ とひ とつだ け 申 し上 げた い。救

い主 が 「あ な たは き ょ う， わた し と一緒 にパ

ラダイ スに い るで あろ う」(ル カ23：43)と 言

わ れた こ とか ら， 世 の 人々 は，十字 架 にかけ

られた盗 人 が救 い主 と共 に天 に昇 っ た と信 じ

て いた 。 人間 の知 恵で物 事 を解釈 す るこの世

の 人々 は， 盗 人が天 に昇 った と思 っ たのであ

る。 ところが神 の真 理 に照 らせ ば ，彼 は，福

音 を宣べ 伝 える場 所 と して救 い主 が備 え られ

たパ ラダ イスへ 行 った にす ぎないの であ る。

盗 人 は そこで福 音 を受 け入 れ るな らば， 聖め

られ腰 わ れ た主の 民 と共 に立 てるの であ る。

相違 点 は数 多 くあ る。研 究す れば， パ ウロ

の言 っ た， 人間 の思 いは 人間 の霊 以 外に知 る

もの は ない， それ と同 じよ うに神 の思い も神

のみ た ま以 外 には知 る ものは ない，「生れ なが

らの人 は，神 の御 霊 を受 け いれな い。 それは

彼 には愚 か な もの だか らで あ る」(1コ リン ト

2：11-14参 照)と い う言葉 の意 味 を理 解で

きるで あ ろ う。 主 の助 けに よ って 私た ちすべ

て の者 がパ ウ ロの述べ た この真理 を理解 し，

生 け る予言 者 の指 導 に従 うこ とが で きる よ う

に ，主 イエ ス ・キ リス トの み名 に よ りへ りく

だ りお祈 り申 し上 げ る。ア ー メン。

☆ .☆
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人生の旅路で

人生で最も麗 しいことは，愛する入々に愛を示 し，一緒に過 ごすことで

ある'

七十人第一定員会会長

ボール ・H・ ダ ン

七+入 第一韻 会会長会を.代表して・新た
に 召 され た3入 の兄弟 た ち を私 たちの定

員会に歓 迎 した い。

各地 の教会 を訪 問 して 多 くのチ ャレ ンジ を

目にす る時， また この大会 や その他 の 集会 で

語 られ る話 を よ く注意 して聴 く時， 大 管長 が

行 方の知 らない 人々や 今教 会 を休 ん でい る人

人に関心 を寄 せ てお られ る こ とが よ くわか る。

キ ンボール大 管長 は以 前 に非 常に 大切 な言葉

を残 してお られ る。非 常 に大切 な言葉 で あ る

ので，こ こで引用 したい と思 う。「予 防 は救 済

には るかに まさる。」 これ が その言 葉 であ る。

この違 いが おわか りい ただけ る であ ろ うか 。

予 防は救 済 には るか に まさ るの であ る。ヤ ン

グア ダル ト， 結婚 したばか りの若 い夫婦 ， な

らびに， 青 少年 の皆 さん， 是 非 この言葉 を書

き留め てお いて ほ しい。..一

娘 たちが まだ子 供 の頃， 私 た ち家族 は よ く

車 で旅行 した。 その 時，娘 たちは 「パ パ， い

つ 着 くの」 「どれ位 かか るの」 とよ く言 っ た も

ので あった。 これ は， 私 た ち大 人がす る質 問

と非 常 に よ く似 て い る。 私 た ち は，学 業 を

終 えた， 良 い仕事 に就 い た， あ る一 定 の収 入

を確 保 で き るよ うにな った， 子供 が生 まれ た，

借 金の 返済 を終 えた，病 気が 直 っ た，新 車 を

買 っ た， いや な仕事 が終 わ っ た， 停年 退職 を

した， すべ て の責 任 か ら解放 され た， な ど一

定 の 目的地 に到 着す る とうれ しい もの であ る。

私 は父か らよ く， 人生 は旅 であ って キャ ン

プで はな い と教 え られ た。 父は，袈 に 多 くの

人々が キャ ンプ を して い る と言 っ てい た。私

はすべ て の 人に，特 に青 少年 や結 婚 したばか

りの若 い夫 婦 に， 入生 を全体 と して と らえ，

その興 味深 い事 柄 に満 ちた旅 を楽 しむ よ うに

お勧め した い。

私 は，若 くして未亡 人 とな った祖母 の引 っ

越 しの時 の こ とを思 い出す 。結婚 を間近 に し

た孫娘 が祖 母 を助 けて 丁寧 に 食器類や 色 あせ

た タオル の箱 詰め をして いた時 だ った 。祖母

は 「あ そこ のすみ に ミシンが あ るで し ょう」

と言 う と， 次 の よ うな話 を した。 「あなたのお

じい さんはね ， 夕方家 に帰 って くる といつ も

帽子 を脱 い であ の上 に置 いた の。.おば あ ちゃ

んは， その こ とでいつ もお じい さんの こ と を

叱 って いた わ。 『ちゃん.と帽子か け にかけて下

さいっ て言 って おい たで しょ う。 それ なの に

どう してそ うして下 さ らない の』 って 。 と こ

ろが あ る 日突 然， 肺 炎 を起.こ.して亡 くな って

しまっ たの 。4入 の子 供 と私 を残 して 。 それ

か ら とい う もの， お ばあ ち ゃんは何 度， お じ

い さんが ミシ ンの上 に帽子 を置 く姿 を見 たい

と思 っ て きた こ とか わか らないわ 。」

今 お話 した私 の祖母 の よ うに， 私 たち も往

往 に して ささい な こ とで 眼 を曇 らせ て い る こ

とが あ る。つ ま らない こ とで あ くせ く動 き回

っ た り，∫教 会 の 内外 を問 わず， これ とい った

.目的 もな い集 会 に度 々 出席 して い る
。 ま.た，

無 意識 にし た こ とや 小 さ な過 ち ， 取 る.に足

ち ない こ とで最愛 の 人々 に うる さ く小 言 を言

うこ とが あ る。愛 す る 人々 と過 ごす また とな
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い時 聞 を大切 にせ ず， あ ら捜 しを しては小 言

を言 ってい る。夫 や 妻，子 供 に対 して どれ だ

け 多 くの 人が 「ど うしてそ んな こ とが で きな

い の」 とか， 「なぜ そ う しな いの」， 「いつ か

時 間の あ る時に …… 」 と言 って い るこ とだ ろ

う。

末 娘 が先 月大学 に 入学 したこ とに よ り，私

たちは 彼女 との18年 間 の生活 を終 え る こ とに

なっ た。18年 間 の生 活 は どこに行 っ て しま っ

た のだ ろ うか 。楽 し く笑 い合 っ た歳 月は ど う

な った のだ ろ うか 。娘 が い な くなっ た最 初 の

夜， 私 は彼女 の部 屋へ 行 き， レコー ドプ レー

ヤー を じっ と眺め た 。 そ して， いつ も，娘 に

向か ってた だ機械 的 に， 「音 を小 さ くして くれ

な いか ね」 と言 って い たこ とを思 い 出 した 。

同時 に また， これか ら先一 緒 に音 楽 を聞 きた

い と思 う時 が何度 もあ るだ ろ う と思 った。娘

との 間 に数 多 くの味 わ い深 い， 素 晴 ら しい思

い 出が あ るこ と を感謝 して いる。

また， 娘 の ジャネ ッ トは今病 院 のベ ッ ドで

横 にな って い る。娘 も私 た ち も，.分か ち合 お

う としてい る瞬 聞が どん なに素 晴 らしい瞬 間

で あ るか をよ く承 知 して い る。 ジャネ ッ トは

私 た ち夫 婦 の信 仰 で あ り心 で あ る。

私 た ちは愛 す る人 々が どん なに大切 であ る

か を知 って いなが ら， なぜ こ うしたひ とと き

をた まに しか持 たな いの だ ろ うか 。なぜ 私 た

ちは 自分 と最 も近 い 聞柄 にあ る人 々の あ ら捜

しを した り， 口や か ま し く言 った りす るの だ

ろ うか 。ぞ うす るこ とに 一体 価値 が あ るの だ

ろ うか。C・S・ ル イ スは こ う忠告 して い る。

「気 をつけなさい。卵 を割 るの は簡単 だが ，オ ム

レツ を作 るのは む ずか しいか ら。」(甜6加 鷹

LEoα η∫'Qκo'6Booん 「リチ ャー ド ・L・ エバ

ンズ引用 集」，p.169)

私 た ちは皆， 息 つ く間 もな い忙 しい生 活 の

中で立 ち止 まって考 えてみ る必要 が あ るだ ろ

う。 多 くの集会 の さ なかに あ って も。

私 は，主 が私 た ちに大切 な集会 の あ るこ と

を教 えて下 さって い るこ とに感謝 して いる。

しか し，十 分 な計 画 もな しに正 しい手順 を経

な いで行 な われ てい る集会 もあ る。私 た ちは

集 会 中 も， 責任 を果 た して い る時 も， 現実 を

見つ め なけ れば な らない。 笑 った時 の 目 じり

の しわ，頭 髪 に光 を浴 び た時の 首のか しげ具

合，ユ ー モア の味 ， これ ら を覚 え てお く必要

があ る。物 事 が うま く運 んで い る時 には，一

歩 さが って現状 をは っ き りさせ る必要 が ある

か も しれ な い。 なぜ 今 この こと をしてい るの

か， また 自分の 愛すべ き人 々 を どれ ほ ど愛 し

て い るか をいつ も忘 れて はな らな い。

ひ と りの若 い母 親が 非常 に大切 な集 会に遅

れそ うであ わて ていた 。急 い で部 屋 を出て行

こ っ とした彼女 に，3歳 の娘 が呼 び かけ た。

「マ マ
， マ マ 。」

母親 は， 「マ マ，今 忙 しいの」 と答 えた。

「マ マ
， お話 が あ るの。」

「あ とでね
。」母 親 は言 った 。

「マ マ」 幼 い娘 は も う一度 ね だ った
。

「うる.さいわね， 何 なの?」

「うん
，ママ が好 きって 言い たか っただけ。」

一生 は あ っ とい う問 に過 ぎ去 って行 く
。つ

い この前 まで私 たちは 若か った 。 そ して今 は

年 考 いて い る。 時 は大 急 ぎで飛 び去 って行 く。

私 たち に それ を止 め るこ とはで きない。18歳

か ら28歳 ，48歳 ，や が て 白髪の 老 入 とな る。

そ うだ とす れ ば，最 愛 の人 々に 口 うる さ く小

言 を言 った り不 平 を言 っ た りして いる暇が あ

.るだ ろ うか 。 も しその よ うな時 間が あ ると思

っな ら， それ は愚 かな こ とであ る。 た とえあ

った として も， ほんの一 瞬 立 ち止 まって花 の

香 りをか ぐ くらいの時 間 しか な いはず であ る。

ジ ュ リア ・ワー ド ・ハ ウは，か つ てあ る上.

院 議員 に次 の よ うに言 った 。「ある特別 な方の

こ とで是非 と もご援助 をお願 い した いのです

が 」

す る と， その上 院議員 は こ う答 えた。「ジュ

リア， 私は とて も忙 しいん だ よ。 これ 以上 人

の ことに牟 か わ っち ゃい られな いね。ゴ

そ こで ジュ リア1ま言 った。 「それは素晴 らし

い わ。神 様 だ って まだ その レベ ル まで到 達 し

てい らっしゃ らないん です もの。」(「リチャー ド・
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エバ ンズ引用集 」p 。165)

まず個 人， 親戚， 愛 す る人 々に関心 を持 ち

な さい。 この ほか に大切 な こ とが あ るだろ う

か。 だれ であ って も， まず何 よ り も人 々の こ

とをお考 えに な る主 以上 に 自分 は忙 しい と考

えて はな らな い。

ある夜，私 は遠 くで開 か れ た大 会か ら飛行

機 で帰 って きた。3日 しか家 を空 け なか っ た

が，空 港の 灯が ぼ んや り見 えて きた時 に は，

家族 に会 える とい う喜 びで胸 が一 杯 に なった 。

そ して 自分 が まる で宇 宙 か ら帰還 す る偉大 な

英雄の ように思 え た。 では なぜ私 は その よ う

に胸 がはず ん だの だろ うか。 それ は， 家族 の

もとに帰 って きたか らであ る。家 族 を残 して

旅 をす るこ と，子 供 を大 学 にや る こ と， あ る

いは夫 との 死別， これ らの こ とを思 うと， 愛

す る人々や 友 人 と共 に過 ごす 時が どんな に楽

しい もの であ るかが よ くわか るので はな いだ

ろ うか 。しか も，その 時問 は，時の 流 れ か ら見

れば どん なに短 い こ とカ㌔ 今お 話 した よ うな

ことを考 え るな らば，一 緒 に過 ごす こ との素

晴 ら しさに気づ い て， さ さい な欠点 に小 言 を

言 わな くな るので はな いだ ろ っか 。

「いつ着 くの?」 ， 「どれ 位 か か るの?」 ，

「パ パ
， あ とどれ位 か か るの?」 じっ として

い られ ない子供 た ちは， よ くこの よ っに 言 っ。

大 人で さえ も人生 の苦 難に 直面 した時は，「い

つ終 わ るのだ ろ うか」 と言 う。私 たち は皆，

生涯 を終 え る前に， 愛 す る人 々に愛 を示 し，

一 緒に過 ごす こ と以.Lに 素 晴 ら しい もの は な

い とい うこ とを よ く認 識す るよ うに しよ うで

は ないか 。

キ ンボー ル大管長 の 言わ れ た， 「予 防 は 救

済 には るかに ま さ る」 とい う言葉 を心 に留め

ていた だ きたい。 主の知 恵 をた まわ り， 人生

が素 晴 らしい旅で あ る こ とを理解 で きる よ う

に 。 またその 旅路 を心 ゆ くまで楽 しむ こ とが

で きるよ うに願 うもの で あ る。 イエ ス ・キ リ

ス トの聖 な るみ 名に よ り証 申 し上 げ る。アー

メン。

36

教会幹部 とタバナクル聖歌隊



教会史上に残る特別な 日

「1974年4月4日 以 降
， 事 は ま さ'しく一 変 した 。私 た ち は も はや ， 怠 惰

に 身 を 任 せ て 安 穏 と した 日々 を 送 る こ と は で さ な い 。」

七十人第一定員会会員

W・ グ ラ ン ト ・バ ンガー ター

愛 する兄弟姉妹の皆様 まず皆様に・ブラ
ジル の聖徒 か らの愛 をお伝 え し， また，

サ ンパ ウロの新 しい神殿 が 間 もな く完成 す る

予 定 で ある こ とを御 報告 した い。

私 は今， 教会 史上 に残 るあ る特 別 な 日の こ

とを考 えてい る。今 を去 る3年 前の1974年4

月4日 に起 こった ひ とつ の 出来事 は， 私 た ち

の証 を大 いに 強め， 福音 の 発展 を促 す こ とと

な うた 。歴 史 をつ づ る人々が ，この 出来事 を正

し く記 録 して い るこ とを願 って い る。

それは，1973年12月26日 に始 まる、 この 日，

ハ ロル ド ・B・ リー大 管長 が急 逝 され た。全

く予期せ ぬ 出来事 で あっ た。過去 四半世 紀以

上 の 間，教 会 員 たち は， ハ ロ ル ド ・B・ リー

長 老 が大 管長 に なるの を待 ち望 ん でい た こ と

を思 い起 こして いた だ きたい。 人々 は， 彼が

いつ か大 管長 に な るであ ろ う と考 えて いた 。

その理 由 のひ とつ と して挙 げ られ るの は，彼

がデ ビッ ド ・0・ マ ッケ イ長老 ， ジ ョセ ブ ・

フ ィール デ ィ ング ・ス ミス長老 とい う指 導 者

に次 ぐ先任 順位 にあ りな が ら， 比較 的若 か っ

た こ とであ る。 しか し一番 の理 由 は，ハ ロル

ド ・B・ リー長 老 が非 常 に傑 出 した人物 であ

った こ とであ る。教 会福 祉 お よび神権 プ ログ

ラム にお け る指 導力 ，意 志 の強 さ， 賢明な判

断 力， 入々 は こ ぞって， これ らの特質 を具 え

た リー長 老 の 言葉 に耳 を傾 け， その感 化力 と

助 言 に敬 意 を表 してい た。 また 人並 み はずれ

た霊 性 を具 え た リー 長老 を，教 会 員 は偉 人 と

して仰 ぎ見て い たので あ る。彼 には また，数

限 りない 人々 を個 人的 な友 とす る卓越 した能

力 が あっ た。 その ため に， リー長 老が 大管長

にな った時 ，20年 間 は リー大 管長 の管理 が続

くで あろ うと期 待 され た もので あ る。

しか し突 然 に彼 は亡 くな った。 大管長 に召

され てわず か1年 半 後の こ とで ある。長寿 を

完 うせ ず に亡 くな った大 管長 は，予 言 者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス以 来初 め てで あ る。深 い悲 しみ

と懸念 の 中で，動 揺 す る人 々の心 に ある疑問

が 浮か んだ 。 イ りノイ州 カーセ ー ジの牢獄 で

ジ ョセ ブ ・ス ミスが殉 教 した時 に， 人々 の心

をよ ぎっ た と同 じ疑 問 で あ る。 「私 た ちは こ

れか ら ど うす れば よい のだ ろ う。予 言 者な し

で どの・よ りにや って行 け ば よい のだ う りか。

私 た ちの偉 大 な指導 者 は亡 くな って しま った。

この非 常時 に教 会 は存続 で きるの だろ うか」

と。

もち ろん私 た ちは教会 が存 続す るこ とを知

って いた 。 しか し全 く同 じ状 態 では 存続 で き

ない とい うこ とも知 ってい た。私 た ちは， ス

ペ ンサ ー ・W・ キン ボー ル長 老 が大管 長に 召

され る時が 来 る であ ろ う とは予期 してい なか

った。 ハ ロル ド ・B・ リー 大管長 が具 えて い

た と同 じ指 導 力 をキ ンボー ル大 管長 に期待 し

た こ ともなか っ た。 しか し必要 であ れば， 次

の偉 大 な指 導 者が現 われ る まで何 とか運営 し

てい くだ ろ うとい うこ とは知 って いたが， 容

易 で はな か ろ う と思 った。 ましてや今 までの

状 態 が その ま ま続 くとは思 えなか った。「主 よ，

ど うぞ， キ ンボー ル大 管長 を祝福 して下 さい。
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彼に はあ なたの助 け が必 要 です。」悲 しみに沈

んだ 当時の 末 日聖 徒 のだ れ もが， この よ うに

.祈
っ たこ とであ ろ う。

さて，1974年4月4日 に話 を戻 そ う。 その

朝， すべ て の教 会 幹部 と地 区代 表， お よび世

界各 地か ら集 まった その他 の指 導 者が1教 会

本部 ビル に会 した。 そ して，過 去7.年 .間定 期

的 に指導 を受 け て きた よ うに，私 た ちは再 び

教 え を受 け たの であ った。 それ までは 毎 回バ

ロル ド ・B・ リー大 管 長が 私 た ちの進 むべ き

道 を示 し， 進 軍 ラ ッパ を高 らか に吹 き鳴ち し

て きたが， 今や その 人は いな い。私 た ちは皆 ，

彼の いな い こ とで心 に 空虚 な もの を感 じて い

た。再 び私 た ちの胸 に疑 問が 湧いてきた。「偉

大 な指 導者 な しに， 私 た ちは今 後 どの よ うに

進め ば よいの だ ろ うか 。 キ ンボール 大管長 は

この 空 しさ をどの よ うに満 たす こ とが で きる

で あろ うか 。」 「主 よ， どうぞ キン ボー ル大管

長 を祝 福 して下 さ吟。」私 た ち は再 び こ う祈

らず には い られ なか った。

こ うしてキ ンボー ル大 管長 が， そ の会場 に

集 まって い る指 導者 に話 す 時間 にな っ た。大

管長 は話の 冒頭 で， 自分 が この職 に召 され る

な ど とは夢 想だ に して いなか っ たこ と， また

私 た ち と同様 リー 大管 長 に対 す る哀惜 を覚 え

てい るこ と を述べ た 。続 いて， 過去 数年 間 に

リー大 管長か ら与 え られ た数 多 くの指示 事項

を繰 り返 した。 その 間 も私 た ちは キ・ンボー ル

大管 長 のため に祈 り続 け てい た。

この よ うに して 大管 長は 語 り続 けた 。 しか

し間 もな く， その場 に 集 った 人々 の眼前 に急

に新 しい視 野が 開 かれ た よ うに 思 われ た。私

たちは非常 に強 くみた まの訪 れ を感 じたの で

あ った。 これ まで の集会 とは違 う特別 な力強

い言葉 に一 心 に耳 を傾 けて い る 自分 に気づ い

た。 その霊 感 あふれ る言葉 に，私 た ちの全 身

が緊張 し始 めた 。耳 に飛 び込 ん で来 るひ とつ

ひ とつ の素 晴 ら しい言葉 に，私 たちは 驚嘆 し，

心 の震 え を抑 え る こ とが で きなか った 。新 た

な気持 ち を味 わ った私 た ちは， キン ボール大

管 長が霊 の窓 を開 き， 永遠 の計 画 を一 緒に 見
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る よ う私 た ち を招 い てい るの が わか った。 そ

れ は あたか も大 管長 が， 全 能者 の 目的 をお お

い隠 して い る幕 を開け て，福 音 の行 く末 と福

音 の業 に関 す る ビジ ョン を一緒 に見 るよ うに

と， 私 た ち を招 いて いるか の よ うであ った 。

その会 に出席 した人 々は ， あの素 晴 ら しい

経験 を決 して忘 れ な いで あろ う。 そ の後， あ

の 日のキ ンボー ル大 管長 の 話 を読み 返 す こ と

は め った にな いが， 私 は話 の ほ とん どを空 で

言 りこ とが で き る。 そ の よ うに 大管 長 の語 っ

た事 柄 は私 の心 に鮮 明 に焼 きつ い七 いる。

主 のみ た まが キン ボー ル 大管 長 に下 り， 彼

を通 して私 た ち も触知 し得 るほ どにみ た まを

感 じ，感 動 と衝 撃 を覚 えた ので あ る。大 管長

は私 た ちの 前 に栄 えあ る ビジ ョン を明 らか に

した。 まず， 救 い主 の時代 に使 徒 た ちに よ っ

て展 開 され た伝 道活動 に つ いて， また ジ ョセ

ブ ・ス ミス の時代 の使 徒 に 同 じ使 命が 授 け ら

れた い き さつ につ い て話 した。 また これ らの

人々 が信仰 と献 身に徹 す る心構 えで 出て行 き，

大 い な る力 をその 身に ま とって ，地 の果 て ま

で も福 音 を宣べ 伝 え たこ とを明 らか に した。

そ して そ の働 きは， 現代 の教 会 の それ よ り も

ある面 では るか に偉 大 であ った と語 っ た。大

管長 は また， 当時の教 会 員 は主が 望 んで お ら

れ る程 に信仰 深 い生 活 を送 って いな い こ とと，

また私 た ちが あ る程度 そ うした状 態に安 穏 と

し，満 足 さえ してい る こ とを指 摘 した 。続 い

て キン ボー ル 大管 長 は，か の有 名 な 「歩み を

速 め な さい」 とい うス ロー ガ ン を発 表 した 。

しか し今 で もす べ ての教 会 貝が こ の意味 を十

分 に理 解 して い るか ど うか は疑 わ しい。 これ

を もっ と砕 い てい うと， 「い ざ出で行 こ う」，

「前進 しよ う」 とい う意 味 であ る と思 う
。

キ ンボー ル大 管長 は ほか に も次 の よ うに述

べ た。 「私 た ちは全世 界に 出て行 かなければな

らない 。」 「す べ ての青 年 は伝 道 に行 くべ きで

あ る。」 「新 たな 国々 に門戸 を開 く。」 「メキ シ

コ， 南米， 日本， イギ リスお よび ヨー ロッパ

か ら宣 教 師 を送 り出す 。」 これまで以上の画期

的 かつ重 大 な新 しい ビジ ョンで あ った。



この メ ッセー ジ を聞 い た私 はこ う思 った。

「今後 大管 長 は
， 外 国に 出向 いて福 音 を宣べ

伝 える よ う， いつ私 たち を召 され るか も知 れ

ない」 と。そ れか ら6ヵ 月 もたた な い うちに

ま さに この 目的の ため に， 自分 が ポ ル トガル

に召 され よう とは， 考 え も及 ばぬ こ とで あっ

た。

キン ボール大 管 長 は， その ような特別 な力

を もっ.て1時 間10分 語 り続 け た。 その 内容 は

す べ て， それ まで の私 の経 験 の中 で類 を見 な

い もので あ った。 そ の時私 は， そ れが1844年

8月8日 の 出来事 に似 て いる こ とに気づ いた。

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の死 んだ後 ， ブ リガ

ム ・ヤ ン グが ノー ブ ーの聖 徒 た ちに語 っ た時

の こ とであ る。 ピ ッツバ ー グで背教 の徒 とな

っ たシ ドニー ・リグ ドンは，教 会 を手 に 入れ

よ う と戻 って 来 た。 ところが それ を受 けて 立

っ たブ リガム ・ヤ ングは， 大勢 の前 でジ ョセ

ブ ・ス ミスの 姿 に変 貌 し， ジ ョセ ブの 声 で語

り出 したの であ る。 この事 実 につ い ては， そ

の場 に いた 多 くの人 々が証 してい る。 これ は

教 会 歴 史にお け る決定 的 な出 来事 で あっ た。

そ して，1974年4月4日 に もこれ に等 しい出

来 事 が起 こったの で あ る。

キン ボー ル 大管長 が話 を終 え ると，エズラ ・

タ フ ト ・ベ ン ソン十二 使徒 評議 員会 会長 が立

ち上 が り， 感動 の あ ま りに声 を詰 ま らせ なが

ら こう語 った 。 これ は出席 者全 貝の 気持 ちで

もあ った 。「キン ボー ル大管 長，私 たち は，今

だ かつ て この集 会 で， あな たが今 述べ られた

よ うな話 を一 度 も うか が った こ とが あ りませ

ん。 まさ し く， あ なたは ， イス ラエ ルの予 言

者 です 。」

1974年4月 以 来， あ らゆ る面 で事 態 が変 化

した と私 は確信 して い る。私 は ここで， キン

ボー ル大管 長 が歴代 の大管 長 に優 る人物 で あ

る とほめ そやす つ も りは ない。 ただ ， それが

だ れ であれ ，主 の予 言者 に は必 ず霊 的 な力が

与 え られ る とい うこ とを 申 し上 げた いの で あ

る』 キン ボール 大管 長は ，私 た ちに新 た な視

野 を開 いて下 さ った。 そ して私 たち に歩 み を

速 め る よ うに と勧 め てい る。 あの 日以来， だ

れ が生 の予 言 者で あ ろ う と心 配 す る人は ひ と

りと して い な くなっ た。

私 た ちは ま さし く福 音 の新 たな時 代 を迎 え

たの で あ る。 すべ て の教 会 員 は， その本 当の

意 味 を認 識 しなけ れ ばな らな い。決 断す るに

何 ら憶す る必要 のな い時代 な ので あ る。

ここ で キン ボー ル大 管長 の語 った こ とと行

な った こ とを振 り返 って みた い と思 う。 大管

長 の 一言 で， 約10，000人 の新 しい宣 教師 が召

され た。 そ して大 管長 は数 多 くの 国々 に新 た

に伝 道 の門戸 を開 いた。 また レー マ ン人の時

代 の到来 を告 げ， 真 の救 いの使 者 となる よう

聖 徒 た ち に呼 びか け ，死 者の ため の儀式 に拍

車 をか け る必要 が ある こ とを改め て強調 し，

多 くの新 たな神殿 の建 設 を推 し進 めて きた。

大 管 長 は また歴代 の 大管長 と同様， 不 品行 ，

離婚 ，不 信仰 ，無 関心 ， 怠惰， 不正 直 といっ

たす べ ての悪 と不 義 を一掃 し， 必要 な時 には

いつ で も悔 い改 め，赦 し を求 め る よう，教 会

員 に呼 びか けて い る。 また， 食糧貯 蔵，・家 庭

菜 園，財 政 の安 定 化 を進 め，家 庭 と家族 を整

え るよ う警告 してい る。 キ ンボー ル大管長 は，

シオ ンの 民 と自称 す る私 たち はその 名にふ さ

わ しい行動 を取 る必要 が あ る と考 えて いる。

私 た ちが も しそ の期 待 に反 す るよ うな こ とを

す れ ば， 主 と大管長 の怒 りを免 れ る ことはで

きな いで あ ろ う。

1974年4月4日 以 来， 私 た ちが耳 に して い

るキ ンボー ル大 管長 の言 葉 は， モー セ， マ ラ

キ， ブ リガム ・ヤ ン グの宣 言 と非 常に よ く似

て い る。私 は キ ンボール 大管 長 の言葉か ら，

一 向に 腰 を上 げ よ うと しな い指 導 者や耳 を傾

け よ う としな い教 会 員に対 して主が 耐 えが た

い気持 ち を抱 い てお られ る こ とを感 じて い る
。

特 に， 錨や 羅針 盤や 舵や 操 舵手 をは じめ あ ら

ゆ る もの を船 外 に投 げ 出 して いる狂気 の この

世 に， 主 は怒 りを抑 えか ね てお られ るこ とが

よ くわか る。私 だ ちの 目的 は，戒 め を守 り，

福 音 を宣 べ伝 え，悔 い改 め のバ プテ スマ を施

し， 神権 を授 け，王 国 を組 織 し， 死者 を順 う
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こ とで あ る。 主 と予 言者 は，私 た ちが これ ら

のすべ ての面 で足 跡 を残す よ う望 んで お られ

る。.

主 は この末 日に 天 の窓 を開 いて， 私 た ちが

永遠 の生 命 を得 るこ とが で きる よ う，天 使，

予言 者，使 者 を通 じて私 たち に語 りかけ てお

られ る。 こう した 中 で私 たち は怠惰 に身 を任

せ て安 穏 とした 日々 を送 るこ とは で きない。

この こ とをよ く心 に留め て い ただ きた い。 こ

れ は非常 に重要 な こ とで ある。1974年4月4

日以 降， 事 は まさ し く一 変 したの で あ る。

す べ ての教 会員 が キ ンボー ル大管 長 の言葉

に耳 を傾 け る よ うに私 は祈 る。 また そ う して

い る もの と思 う。今 や教 会 は大 い に発展 し，

躍 進 して い る。 しか し， もっ ともっ と前 進 し

なけ れば な らな い。福音 の偉 大 な歴 史は これ

か ら始 まるの であ る。私 たちは予 言 者が与 え

られ てい る こ とを神 に感 謝 して い る。イエ ス・

キ リス トのみ 名 に よ り 申 し上 げ る。 ア ー メ

ン.。

大 会会 場 に入場 す る スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル大 管 長 ，

G・ ロムニ ー第 二 副 管長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー 第 一 副 管 長 ，マ リ オ ン ・
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伝道活動における犠牲

他人の幸福を願って払う犠牲 は，祝福と達成をもたらす

七十人第一定 員会会員

ア ドニ ー ・Y・ 小松

愛 する兄弟姉妹ならびに友人の皆様 称 ま
今 こ こに， イエ ス ・キ リス トの福音 が真

実 であ る こ とを証 す る機 会 をいた だ いて いる

こ とを， 心か ら感謝 申 し上 げ る。

まずマ ル コに よ る福 音 書か らお読 み したい

と思 う。

「イエス が道 に 出て行 かれ る と
， ひ と りの

人 が走 り寄 り， み まえ にひ ざ まず い て尋 ね た，

『よき師 よ， 永遠 の 生命 を受 け るため に，何

を した らよい で し ょうか 』。

イエ ス は言 われ た，『なぜ わ た しをよ き者 と

言 うのか 。神 ひ と りの ほか に よい者 は いない 。

い ま しめは あな たの知 って い る とお りで あ

る。 「殺す な，姦 淫す るな，盗 む な，偽 証 を立

て るな。欺 き取 るな。 父 と母 とを敬 え」』。

す る と，彼 は言 った，『先 生 ，そ れ らの事 は

み な， 小 さ い時か ら守 ってお ります 』。

イエ スは彼 に 目を とめ， いつ くしん で言 わ

れ た，『あな たに 足 りな い こ とが一 つ あ る。帰

って，持 って いる もの をみ な売 り払 って， 貧

しい人 々に施 しな さい。 そ うすれ ば， 天 に宝

を持 つ ように なろ う。 そ して， わ た しに従 っ

て きな さい』。

す る と， 彼 は この言葉 を聞 いて，顔 を曇 ら

せ ，悲 しみな が ら立 ち去 った。 た くさんの資

産 を持 ってい たか らであ る。」(マ ル コ10：17

-22)

犠 牲の律 法 は イエ ス ・キ リス トの福 音の教

えの基 本 で あ り， 信仰 や愛 ， その他 多 くの徳

は， この律 法 に従 う時に 身につ く。 また， 永

遠の 犠牲 の律 法 に対 す る従 順 の度合 に応 じて，

多 くの素 晴 らしい祝福 が得 られ るので ある。

宣 教師 に は常 に犠 牲が要 求 され る。ブ リガ

ム ・ヤ ン グ大 管長 は次の ように記録 して い る。

「1839年 に
， 私 は数 人の 十二使 徒 と共 にイギ

リスに渡 る こ とに な った。私 た ちは財布 も旅

の袋 も持 たず に家 をあ とに した。 その上， 十

二使 徒 のほ とん どが 病気 で あ った。元気 に出

発 した者 も， オハ イ オへ 向か う途 中 で病 気に

な った。 中で も重体 であ ったテ イ ラー兄 弟は，

年 老 いた コル トリン兄 弟の判 断 に よ り， 途 中

に 残 して行 くこ とに なっ た。け れ ど も幸 い な

こ とに， テ イラー 兄弟 は健康 を回復す るこ と

が で きた 。川 まで半 ブ ロ ック もな い距離 を，

私 は ど うして も歩 くこ とが で きなか った。 そ

こ で，兄 弟 た ちの手 を借 りて よ うや く川辺 に

た ど り着 き， 渡 し舟 に乗 り込 んだ。 当時 の私

た ちの状 態 は この よ うであ った。私 は外套 さ

え な く，ベ ッ ドの上掛 け を外套 の代 わ りに身

に ま とって い た。 しか しニ ュー ヨー ク州 を旅

行す る間 に， 私 は きめ のあ らいサ テ ンの外套

を もら うこ とが で きた 。 こ うして私 たちは，

見知 らぬ 国イ ギ リスの 見知 らぬ 人々 の間に福

音 を広 め るた め， 大西 洋 に乗 り出 したので あ

る。」(プ レ ス トン ・ニ ブ レ ー， ル傭 ∫勿ηαη

助6漉 η66s「宣教 師 の経 験」p.90)

今 日の伝 道 活動 は 当時 と幾分 異 な り，犠 牲

のか た ち も違 う。 しか し教 会 は今 も私 たちに，

宣教 師 とな る よ うに， また 多 くの友 人， 隣人，

お よび世 の 人々 に主 のすべ て の祝福 を享受 す
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る機 会 を与 え るよ うに と勧告 して い る。

専 任宣教 師や 伝 道部長 と共 に働 き， 彼 らの

証 を聞 き，・彼 らの素 晴 ら しい霊性 に触 れ， そ

の献 身 的な働 きを 目に で き るこ とは，私 た ち

の特 権 であ る。

主 は，伝 道 活動 に従事 す る人々 を ご く少数

に制 限 した こ とは一 度 として ない。 主 の足跡

に従 うすべ ての人 に，伝 道 活動 に従事 す る機

会が 与 え られ て いるの であ る。 イエ ス は弟子

たちに次 の よ うに 言わ れ た。「だ れで もわたし

につ いて きたい と思 うな ら， 自分 を捨 て， 自

分 の十字架 を負 うて，.わた しに従 って きな さ

い 。

自分 の命 を救 お うど思 う者 は そ れ を失 い，

わた しのため に 自分 の命 を失 う者 は， それ を

見 いだす で あろ う。」(マ.タ イ.16：24一25)

「自分 を捨 て る」 とい う
.ことは，他 ゐ人 の

幸福 の ため に犠 牲 を払 う，.もし くは個 人的 な

望 み をあ きらめ る とい う意味 である 。私 た ち

はよ く，宣 教 師は主 に仕 え るため に2年 間 を

犠牲 にす る とい う言葉 を耳 にす る。 宣教 師 は

初め の頃， 特 に伝 道 活動 が行 き詰 まっ て失 望

の 日が続 い た りす る と， 自分 は犠 牲 を払 っ て

いる と思 うか も知 れな い。 しか し，救 い主が

使徒 た ちに勧告 された ように，主 の戒 め を守

り， 自分 を捨 て，神 の王 国 の建 設の ため に 自

分 の望 み を犠牲 に し他 の人 々の こ とを優先 し

て伝 道活動 に 没頭 す る と， 必 ずや 彼 は伝道 活

動 の中に真 の幸福 を見 いだす よ うに な るで あ

ろ う。

宣教 師の証 は， 犠牲 を払 う度 に強 くな る。

犠牲 を払 う ことは， 人 を愛 し，従順 にな る こ

とだか ちであ る。 しか し， 伝 道活動 は決 して

容 易 では な く，度 々 自己を捨 てて 厳 しい 自己

訓練 に身 を投 じなけれ ば な らな い。

先頃 私は あ る伝 道部 長か ら， ひ と.りの宣教

師 をカウ ンセ リン グ して ほ しい との依 頼 を受

けた。 その宣 教師 は，伝 道 生 活に慣 れず に非

常 に悩 んで い る との こ とであ った 。私 は彼 と

面接 を し，.モル モ ン経 の偉 大 な予 言者ベ ンジ

ャ ミン王の教 え た原則 につ い て話 し倫 った。
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ベ ン ジ ャ ミン王!ま， 次 の よ うに語 って いる。

「肉欲 に従 う人は神 の敵 で あ って
， ア ダム の

堕 落 して この方 そ うで あ る。 しか し， 人が も

し聖 霊 の導 きに従 い 肉欲 に従 うこ と をす てて

主 キ リス トの身代 りの贈 罪 に由6て 聖 徒 とな

り， 幼 児の よ うに従 順 で柔和 で謙 遜 で忍耐 で

愛 情 に富み ，幼 児 がそ の父 に従 うよ うに， 主

が 負 わせ た も うすべ て の こ とに喜 ん で服従 し

ない な らば ， とこ しえに神 の敵 とな る であ ろ

う。」(モ ー サヤ3：19)

私 は その 宣教 師 に，聖 霊 の導 きに従 い， 主

か ら与 えられ るすべ て の もの を甘 ん じて受 け，

謙遜 に忍耐 と愛 を もって，伝 道 の期 間だ けで

.なく生 涯主 に仕 え続 け るな らば， 主 は必ず や

あな た を祝福 して下 さる と， は っ き り と語 っ

た。

それ を契機 に，彼 は 気持 ち を一 新 して主 に

献 身 し，今 日では，伝 道 活動 を通 して人 々に

幸せ を もた らす こ とに喜 び を覚 えて い る との

こ とであ る。

兄弟姉 妹 の皆様 ，私 た ちは主 の導 きを求 め，

主 のみ た ま を求 め る時 に，教 会 にお け るあ ら

ゆ る事 柄 に 関 して指 示 と導 きを受 け る こ とが

で き る。 この こ とを信 じる私 の心 に は，み じ

ん の曇 りもない 。

こ こで， 以 前 日本 で伝 道 した宣教 師 が詠 ん

だ詩 を御 紹介 した い。

宣教 師 に勝 る もの は ない。

た とえ弔 日中骨 身 を削 る よ うな 思 い をし よ

うと，

真 の福音 を説 くこ と，

これに勝 る喜 びは ない。.

愛す る家 族 の も とを去 る こ とが，

耐 えが た い犠 牲 に思 えた あ の頃。

それ も今 は犠 牲 では ない 。.

この 地に い る こ とは，

この上 ない特権 であ る。

言葉 の壁 は厚 くて堅 い。



不慣 れ な こ とも山ほ どあ る。

しか し試 練 と悲 しみ が，

私 をさ らに主 に近 づ け た。

ひ とつ の苦難 も投 げ 出 しは しな い。

たば こ をや めた 人，

その幸せ そ うな ほほ えみ，

ひ ざまず き祈 る家 族，

大 き く成長 し，幸 せ をか み しめ る聖徒 ，

聖 な る主 の 宮居 の建 つ 日も間 近 い。

私 は皆 さん に心か ら証 申 し上 げ る。神 は生

きてお られ， イエ.スは キ リス トであ り， 人類

の救 い主 であ る。私 は， この末 日にイエ ス ・

キ リス トの福 音 を回復す る業 にジ ョセブ ・ス

ミスが 召 され， 聖任 され た こ とを知 って いる。

また今 日， スペ ンサ ー ・W・ キン ボール大管

長 は主 の予 言者 で あ り， 全世 界 の教会 の必要

事 に心 を配 ってお られ る。 イエ ス ・キ りス ト

の み名 に よ り申 し上 げ る。 アー メ ン。

宣教 師 は，素 晴 らしい 人々 であ る。進 ん で

主 の戒 め を守 り，心 に愛 を もって犠 牲 を払 う

宣 教 師に は，非 常 な熱意 が感 じられ る。 宣教

師 の よ うにな りた い と思 う人は， 従順 に な り，

犠 牲 を払 い， 人々 を愛 さ なけれ ば な らない。

日々宣教 師 として愛す る家 族や 親 戚， 友 入，

隣 人 に恵 み を もた らす こ と以上 に， 私 た ちに

で きる こ とが あ るだ ろ うか 。家庭 は， この原

則 を実 践 し， 互 い に愛 と関心 を示 し合 う最適

の場 であ る。互 い に協 力 し合 って家事 や 家族

の 活動 を行 な うな ど， い ろい ろな面 で犠 牲 を

払 い， 家族 に愛 を示 す こ とが で きる。永 遠の

家庭 を築 くため に は， そ れぞ れが 克 己心 を持

たな ければ な らな い。 そ して，犠 牲 と家族 の

一 致が あ る時 に
，偉 大 な こ とが成 就 され るの

で あ る。す なわ ち，神 殿 が建 設 され， 家族 が

強 くな り，立 派 な人格 が 築か れ るの であ る。

最 後 に，ヘ ブ ル 人に あて た使徒 パ ウ ロの言

葉 を引用 したい 。 この教 えの 中 でパ ウ ロは，

救 い主 の犠牲 と従 順 と苦 痛に つ いて， 次 の よ

うに説 いて い る。

「彼 は御子 で あ られた に もかか わ らず
， さ

ま ざまの苦 しみ に よって従 順 を学 び， そ して，

全 き者 とされ た ので， 彼 に従順 で あ るす べ で

の 人に対 して， 永遠 の救 いの源 とな り…… 」

(ヘ ブル5：8-9)

私 た ちは㌃ 日々犠 牲 の原 則 を実践 し， 他 の

人々 の幸福 の ため に個 人 的な望 み を捨 て るな

らば， 聖 きみ た ま を受 け， 永遠 の救 い を得 る

こ とがで き.る。私 は この こ とを知 って い る。

☆ ☆
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若者におくる言葉

道徳的に清い生活を送リ，両親に近 くあるように努め，

して祈 りなさい

十二使徒評 議員会会長

エ スラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン

愛 らしい若 い女1生の皆 さんが 歌 った 「シオ
ンの若 者真理 を守 り」 の歌 声が ，今 も私

た ちの耳 に響 いて い る。私 は これか ら， 教会

の若 人の皆 さんに少 しの間話 を したい と思 う。

その 間神の 導 きが あ るよ う祈 って い る。

私 は，教 会 の若 人の皆 さん に， 率 直 にお話

したい と思 う。私 た ちが 皆 さん を愛 し て い

る こ とはす で に御 承知 の こ とと思 う。教 会の

指 導者 として私 た ちは， 皆 さん の ため にな ら

ない こ とは何 ひ とつ してい ない。 私 た ちは皆

さん を心 か ら信頼 して いる。 皆 さん は あ りき

た りの若 い 男性 ， 女性 では な い。 選 りす ぐ り

の霊 であ る。 しか も皆 さんの 多 くが， か つて

ない 多 くの責 任 と機会 と誘 惑 の渦 巻 くこの時

代 に，この地上 に来 る よ う，お よそ6，000年 間

取 って置 か れたの で あ る。

神 は御 自分 のすべ ての子 供 た ち を愛 してお

られ る。 あ なた もその ひ と りで あ る。神 のみ

前 で永遠 の喜 び を得 るに ふ さわ し く， 清 く，

汚 れな い状 態 で あな た をみ前 に立 ち返 らせ る

こ とが，神 の望 み であ り， 目的 であ り， 栄光

なので ある。

天 父 は皆 さんの こ とを気 に掛 け てお られ る。

絶えず目を覚ま

そ して皆 さん を導 き， 訓練 す るため に，戒 め

を与 え られ た。また，「何 に て もあれ，……神

の命 じた まわ んす べ ての こ とを 〔皆 さん〕が

為 すや 否や を見ん 」(ア ブ ラハ ム3：25)た め

に， 皆 さん に選 択 の 自由， す なわ ち 自由 意志

を与 え られ たの で あ る。 この地上 におけ る神

の王 国 は非常 に よ く組織 されて い る。 そ して

指導 者 は，皆 さん を助 ける ため に献 身的 にそ

の務 め を果 た して いる。私 たちが 絶 えず皆 さ

ん を愛 し， 心 に掛 け， 祈 って い る こ とを知 っ

て いた だ きたい 。

一方 サ タン もまた皆 さんに非 常 な関心 を示

し，破 滅 に導 こ うと画 策 して い る。サ タ ンは，

戒 め を与 えて 皆 さん を鍛 え るよ うな こ とは し

ない。 代 わ りに 「自分 勝手 な こ とをす る」 自

由 を与 える。 すな わ ち， 喫 煙， 飲酒， 薬 物乱

用， 神 とその僕 の勧告 と戒 め に反抗す る 自由

を与 え るの で あ る。サ タンは，皆 さんが 若 く，

精 力 あふれ る時期 の頂 点に あ って，世 の 中か

ら多 くの刺 激 を受 け，新 た な感情 の高 ま りに

身 を焼 き尽 くす 力 のあ るこ とを知 って いる。

青 年 時代 は 人生 の春 であ り，す べ てが新 し

い経 験 であ る。 そ して若 人 は傷つ きや す い。

サ タ ンは これ らの こ と を知 って い る。 若 人は

冒険 と発 見 の精神 に満 ちあふ れ て いる。 肉体

は健康 で活 力が み な ぎ り，精 力 の発露 を求 め

て い るため に， 自制 を失 いが ちで ある。 若人

の時 間 の観 念 は無 限で， 人生 の 限界 に気づ く

由 もな い。 この よ うな時 期 に ある今 の若 人は ，

現 在 が また た く間 に過 ぎ去 って， 悲 しみや 後

悔 ， あ るい は逆 に喜 びや 楽 しみ に満 ちた過 去

に な るこ とを忘 れ てい る。「今 楽 しんで，後 で

代 価 を支 払 う」 これ がサ タンの掲 げ る標語 で

あ る。サ タンは， 自分 と同 じよ うにすべ ての

者 が み じめ にな る こ とを求め て い る。他 方 ，

主 の計 画 に よれば ，福 音 に従 って 生活 す る人

人は， この世 で幸せ を得， 永遠 の世 で喜 び を
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味 わ う こ とが で きるの であ る。 こ こで私 は，

主 の僕 の ひ と りと して， 心か ら愛す るシオ ン

の若 者 の幸福 を願 って， 以下 の こ とを勧告 し

たい と思 う。

まず 第一 に， 道徳 的 に清 い生 活 を送 る こ と

であ る。予 言者 アル マ は，「罪悪 は決 して幸福

を生 じた こ とはな い」(ア ル マ41：10)と 言 っ

て い る。 これ は まさ し く真実 であ る。

誤 った行 ない を して， 自分 は正 しい と思 う

こ とはで きな い。 そ れは不 可能 で あ る。愚か

に も一 時 の快 楽 に酔 い知 れて， 幸福 な年 月 を

失 うこ とは たや す い。 サ タ ンは， 自分 の誘 い

に従 って こ そ幸福 に なれ る と皆 さん に信 じ込

ませ よ うとす る。 しか しその手 に 乗 って神 の

律 法 に背 き，希 望 の な い 日々 を送 る人は，サ

タンが偽 りの 父 と呼 ばれ る理 由 を痛 感 す るで

あ ろ う。

こ こでひ と りの 愛 らしい女性 か らの手紙 を

御 紹 介 しよ う。

「私 は失意 の どん 底 で この 手紙 を書 いてい

ます。 この手 紙 が他 の少 女へ の警 告 とな って，

今私 が 味 わって い る苦 しみ を皆が受 け るこ と

の な い よう願 って い ます 。私 は， も しかつ て

の 幸せ で楽 しい 日々に戻 るこ とが で きるな ら，

自分 の持 て る もの をすべ て投 げ 出 して もよい

と思 って い ます 。私 は 自分 の心 に初 めて ほん

の わず かの 罪の 意識 が芽 生 えた 当時 は， 自分

が これ ほ ど悲惨 で堕 落 した生 活 に滑 り落 ち よ

うな ど とは， 思 っ て もみ ませ ん で した。

私 は皆 さんに， 今私 の 心 に満 ちて い る苦 痛

と後 悔 の念 をお伝 えす る こ とが で きれば と思

い ます 。私は 今， 自尊心 を失 い， 人生 で最 も

価 値 あ る賜 を失 って しま った 自分 に 気づ いて

い ます 。私 はあ ま りに も， 人生 の ス リル と刺

激 を求め す ぎま した。私 が追 い求 め た ものは，

手 の中 で灰 とな って 消 えて行 きま した。」

この女 性 は不幸 に も， 現世 で 人が 負 う最 も

つ らい重 荷 は 「罪の 重荷 」 であ る とい うこ と

をこ う して知 ったの で あ る。

しか し皆 さん には， そ う した重 荷や 心 の痛

み を経験 せ ず にす む 道が 備 え られて い る。 そ

れ は主 の僕 の教 え を通 して与 えられ た標 準 を

守 る こ とであ る。 そ して純潔 は， 現在 と将来

に わ たる皆 さんの幸福 を左右 す る標準 の ひ と

つ なの で あ る。

世 の 人 々は， この標準 は古 め か し く時代遅

れ だ と言 うか も知 れ ない。 それ と引 き換 えに，

不道 徳 以上 の何 もの で もない， い わゆ.る 「ニ

ュー モ ラル」 を皆 さんに受 け 入れ させ よ うと

す るであ ろ う。 しか し私 たち の生け る予 言者

は， 純 潔 に関 す る永遠 の標 準 は変 わ って はい

ない こ と を繰 り返 し断言 して い る。 予言 者は

次 の よ っに言 ってい る。

「教 会 の標 準は ，世 の標 準 とは 異なる。……

世 の標 準 では 結婚 前 の性行 為 が認 め られ てい

るが， 主 と主 の教 会 は， 結婚 を基盤 と しない

あ らゆ る性 的 な関 係 と結婚 生 活に おけ る粗暴

で不 節制 な性 行為 を非 としてい る。 自 らを権

威 者 と称 す る 多 くの 人々 は， これ らの行 為 を

公然 と正 当化 して いるが ，教 会 は断 固 として

反対 の立場 を取 る もの であ る。… …古代 の予

言者 も今 日の教会 も， そ う したみ だ らな行為

を断 固 として非 難 して い る。」(ス ペ ンサ ー ・

W・ キン ボー ル，地 励P泥064θs漉 θル万勿oJθ

「奇 跡 に先駆 け る信 仰」p .175)

教 会が 擁護 す る標 準 は， 自らの身 と心 を清

く保 つ.ことで ある。 道徳 に 関す る教会 の標準

は ひ とつ であ る。 男女 双方 の道徳 に 関す る天

の律 法 は， 結婚 前 の完全 な純 潔 と結婚 後 の貞

節 を求 め てい る。

キ ンボー ル大 管長 は， 結婚 前 の青年 男女 に

対 して， この一 貫 した標 準 を次 の よ うに定義

してい る。

「若 い 人た ちの 間で最 も一 般 的 に見 られ る

性 的な 罪 は， ネ ッキ ン グ とペ ッテ ィングであ

る。 この よ うな不健 全 な関係 は これ だけ に と

ど まらず， 時 には私 通， 妊 娠， 堕胎 へ と進む。

これ らは いず れ も邪 悪 な 罪で あ る。 しか し，

これ ら一 連 の こ と を考 えな くとも， それ ぞれ

が 恐 ろ しい悪 であ って ，若 い 人々 は， い った

ん 足 を踏み 入 れて しま う と，ず るず る と流 さ

れ て し ま っこ とが往 々 に して あ る。そ して こ
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れ らは欲 情 を燃 え上が らせ ， 悪 い考 え と性 的

な欲求 に火 をつけ る。 しか し， この よ うな こ

とは， この行為 に端 を発 す るすべ ての 罪 と不

道徳 な行 為め ほ んの一 部 なの で あ る。」(ス ペ

ンサー ・W・ キンボー ル 「赦 しの 奇跡 」p.71

-72)

世 の動 向 に関 わ りな く， 教 会 と神 の 王 国に

おいて は，純 潔 は永遠 の律 法 で あ る。 そ こで，

青年 男女 の皆 さんに 申 し上 げ る。 自尊 心 を保

つ よ うに し， 心痛 と悲 しみ を もた らす不 義 に

身 をゆだね な いよ うに して いただ きたい 。不

道 徳の上 に幸福 な生活 を築 くこ とは で きない

ので ある。デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大 管長 は，

「幸福 の第一 条件 は
， 明 らか な良 心 であ る」

(Cos勿1娩 αZs「福 音 の理 想」p.498)と 語 っ

てい る。

第二 は，両 親 に近 くあ る よ う努 め る こ とで

あ る.。成熟 した大 人 に しか ない ものが あ る。

その ひ とつが 知 恵で あ る。私 た ち年 配 の者 に

は，皆 さんが 持 って い る人生 に対 す る情熱 が

必要 であ る。 それ と同様 に， 皆 さん には年 配

者 の知 恵が必 要 であ る。

ここでひ と りの青年 の話 を しよ う。 大学 を

卒 業 した後保 険会 社 に入社 して数 カ月の彼 は，

や る気 満々 で， 出会 う人 すべ て を保 険 に加 入

させ よ うと意 気込 ん で いた。 そ こで， よ く晴

れ た秋 のあ る朝， 彼 は農場 を訪 れ た。 見 る と，

庭 の 向かい側 に ひ とりの 老農 夫が い た。幾 分

腰の曲 が った その老農 夫 は， 麦の 成育具 合 い

を見 てい る ところだ っ た。足 取 りも軽 くこの

農 夫の ところに近 づ いて行 った彼 は， 「や あ，

お早 よ うご ざい ます， 麦 の で き具合 いは上 々

ですね 」 と声 をか け た。

その声 にカー杯 腰 を伸 ば した農夫 は，「どう

だ い，素 晴 らしい なが め だ ろ う」 と答 えた。

確 か にその ながめ は 美 しか った。「中にた わん

でい る穂 が 見 えな さるか い。」

「ええ
， 見事 に たわん で い ます.ね」 と外交

員は答 えた 。

す る と農夫 は こう言 った。「たわん でい る穂

の 中には実 が一杯 詰 ま って い るんだ よ。」
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皆 さん をず っ と見守 って きた両親 に は，幾

分 老化 の 兆 しが見 られ るか も知 れ ない。 しか

しよ く覚 え てお いて いた だ きたい。 そ のた わ

んだ穂 の 中 には実 が一 杯 に詰 まってい るの で

あ る。皆 さん の知 らない い ろい ろな経験 を積

み なが ら長 い年 月 を歩 ん で きた両 親 は， 皆 さ

んが 人生 の落 と し穴に 陥 らな い よ うにす るた

めの知 恵 と知 識 を備 えて いて，祝 福 を与 えて

くれ る。 先の青 年 が老 農夫 か ら知 恵 を授 か っ

た よ うに ，皆 さんは両 親 の も とに行 って助 け

を求め る時 に，人 生 で最 も素 晴 ら しい経 験 を

得 るこ とが で きるで あ ろう。

以前 ， ひ とりの青 年 が祝福 を求 め て私 の事

務 所 にや って 来 た。彼 は18歳 で， い くつ かの

間題 をか か えて いた。 道徳 的 な問題 は なか っ

たが， 考 えに行 き詰 ま りを感 じた彼 は思 い あ

ま って祝 福 を求 め て来 たの で ある。

そこ で私 は彼に こう尋 ねた。「お父 さん に祝

福 を頼 み ま したか 。お 父 さん も教 会 貝 で しょ

う。」

「え え， 長 老 です。 で もあ ま り教 会に行 き

ませ ん。」.

「お父 さん を愛 して い るで しょ う
。」 「は い，

ベ ンソ ン兄 弟， 父 は良 い 人です 。ぼ くは 父 を

愛 してい ます 。 で も神権 者 の義務 を果た して

い ませ ん し，教 会 に も行 って い ませ ん。什 分

の一 も納 めて い るか ど うか知 りませ ん。 で も

家 族 には とて もよ くして くれ る立 派 な父 です」

と彼 は答 え た。

そこで私 は こう言 った。 「機会 を見 つ けて，

祝 福 をお願 い して みて は ど うですか 。」

「え えっ
， そん な こ とした ら父 は仰天 して

しまい ます よ。」

「で もや ってみ ませ んか
。私 もあな たの た

めに お祈 りし ます 。」

「は い
， わか りま した。や ってみ ます 。」

それか ら数 日後， 彼 は再 び私 の もとへや っ

て来 て こ う.言った。「ベ ンソ ン兄 弟，実は私 た

ちの家 族 に素 晴 らしいことが起 こったんです。」

彼は感 激 を抑 え切 れ ない様子 で， 何 が起 こっ

たか を話 して くれ た。「言 われ た通 り，時機 を



見 て父 に祝 福 を頼 ん だん です 。 そ う した ら父

が 『本 当に私 か ら祝福 を受 けた いのか い』 と

尋 ね るので， 『是非 受 け た い』 と答 え ま した。

そ れ を聞い た父 は， ぼ くに本 当 に素晴 ら しい

祝福 を授 け て くれ ま した。 そば に いた母 は，

父 が祝福 す る間 中泣 い てい ました。 そ して祝

福 が終 わ った時 ，ぼ くた ちの家族 は今 まで に

ない感謝 と喜 び と愛 の絆 で しっか りと結 ばれ

ま した。」

両 親 に近 くあ りな さい。家 族 の祈 りや家 庭

の 夕べ には率 先 して参加 し， 実 りあ る もの と

しな さい。家 族 の一致 と団結 を強め る ために，

自分の責 任 を果 た しな さい 。 この よ うな家庭

に は世 代 の 隔 た りはな い。親 子 の断絶 は， サ

タンの 用 い る手段 のひ とつ で あ る。 も う一 度

申 し上 げ る。絶 えず両親 に近 くあ りな さい。

第三 に， イエ ス ・キ りス トの み言葉 を もっ

て皆 さんに お勧 め する。「われ，まこ とに まこ

とに汝 らに告 ぐ，汝 らは誘 惑に 負 け ざる よ う，

たえ ず 目を覚 して祈 ら ざるべ か らず。 そはサ

タ ンが 汝 らを支 配 して 麦の ご と くにふ るわ ん

と欲す れ ば な り。」(IIIニ ー フ ァ イ18：18)

朝 夕熱心 に天 父 の導 きを求め るな らば， い

かな る誘惑 を も遠 ざけ る力が与 え られ るで あ

ろ う。 ヒー バー ・J・ グラ ン ト大管長 は， 教

会 の 若 人に次 の よ うな約束 を与 えてい る。

「私 は， み た.まの導 きを求め て 日に二 度，

真心 か ら神 に祈 りを捧 げ る若 人につ い ては ほ

とん ど心配 して いな い。 いや 全 く憂 える必要

は ない と思 って い る。 誘惑 が来 て も，霊 感 に

よって それ を克服 す る力 が ある と確 信 して い

るか らである 。 みた まの導 き を求 めて 主 に祈

りを捧 げ る時 に， 私 た ちの周 囲 に防護 壁が 築

か れ るので あ る。そ して熱心 に真 心か ら主 の

み た まの導 きを求 め る時 に， そ れが与 え られ

る どい う.ことを， 私 は皆 さんに はっ き り と申

し上 げ る。」(Oosヵ61S伽4α 嘱∫「福 音 の標 準」

P.26)

祈 る時， す なわ ち天 父 と話 をす る時 ，皆 さ

ん は実 際に 自分 の問 題 を天 父にす べ て打 ち明

けて い るだ ろ うか。 自分 の 気持 ち， 恐れ， 不

安 ，喜 び， 心 の底 にあ る望 み を天 父に語 って

い るだ ろ うか 。 きま り文 句 に終始す る習慣 的

な祈 りとな って は いな いだ ろ うか。 自分 が本

当 に話 した い と思 う こ とを じっ くりと考 えて

い るだ ろ うか。 み た まの ささや きに耳 を傾 け

る時 間 を取 って い るだ ろ うか 。祈 りに対す る

答 えは， 静 か な細 い声 に よって与 え られる こ

とが 最 も多い。 そ して その声 は，私 た ちの心

の最 も深い ところ で知 覚 され る もので あ る。

祈 り， その答 えに耳 を傾 け る時間 を取 るな ら

ば， 皆 さん は 自分 自身 に関す る神 のみ ここ ろ

を知 るこ とが で きるの であ る。

皆 さんは これ か ら 多 くの試 練 と誘 惑 を受け

るであ ろ う。 しか し， その先 には 永遠 とい う

偉大 な 時の流 れ が続 い てい るこ とを忘 れな.い

でいた だ きた い。私 た ちは皆 さん を愛 し，信

頼 して い る。・また， 皆 さん に指導 者 としての

備 えが で き るよ う祈 って いる。「起 ち.て己が光

を輝かせ 」(教 義 と.聖約115：5)， 世 の光 とな

り， 標 準 を守 って他 の 人々 に模範 を示 して い

た だ きた い。皆 さんは，世 にあ って も世 の罪

に染 ま らず;罪 の 汚れ に悩 む こ とな く， 麗 し

く喜 び を持 って生 活す るこ とが で きるので あ

る。次 に， 一 篇の 詩 を御 紹 介 し よう。 これ は

皆 さん に対 す る私 た ちの信頼 をよ く示 して い

る。

喜べ ， 若者 よ， 夜 明け だ，

昼 は長 い。

地 平線 に立 ちこめ る黒 雲 を

何 ら恐 れ る必要 は な い。

そのか なた には

永遠 の光 が 輝 き照 らす。

あ なた の行 く手 に闇 が広が り，

見知 らぬ 道が あ なた を招 くか も知 れな い。

激 しい 嵐が あ なた を襲 い，

常 に 勇敢 な れ と鍛 える こ ともあ るだ ろ う。

心に常 に ビジ ョン を持 つ な らば，

何 もの も傷 つけ， ぬ ぐい去 る こ との
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で きない夢：と

素 晴 ら しい明 日の約 束 が，

あなたの 星 とな り， 磁石 とな るで あろ う。

今 日とい う 日に， あ なたの輝 きのすべ て を発

して起 ち，

そ して正 しい標 準 を守 ろ うで はな いか。

憎 しみ， 争 い，悩 み， 悲 しみ のあ る時 は，

愛 と正義 と 自由 を盾 に立 ち上が れ 。

(モー ド・オ ズ モ ンド・クック，y伽 ゐφ 硫

理漁 αS解 漉 「ほほ えん で旅立 っ」p.59)

若 人の皆 さん が， 身 と心 を清 く保 ち，世 の

汚 れ に染 ま るこ との ない よ う祈 って い る。そ

うす るな らば皆 さんは， 救 い主 の再 臨に備 え

て神 の王国 で意 気揚 々 と過 ごす 清 い器 とな る

こ とが で き るであ ろ う。 イエ ス ・キ リス トの

み 名 に よって 申 し上 げ る。 アー メ ン。

タバ ナ ク ル のパ イ プオ ルガ

ン を背 に， 讃 美 歌 の 曲名 を

発 表 す るキ ン ボー ル 大 管長

『

季

;

望

48



10月1日(土)神 権 部会 における説教

神権 につける10の 祝福

第一の祝福は私たちが教会員であることであり，やがて私たちは清めら

れた者となる

十二使徒評議員会会員

ブルー ス ・R・ マ ッコ ンキ ー

私 たちは主の僕であり注 の使いであり・
主 の代理 人で あ る。私 たち は，高 き天 か ら

権 能 を授か ってい る。 この 中に は，準 備 と訓

練 の神 権 であ るア ロ ン神 権 を持 って い る者 も

いれ ば，.主が地上 で人 に賜 る ものの 中で最 高

に して最大 の権能 であ る メル ケゼ デ ク神権 を

持 ってい る者 もい る。

この大神 権 の中 には，5つ の職 が あ る。す

な わち，長 老， 七十 人， 大祭 司， 祝福 師， 使

徒 が それ であ る。 しか しなが ら， 神権 は皆 同

じであ る。神 権 そ の ものは， その いか なる職

よ りも偉 大 だか らであ る。 これ は，兄 弟 た ち

の王 国，す な わ ち平 等 な者 の集 ま りで ある。

従 って，神権 を持 つ 者 は皆， 神権 につ け る あ

らゆ る祝福 を受 け る資格 が あ るの であ る。使

徒 の ため に特別 に用 意 され た祝福 とい う もの

は ない。王 国 の長老 た ちな ら， だれ もが 自 由

に祝 福 に あずか るこ どが で きるの であ る。 祝

福 は，従 順 と個 人の義 しさ とに よ って もた ら

され るの であ って， そ の人 の受 けて い る職 務

に よって もた ら され る もの では ない。

私 は その祝福 ，す な わ ち聖 なる メル ケゼデ

ク神権 を持 つ者 な らだ れで も受 け る こ との で

きる神 権 につ け る10の 祝 福 につ いてお 話 した

い と思 う。

祝 福 その1： 私 た ちは地上 におけ る唯一真

の教 会 の会 員 であ る。 また， 私 た ちには，完

全 な る永遠 の福 音 が与 え られて い る。

「而 して この大神権 は福音 を授 け
，… すべ

ての世 に神 の教 会 に連綿 と して在 り。 而 して

生命 の始 め な く齢 の終 りな くあ るな り。」(教

義 と聖約84：19，17)

福 音 とは救 いの計 画 であ る。福 音は，御 父

に よ り備 え られ た道 で あ り手段 であ って，御

父 の霊 の子供 たち はこれ に よ って進 歩成 長す

る力 を得 ，御 父の よ うにな る こ とがで き るの

で あ る。神権 は， 人々 の救 いの ために万事 を

執 り行 な う， この世 の 人間 に委ね られ た神 の

権 威権 能 で あ る。

メル ケゼ デ ク神 権 が存 在す る とこ ろには，

教 会 す なわ ち地上 におけ る神 の王 国が存 在 し，

救 いの福 音 が存在 す る。 一方 メル ケゼデ ク神

権 が 存在 しな い ところ には， 真の教 会 も存在

せ ず ，神 の 王国 に おけ る救 い を人 に もた らす

権 能 も存 在 しない。

祝 福 その2： 私 たち には聖 霊の賜 が与 え ら

れ てお り， み た まの賜 を受け る資格 が あ る。

私 た ちは， この素 晴 ら しいみ た まの賜 に よ り，

世 の ものか ら分 た れ， 現世 の もの を超越 す る

こ とが で き るので あ る。

聖 霊 の賜 とは， 忠 実 であ る こ とを条件 に，

神会 の一 員 で あ る聖 霊 の導 きを絶 えず受 け る

こ との で き る権 利 であ る。 それ は， 啓示 を受

け る権 利 であ り， 示 現 を見 る権利 で あ り，神

と調 和 を保 つ権 利 であ る。

ア ロ ンの神 権 を持 って いた ヨハ ネ は， 罪 の

赦 しの ため に水 でバ プ テスマ を施 した。 そ し

て， メル ケゼ デ クの神権 に よる永遠 の大祭 司

であ るイエ ス は，聖 霊 と火 とに よってバ プテ

スマ を施 され た。
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聖 霊 は啓示 を与 える御 方 であ る。聖霊 は御

父 と御子 につ い て証す る。 そ して この聖 な る

御 二方 を知 る こ とこそ， 永遠 の生 命 なの で あ

る。それゆ え，「この 大神権 は… …王 国の奥 義

の鍵，す なわ ち神 の知 識 の鍵 を保つ もの な り。」

(教i義と聖 約84：19)

み たまの賜 は，信 ず る者 に伴 う しる しであ

る。 それは， 主 イエ スの み名 に よ って行 なわ

れ る奇跡 で あ り，また癒 しで あ る。ま たそ の中

に は，天 の神 よ り地上 の 人 に信 じ られ な い程

葺か に与 え られ る真 理 や光 や 啓示 も含 まれ る。

与 え られ た啓示 に よれ ば， メル ケゼ デ ク神

権 は 「教 会員 のす べ ての霊 に属 ける祝福 の鍵 」

を保 ち，この聖 なる神 権 を持つ 者 は皆，「天 の

王 国の奥 義 を受 くる特 権 を有 し，諸 々 の天 は

彼 らに開か れ，神 の 『長子 』 の教会 とそ の総
う

集 い との親 しき交 通 を享 け， 父 な る神 と新 た

な る誓 約の仲 保 者 イエス との 臨在 と親 し き交う
通 とを享 くる。」(教 義 と聖約107：18-19)

祝福 そ の3： 私 た ちはみ た まに よ り聖 め ら

れて，価 値 の な い もの と邪 悪 とを私 た ちの前

か ら焼 き払 い， しみ も汚 れ もない者 とな り，

神 々や天 使 と共 に住 むに ふ さわ しい者 とな る

こ とが で きる。

聖 霊 とは，聖 め を行 な う御 方 で あ る。 神権

の 召 しを全力 を尽 して遂 行す る者 たちは，「『み

た ま』 に よ り聖 め られ て その 肉体 再新 さ る。」

(教義 と聖 約84：33)彼 らは生 まれ 変 わ り，

聖霊 に よ り生 まれ た新 しい創造 物 とな り， キ

リス トに より生 か され た者 とな るの であ る。

昔 の その よ うな忠 実 な 人々 につ いて， ア ル

マ は次の よ うに言 っている。「この 人々 は この

聖 な る神権 に 召 されて(つ ま り， メル ケゼデ

ク神 権 を持 って いた とい うこ とで あ る)聖 く

せ られ て， 子 羊(イ エ ス ・キ リス ト)の 血 に

よって その衣 を白 く洗 われ た。 今や この人 々

はすで に聖霊 に よって聖 くせ られ， そ の衣 を

白 くせ られ，神 の御 前 に清 浄 にな っ たの であ

るか ら， 罪悪 を憎 み嫌 うの を禁 ず る こ とが で

きなか った。 この ように浄 くされ て 自分 の神

であ る主 の安 息に 入 った ものが 非常 に数 多 く

50

あっ た。」(ア ルマ13：11-12)

祝 福 その4： 私 た ちは主 イエ ス ・キ リス ト

の代 理 と して， 人の子 らに救 い を もた らす み

業 に携 わ る こ とが で きる。

主 は福 音 を説か れ た。私 た ちに もそれが可

能 で あ る。主 は聖 霊 の力 に よって語 られた 。

私 た ちに もそれが 可能 で あ る。主 は宣教 師 と

して働 か れ た。私 た ちに もそれが可 能 で ある。

主は 良 き業 に携 わ られた 。私 た ちに もそれ が

可能 で あ る。 主 は救 いに かか わ る儀 式 を執行

され た。 私 た ちに もそれ が可能 であ る。主 は

戒め を守 られ た。私 た ちに もそ れが可能 であ

る。 主 は奇跡 を行 なわれ た。 私 た ちが あ らゆ

るこ とに誠実 で， か つ忠 実 でい るな らば， 私

た ちに は奇 跡 を行 な う特 権が あ るの であ る。

私 たち は主 の使 いで あ り， 主 の代理 人 であ

る。従 っ て私 た ちは， もし主 が今 日この世 で

み業 に携 わ られ る とした ら語 り， 行 なわ れ る

であ ろ うと思 わ れ る言動 を常 に とらなけ れば

な らな い。

祝 福 そ の5： 私 た ちには， 神 の息 子 とな る

力， 主 イエ ス ・キ リス トの家 族 に縁 組み され

る力， 主 を私 た ちの御 父 とす る力， それ に主

が御 父 とひ とつ で あ る よ うに主 とひ とつ にな

る力が 与 え られて い る。

主 はアダム に 言われた。「汝 は永 遠 よ り永遠
わた よわい

に亘 りて， そ の寿 命始 め な くその齢 尽 き ざる

者 の神 権 を受 く。 見 よ， 汝 は われ にあ りて ひ

とつ な り。神 の子 の一 人 な り。 か くの如 く一

切 の者 は わが子 ら とな る を得 ん。」(モ ー セ6

：67-68>

神 の息子 として ，私 た ちに は また進歩 成長

す る力が あ る。従 って私 た ちは成長 を続 け て，

「キ リス トと共同 の相 続 人」 とな り
， またパ

ウ ロの説 明に あ る よ うに，神 の御子 の 「か た

ちに似 た もの 」 とな る こ とが で きるの であ る。

(ロ ーマ8：17，29)

祝福 そ の6： 私 た ちは族長 制 度 に加 わ るこ

とが で き る。 この 制度 は永 遠 の結婚 の制 度 で

あ り， 家族 の絆 を 日の光 栄の 王国 の 中で永遠

に保 つ 制度 であ る。



最高 の天 界 に到達 し， その完 全 な光 と栄光 ，

す な わ ち永 遠の 生命 を享 受す るため に は， 私

た ちは 「この神 権 の位」 す な わち 「新 し く且

.つ永遠 の結婚 誓 約」 に 「入 らざるべ か らず」

と教 え られて い る。(教 義 と聖約131：2;131：

1-4も 参 照)

祝福 その7： 私 た ちには 万物 を支 配す る力

が あ る。 この世 の もの も霊 的 な もの も支 配 で

きる。 また世 の王 国 も地上 の元 素や 嵐や 権 力

者 を も支配 で きる。

これ に関連 して，聖典 には次 の ように記 さ

れ てい る。「神 は，エ ノク とそのす えに，神 ご

自身の 誓約 に よって誓 いを たて られた 。す な

わち， この神 権 と召 しに よ り聖 任 され た者 は

皆， 信仰 に よ って， 山 を砕 き， 海 を分 け， 水

を干 上 が らせ ，水 の 流れ を変 え る力 を授か る。

また， 国 々の敵 に 戦 い をい どみ ，地 を分 け，

あ らゆる束 縛 を解 き， 神 の み前 に立つ 。 あ ら

ゆ るこ とを神 の み こ ころに よ って行 な う。神

の命令 に よ って 支配 者や 権 力者 を征服 す る。

そ して， これ を皆，世 の基 が据 え られ る以 前

か らお られ る神 の御 子 のみ こ ころに従 って行

な うので あ る。」(霊 感 訳創世14：30-31)

実 際， メル ケゼ デ ク神 権 とは， キ リス ト御

自身 がや が て国々 を治 め る時 に用 い られ る権

能 その もの であ る。 その 日，「この世 の 国は，

われ らの 主 とその キ リス トとの国 とな った 。

主 は世 々 限 りな く支 配 な さ るであ ろ う。」(黙

示11115)

祝福 その8： 私 た ちに は，神 権 を通 じて，

神 の あ らゆ る賜 の うち最大 の もの で ある永 遠

の生 命 を得 る力が 与 え られて い る。

永遠 の生命 とは，神 が現 在保 持 してお られ

る よ うな生命 の ことで あ る。 これは， まず 第

一 に
， 家族 の結 び付 きが 永遠 に続 くこ とであ

り， 第二 に， 神 の完 全 な栄光 を受 け継 ぐこ と

であ る。

メルケゼ デ ク神 権 を受 け る者 は皆， 主 と誓

約 を交 わす 。厳 粛 に，次 の よ うな約 束 をす る

ので あ る。1

私 は神 権 を受 け る と誓約 す る。

私 は神権 の召 しを全 力 を尽 くして遂 行す る

と誓 約す る。

私 は戒 め を守 り，「神 の 口 より出 るすべ ての

言 に よ りて」(教 義 と聖 約84：44)生 活す る と

誓約 す る。

それ に対 して主 は， その よ うな忠 実 な人々

に， 「わ が 父の もて るすべ て」，す なわ ち神 の

王 国に おけ る永遠 の生命 を与 え る と誓約 して

下 さ って い る。(教 義 と聖 約84：38。84：33-

44を 参 照)

さ らに主 は， そ の約 束 を決 して破 らない こ

とを示 す ため に，約 束 され た報 いは必 ず与 え

られ る と誓 詞 に よって 誓い をた ててお られ る。

この誓詞 は， 神 の御子 御 自身 にかか わ る も

ので，次 の よ うに書 か れ ている。「主 は誓い を

立 て て，み心 を変 え られ るこ とはない。『あ な

たは メル ケゼ デ クの位 に したが っ て， とこ し

えに祭 司 で あ る。』」(詩 篇110：4)

また，や は りメル ケゼ デ ク神権 を受 け る者

に関 して， 聖典 に深 の よ うに書 か れて いる。

「この神権 に聖任 され る者 は皆 ，神 の子 の よ

うに され， いつ まで も祭 司 なので あ る。」(霊

感訳ヘ ブル7：3)つ ま り， その よ うな 人々は

永遠 に 王 とな り祭 司 となっ て， その神権 も永

遠 にわ た って続 き， そ の神 権 を持 つ者 は永遠

の生 命 を受 け る， とい うこ とで ある。

「而 して
， これ らの 者は 『長子 』の教 会員

に して，

御 父 は これ らの者 の 手にす べ ての もの を与

えた まい，

また，彼 らは御 父 の無上 完全 と御 父の栄光

とを受 け た る祭 司に して， また王た るな り。

而 して， エ ノ クの神 権 に等 し く， また神 の

生 み た も う独子 の神 権 に等 しか りし メル ケゼ

デ クの神権 に等 しきい と高 き神 の祭 司 な り。

この故 に 彼 らは誌 され た る如 く神 々 に して，

す なわ ち また神 の子 な り。

この故 に， すべ て の もの は皆 彼 らの もの な

り。 生 け る も死 ね る も， 現在 の も② も， は た

未来 の もの も皆 然 り。す べ ては彼 らの もの に

して， 彼 らは キ リス トの もの， キ リス トは ま
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た神 の もの な り。」(教 義 と聖約76：54-59)

祝 福 その9： 私 た ちに は， 召 しと選 び 壷確

かな ものにす る力が あ る。従 って ，世 に打 ち

勝 ち， あ らゆ るこ とに誠実 か つ忠 実 であ るな

らば， 私た ちは この死 すべ き世 にあ る間 に，

永遠 の生命 を結 び固め られ， 主 のみ前 に 永遠

に住め る とい う約 束 を無 条件 に受 け るの で あ

る。

啓示 に次 の よ うに ある。「ひ ときわ確 なる予

言の 言 とは ，あ る人 が聖 き神 権 の権能 を通 じ

て啓示 に よ りて また予 言の 『み た ま』 に よ り

て永遠 の生 命に 入 る を結 び 固め られ た るこ と

を知 る を指 す。」(教 義 と聖約131：5)

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は，特 に そ の晩年

に，聖 徒 た ちが正 義 を守 って前進 を続 けて そ

の 召 しと選 び とを確 か な もの とし， 天か らの

「息子 よ
， あ なた は昇栄 を受 け るであ ろ う」

とい う声 を聞け るよ うに と強 く訴 えた。(7セα一

6勉η8sげ'加Pmρ 履10s6ρ 乃S〃z励 「予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教 え」p.150)

ジ ョセ ブ 自身， この神 権 時代 に その よ うな

域 に まで達 した ひ とつ の模 範 となった 。「われ

は主 なる汝 の神 に して ，世 の終 りまで もまた

永遠 よ り永遠 まで も汝 と共 に あ るべ し。 われ

は誠 に汝 が最 高 の栄 に進 む を得 るこ とを結 び

固め， わが 父の王 国 に於 て汝 の先祖 な るアブ

ラハム と共 に居 るべ き一つ の王座 を汝 の ため

に備 うべ し。」(教 義 と聖約132：49)

祝福 その10： 私 た ちには， 心 を清 くして生

活す れば， 罪 と悲 しみ に満 ち だこの世 に い る

間 に も，神 のみ 顔 を拝す るこ との で きる力 が

あ る。 またそ れは私 たちの 特権 で あ る。

これ は，死す べ きこの世 で得 るこ との で き

る最 高 の祝 福 で あ る。 人 を偏 り見 るこ とのな

い神 よ り神 の王 国に い るあ らゆ る忠実 な 人々

に与 え られ る祝 福 な の であ る。

「誠 に
，主 か くの如 く言 う。 その 罪 を捨 て

て われに来 り， わが 名 を呼 び， わが 声に従 い，

わが誠 命 を守 るあ らゆ る入 々は， わ が面 を見

て われ在 る を知 るこ とあ らん。」(教 義 と聖約

93：1)
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「またわ れ誠 に汝 らに告 ぐ
， 今 汝 ら充分 に
さい ぎ

謙遜 な ら ざる故 に， もし汝 ら猜 忌 と恐 怖 とを

と り棄 てて わが 前にへ り くだ らば，幕 は裂 け

て汝 らわれ を見 またわ れ在 る を知 らん。 こは

汝 ら肉欲 を有 す る心 に て も肉体 の心 にて もこ

れ を見 るに あ らず して，霊 の心 を以 て これ を

見 るな り。 これ 汝 らの特権 に して， またこの

導 き と教 え を施 す業 に按 手聖 任 した る汝 らに

与 うる約 束 な り。」主 が こ こで語 って お られる

相 手 は，メル ケゼ デ ク神権 者 であ る。

「お よそ神 の 『み た ま』 に よ σて変 るに あ

らざれ ば， いか な る時 に も肉身 にて神 を見 た

る者 誰 もあ らざる を以 てな り。

ま た， 肉体 を有す る者 は何 入 も神 の前 に留

るこ と能 わず。 肉欲 の心 に従 う者 も また然 り。

汝 らは今 神 の前 に留 る こ と能 わず ， また，

人の為 に導 き と恵 み を施す 天使 と共 に居 るこ

と も能 わ ず。 この故 に汝 ら全 くせ らるる まで

引 きつ ず き耐 え忍ぶ べ し。」(教 義 と聖約67：

10-13)

以上 が ， この神 権， す な わち神 の御 子 の神

権 の聖 な る神 権 につ け る10の 祝 福 で あ る。古

代 の聖徒 た ちは ，神 のみ 名 を頻繁 に繰 り返 す

こ とを避 け るため に， この神 権 をメルケゼ デ

クの神権 と呼 んだ 。

これ に関 して，聖 典か ら次の よ うな言葉 を

引用 す るのが よいで あ ろ う。

「さて
， メル ケゼデ クは信仰 の 人 であ って

義 を行 な う人 で あ った。子 供 の頃， 彼 は神 を

恐れ， し しの 口を封 じ， 燃 え さか る火 を消 し

た。

か ように して， 神 か ら認め られ， 彼 は，神

が エ ノク と交 わ した誓約 の位 に従 っ て大祭 司

に聖 任 され た。

これ は神 の御子 の神 権 に よ る もの であ って，

その 神権 は， 入か ら来 たの で もな く， 人 の意

志か ら来 たの で もな く， また父母 か ら来 たの

で もなけれ ば， 生涯 の初 めや 生命 の終 りに よ

って来 たの で もな く， ただ神 か ら来 たの であ

る。

そ して， これは， 神 自身 の声 の 召 しに よっ



て，神 自身の 意志 に従 って，神 のみ名 を信 ず

る者 に もた ら された ので あ った。 ……

さて， メル ケゼ デ クは この神 権 の祭 司 であ..

っ た。 それゆ え， 彼 はサ レム にお い て平和 を

得， 平和 の君 と呼 ば れた 。

その民 も義 を行 な い， 天国 を得 た。 そ して

神が 地上 か ら分 け，末 の 日す な わち世 の終 り

の 日まで とって おか れ るため に取 り上 げ られ

たエ ノクの市 を求 め た。

ま た民 は，誓詞 をたて て誓 って 言 った。『諸

天 と地 とは ひ とつ に なれ 。神 の子 らは， 火に

焼か れ る ご と くに， 試 し を受 け よ』 と。、

こ う して メル ケゼ デ クは，義 を打 ち建 てた

ため ，彼 の民 か ら天 国の 王 と呼 ばれ た。 言い

換 えれ ば，平 和 の王 とい うこ とであ る。

そ して彼 は声 を挙 げて， ア ブ ラム を祝 福 し

た。 … …

そ して，神 は アブ ラム を祝福 され， 富や 名

誉や 土地 を永遠 の所 有 として 与 え られた 。 こ

れ は， 彼が交 わ した誓約 に よ る もの であ り，

メル ケゼ デ クが 彼 を祝 福 した時 の祝 福 に よる

もので あ.る。」(霊 感 訳創世14：26-29，33-

37，40)

さて， 兄 弟 の皆 さん， これが私 た ちの持 っ

てい る神権 で あ る。 この神権 に よ り， メルケ

ゼ デ クや アブ ラハ ムが祝 福 を受 け た よ うに，

私 た ち も祝福 を受 け るの であ る。全能 の神 の

神 権 が ここに あ る。私 た ちの教 え てい る教 え

は真 実 であ る。 この教 え に従 順 で あ るこ とに

よ り，私 た ちは，現 在 この世 で永遠 の生 命 の

言葉 を享受 す るこ とが で き， 来 るべ き世 に不

死不 滅 の栄光 を受 け継 ぐこ とが で きるの であ

る。

諸 天が 地 のは るか上 に あ る ように，私 たち

の話 す これ らの真 理 の言葉 が世 の あ らゆ る道

よ りも高 く， また世 の人 の授 け得 るいか な る

名誉 よ りもは るか に 高 い こ とを， 私 た ちは知

って い る。

願 わ くは， 私 た ちが戒 め を守 り， 恵み深 い

主 が その民 に約 束 され た もの をこ とご とく受

け継 ぐこ とが で き るよ うに。 イエ ス ・キ・リス

トの み 名.に よ り，.ア ー メ ン。

教会幹部 とタバナクル聖歌隊
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5つ の 「優 」 に 目を 向 ける

かつて少年てあった人々と，現在急速に大人へと成長 しつつある少年た

ちに与える助言

七 十 人 第一 定 員 会 会 長

マ リ：オ ン ・D・ ハ ン ク ス

私 は・ 長年 に わた ・て 愛 し・ 轍 して きた{ブルー ス ・マ ッ コンキー長 老 の あ とにお

話 で き るこ とを光 栄 に思 う。

世 界各地 に この教 会 を代 表 して従軍 牧師 と

して働 い てい る方々 が い る。また，この 大会 に

も従 軍牧師 が何 人か 出 席 してい る。私 はその

方々 と会 い，素 晴 らしい思 い 出が よみが え っ

て きた』 そ う した思 い 出の ひ とつに， 今 思 い

出 して もほほ え ま し く思 うもの が あ る。私 た

ちが サ イ ゴンに到着 した時 ，幹 部の 兄弟 の ひ

と りが丁 度ベ トナ ムの訪 問 を終 えて 帰 国す る

とこ ろであった。 そ の時 彼は， 「私 は今 ，喜 び

とうれ しさの混 じっ た複雑 な気 持 ちで この地

を去 ろ うとして い ます 」 と語 っ た。 兄 弟の皆

様， 私 た ちは， 皆 様が世 界各地 で 多大 の貢 献

を して い るこ とを知 って， 同 じよ うな気持 ち

で皆様 の こ とを考 えてい る。

私 は また， しば ら く前 の ある 日の昼 下 りの

出来事 を思 い出 して， 今 もほ ほ え まし く思 っ

てい る。全 国ボー イス カウ トジ ャン ボ リー で

の こ とであ る。 その 日，私 は雨 に降 られて ず

ぶぬれ にな った 。そ の時， ひ と りの少 年が 泥

だ らけ の土手 か ら泥 水の 中 にすべ り降 りてい

る光景 が 目に 入 った。 その 少年 は だれ に も負

け な い くらいび し ょぬ れ で泥 だ らけで あ った。

私 は その 少年 に話 しかけた。 「君，君は 雨の 中

にい て随分 うれ しそ うだね 。」

「そ うです よ
。」

「家 へ帰 りた くな いのか な
。」

∫全 然
。・家 では， とて も こん な こ とさせ て

くれ ませ んか らね。」

今宵 私 が お話 した い と思 って いるの は， そ

の よ うなふ た りの少年 とふ た りの 立派 な大 人

につ い ての話 で あ る。

そ の少年 た ちは， この会 場 に い るあな た方

と同 じよ うに，特 別 な若 人 であ る。 そ して，

大 人 もまた， 教会 と社 会 にお け る立 派な指 導

者 であ る。私 は ほん の数 日前， その よ うな父

親 のひ と りとその5歳 の息子 に会 った。 その

父親 は， 最近 息子 と交 わ した会話 につ いて私

に話 して くれ たQ咽.もう.すぐ選 挙が あ り， 周囲

の 人々 か ら も う一度 市長選 挙 に立 候補 す る よ

う要 請 され て い る とい うこ とを彼は 息子 に説

明 した。そ してこ う尋 ね た。 「市長 選挙 に立候

補 しよ うか 。」

「う一 ん」 これが 息子 の 答 えで あ った
。

「実 は来 週
， 教会 の指 導 者が この ス テー キ

部 にや って来 る6そ して，今 まで通 りステー

キ部 長 を務 め て ほ しい と言 われ るか も しれ な

い。 そ う言 われたら， 『はい』って返 事 を し よ

うか 。」

「う一 ん」

「お父 さんに何 をして欲 しいのかね。」父 親

は笑 い なが ら尋 ねた 。

息子 は 答 えた 。「普通 のお 父 さんでいて くれ

れば それ で いい よ。」

も うひ とつ の話 も， 私 に とっ ては 同 じよ う

に興 味深 く， また意 味深 い。 この家族 は， 昔

か ら教育 の 面で素 晴 らしい伝 統 を持つ 家族 で

あ った。 その父 親が， 妻 か ら，高校 生 の 息子
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の成績 表 を見せ られ た時は， 身 も凍 る思 い で

あ った。初 め て 「可」 が あ ったの であ る。父

親 は その こ とを憂 慮 し， 息子が 帰宅 す る と，

書 斎 に呼 び，成 績 表 を眼の 前に 突 きつ け て厳

し く問 い正 した。 「一体 ，この成 績は どうい う

んだ ね。」

息子 の答 えはこ うであった。「お父 さん，『優 』

が5つ だ よ。」

自分 の 父親が 普 通の 父親 で いて， しか もほ

か に大切 な仕事 もで き る とい うこ とは，子 供

に とって は なか なか理 解 しが たい こ とであ る

のは うなず け る。 また，成 績表 に 「可」 が あ

る時 には， 「優 」が 目に入 りに くいか も しれ な

い。 そ こで今 育は ，か つ て少年 で あ った人 々

と，現 在 急速 に大 人へ と成 長 しつつ あ る少年

た ちの両方 に少 しお話 した い と思 う。 大人 は

自分が 子供 であ った時 の こ とを よ く覚 えて い

る。 しか し， 当然 な こ とであ るが， 子供 た ち

には， 自分 が 大 人に な る とい うこ とが どの よ

うな こ となのか 想像 す るこ とは困難 で あ る。

しか し， あ なた方 少.年も.，必.ず大 人に な る。

どの よ うな大 人 にな るか は ともあ れ， 必ず大

人に な る。従 って ， あな た方 自身 に とって，

また生 涯 に 出会 う人 々に とって も， あ なた方

が あ らゆる良 い意 味の 少年 とな り， さ らに普

通 の大 人に な る とい うこ とは極 め て重要 な こ

とで あ る。

数 多 くの大切 なこ とを成 し遂 げ よ う として

い る人 々は， 家庭 で なすべ きこ とを してい な

けれ ば， どんな にほか の こ とを一生 懸命 に し

よっ とも， そん な ものは重 要 で もなけ れば，

満 足感 を味わ わせ て も くれ ない こ とを， よ く

承 知 してい る。

5つ の 「優」 とひ とつ の 「可 」 に関連 して

申 し上 げ よ う。私 た ちは皆 ， いつ も次 め こ と

を心 に留め て おか なけ れば な らな い。す な わ

ち，完 全 に なる とい うこ とは それ 自体 立 派 な

目標 で あ り， 良 い成績 を修 め る こ とも大切 で

あ る。 しか し， 人 に は皆， それ ぞ れ異 った能

力 と才 能 が あ り， 不完 全 さ もこの世 に生 きる

人の 習 いであ る。 従 って， 学業 成績 もそれが

努 力の結 果 を反 映 して いる もので あれば， そ

れ は それで よい とい うこ とであ る。結局 ，本

当に大切 な こ とは，私 たちが どの ような人間

か とい うこ とであ る。世 の問 題は， 根本 的に

は 人類 の問 題 であ り， 世 の 中に あ る機会 も根

本 的に は， 人類 に与 え ちれ た機会 であ る。 そ

の よ うな問 題 を解 決 す る助 け を し，諸 々の機

会 をで きるだ け利用 す る人 々は， 優先 順位 を

適確 に 決め ，性格 的 に も成 熟 し， 強 い人々 で

ある∵

さち に， 父親 と息子 につ いて語 る時 ，ほか

に も考 えなけれ ば な らない事 柄が あ る。 それ

は， 父親 な しで成 長 す る子供 た ち も多い とい

うこ とであ る。 私 の父 も， 私が まだ幼 い頃亡

くな った 。 その ために， 父 親 を全 く知 らない

子 供 た ちが 多い こ と と， また良 い模 範 を示 し

導 い て くれ る父親 の いな い子 供が 多い とい う

こ とが ，特 に私 の心 か ら離 れな い。本 当の 大

人は， 自分 の子 供 に とって良 い父親 となる こ

との ほか に， ほか の子供 たちに対 して も関心

を示す に ちが い ない。 また，素 晴 ら しい母 親

に恵 まれ て い る子 供 であ って も，や は り見 守

り，愛 し， 理解 して くれ る成 人の 男性 が必要

であ る。子 供 に は， どの よ うに して大 人にな

るのか 教 え て くれ る大 人が 必要 で ある。 そ う

しな けれ ば， 多 くの子供 たちが そ うそ ある よ

うに， 間違 った こ とを 自らす る大 人や ，悪 い

考 え を持つ 大 人， ま た男 ら しさ とい うのは腕

力や財 力， あ るいは罪 を犯 す こ とや乱 雑 さ，

また 人 を虐 げ るこ とや 策 を ろ うす るこ とにあ

る と考 え る大 人な どの まね をす る よ うにな る

か もしれ ない。 私 た ちが 参加 す るこ とに なっ

てい る集 会や 活動 の数 はは っ き り・とはわか ら

ないが ， 自分 の家族 の 間 で信 頼 感 を育 み， ま

た助 け を必要 として い る子供 の 友 にな るこ と

は，何 よ りも優 先 して 時間 を取 って しなけ れ

ば な らない こ とであ る。 この こ とに異論 はな

いで あ ろ う。

しば ら く私 と一 緒に考 えてい ただ きた い。

まず黒 板 の一方 の端 に 星印 を描 い た と想像 し

てい元 だ きた い。 この星 印 は， ア レン とい う
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名 の少年 を表 わす もの とす る。 この星 の まわ

りに小 さな円 を描 こ う。 これ は， ア レ ンの大

切 な家族 を.表わす 。 この家族 の 中に は， ア レ

ンの こ とを心 の底 か ら愛 して くれ る母 親 と，

ア レ ンに話 しかけ， 耳 を傾 け，素 晴 ら しい時

を共に過 ごして くれ る父親 が いる。

黒板 の も う一 方 の端 に， もうひ とつ の 星 を

描 いて， これ をデ ィッ ク としよ う。 デ ィ ッ ク

はそれ程 恵 まれて い ない。 彼 には ア レンの よ

うな家族 は ない。 デ ィ ッ クは助 けが 必要 な場

合 ，家族 外か らその助 け を受 けな けれ ばな ら

ない。

次に， ア レ ンの家族 の 円 とデ ィ ックを表 わ

す 星か ら放 射 状 に幾本 か線 を引い てみ よ う。

こ うして引 いた線 の上 に， 教 会の プ ロ グラム

が よ く行 なわれ て いる時 に このふ た りの少年

に良 い影響 を及 ぼす こ との で きる人々 として

だれが い るか， それ を書 いて い る場 面 を想像

して いた だ きたい。初 等協 会や 日曜学校 ， 若

い男性 や若 い女性 ， ス カウ ト，セ ミナ リー の

指 導者 が い る。 ア ロ ン神権 定 員会 の仲 間や 会

長会 もいる。定 員会 ア ドバ イザーや ホーム テ

ィー チ ャー もい る。.メルケゼ デ ク神権 定員 会

や扶助 協会 の指 導者 も， もちろ ん，ア レン と

デ ィ ックのため に 良い影響 を与 えて くれ る こ

とだろ う。最高 に 恵 まれた家 族 に も彼 らに よ

る全 面的 な援助 が 必要 であ る。 ま してや導 き

を与 え てくれ る父 親の いな い少年 に は， もっ

と友 人が 必要 な こ とは 言 う まで もな い。 と り

わけ，立 派 な大 人 とは どうあ るべ きなのか を

実際 に示 して くれ る 人々の助 け は，何 として

も必 要 であ る。

この よ うな良 い影 響 力は 皆， 力強 い監督 会

の手 に よっ て調 整 され る。 監督 会は， へ りく

だって祈 り，思 慮 深 く計画 し， 入 念に組織 立

て， 信頼 を もって 委託 し， さらに その結果 を

効果 的 に確 認す る。 そ して ，時 間 を取 って，

青年 男女 それ ぞれ の必要 に心 を配 る。他 の い

か な る社 会組織 が どれ 程時 間 を費 して くれて

も， 監督 会 の心 遣 いの 比 では ない。 監督会 は，

何 に も増 して心 を配 って くれ る。
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これ まで 想像 して きたこ とが実 際に行 なわ

れ た ら， 一体 ど うなる であ ろ うか 。私 の知 っ

て い るひ と りの青 年 につ い て話 してみ た い と

思 う。 彼は ， その よ うな心遣 い を受け ， それ

に適 確 に応 じたひ とりであ る。

最 近 あ る少年 が薬局 を訪れ ， 自分 は，ヘ レ

ン ・ブ ラウ ンの息子， ボブ ・ブ ラ ウンで あ る

が， 薬代 の代 わ りに何 とか雇 って も らえない

だ ろ うか と尋 ねた。そ の薬局 は ボブ の家族 に

薬 を出 してい たが，代 金 は全 然支 払 われ てい

なか った ので あ る。けれ ど も薬局 の主 人 の ジ

ョー ン ズ氏 は， 実 の ところ それ以 上従 業 員 を

必 要 として いなか った。 しか し， この17歳 の

高 校生 の並 々 な らぬ誠実 さ.に心 を打 たれ て，

毎 週土 曜 日に 店で アルバ イ トと して働 い て も

らうこ とに した。

最初 の 日の ボブ の熱心 な働 きぶ りは， また

またジ ョー ンズ氏 の心 を打 った。 一 日の仕 事

が 終 わ る と， 彼は ボブ に12ド ル の入 った封 筒

を手渡 した。 アルバ イ ト代 として約束 した金

額 で あ る。 ボブは封 筒 の中か ら2ド ル抜 き出

す と， その うちの1ド ル を細 か くしてほ しい

と頼 ん だ。彼 は も う一枚 の1ド ル札 と細 か く

して も.らっ た20セ ン トをポケ ッ トに しまい，

あ との80セ ン トを10ド ル紙幣 の 入 った封 筒 に

入れ， それ をジ ョー ンズ氏 に渡 し，額 は少 な

いけ れ ど一 応 家族 の借 金の返 済 の一部 に充 て

て ほ しい と言 っ た。 しか し ジ ョー ンズ氏 は，

ボ ブに その10ド ル80セ ン・ト入 りの封 筒 を持 ち

帰 らせ ようとして言 った。 「君 は学校 で もお金

が要 るんだ ろ う。 これ か ら も う少 し賃金 をは

ず む こ とに決 め た よ。 とにか く，.半分 の6ド

ル くらいは持 って行 った らど うか ね。」

17歳 の少年 は 答 えた。「い え， いい んです 。

この次 は も う少 しいただ くか もしれ ませ んが ，

今 日は， この10ド ル80セ ン トを借 金の返 済 に

充 てた いん ですb」

丁 度 その 時， ボブ の友 人 たちが通 りかか り，

一 緒に 映画 を見 に行 こ う と誘 った 。 ボブは，

家へ 帰 らない といけ な いの で 見に行 け ない と

答 え た。け れ ど も彼 らが しき りに一 緒 に行 こ



うと言 うので， ボ ブは， お金が な いか ら行 け

ない と言 って 断わ っ た。「そのや り とりをなが

め て いた ジ ョー ン ズ氏 が， 中 に入 って ボブ の

ため にお金 を出 してや ろ う と した丁 度 その時，

友 だ ちの ひ と りが ふ ざけ半分 にボ ブ を押 した。

その時， ボブ の ポケ ッ トの中 で， 例 の20セ ン

トの カチ ン とい う音 が した。少年 たちは また

ボブ をか らか い始 めた 。 ボブが お金 を持 って

いたか らであ る。 しか し， ボ ブは静 かに は っ

き りとこ う言 った 。「み ん な，僕 の ポケ ッ トに

は 少 しお 金が あ る。で もこれ は僕 のお金 じゃ

ないん だ。什 分 の一 な んだ よ。頼 む か ら行 っ.

て くれ な いか6僕 は家へ 帰 って， お母 さんの

具 合 い をみ な くち ゃな らないん だ。」

ボブ とその友 人 た ちが 店 を出る と， ジ ョー

ンズ氏 は受 話器 を取 り， 友 人の 医者 に電 話 を

か けた 。「僕 は何 年 も君の処 方 箋に従 って調剤

して きた し， 立 派 な外科 医 としての 君の 名声
丁を

， 僕 は心 か ら喜 んで い る よ。 それ に， 君が

モ ルモ ン教 会の監 督 だ とい うこ とも知 ってい

た 。け れ ど も，今 まで君 の宗 教 には 全 く興 味

が なか ったん だ。 で も今 は違 う。君 の教 会の

青年 が ひ とり僕 の所 で働 い て いるん だが， ほ

か の青年 とは とて も違 うん だ。 それ で，僕 も，

彼 の よ うな青 年 をつ くりあ げ る宗 教 につ いて

勉 強 してみ た い と思 うんだが 。」

こ う して宣教 師 との レ ッス ンの約 束が で き

た。 ボ ブ ・ブ ラウ ンが ジ ョー ンズ氏 の生涯 に

投 じた一 石 は， 次 々 と波 紋 を生 じ1ジ ョー ン

ズ氏 とそ の家族， それ に 多 くの友 人 た ちが こ

れ まで にバ プ テスマ の水 に 入 った。 そ して，

彼 らは今 ，「神 の家 の聖徒 た ち.と共 に 同 じ国籍

の者 と して∵=暖か く愛 に満 ちた生 活 をお くっ

て い る。

ボブ は，幼 い頃か ら諸 原 則 を 自分 の もの と

し， 立派 な 人格 を築 いて い たため， 多 くの青

年 たち とは全 く違 って いたの で あ る。彼 は，

どれ程 うま く書 こ うと も，普 通の青 年 で あ る

.こ とに違 い はな い。 しか し， この青 年 が 同じ

よ っに して立 派 な大 人 とな り，立 派 な夫 とな

り， 良 き父親 とな り， 他 人 を思 いや る指 導 者

とな って， 大勢 の 人々 を助 け るよ うに なる こ

とに疑 い を抱 く人が い るだ ろ うか 。

教 会 は， これか らも家 族の 大切 さを強調 し

続 け るに.ちが いな い。力 強 い誠実 な家族 こそ，

社 会の核 だか らで あ る。 いか な る国家 もその

家庭 の 強 さ以 上 に強 くな るこ とは な い。 いか

な る組 織.も機 関 も， 家庭 で なす べ きこ とを肩

代 りす るこ とはで きな いの であ る。

しか し私 た ちは， 老若 男女 を問 わず世 の人

入 に，.世の 中 には不 完全 な状 態が広 く存 在 し，

また一 人一 人 もや は り不 完全 で あって そ うい

う世 の 中 に生 活 して い る とい うこ とを認 識 さ

せ なけ れば な らな い。私 た ちは 自分 の家族 に

対 す る責 任 か ら， また私 た ちが接 す る人々に

対す る責 任か ら逃 れ る こ とは で きな い。 また

彼 らを助 け， 彼 らのため に祈 り，援 助 の手 を

差.し伸べ るの を， 決 してひか えて はな らない。

も し彼 らが 間違 っ た決定 を下 し， その仲 間の

多 くが行 なお うと して い る誤 った 活動 に参加

してい る と して も， それ で もなお私 た ちは彼

らを愛 し，共 に悩 み ，共 に働 き， そ して忍耐

強 く待つ の で あ る。 これ は丁 度， 主の た とえ

話 の 中 に 出て くる父 親が， 自分 の非 に気付 い

て家 に戻 って来 る放蕩 息子 を忍耐 強 く待 って

い るの と同 じである。 「まだ遠 く離 れて いたの

に， 父 は彼 をみ とめ ，哀 れに思 って走 り寄 り，

そ の首 をだい て接 吻 した。」(ル カ15：20)

主御 自身が信 頼 に満 ち た慈悲 の心 をもって待

ってお られ るよ うに，私 た ち も待 ち，祈 り続

け る1主 は，2，700年前 に予言 者 を通 じて次の

よ うに 言 われ た。「それゆえ，主 は待 っていて，

あ なた が たに 恵み を施 され る。そ れゆ え，主は

立 ちあ が って， あ なたが た をあわ れ まれ る。」

(イザヤ30：18)

あな た方 若 い男性 が(そ して， いつ の 日か

あ なた方 と結 婚す る特権 にあ ずか る素晴 らし

い女 性 も)今 自分 が 属 して る家 族 を強 め， そ

の家 庭 内で健 全 な関係 を築 くとい う責 任 を果

た そ う とす る時，そ して，私 たち大 人 が あな

た方 を助 け よ う とす る時， 私 たちは 皆，神聖

な義務 を担 って い るのであ る。 その義務 とは，

57



友情 の手 を差 し伸 べ ，互 い に愛 し合 い，そ し

て， 家庭 を持 たな い， あ るいは私 た ちの 多 く

の よ うに 恵 まれた生 活 を して い ない若 い 仲 間

や若 い兄 弟姉 妹 た ち を愛 す る といっ た義 務 で

あ る。

私 は今 まで 申 し上 げた こ とが 皆 当て は まる

例 を実 際に 目撃す る機 会 に恵 まれ た。 こ こで

は， その うち2つ の例 をお話 したい と思 う。

ほ んの数 日前 のア リゾナ で の 出来事 で ある。

私は大 会の集 会 で演壇.のところに い る と，小

さな 男の子が 通 路 をや って来 て，演 壇 の所 ま

で上が っ て来 た。恐 ら く聖 歌 隊の 中 にい る母

親 を捜 しに来 たのか， た だ ち ょっ と確 認 に来.

たの かで あろ う。 その子 は何 もうる さ くは し

なか ったが， とて もか わい い男の子 だっ たの

で，私 は しば ら く話 を中断 して1...その子 と話

を した。 その子 の名 前 を尋 ね ， お父 さん とお

母 さんは どこにい るの と聞 くと， 丁度 そ の時，

長 身の好青 年が ひ と り， 礼拝 堂 の会衆 の 中か

ら，子供 を引 き取 りに前へ 出て 来た 。 その父

親 は，演壇 の 前で子 供 を抱 き上 げ る と， その

子 に キス を した。私 は込 み上 げ.て来 る感動 の

涙 を抑 え るの に必死 だ った。 そ.こには， 何 の

気 後れ も，子供 を責 め る こ とも， 怒 る こ とも

なか った。 あ る もの とい えば， 温 か いキ ス と

大 きな力強 い腕 でや さ し く抱擁 し た こ とだけ

で あった。 そ して， その場 に居 合 わせ た私 た

ちは皆 ， この幸せ な男の子 と， 思 慮深 い， 分

別の あ る父親 とのや りと りを見て，心 温 まる，

忘れ難 い経 験 を したので あ った。

次 に，最 近.私は.訪 問 の割 り当 て を与 え ら

れ たあ るステー キ部 大会 で， 子供 日曜学校 を

訪 問す る機 会が あ った。 私が 部屋 に 入 る と，

小 さな女 の子 が大声 で 泣い てい て，、、なにか 非

常 にお びえて い る様 子 で あっ た。 その子 の両

親 は， その子 を.預けて， 大会 の会 場 に入 って

行 った ばか りで あっ た。す る とその 時， ひ と

りの若 い教師 が その子 の所へ 行 き， そば に ひ

ざまず いて抱 きしめ る と，一 生 懸命 に なだめ

た。泣 きじゃ くって いた声 がす す り泣 きに変

わ り，や が て小 さな女 の子 の胸 に平 安 な気持
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ちが戻 り始 め た。 その 時，劇 の 第二 幕が 始 ま

った ・ も うひ と り1や は り泣 き始 め た子 ヴ 吟

たの で ある。 前の子 と同 じよ うに， な にか お

び えてい て， お どお ど した様子 で あ った。 そ

の若 い教 師は， まだ先 の女 の子 を抱 い た まま，

その子 に近 付 くと， そば にひ ざ まず い てや さ

し く抱 き しめ た。 そ して私 は， この教師 が最

初 の子 に 次の ように 言 うの を耳 に した。 「エレ

ン， この子 もさみ しが って い る よ うね。 この

子 と仲 良 くして くれ る。」

最 初 の女の 子 ほ;も うほ とん ど泣 きや ん で

い たが， これ に っなつ くと，ふ た りの子 供 た

ちは ，教 師 の腕 とい う安 全 な安 ら ぎの 中 で互

い に支 え合 い，や が てふ た り共 ，静 か に なっ

た。 教 師は椅 子 を3つ 寄せ る と， その真 ん 中

にす わ り，手 をふた りの子 供 た ちの ひ ざの上

にや さ しく.置い た。

その朝 ， そ こを去 る時， 私 はは っ き り とわ

か っ た気 が した。私 た ちが互 い に どの よ うに

接 し会 って欲 しい と主 が思 ってお られ るのか，

そ して， 年長 の 人が 身近 に いて，私 たち を愛

し， 助 けの手 を差 し伸 べ， 後 押 し し，、また他

人 を助 け よ う として い る私 たち を助 けて くれ

るこ とは， いか に素 晴 しい こ とか ， と。

聖 典 の 中に は，短 いが 意味 深 い聖 句が あ る。

それ を引用 したい。 「この子 供 を連 れず に，ど

うしてわ た しは父 の も とに上 り行 くこ とが で

き ま しょ う。」(創 世44：34)

神 が私 た ち， 若 人 と大 人 を祝福 して下 さ り，

私 たちが神 の許 され る， また望 まれ る者 とな

る こ とが で き るよ うに， イエ ス ・キ・リス トの

み名 に よ り祈 る もの であ る。 アー メ ン。

☆ ☆



主を信頼 しなさい

この民の歴史は，聖典の時代も現代も，聖徒が主に信頼を置いた時に見

られる奇跡の物語に満ち満ちている

第=：副 管 長

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

私 は今 日の話 に 「主 を信頼 しな さい」 とい
うテー マ を選 んだ。

私 の 申 し上 げ るこ とが ，すべ ての神権 者 の

ため にな る よ うに と願 って い る。特 に青少年

のア ロ ン神 権者 に お話 した い と思 う。 私は ∴

今 育 ここに集 って い る人々 の全 員が， この 大

会が 終 わ る時 に，私 が 「主 を信頼 す る」 とい

うテーマ で話 した とい うこ とを思い 起 こ して

欲 しい と願 って い る。 また，主 を信 頼す る思

い が さ らに強 め られ る よ う願 ってや まない。

主 を信 頼 しな さいとの戒 め は，主御 自身の 口

か ら度 々繰 り返 し述べ られて い る もの であ る。

教会 が組織 され る10ヵ 月余 り前 に，主 はハ

イ ラム ・ス ミスに対 し， 弟の予 言者 ジ ョセ ブ

を通 じて 次の よ うに言 われた 。

「われ は暗 きに輝 く光 な れば
， わが能 力 に

よ りて これ らの こ とを汝に約 す 。Ψ …

人 を善 行に導 く 『み た ま』 に信 頼せ よ。然

り， 公平 な る行 い，へ り くだ るご と，.義しき

裁 き， これ わが 『み た ま』 な りb… …

わが 『み た ま』 は …… 汝に悦 び を充 さん。」

(教i義と聖約11：11-13)

2年 後 ，ニ ュー エ ル ・.K・ ホイ ッ トゴ ー監

督 につ いて， 主 は次 の よ うに 言わ れた。

「彼 はわ れ を信 ずべ し。 さ らば， あ わて惑

うこ となか らん 。而 して， 神知 りた まわずに

は 彼の 頭髪一 筋 だに地に落つることなか らん。」

(教義 と聖 約84：116)

1841年 ， ウイ リヤ ム ・ロー が， ノー ブーの

民の 間に病 気が 広 ま ってい たため ， その子供

た ちの健康 を心 配 して い た時，主 は次 の よ っ

に言 わ れた。

「されば， わが 僕 ウ イ リヤム は われに頼 り，

この 地 にあ る疾 病 の ため にその 家族 の こ とを

憂 うるなか れ。 汝 も しわれ を愛せ ば， わが 誠

命 を守 れ。 さらば， この 土地 の疾病 は 汝の栄

を高む る に至 らん。」(教 義 と聖 約124：87)

悪 王 ノアの ために 荒野へ 追 い払 われ た民 を

慰 め て，ア ルマ は民 に次 の ように語 った。「聖

徒 を懲 しめ その 忍耐 と信仰 とを試 した もうは

主 の み ここ ろにか な うこ とであ る。 さ りなが

ら，主 に 頼 って信仰 す る者 は終 りの 日に高 く

挙 げ られ るはず の者 であ る。」(モ ーサ ヤ23：

21-22)

主 を信 頼す るこ とに よ り報 いが もた らされ

る最 も劇 的 な例 のひ とつ として，聖典 には，

少年 ダビデ が 巨入 ゴ リア テ を倒 した ことが 記

録 され て いる。 ダ ビデは一 片 の疑 い ももたず

に主 を信 頼 してい たため に， その ような武勲

をた て るこ とが で きたの で あっ た。

皆様 はペ リシテ 人 とイス ラエ ルが戦争 状態

にあったこ とを覚 えて い るであ ろ う。 「さてペ

リシテび とは， 軍 を集 めて 戦お うと し，… …

向 こ うの 山の上 に立 ち， イス ラエル は こち ら

の 山の上 に立 った。 その間 に谷 があ った。

時に， ペ リシテび との 陣か ら， …… ゴ リア

テ とい う名 の， 戦 い をい どむ者 が 出て きた 。

身 の たけ は六 キ・ズ ビ ト半 。」 これ は約290セ ン

チ メー トルで あ る。

「頭 に は青銅 のか ぶ とを頂 き， 身 には うろ
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こ と じの よろ い を着 て い た 。」 そ の 重 さ は 約60

キ ロ グ ラ ム で あ る 。(1サ ム エ ル17：1，3-5)

「そ の 上
， 青 銅 の 盾 を背 負 い， 重 い 金 属 の

す ね 当 て を つ け ， 青 銅 の か ぶ とを 頂 い て い た 。
はた

手に持 つや りはそ の柄が 『機 の巻棒 の よ うで

あ り』 先端 は鉄製 であ った。 破城 槌型 を した

そのや りの穂 だ けで8キ ログ ラム は下 らなか

った。」(W・ クレオ ン ・ス カウセ ン， η16

Fo%7漉7劾%詔 η4y磁 駕 「第4000年 代記 」

P.19)

この 巨漢はサ ウルの 軍に 向か い， 大声 で叫

ん だ。「『お まえた ちか ら， ひ と りを選 ん で，

わ た しの とこ ろへ下 って こさせ よ。

も しそ の人が 戦 って わた し を殺 す こ とが で

きた ら， われわ れは お まえ たちの家 来 となる。

しか しわ た しが勝 ってそ の人 を殺 した ら， お

まえ たちは， わ れわ れの家 来 にな って仕 えな

け れば な らない。』

また このペ リシテ 人は言 っ た， 『わ た しは，

き ょうイス ラエル の戦列 に い どむ。 ひ とりを

出 して， わた しと戦 わせ よ。』」

す ると 「サ ウル とイス ラエル のすべ て の人

は，ペ リシテ び との この 言葉 を聞い て驚 き，

ひ じ ょうに恐れ た」 と聖典 に記 され てい る。

こ っして， ゴ リア テは， 朝 夕40日 にわ たっ

て， 挑戦 の 言葉 を言 い続 け た。

「イス ラエル のすべ て の人 は
， その 人 を見

て， 避 けて逃 げ， ひ じょ うに恐 れ た。」

丁 度 その時， 少年 ダ ビデ がサ ウル 王 の軍 で

働 いて い る兄 た ちに父 か らの伝 言 を伝 え.るた

め に，陣地 にや って来 た。 ダ ビデは ， ゴ リア

テが 戦 い をい どむ の を聞 き， 「か たわ らに立 っ

て い る人々に 言った， 『… … この 割礼 な きペ リ

シテぴ とは何者 な ので， 生 け る神 の軍 をい ど

むのか 。』」

サ ウル王 は， ダ ビデ の語 った 言葉 を耳 に し，

ダビデ を呼 び 寄せ た。

「ダ ビデ はサ ウルに 言った
， 『だれ も彼の ゆ

えに気 を落 して はな りませ ん。 しもべ(ダ ビ

デ 自身)が 行 ってあ のペ リシテび と と戦 い ま

しょ う。』
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サ ウル はダ ビデ に言 った， 『行 って，あのペ

リシテぴ とと戦 うこ とはで きな い。 あな たは

年 少だ が，彼は 若い 時か らの軍 人だか らです』。

しか しダビデ はサ ウル に言 った， 『しもべは

(つ ま り，私 は)父 の羊 を飼 って い たのです

が， し し， あ るいは くまが きて，群 れの 小羊

を取 っ た時，

わ た しはそ のあ とを追 って， これ を撃 ち，

小 羊 をそ の 口か ら救 い だ しま した。 その獣 が

わ た しに とびか か って きた時 は， ひ げ をつ か

まえて， それ を撃 ち殺 し ました。

しもべ はす で に， しし と， くま を殺 しま し

た。 この割礼 な きペ リシテび とも， 生け る神

の軍 をい どん だ のですか ら， あの獣 の一頭 の

よ うに な るで しょ う』。.「

ダ ビデ は また言った， 『ししのつめ， くまの

つ めか らわた しを救 い 出 された主 は』 こ

の言葉 は少年 ダ ビデ が主 に寄せ てい た信頼 を

物語 る もの で あ る。 『主 は， またわ た し

を， このペ リシテび との手 か ら救 い 出され る

で しょ う』。 サ ウル はダ ビデに 言 った， 『行 き

な さい。 ど うぞ主 が あな た と共 にお られ るよ

うに 』。」(1サ ムエ ル17：26，32-37>

そ れか らサ ウル は 自分 の よろい をダ ビデ に

着せ た。 しか し， ダ ビデに は重過 ぎた。慣 れ

てい なか っ たか らであ る。 そ こでダ ビデ は よ

ろい を脱 ぎ捨 てた。

「ダ ビデ は… …手 につ え を と り
， 谷間か ら

なめ らか な石 五個 を選 び とって 自分 の持 って

いる羊 飼の袋 に 入れ， 手 に石投 げ を執 って，

あのペ リシテび とに近 づ い た。

そのペ リシテ び とは進 ん で きて ダ ビデに近

づ いた 。そ のた て を執 る者 が彼 の 前に いた 。

ペ リシテ び とは見 まわ してダビデ を見 」 あ

きれ か え った。聖典 には 「これ を悔 った」 と

記 され てい る。 それは ダ ビデが 「まだ若 … …

か ったか らであ る。」

「ペ リシ テび とは ダビデに 言
った， 『つえを

持 って，向か って くるが，わ た しは犬 なのか 』。

ペ リシテ び とは(知 ってい る限 りの 異教 の神

神 の名 に よ って)ダ ビデ をの ろ った。



ペ リシテ び とはダ ビデに 言った， 『さあ，向

か って こい 。お ま えの 肉 を， 空 の鳥， 野 の獣

の え じきに して くれ よう』。

ダ ビデはペ リシテ び とに 言った， 『おまえは

つ る ぎ と，や りと， 投 げや りを持 って， わ た

しに向 か って くるが ， わた しは万 軍 の主 の名，

す な わち， お ま えが い どん だ， イ ス ラエ ル の

軍 の神 の名 に よ って， お ま えに立 ち向か う。

き ょう， 主 は， お まえ をわ た しの 手 にわ た

され るで あ ろ う。 わ た しは， お まえ を撃 って，

首 をはね， ペ リシテ び との軍勢 の死 か ばね を，

きょ う， 空 の鳥， 地 の野獣 の え じきに し， イ

ス ラエル に，神 が お られ るこ とを全.地に知 ら

せ よ つ。

ま たこの 全会衆 も，主 は救 い を施 す の に，

つ る ぎ とや りを用 い られな い こ とを知 るで あ

ろ う。 この戦 いは主 の戦 いで あって， 主 が わ

れわ れの手 に お まえ たち を渡 され るか らで あ

る』。

そのペ リシテび とが 立 ちあが り， 近づ い て

きて ダ ビデに 立 ち向か った(こ れ は，急 い で

走 って来 た， とい うこ とであ る)の で， ダビ

デ は急 ぎ戦線 に 走 り出て， ペ リシテび とに 立

ち 向か った。

ダ ビデは手 を袋 に 入れ て， その 中か ら一 つ

の石 を取 り， 石 投 げで投 げて ，ペ リシテ び と

の 額(ち ょうどかぶ との下)を 撃 ったの で，

石 は その額 に突 き入 り， うつ む きに地 に倒 れ

た。」

この よ うな こ とは， そのペ リシテ び とに と

って， 全 くは じめ て の こ とで あっ た。石 の よ

うな もの が額 に突 き刺 さるな ど，か つ てなか

っ たこ とだか らで あ る。

「こ うして ダ ビデ は石 投 げ と石 を もってペ

リシテ び とに勝 ち，ペ リシテ び とを撃 って，

これ を殺 した。」(1サ ム エル17：40-50)

さて， ダビデが この武 勲 をたて るこ とが で

きたの は， ひ とえに ，彼 が主 に信 頼 を寄せ，

主 の導 きを受 け て いたか らであ る。

.ゴリア テが倒 され た ため， ペ リシテ軍 は大

混乱 に 陥 り， その 日， イス ラエ ル軍 は大勝 利

を収 め た。

さて， 聖典 か らも うひ とつ の例 も引 いてみ

よ う。今 度 はモ ルモ ン経 か らで あ る。 これ も，

主 に信 頼 を寄せ る入々 を主が いか に 力づ け ら

れ るか を示 す素 晴 らしい例 であ る。

それ は， ヒラマ ンが その指 導 者モ ロナ イに

宛 て て送 った， い わゆ る2，000人 の 息子 につ

いて の報告 であ る。 この青年 た ちは， ア ンモ

ン人 の息子 たち であった。(ア ンモン人 とは改

宗 した レーマン人である。)こ の青年 た ちの父

親 は 二度 と再 び戦争 を しな い と誓 って いたが，

その 息子 た ちは まだ 誓約 を交 わす年 齢 に達 し

て いなか ったた め， 誓約 に縛 られ る こ とがな

か った。 そ こで， この青年 たち は， レー マ ン

人 の侵 入 を防 ぐため， 自 ら志 願 してモー フ ァ

イ人 を援 助 す る こ とに なっ たの であ る。

ニー フ ァイ 人の軍 が， 圧倒 的 な軍勢 を誇 る

レー マ ン人 の軍 にお びやか され た時 ， ヒラマ

ンは， この2，000人 の青 年 に尋 ねた 。「わが子

ら よ汝 らは ど う思 うか 。敵 と戦 うつ も りか 。」

す る と青 年 た ちは こ う答 え た。「『われ らの

神 は われ らと共 に まし ま して必 ず われ らを倒

れ させ た まわ な いか ら， われ らは行 って戦 お

う。』

わ が子 らは まだ戦 った こ とが なか ったが 死

ぬ こ とを恐れ ず ， 自分 の命 よ りも親 の 自由 を

重 ん じ， また疑 い を抱か ない な ら「ば神が 必ず

自分 らを救 い た もう とその母 か ら教 えを受 け

て い た。

か れ らはそ の母の 言葉 を… …話 して 『われ

らの母 は われ らに教 えた こ とを 自分 で確 に知

って い る。わ れ らは これ を疑 わ ない』 と言 っ

た。」・

ヒマ ランは， モ ロナ イ に さらに次 の よ っに

報 告 して い る。「われ ら… …は レーマ ン人 をと

りか こん で これ を殺 したか ら， 敵 はやむ を得

ず 武 器 をひ きわ た して 自 らと りこ となった。

敵 が降 服 してか ら， わ れは わが部 下 の青 年

……(の)数 を しらべ た ところ，

嬉 しい こ とに一 人 も失 わ なか った。 まこ と

にか れ らは神 の限 りな い力 を得 たか の よ うに
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戦 った 。人が この よ うに不 思議 な 力 で戦 った

こ とは い まだ かつ て例 の ない こ とで あっ た。」

(アルマ56：44，4648，5456)

その後 の戦 闘で も， ヒラマ ンは さ らに続 け

て次 の よ うに報 告 してい る。

「わが ……兵 は …… 勇敢 に一 歩 もレー マ ン

人 にゆず らず， … …一 々の号 令 をみ な正 し く

守 って戦 ったが ，.ついに その信 じた通 りに な

った。

見 る と， わが 二千 六十 人 の青年 の 中，二 百

人ば か りは血 を失 って気 絶 し… …て いた が神

の恵 みに よっ て一 人 も死 ん だ者 がなか ったの

には， 敵味 方共 に非 常 に驚 いた 。

わが 軍 の中一 千 人 も殺 され た のに， この二

千 六十 人 の青 年 が こ とご と く死 を まねか れた

のは わが全 軍が 驚 き怪 しんだ こ とで あっ た。

しか し…… その 命が助 か っ たの は神 の驚 くべ

き力 に よる と認 め ざるを得 な い。」 なぜか 。そ

れは 「この二 干六 十 人の青 年 が正義 の神 が ま

します こ とと， 疑わ な い者は誰 で も皆神 の 驚

嘆 すべ き能 力で助 け られ る こ とを教 わって 固

くこれ を信 じて 疑わ なか った」 か らであ る。

「わが話 した二 千六 十 人の信 仰 は右 の通 り

であ る。かれ らは年 は若 いが その心 は堅 固で

あって た えず神 に頼 って い る。」(ア ルマ57：

19，21，25-27)

ヒーバ ー ・J・ グラ ン ト大管 長 の話 も，主

を信 頼す る時 に報 いが得 られ る こ とを物 語 る

好例 で あ る。 グラ ン ト大管 長が まだ若 い頃，

当時 木曜 日に 開か れ てい た断 食集会(教 会 の

初期 には，木曜 日に 断 食集会 が 開かれていた)

で， 監督 が，献 金 を強 く要 請 した。 丁度 そ の

時， グラ ン ト大 管長 はポ ケ ッ トに50ド ル を持

ってい た。 それは銀 行 に預 け るつ も りの お金

で あっ た。 しか し大 管長 は 監督 の訴 えに 強 く

心 を動 か され て， その50ド ル全 部 を監督 に差

し出 した。監督 は5ド ルだ け取 って， 残 りの

45ド ル を返 す と，5ド ルで 充分 です と言 っ た。

す る とグラ ン ト大管 長 はこ う答 えた。「ウー リ

ー監 督
，一 体何 の権 利が あって， 主 に私 の負

債 をお任せ す るの を止め るんで すか 。 あな た
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はた った今 ここで， 主 は4倍 に報 いて下 さる

と説教 な さ ったで はあ りませ んか 。私 の母 は

未亡 人です 。そ して母は200ド ル必要なんです。」

監督 は尋 ね た。「君 は， 私 が この45ド ル を

受 け取 れ ば， す ぐにで も200.ド ル手 に入 る と

信 じてい るのか い。」

「もち ろん です よ
。」 これがグラン ト大管 長

の 答 えで あっ た。

これ こ そ主 に対 す る信頼 で あ る。 こ うして，

監督 は残 りの45ド ル も受 け取 らざる を得 な か

った。

グ ラン ト大 管長 の証 に よれば ，仕 事 に戻 る

途 中，「あ る考 えがひ らめ いて」， その結果218

ドル50セ ン トを手 に 入れ るこ とが で きた とい

う。何 年 か た って， 大管 長 は この 出来事 につ

いて，次の よ うに語 っている。「その こ とは ど

ち らに して も起 こっ たこ とさ とい う人 もい る

だ う つ。

しか し， 私 は そ うは思 わ ない 。 その考 えが

どち らに して も浮か ん だな どとは思 えな いの

であ.る。

私 は，私 た ちが金 銭的 な義務 を果 た して い

れば， 主 は天 の窓 を開 いて霊 的 な祝福 を注 い

で下 さ るこ とを 固 く信 じて い る。 この祝福 は，

この世 の もの よ りもは るか に価 値 の あ る もの

であ る。 しか し私 は，主 が この世 の祝 福 を与

えて下 さる こ とも信 じて い る。」(∫ 窺ργo〃6一

彫6窺E廻 「インプ ル ーブ メ ン ト・エ ラ」42.：

457)

6月 の伝 道部 長セ ミナ ー で， トーマ ス ・S・

モン ソン長 老は ， ラ ン ドール ・エ ル ズワー ス

長老 とい う宣教 師の主 に寄 せ る深 い信 頼に つ

いて話 して 下 さっ た。モ ン ソン兄弟 は 次の よ

うに語 っている。そ の宣教 師 は， 「あの壊 滅 的

な打 撃 を与 え た グァテマ ラの地 震 で， 崩れ た

建物 の下 敷 き とな り， 恐 ら く12時 間程， 下敷

きにな っ たま まであ った 。気が 付 い た時に は

腰か ら下 は 完全 に麻痺 し， 腎臓 の機 能 も停 止

して いた。 もう二 度 と歩 け る望 み はな か った。

彼 は飛 行機 で …… メ リー ラン ドへ 送 られ …



… そこの病 院 で テ レビの レ ポー ター か らイ ン

タ ビュー を受 けた 。 レポー ター が 『医師 は，

あ なたは二 度 と歩 け ない と言 って い ます が，

お気持 ちは ど うですか， エ ル ズワー ス長 老』

と尋ね る と，彼 はこ う答 えた。.『私 は歩け る よ

うに な ります 。私 には， グ ァテマ ラで伝 道す

る よ っに とい っ予 言者か らの召 しが与 え られ

て い ます。 です か ら，私 は グァテマ ラに戻 っ

て， その召 しを全 うし ます 。』 ……

彼は 医師 の指示 に従 って2度 ， 機能 回復 の

訓 練 を受 け た。 そ して信 仰 を働か せ， さ らに

神権 者 に よる祝福 を受 け た。 その 結果 奇跡 的

に 回復 した 。 これに は担 当医 師や専 門 医 たち

も驚 くばか りであ った 。そ して彼 はつ い に 自

分 の足 で立 て る よ うに な り， さらに，松 葉杖

を使 って歩 け る よ うに なっ たbそ こで， 医師

は 彼に言 っ た。 『教 会 が許 可す るなら，伝 道地

へ 戻 って よろしい。』彼 は伝 道地へ 戻 った。私

た ちは彼 を再 度 グ ァテマ ラへ送 り込 ん だの で

あ る。 こ う して彼 は， 自分 が 召 され た 国へ，

そ して心 か ら愛す る人々 の も とへ戻 って行 っ

た 。

帰任 した グ ァテマ ラで は， 彼は両 手 に杖 を

持 って伝 道 した 。(伝 道部長 は)彼 の様子 を見

て， あ る時 こ う言 った。 『エ ル ズワー ス長 老 ，

あ なた に信仰 が あ るのな ら， そん な杖 は捨 て

て， 自分 で歩 いた らどうだろ う。』 それ に答 え

て， エ ルズ ワー ス長老 は 『伝 道部長 が それ程

までに私 を信 頼 して下 さ.るのな ら，(こ の杖 を

取 って下 さい)』 と言 った。』 彼は その場 で杖

を捨 て たが， 以来 二度 と杖 を使 うこ とはなか

っ た。(1977年6月 伝 道 部 長訓 練 セ ミナ ー の

テー プ録 音 よ り， 教会 伝 道管理 部保 管)

兄 弟の 皆様 ，特 に若 い兄 弟 の皆様 ，私 は皆

様 に証 申 し上 げ る。私 は， 主 の報 いが， 主 を

信 頼 す る人々 に与 え られ る こ とを知 っ てい る。

私 たちが まだ 若 い うちに この真理 を学 び，生

涯 その真理 の 教 え るま まに生 活す る時 に，私

が 今述 べ た様 々な体 験 と同 じよ うに，私 た ち

自身 も証 が持 て るで あろ う。 これ らの こ とを

イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り申 し上 げ る。

ア ー メ ン 。

タバ ナクルの円柱越 しに大会の説教 に耳 を傾ける

聖徒 たち
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正 しい声に聞き従 う

私たち神権者は，主のみ声に聞き従う時に，最大の喜びと祝福を与えら

れる

第r副 管 長

N・ エ ル ト'ン ・タ ナ ー

最 初 に・他 に類 を見 な い教 師 た ちの し'る非
常 にか わっ た クラス につ いて お話 したい

と思 う。 その生 徒 た ちは，犯 罪 を犯 した青 少

年 を収 容 す る州 の鑑 別所 か ら送 り込 まれ て来

た人々 で，教 師 を務 め るの は，無 期 か， 懲役

25年 以上 の服役 囚 た ちで ある。

最近 ある若者 た ちの ため に 「青 少 年認 識 プ

ログラム 」 とい うのが行 な われ た話 か ら始め

よ う。生徒 は20人 程 で あ った。 中に は， 腕 に

入れ墨 を した14歳 の少年 もいたが ， ひ とり残

らず， 大 な り小 な り法律 を破 った者 た ちで，

その範 囲 は空巣 ，万 引 きか ら暴行 に ま で及ん

で いた。彼 らはバ スで到 着す る と， ふて ぶ て

し く肩 で風 を切 って刑務 所 の 中へ 入 っ て行 っ

た。 とこ ろが ，3時 間の後 ， 彼 らは肩 を落 と

して出 て来 たの であ る。 中に は体 を震 わせ て，

涙 を流 さん ばか りの者 もい た。

この 態度 の変化 は， 彼 らの 「教 師 た ち」 が，

実 際の 経験 を も とに して刑務 所 暮 らしにつ い

てい ろい ろ教 えた結果 起 こっ たの で あ る。 ひ

どい言葉 遣 いで あ った し， 強迫 め い た場 面 も

度 々 あった。(し か し実 際 には行 為 に 及ばなか

っ た。)け れども，入って 来た 時に は落 ち着 き

が な く，ひ ね くれ，興 味 もない様 子 だ った クラ

スの生徒 た ちが， 出て行 く時 には ま るで魔法

に で もか け られ たかの よ うに教 師 た ちの話 に

心 を引か れ てい たので あ る。

この よ うな変化 をもた ら して くれ た 「教師

た ち」の 言葉 を少 し引用 してみ よ う。

あ る殺 人囚 の言葉 で あ る。「俺 は今45歳 で

も う二度 としゃば には 出 られ ない こ とを知 っ

て いる。俺 た ちが死 ぬ程 ， 外へ 出 たい と思 っ

て いるの に，お 前 た ち若 い者 は 『入れ て くれ』

っ て入 口をた たい ていや が る。」

他 の囚 人の話 である。 「映画 に 出て くる刑 務

所 じゃ， この 中の暴 力や 自殺 につ い ては わか

る まい。 そん な こ と， この 中 じゃ 日常 茶 飯事

なんだ。お前 たち不 良 どもは まだ青 いんだ よ。」

また誘 拐 で服役 中の 囚人 は，少年 た ちに次

の よ うに 言った。 「俺 は もうここに16年 もい る。

お前 たち は， ここに2時 間 とじっ と して はい

られ まい。悪 いこ とをす るつ も りな ら， 四六

時 中， 人か らこ うや れ， あ あや れ ， と言 われ

るのに慣 れ てお い た方が い いぜ 。」(Sα〃Lα舵

丁万ろ%η6「 ソル トレ ー ク ・ トリ ビ ュー ン」

1977年7月19日 付 ，pp.1-2)

ところが興 味深 い こ とに，私 たち には，刑 ・

務所 に い よ うが い まいが， いつ も指 示 を与 え

る人が い るの で あ る。 しか し， だ れが指 示 を

与 え るのか， そ して何 を指 示す るのか に，、は

っ き りとした違 いが あ る。 幸福 と不 幸 の， そ

して神 と共 に歩む 永遠 の生 命 と， それ以 下 の

裁 きとの違 いが あ るので あ る。 そ して その違

い は，正 しい声 と正 しい原 則 に従順 であ るか

ど うか で生 じるの で ある。

こ こで私 と一 緒 に， 人の幸 福 に とって必要

な こ とを考 えてみ て いただ きたい。 皆 さん は

イエ ス ・キ リス トの教会 の会 員 で あ り， 神権

を持 って い る。 従 って， 特 に必要 な こ とだけ

に話 を しぼ りたい と思 う。す で に皆 さん は，
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幸福 な生 活 に必要 な 条件 をあ る程 度 まで 充 た

して い るかち で あ る。皆 さんは，非常 に恵 まれ

てお り，神 か ら神 権 を与 え られ て い る。 また，

自分 は何 者 なの か， なぜ この世 に い るのか，

また，実 りあ る幸せ な生 活 を送 り， 救 い と昇

栄 を享受 す るため には何 を しなけ れば な らな

いか を， よ く知 って い る。私 た ちは， 主 な る

神 の命 じ られ る こ とを こ とご と く行 な うこ と

に よ り， 自らふ さわ しい こ と を証 明す るので

あ る。今 日，世 の中 の 多 くの 人々 は， これ を

知 って さ えいた な らば，今 求 め てい る幸福 を

見 いだ して いた こ とだ ろ う。兄 弟 の皆 さん，

この こ とをよ く覚 えて いただ きたい 。

さて， 人 には， 自分 は神 の子 であ り，神 の

み名 に よ って行 な う権 能 で あ る神 権 を持 って

い る とい う知 識 に加 えて， 同胞 との 交 わ りが

必要 であ る。神権 組 織 とい う偉 大 な兄弟 たち

の集 ま りの一 員 で あ る とい うこ とか ら， 私 た

ちは どれ程 大 きな 力 を得 て い るこ とで あ ろ う。

この組 織 ではす べ ての者 が， 神 の王 国 を打 ち

建 て る助 け をす るため に，義 の み業 に携 わっ

て い る。 しか し， その一 貝 となっ て完全 な祝

福 を享受 す るため に は， 規 則 に従 わ なけれ ば

な らない 。 これに は， あ る種 の 必要 条件 と，

従 わ なけ れば な らな い規 則 とが あ るの で ある。

「われ らは， 正 直，真 実， 貞潔， 慈善 ， 高

徳 な るべ きこ と， お よびすべ ての 人に善 を行

うべ きを信 ず 。 ま こ とにパ ウ ロの訓 戒 に従 う

とい うを得 べ く， わ れ らはすべ て の こ とを信

じ， すべ ての こ とを望 む 。す でに 多 くの こ と

を堪 え忍 び たれば ， あ らゆ る こ とを堪 え忍び

得 ん こ とを望 む。 も し何 に て も，徳 高 きこ と，

好 ま しき こ と， よ き聞 えあ るこ と，.あ るいは
ほ

褒 むべ き こ とあ らば， わ れ らは これ ら をたず

ね も とむ る もの な り。」(信 仰箇 条 第13条)

ほ か に も必 要 な こ とが あ る。 それ は家族 や

友 人 の愛 と交 わ りで あ る。 これ もや は り， あ

る種 の行動 規 範 に従 い， それ に従順 であ るこ

とに よ り獲 得 しなけ れば な らな い もので あ る。

若 人 の皆 さんは， 友 人 として選 ん だ女 性 に，

ま た，主 を愛 し， 自 ら神 の霊 の子 供 た ちの母

親 とな るべ く備 え を して い る女 性 に，親切 で，

思 いや り深 くなけれ ば な らない。皆 さんは，

正 し く清 い生活 をす るこ とに よ り， また戒め

に従 うこ とに よ り， そ の よ うな女性 を迎 える

にふ さわ しい者 とな らなけ れば な らない。

す でに結 婚 して い る男性 も， 妻子 に対 して

思 いや りを持 ち，親切 で なけれ ば な らな い。

神権 を不正 に 用 いる こ とが あ っては な らない。

妻子 の虐 待が 末 日聖 徒 の家 庭 で もか な りの数

に上 る とい う記事 を読 み， 憂慮 してい る。先

日， ある地方 紙 の編集 者 に投書 した人が いた。

その 人は， モル モ ンの数 が圧倒 的 に 多い地 方

で， 家族 の大 切 さが 強調 され て いなが ら，な

お子 供 の虐待 事件 が数 多い と， 驚 きを隠 しき

れ な い様 子 で書 きつづ って い る。妻 子 に愛 を

示 す こ とにお いて も，救 い主 の模範 に従 わ な

けれ ばな らな い こ とは言 うまで もな い。

さ らに また， 人 は， 自分 の選 んだ仕事 を通

じて幸 福 を見 いだす 。私 たちは， 生計 を立 て

る ための仕事 を自由に選 べ る とい うこ とを知

って ，幸福 な 気持 ちに な る。

若 い人 々が， 自分 の生 涯 の仕事 を決 め るに

当 たっ て よ く私の とこ ろへ 助 言 を求 め てや っ

て来 る。 その ような時， 私 は いつ も、 自分 で

喜 ん で で きる仕 事 を選 ぶ よ うに と勧 め る。そ

して ，可 能 な限 り最 善 を尽 くし，正 直で，徳.

高 く， また高 潔 な思 い を持 っ て仕事 をすべ き

で あ る と助言 す る。 また，他 のあ らゆ る もの

がす べ て添 えて与 えられ る とい うこ とを知 っ

た上 で， まず 第一 に神 の王 国 と神 の義 とを求

め る こ とが大切 であ る。

あ る実 業家 が， 自由競 争 社会 を擁 護す る立

場 か ら， 若 い経営 者 た ちに向 か って次 の よう

な助 言 を与 え た。

「(熱心 に)働 きなさい
。適切 な 時に適切 な

場 所 に い るよ うに しな さい。 あ る程 度 の謙虚

さ を保 ち なさ い。しか し，ただ平 々凡 々 と毎 日

を過 ごす の で はな く，心 の 中に あ る，他 よ りも

抜 きん 出 よ う とす る心 意 気 と望 み とを大切 に

育 て な さい。そ して常識 を積 み重 ね なさい。」

この よ うな仕 事 の面 での助 言 に従順 に従 うこ
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とも成功 を収 め， 幸福 を得 る助 け とな る。

今 日， 非常 に しば しば 耳 に し， 目に す る こ

とは， 政 界や実 業 界や労 働 組合 内 な ど， 努 力

を要す る分 野 で，不 正 直 な行 為 が著 しい とい

うこ とであ る。 どの場合 で も， 必 ず あ る種 の

道徳律 を破 った り， 法律 に違 反 した りす る こ

とが つ き ま とう。 とこ ろが， ほ とん どの場 合 ，

そ れに対 す る良心 の苛責 が ま るで見 られ な い。

その上， 人 の命 を大切 に しよ う「どしな い人 間

が余 りに も多 い。 また， 講演 家や 映画 ス ター

として 巨額 の富 を得 て いる犯 罪 人 さえ い る と

い う。

最近 のニ ュー ス で知 った こ とで あ るが ， あ

る男が ， 自分 の してい ない窃 盗 罪 のた めに刑

務 所 に入れ られ，後 に釈 放 され た と言 っ。 自

分 にはア リバ イが あ る こ とを， よ うや くの こ

とで判 事 に納得 させ たの であ る。 この 男 は，

事件 当 日， そこか ら400キ ロ も離 れ た他 の店

で窃 盗 を働 いて いた ので あ った。

過 度 に寛容 な両 親 に も少 年犯 罪 の責 任 の一

端 が あ る。教 会 は現在 ， ふ たつ の スロー ガ ン

のス ポ ンサー とな って い る。 そ の スロー ガ ン

は両方 共， よ く知 られ てい る。 「お 父 さん，

お母 さん，10時 です 。 お子 さんが 今 夜 どこに

い るか知 って い ます か。」 「子 供 の皆 さん，今

晩 お 父 さん とお母 さんが どこに い るか知 って

い ます か。」 このふ たつ である。現 在，非 常 に

多 くの親 た ちが ， 自分 た ちの責任 をテ レビに

託 しっぱ な しに してい る。 テ レ ビは ま るで子

守 りの よ うな働 きをす る。 しか し， 取返 しの

つか な い害 を与 える こ とが 多い。

次 に 申 し上 げ る話 は ，現代 に起 きた悲 しい

出来事 であ る。 ある15歳 の少年 が年 輩 の隣 人

を冷 酷 な方 法 で殺 害 した とい う罪 で告 発 され

た。弁 護 士 は，少年 が犯 罪 時 には 「心 な らず も

テ レビに夢 中」になっていたため ，精神 異常者g)

犯行 とみな され無 罪 で ある と訴 えた 。訴 訟準

備手 続 きの調 書に は次 の よ うに書 か れ てい る。

「『この興 奮性 の 高 い 〔テ レビ〕を長 時間 に わ

たって過 度 に視 聴 を続 けた』ため， 『精 神 異常

とい う病 状 が引 き起 こされ た。』 この状 態は ，
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『心 の病 気』で あ って… … 〔少年 は〕 『自砂 の

行 為 の犯 罪性 』を認識 し， 『法律 に従 う意 識 を

持 でな い』状 態 であ った 。」(Sα」昆 盈6野 づ伽 麗

「ソル トレー ク ・ト リビュ}ン 」1977年8月

18日 イ寸p.A4)

子供 た ちは従順 につ いて 学 ばな けれ ば な ら

な い し， また 親 も， 子供 た ちに従順 さ を求 め

なけ れば な らな い。子供 た ちを愛 しな さい。

あ なたが子 供 た ち を愛 して いる こ とを知 らせ

るよ うに しな さい。子 供 た ちに しては な らな

い こ とを させ て お くこ とは愛 情 では ない。 こ

の こ とを忘 れて はな らな い。私 の これ までの

数 々の調 査結 果か ら， また個 人的 な体 験か ら

知 った こ とは，子 供 た ち も自分 た ちの生活 の

中 でな ん らか の指 導 と抑制 とを欲.してお り，

また 自分 たちの生 活 に責任 を もって導 き を与

えて くれ る人々 の期待 に添 った生 活 を した い

と思 って い る とい うこ とで あ る。

神 の律 法 も自然 の法 則 も国の法 律 も皆 ， 人

のため に， す なわ ち人 の慰 め.楽 しみ，安 全 ，

福 利 のため に あ るので あ る6.そ れ ゆ え， これ

らの律 法や 法則 につ い て学 ぶ こ とは， また法

律 に従 い戒 め を守 る こ とに よって これ らの利

益 を享 受す るか ど うか とい うこ とは，皆 ，個

人個 人 にかか って い るの であ る。実 りあ る幸

せ な生活 を営 む ために は， 私 た ちの活動 に 関

係 す る律 法や規 則 に従 う必 要が ある。 これ ら

の律 法 は，.私た ちの行動 次 第 で，喜 びや 幸福

を もた らす方 に も，損 失や 悲 しみ を もた らす

方 に も， どち らにで も働 くの で あ る。

自分 のす る こ とに対 して 人か ら指 図 を受 け

た くない と言 う人々が 何 と多い こ とだ ろ う。

若 い人 々は， 特 に，規 則や 規 律 に従 わせ られ

るこ とに反感 を抱 くこ とが 多い 。時 々若 い 人

人 が私 の所へ や って 来 て，.噛分 た ちは 「これ

を しな さい」 「あれ をしな.さいコ と言 わ れ るこ

とに飽 き飽 き して い ます と言 う。自分 の した

い こ とは 自分 で決め た.いど言 うの であ る。

そ れに対 して私 は次 の よ うに 答 え る。人 に

は 自分 の した い と思 うこ とをその通 りす る 自

由 が あ る。(た だ し，他 人の権 利 を侵害 しない



限 り とい う条件 が付 く。)し か し，私 たちの行

動 に は必ず あ る一定 の結 果 が伴 う。 従 って，

その よ うな結果 の責 任 を とれ る備 えが で きて

いな ければ な らな い， と。

聖 典 に次 の よ うに言 われている。「汝 らわが

言 う ところ を行 わ ば， 主 な るわれ これ に対 し

て責 任 あ り。 され ど， 汝 らわが 言 う とこ ろ を

行 わ ずば汝 ら何 ら約 束 を受 けず 。」(教 義 と聖

糸勺82：10)

十戒 の ひ とっ に次 のようにある。 「あな たの

.父と母 を敬 え。 これ は， あな たの神 ， 主が 賜

わ る地 で， あな たが長 く生 きる ため であ る。」

(出 エ ジプ ト20：12)

これ につ いて の良 い例 を，私 は最 近 耳 に し

た。 あ る少年 が友達 と野球 を してい る と， 母

親が 大 きい声 で 「チ ャー リー， チ ャー リー 」

と呼 ぶ のが 聞 こえた 。彼 はす ぐにバ ッ トを投

げ 出す と，上 着 と帽子 を拾 い上 げて家 へ 帰 ろ

う とした。

「まだ行 くな よ
。 試合 が終 わ って か らに し

ろ よ」 と他 の子供 た ちが 叫 んだ 。

「す ぐに行 か な くちゃ いけな いん だ。 お母

さん に呼 ばれ た らす ぐに帰 る って約 束 して い

たか ら」 と， チ ャー リー は答 えた。

「聞 こえなか った振 りを しろ よ。」

「で も
， ちゃん と聞 こ えたか ら。」

「そん な こ とわか りゃ しな い よ。」

「で も僕 は わか っ てい るか ら，行 か な くち

や。」

す る と仲 間 の ひ と りが言 つ た。 階 かせてや

れ よ。 あいつ の気持 ちは変 わ らない さ。お母

さん 子 なん だ よ。 まだ赤 ん坊 だか ら，呼 ば れ

れば す ぐに走 ってい くの さ。」 ・

チ ャー リー は駆 け なが ら，後 ろ を振 り向い

て言 った。 「お母 さん との約 束 を守 る こ とで，

赤 ん坊 だな んて こ とな い さ。 それ が 男 ら しさ

な の さ。 お母 さん との約 束 を守 ちな い者 は，「

ほか の 人・との約 束 も守 らな いか らね 。」

それか ら幾 年 か経 ち，.チャー リー は実 業界

で成 功 し， あ る大会社 の社 長 に な った。 彼の

仲 間 たちはいつ も， 「彼 の言葉 は，証 書 と同 じ

です よ」 と言 って い る。 またあ る時，新 聞記

者 の イ ンタ じユー で， どの よ うに して現 在の

名 声 を勝 ち得 たの ですか とい う質 問 に彼は こ

う答 えた。 「私 は子供 の 頃か ら，誘 惑が どんな

に強 くて も，約 束 を破 った こ とは一度 もあ り

ませ んで した。 そ の頃培 わ れた 習慣が ，生涯

を通 じて私 の 支 え とな っ て い るの です 。」.

("T㍑6朋4Ez〃 励1"ル1bη1S彦o万 θ∫σ 五漉16

勘 廊 『真 実 と誠実 』 「子供 の ため の訓話」

P。122)

神権 者 で ある私 た ちは， ま じめに 誓約 を守

り， 天よ りの 召 しを全 力 を尽 くして遂 行 しな

けれ ば な らない。私 たちは ，戒 め を守 る とい

う誓 約 を交 わ したの であ る。神 は常 々， いろ

いろな事 柄 に関係 して私 た ちを召 してお られ

る。 神 のみ声 が聞 こえた ら，私 た ち もバ ッ ト

を捨 て， ゴルフ クラブ を捨 て， つ りざお を捨

て， あ らゆ る もの を捨 て て， 急 いで神 の命 令

に従 お うで はな ヤ・か 。私 た ちが まず 第一 に神

の革 国 を打 ち建 て るこ と を求 め るな ら1ギ， 神

は私 たち に成功 と幸福 とをもっ て報 いて下 さ

るで あろ う。

これ につ いて の実話 をお話 したい。七 十人

第一 定 貝会 の リチ ャー ド ・G・ ス コ ッ ト長老

は，1950年 に ジ ョー ジ ・ワ シ ン トン大 学の機

械工 学科 を卒 業 した。 そ してす ぐに ウル グア

イに 向けて ，31カ 月の伝 道 に出発 した。彼 は

こ う語 って い る。「教授 や.友人たちは私 に伝道

に行 かな い よ うに， 伝道 に 出 る ことは技師 と

して 進む上 で 大 きな障害 に な る と忠告 す るの

で した。 しか し，伝 道 を終 え る と間 もな く，

私 は海軍核 プ ログ ラム の一 員 に選 ば れ ま した。

(この分 野は最 高機 密 で， テ ネ シー州 オー ク

リッジにお いて，科 学分 野 の先 駆者 が与 え る

初めての最 高 の訓 練 であった。)私 が 派遣 され

指導 に あ たった会 に は，私 に伝 道 を思 い止 ま

らせ よ う とした教 授が い ま.したが， 彼 はその

プ ロ グラム では私 よ りもは るか下 の方 で働 い

て い たの です 。私 が主 の こ とをまず行 な った

こ とで， 主が 私 を祝福 して下 さって いる こと

を強 く感 じ， 証.を強 め る こ とが で きま した。」
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(「聖徒 の道 」1977年10月 号p.539>

時に その よ うな考 え方 を受 け 入れ るこ とが

難 しい こと.はよ く承知 して い る。著 名 な 人々

が 一応表 面上 は成 功 を収 め， 各 界 のい わ ゆ る

トップ に立 って い る とい うのに， そ うい う人

人が必 ず し も正 直 でな く，信 頼 もで きず， ま

た 自分 の 目的 を達 成 す る ため に時 には卑 劣 な

手段 さ え用 い てい るか らであ る。 しか し， よ

く覚 えて おい てい ただ きたい こ とは， そ の よ

うな人々 も審判 を受 け， 大衆 の批判 にあ って ，

そ の名声 が情 け容赦 な く失墜 させ られ るこ と

が よ くある とい うこ とで あ る。私 は， 彼 らが

や がて， 自分 とその罪 の な い家族 との面 目が

つ ぶれ た こ とは， 法律 や秩 序や 健 全 な道 徳規

範 に従 わなか った報 い として は あ ま りに も大

き過 ぎ ると感 じる時が 来 る であ ろ うと確 信 し

てい る。

私 た ちが他 人の経験 か ら学 び取 る こ との で

きる教 訓が数 多 くあ る。 これ らの教 訓 を 自分

の生活 の 中に取 り入れ れば， 私 た ちは， か な

りの量 の苦 痛や苦 悩 を味 わ わ な くて済 む であ

ろ う。 私 た ちは導 きの ない ま ま放 り出 され て

は いない。 私 た ちには， いつ で も， あ らゆ る

ことにお いて， そ れが霊 的 な もの であ ろ うと，

物 質 的な もの であ ろ う と，導 き を与 えて くれ

る福音 が あ るので あ る。

サ タ ンは神 の 目的 を挫 折 させ よ うと誓 い を

立て， 私 た ちを誤 った方 向 に導 こ う と， あ ら

ゆ る種 類 の策略 をめ ぐらして い る。私 た ちが

もしそれ に聞 き従 うな らば， 必 ずや 徳 を失 い，

自尊心 を失 い， 他 人 を尊 敬 す る心 を失 い， や

がて は永遠 の生 命 まで も失 っ て し まうの であ

る。

私 た ちが 黄金 律 に従 って生 活 す る よ うに し，

思 いや りの精 神 と救 い主 が 言 われ た愛 の精 神

とで私 た ちの行動 を制 御 す る こ とが で きた ら，

私 たちは必 然的 に他 の あ らゆ る戒 めに 従 うこ

とに な るであ ろ う。 盗 む こ とも， 殺 す こ とも，

偽 証す るこ とも，姦 淫 を犯 す こ と も， む さぼ

るこ ともない であ ろ う。両親 を敬 い，安 息 日

を聖 とし， 主 のみ名 に適 切 な敬 意 を払 うこ と
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で あろ う。

しか しなが ら，戒 め を守 る こ とが容 易 な反

面 ，誘 惑 に心 を奪 われ た り， あの狡 猜 な恵 魔

に だ まされ た りす る人が い る こ とも事 実 で あ

る。 しか し， 私 た ちは本 当 に恵 まれ てお り，

罪 を犯 した 人々 に も， 悔 い改 め とい う栄 え あ

る原 則 を通 じて贈 いの道 が用 意 され て いる こ

と を知 って い る。主 は私 た ちに悔 い改め る方

法 を教 え， また赦 しを与 え ると約 束 して下 さ

った。主 は 言 われ た。「人罪 を悔 い改め しや否

や は， 見 よ， 彼 は 自らこれ を告 自 しその 罪 を

捨 つべ け れば ，そ の悔 い改 め たる こ とは これ

に よりて知 るを得 べ し。」(教 義 と聖約58：43)

主 は また私 た ちに， あ らゆ る人 の罪 を赦す

よ うに と勧告 され た。私 た ち は皆 ，悔 い改め

る必要 が あ り， また， 罪 を悔 い改め た 人々 に

愛 と友 情 の手 を差 し伸 べ なけ れば な らない の

で ある。

さて，私 たち神権 者 は， 自ら率 先 して世 の

人々 の前 に模 範 を示 して， 自分 の 罪 を悔 い改

め， 人々 に赦 しの 手 を差 し伸 べ ，神 の戒 め に

従 わなけ れば な らな い。私 た ちは世 の 人々 が

救 い主の再 臨 に備 えるの を手助 け す る必要 が

あ る。 ノアの 時代 の 人々の よ うに， あ るい は

思 慮 の浅 いお とめ た ちの よ うにな らな い よ う

に しよ うでは な いか。 彼 らは， 洪水 が いつ来

るのか ，花 む ごが いつ 来 るのか 全 く知 らなか

った ため， 何 の備 え も して い なか っ た。

私 たちは今 備 え を しなけ れば な らな い。マ

タイ伝 を読 んで み よ う。 「だか ら，目をさ ま し

て い な さい。 いつ の 日にあ なた が たの主 が こ

られ るのか， あな たが たに は， わか らないか

らで あ る。 …… だか ら， あ なた が た も用 意 を

して いな さい。」(マ タイ24：42，44)

私 たち一 人一 人が， 救 い主 に まみ え1主 と

共 に栄 え あ る勝 利 のみ業 を進 め るこ とが で き

るよ うに， 自ら を備 え， ふ さわ しい者 とな る

こ とは， いかに 大.切な こ とで あろ うか 。 これ

は い くら強調 して も足 りな いで あ ろ う。私 は，

1834年6月22日 に予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに

対 して 啓示 として与 え られ た主 のみ 言葉 が，



/

現 在 の私 た ちに も当 ては まる と確 信 して い る。

「され ど見 よ。 彼 らは わが 彼 らに要 求 した

る ところに お とな し く従 うこ とを覚 らず ……

されば， わが民 の律 法 に従順 な るこ とを覚

る まで は必ず これ を懲 しむ る を要 す 。 もし必

ず要 すれ ば， 彼 らの受 くるこ とに よ りて打 ち

懲 しめ らるるな り。」(教 義 と聖約105：3，6)

私 た ちは盲 従 を呼 びか け てい るの で はな い。

人 の限 られ た理解 力 で は完全 に は理解 で きな

くて も，神 の無 限の知 恵 か らみ て人 の利益 と

祝 福 の ため にな る もの をす べ て信 ず る信仰 に

よって従 い な さい と語 りかけ て い るの であ る。

ア ダム とイブは ， エデ ンの 園 を出 て間 もな く，

この 教 え を学 んだ 。

「主
， 彼 らに 誠命 を下 して宣 け るは， 主 な

る汝 らの神 を礼拝 し，主 に供 物 として その 羊

の群 の 中の初 子 を捧 ぐべ し と。 ア ダム は(神

を信 ず る信仰 を持 って いた ので)主 の 誠命 に

よ く従 いぬ 。

多 くの 日を経 て， 主 の天使 一 人 ア ダムに 現

わ れて 言 いけ るは， 汝何 故 に主 に犠 牲 を捧 ぐ

るや と。ア ダム 彼 に言 いけ るは ， われ その故

を知 らず， た だ主 の誠 命 に従 うの み。」(モ ー

セ5：5-6)

これ が， 私 た ちが戒 め を守 る充分 な動 機 と

なる よ うに。私 た ち も信 仰 を篤 くし，や が て

いつ の 日か ア ダム と共 に 「私 た ちが戒 め を守

るめ は，主 が それ を与 えて下 さったか らです」

と言 え るよ っに。

私 た ちが 神権 を持 って い るこ とをいつ も心

に留め ，決 して忘 れ ない よ うに し よ うで は な

いか 。私 た ちは神 の霊 の子 で あ る。私 たちに

は，真 の 永遠 の福 音が あ り， ま た この末 の 日

に導 きを与 えて下 さる神 の予 言者 ，す なわ ち

スペ ンサー ・W・ キ ン ボー ル大 管 長が お られ

る。大 管長 の言葉 に耳 を傾 け， よ く聞 いて，

大 管長 に従 って いた だ きた い。 そ うす れ ば，

必ず祝 福 を受 け る こ とが で きる と私 は約 束す

る。 イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し上 げ

る。.アー メン。

タバナクルの円柱越 しに大会の説教 に耳 を傾ける

聖徒 たち
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赦 し の 力

(1)青 少年と成人が不活発 になるのを食止めるように，そ して(2)私 た

ちの生活に赦 しの律法を取リ入れるように，との大管長の勧告

大管長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

皆 様は今・ふたりの素晴らし幅 暗 長の話
をお聴 きにな った 。ふ た りと も偉大 な 人

で あって， この大 いな る教会 にかか る重 荷 の

多 くを背 負 って下 さっ てい る。

兄 弟の皆 様，私 は今 宵 ， 閉会 の前 に， 少 し

お話 したい と思 う。私 た ちは，教 会 の青 少年

が成 人 して不活 発 にな る傾 向 を少 な くし，相

当数 の成 人 を活 発 にす る こ とが 急務 で ある と

して， この問題 に深 い関 心 を抱 い てい る。 こ

の こ とを念頭 にお いて， 次 の よ うに提 案 した

い と思 う。

1.教 会 に改 宗 した 人々 の フェ ロー シ ップ

に一 層の努 力 を払 うこ と。バ プテ スマ を受 け

て改宗 した人 々にす ぐにホー ム テ ィー チ ャー

を割 り当て， ホーム テ ィー チ ャー が個 人 的に

十分 に関心 を払 っ てフ ヱ ロー シ ップす るこ と

が，是 非共 必要 で あ る。 この ホー ム テ ィーチ

ャー は，神権 役 員 と協 力 して，改 宗 した成人

に チャ レン ジを伴 う活動 の場 が与 え られ てい

るか どうか， また福音 の知 識 を増 す ため の機

会 と励 ましが与 え られ てい るか ど うか をよ く

見守 らなけ れば な らな い。 また改 宗者 に， 教

会員 と打 ち解 け た関係 を築 くこ とが で きる よ
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う助 け を与 えなけ れば な らな い。 そ うす れば ，

孤 独感 を味 わ うこ とが な く，活 発 な末 日聖徒

としての生 活 を始 め る こ とが で きるか らで あ

る。

2.認 可 され たア ロ ン神権 の若 い男性 と若

い女 性 の プ ロ グラムに 一層 重 点 を置 くこ と。

この プ ログ ラムの 意図 す る ところ は， 教 会の

青 少年 の教育 課 程 を強化 す るこ と， そ して ，

青 少年 が数 多 くの様 々 な才能 を発揮 で き るよ

うに報 い あ る意欲 的な 活動 の機会 を与 え るこ

とで あ る。今 の青 少年 を救 うこ とは， 何代 に

もわ た って 子孫 を救 うこ とに なる。

3.ワ ー ド部や ス テー キ部 の扶助 協会 の役

員 に も っ と責 任 感 を抱 かせ， 教会 の姉 妹 た ち

を扶 助協 会 会 貝 と して 登録 し， すべ ての 活動

に参加 させ るよ うにす るこ と。 その ため に，

集 会の 日程 を調 整 し， もっ と多 くの姉 妹 た ち

が この偉 大 な組 織 のプ ロ グ ラム に参加 で きる

よ うに す る こ とが必 要 にな る。監 督 の皆 さん

は， この問 題 につ いて是 非扶 助協 会 の会 長 と

話 し合 って い ただ きた い。

4.ホ ー ム テ ィー チ ャー に，転 居す る教 会

員 に対 して もっ と責任 を持つ よ う強 く勧 め る

こ と。親 戚や 隣 人 と接 触 を とれ ば， 引 っ越 し

をす る人々 の 多 くはす ぐに も所在 が わか る し，

新 しい居 住地 に到着 次 第す ぐに様 々 な方法 に

よって歓 迎 の気持 ち を表 わす こ とが で きる。

5.長 老 見込 み会 貝 と言 われ る人 々に もっ

と積極 的に働 きか け るこ と。 現在 の プ ロ グラ

ム の下 では， 長老 定 員会 が これ らの 人々 に対

す る責 任 を持 って いる。 しか しなが ら， 現 在，

大祭 司や 七十 人が これ らの 人々 を助 け るプロ

グラム を準備 中 で ある。長 老 定員会 は， 神権

役 貝会 を通 じて， 大祭 司 に彼 らの ホー ム テ ィ

ーチ ャー と して働 くよ う要 請 をす る こ とが で

きる。 特 に大 祭 司の ホー ム テ ィー チ ャー と話

の合 う人が い る場 合 はな お さ らで あ る。同様
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に，教 会員 でな い人 の いる家族 の ため には，

七 十 人 に援 助 を要 請す るこ とが で きる。 この

場 合， 単 に ホーム テ ィー チ ャー としてだけ で

な く， その家族 の 教会 員 でな い人.のため に宣

教師 として も訪 問 す る。兄 弟 の皆 様， 私 た ち

に は， これ らの 人々 を活 発 にす るため に， 現

在行.なわれ てい ないこ とが まだ あ る。私 は そ

の こ とを心 か ら喜 ん で い る。 そ の よ うに すれ

ば， 私 た ちは彼 らの 生 活に も， その 家族 の生

活 に も祝 福 を もた らす こ とが で き， そ し て実

際 に主 のみ 業 を強め るこ とが で きるの で あ る。

6.長 年 にわ た って私 た ちは， 長老 見込 み

会貝 とその妻 ， な らび に不 活 発 な長老 の ため

にセ ミナー を朋 き， 一緒 に参加 させ てほ しい

と強 く勧 め て きた。霊 感 あふ れ る有能 な教 師

の指 導 の下 に， 彼 らの福 音 の知識 を増 し， 主

の 宮居.に行 く.ための備 え を させ るこ とが そ の

目的 であ る。私 た ちは その よ うなセ ミナー の

学 習課程 を承 認 した とこ ろであ る。 これ は，

教会 本部 の神 権役 頁会 の指 示 の下 に準 備 され

た もの で あ る。従 って， 監督 や ステー キ部 長

が今 後 この重要 な プ ログ ラム を十 分 に活 用 し

て下 さる よ う，心 か ら望 ん でい る。

兄 弟 の皆様 ，私 たち は，大 勢 の兄 弟姉妹 や

青年 男 女が 教会 の プ ログ ラムに まだ積 極 的 に

参加 しては い ない とい うの に， ゆ っ く りと し

てい られ るで あ ろ うか 。私 は，皆 様 が この点

に関 して も う一度 自分 の責 任 を思 い返 し， こ

の贈 いのみ 業 を進 め る速 度 を上 げて下 さ るよ

うお願 いす る。，

夫 を亡 くした若 い母 親 が いた 。家族 は困窮

して いた。生 命保 険 は わず か2，000ド ルで あ ，

った。 しか しこれは 天 か らの贈 り物 の よ うに

貴重 なお 金 であ った 。保 険会社 は死 亡 通知 が

入 る とす ぐその額 の小 切手 を支 払 っ た。若 い

未亡 人 は このお金 を非 常用 に充 て る こ とに し，

銀行 に預 金 した。 とこ ろが ，彼 女が預 金 した

こ とを知 っ た親 戚 のあ る人が ， 高 い利 息 を払

うか らそ のお金 を貸 してほ しい と話 を もちか

けて きた 。

数 年 が過 ぎた。彼 女 は利 息は お ろか 元金す

ち受 け取 るこ とが で きなか った。 彼女か らお

金 を借 りた 人は彼 女 を避 け， お金 の話 をす る

と口先 ば か りの約 束 をす るの で あった。 彼女

が お金 を必要 と して い る今 ， それが 手元 に全

くな いの で あ る。

「本 当に ひ どい人 です」 と彼女 は私 に語 っ

た。声 は憎 しみ と恨 み で震 え，黒 い 目の 中に も

それ が うかが え た。 強壮 な 男が家族 を抱 え た

若 い未亡 人か ら金 をだ ま し取 るこ とを考 えて

み て い ただ きた い。「彼の ことを考 えた だけで

も ぞっ とし ます」 と彼女 は何度 も言 ってい た。

私 は そ の時， ケ ンプ トン監督 の話 を した。父

親 を殺害 した男 を赦 したあ の監督 の話 であ る。

彼女 は じっ と聞 い てい た。 そ して， いた く感

銘 を受 けた様 子 で あ った。私 が話 を終 え る頃

に は彼 女の 目には涙 が光 ってい た。「あ りが と

うご ざい ます。 本 当に あ りが と うご ざい ます 。

確か に私 も敵 を赦 さな けれ ばな らな いの です

わ。 もう私 の心 か ら憎 しみ を取 り去 るこ とに

します 。私 のお 金 を取 り戻 す こ とは期待 しま

せ ん。 彼の こ とは主 に お任せ します わ。」

数 週 間後 また彼女 が訪 ね て きた。 彼女が 言

うには， こ こ数 週 間 とい うもの， 今 までの生

涯 で最 も幸 福 な時期 であ った との こ とであ る。

新 しい平安 に 包 まれ， 彼女 は1ド ル といえ ど

も返 して もらって は いな いけれ ども， この罪

人の ため に祈 り， 彼 を赦す こ とが で きた とい

うの で あ る。(ス ペ ンサー ・W・ キン ボー ル

「赦 しの奇 跡」pp .302-303参 照)

自分 の小 さな娘 を汚 され た婦 人 と会 った こ

とが ある。「私 が 生 きて いる限 り絶対犯 人を赦

さな い」 と母 親 はそ れ を思 うたび に言 ってい

た。確 か に犯 人 の行 為 は む ごい醜悪 な もの で

ある。 この よ うな犯 罪 を見 聞 きすれ ば， だれ

で も衝 撃 を受 け心 を騒 がせ るで あろ う。 しか

し， だか らと言 って赦 そ うと しな いの はキ リ

ス トにつ く者 ら し くない こ とであ る。 その非

道 な行 為 はす で に過去 の もの で あった。 間違

いな く過 ぎ去 っ たこ とで あ る。 犯 人は捕 え ら

れ， それ相 当の制 裁 を受 けて い る。 それ で も

なお犯 人 に対 して憎 しみ を抱 き続け るこの婦
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人は， 自分 をみ じめ な人 間に して い るの であ

る。(「赦 しめ奇跡 」p.303参 照)

この婦 人と対 照的 な のは， 自分 の顔 を傷 っ

け た男 を赦 して最 高度 の 自制 を示 した末 日聖

徒 の 若 い女 性 で あ る。 ユ ナ イ テッ ドプ レス

の記者 ニー ル ・コルベ ッ トは彼女 の こ とをサ

ンフラ ンシス コの新 聞で 次の よ うに述 べ て い

る。

「『彼 に限 らず あ の ようなこ とをす る人 はみ

な苦 しむ に違 いあ りませ ん。 彼 を気 の毒 に思

わ なけれ ば。』これ はサ ンフラ ンシス コで 起 き

た残 忍 なナ イフ襲 撃 事件 で被 害 を受 け，3週

間入 院す る こ とに なっ たエ プ リル ・アー ロン

が犯 人 につい て語 った 言葉 で ある。 彼女 は22

歳 にな る熱心 なモ ルモ ン であ って… …。 彼女

は秘 書 で，名前 の とお り可 愛 ら しい人 であ る

が， 顔 に一条 の傷 がつ い てお り右 眼が失 明 し

てい る… …。MIAの ダ ンスに 向か う途 中，サ

ンフ ラン シス コの ゴー ル デ ンゲー ト ・パ ー ク

付 近 でひ った くりにナ イフで 切 りつ け られ た

もので あ る。 彼女 は この 男の手 を逃 れ て走 っ

たが，教会 まで あ と1ブ ロ ック とい っ とこ ろ

で追 いつか れ， もみ合 いにな り， この時左 の

腕 と右 の脚部 に深 い傷 を負 った… …。
『追 いつ かれ る まで1ブ ロ ック半ほ ど走 り

ました。ハ イ ヒー ル では そ う速 く走 れ る もの

では あ りませ んわ。』 エ プ リル は微 笑 み なが

ら語 った。脚 部の 傷 は非常 に 深か った の で，

医者は一 時切 断 を考 えた ほ どであ った 。 しか

し，犯 人の鋭 い刃 先は， 彼女 の快 活 さ と同情

心 を損 うこ とは で きなか った。『…… だ れか彼

を助 け てあ げて欲 しいわ。 彼 には それが 必要

なの よ。 ど うして この よ うな こ とを したのか

知 って いる人 が い るか しら。 それ を見つ け 出

さなけれ ば また同 じこ とを して しま うわ。』

… …エ プ リル ・アー ロ ンは この悲劇 に 直面

した ときに示 した勇気 とす ば らしい精神 をも

って，サ ン フラ ンシス コ ・ベ イ地 域 の人 々の

心 を捕 えて し まった。聖 フラ ンシス病 院 の彼

女 の病 室 は， 彼女が 入 院 して いる間 中， 花の

絶 え.るこ とが なか った。 付添 人 の話 では， こ
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んな にた くさんの カー ドと見舞 い を受 けた 人

は これ まで いなか った との こ とであ る。」(「赦

しの 奇跡」pp.303-304)

次 に あげ るの は ロサ ンゼ ル ス新 聞 の記事か

ら転載 した もの で ある。 これ は， この よ うな

状 況 下 では通 常 の人 々 な ら陥 るに違 いな いあ

さま しい復 讐 や 醜 い思 い を立 派に 超越 した人

人 の精神 的 な強 さ を示 す もの で あ る。

「ロサ ンゼ ル スの ノー マ ン ・メ リルの子供

を誘 拐 し殺害 した犯 入 として，3人 の男 が逮

捕 され た。私 は個 人的 に ノー マ ン をよ く知 っ

て いた 。 この青年 は私 と同 じ地方 で 成長 した

の で，幼 い頃か ら よ く知 って いた。 …… ワー

グナー局 の郵 便 集配 人 た ちは葬儀 の 席 で弔辞

を述べ る代 表者 と して ア ンジ ェロ ・B・ ロー

リン ズ を選 ん だ。 彼は 黒人 の郵便 局 員 であ る。

メ リル長 老 は20年 以上 も郵便 局 に勤務 して い

た。教 会堂 に は，勤 務 先か らその ま ま駆 けつ

け た制 服姿 の郵 便局 員 が大勢 集 まって いた。

… … ロー リンズは 次の よ うな言葉 を述べ た。

『命 を奪 っ た犯 人 た ちの行為 を見逃 せ る人 は

いな いで しょ う。 この邪 悪 で下 劣 な行為 の た

め 私 た ちは恥 じ入 って顔 をあ げ るこ と もでき

ず ， また何 百 万人 とい う罪の ない黒 人 た ちが

この ため に犯 罪者 と して指 差 され る こ とに な

るの です 。罪 深 くて弱 い私 は彼 らを八つ 裂 き

に して も足 りな い思 いです 。 しか し，主 の声

が 静か に 聞 こえて くるのです。「復 讐 は わた し

の す る こ とで あ る。」… … この モル モ ンの長老

ノーマ ン ・メ リル は信仰 の上 に固 く立 ち， キ

リス トの教 えに従 って 歩 んでお られ ます 。彼

は犯 人 た ちに対 して 多分 ， キ リス トが カルバ

リの丘 で言 わ れた ように，「父 よ，彼 らをお ゆ

る し くだ さい 。彼 らは何 を してい るのか， わ

か らず に い るのです 」 と言 われ る こ とで あ り

ま しょ う。』」(「赦 しの奇 跡」pp.304-305)

隣 人が 次 の よ うに言 うの を聞 いた こ とがあ

る。「私 は国境 を越 えて来 るあの人 たちが嫌 い

だ 。 うす 汚 い し， 世 の 中に非 常 に 多 くの害 悪

をま き散 ら して きた。」この 人は，そ の よ うな

人 々の 中に も，善 良 で正 直 で立 派 な人 々が い
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る とい うこ とを考 え よ うと も しなか う た。彼

らは， その 国の指 導 者が 行 な った こ とに対 し 、

て何 の責 任 もないの で あ る1す べ ての 人が不

道徳 で残 忍 だ った わけ では な い。 それ を， た

また ま同胞 が犯 した悪事 の ため に， 裁 くよ う

な こ とが あっ ては な らな い。 多 くの人 々が，

そ の よ うな 罪 悪 に 心 を 痛 め て い たか らで あ

る。

他 に も， 国境 を越 え て来 る人々 を苦 々 し く

思 って い る隣 人が いた 。「あそこにい るや つ ら

は嫌 いだ。 残忍 で， 不道 徳 で， 無慈 悲 なやつ

ら さ。」

私 は この隣 人に こう言 った。「私 は個 人的 に

はあの 人 々が好 きです 。一 部 の人 た ちは残 忍

で不 道徳 で したが， 立 派 な人 た ちが大 多数 で

す よ。神 か ら愛 されて い る人 もい るで しょ う

しね。」

次 は， 激戦地 で出会 ったふ た りの兵士 の話

で ある。 た また ま休 戦 中 の 出来事 で あ るが，

ひ とりの青 年 が戦 線 を越 えて や って来 て，敵

軍 に向か って尋 ね た。「この部 隊 に モルモ ンの

長老 は い ます か。」

答 えが あっ た。「は い，私 はモル モ ンです 。」

す る と青年 が 言 った 。「私 たちの錘壕 まで来

て， け が を した友 人に癒 し と祝福 の儀 式 を施

す 手伝 い を して くれ ませ んか 。」それ まで敵 同

士 で あ った このふ た りは，「無 人地帯 」を越 え

て 一緒 に歩 い て行 った 。ひ と りが油 を注 ぎ，

もうひ と りが 注が れた 油 を結 び固め た。 こ っ

して， けが を した仲 間 は祝福 を受 けた ので あ

る。大 きな平安 が ふ た りの 心 の中 に満 ちた 。

ひ と りは ま た義 務 を果 たす た めに 前線 に戻 っ

て行 っ た。 そ して， 彼 の心 の 中に は，新 たな

平 安 な気持 ちが湧 き上 って いた。

もち ろん私 た ちは， すべ て の人 々に ，個 人

の行 な いの責 任 を負 わせ るつ も りは ない。 私

た ちは赦 す よ うに なるの で あ る。

私 は，教 会 に とって極 め て重要 なあ る地 域

で， ひ とつ の経験 を した。不 幸 な こ とであ る

が，.教.会の ふた りの指 導 者が 反 目し合 って い

て， 互 いに一 歩 も譲 ろ うと しな か った。

私 は そ の 日， ス テー キ部大 会 に出席 した後，

夕 食 も とらず に出 かけ ， 山 をい くつ も越 えて

この不 幸 な人 々に会 いに行 っ.た。

私 た ちは何 時.間も話 し合 い， 力 を尽 くして，

このふ た りの 気持 ちを変 え させ， 和解 させ よ

うと したが ， 何の か い もなか った。

8時 に な り，9時 に な り，10時 にな り，11

時 に な り，12時 にな っ た。1時 に な り，2時

にな り， 時間 は どん どん た ってい った。・私 の

疲 労 も頂 点 に達 して い た。私 は 自分 の1「教義
.と聖約

」をぱ らぱ らとめ くっ た。す る と，(英

文 の)105ペ ー ジが 開い た。そこで私 は そこの

聖 句 をふ た りに読 ん で聞 かせ た。ふ た りは驚

きで 息 も止 ま らんばか りで あった 。そ こには

次の よ っに記 されて い た。

「さ りなが ら彼 は 罪 を犯 した り。然れ ども，

誠 にわれ 汝 らに告 ぐ， 主 な るわ れ は死 に当 る

べ き罪 を犯 さず してわが 前 に罪 を告 白 し，赦

しをわ れに乞 う者 には その罪 を赦す な り。
おり

古 え わが弟 子 た ちに して陥 入れ ん とす る機

をね らい心 中互 い に相赦 す こ とな き者 あ りた
はなはだ

るが ， 彼 らは この悪 の ため に苦 しみ また甚 し
こら こうむ

き懲 しめ を蒙 りしな り。

この故 に わ れ汝 らに告 ぐ， 汝 ら互 いに赦 し

合 うべ きな り。 そは， 人 その兄 弟の過 ち を赦

さ ざれ ば， その人 主の 前に 罪 に値 す る故 に し

て， そは更 に 大 いな る罪 なお彼 に在 れば な り。

主 な るわれ は， そ の赦 さん と欲 す る者 を赦

す 。 され ど汝 らにはす べ ての 人 を赦 す こ とを

求 め らる。

汝 ら心 の 中に 言 うべ きな り。神 をして 汝 と

われ とを審 き， また汝 の行 為 に よ りて汝 に報

い を与 え しめ よ.と 。

また 己が 罪 を悔 い改め ず して これ を告 白せ

ざる者 は， 汝 ら これ を教 会 の前 に引 き出 して，

神 の誠 命 または 啓示 何 れか聖 典 に示 された る

が如 くに処 置す べ し。」(教 義 と聖 約64：7-

12)

私 は， 敵 対 して い たふ た りが徐 々 に譲 り合

お う としてい るの を感 じた。 そこ で私 は主の

祈 りを読 んで聞 かせ た。
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1

「また
，祈 る場合 ， 異邦 人 の よ うに， くど

くど と祈 るな。… …

あなたが 却の父 な る神 は，求 め な い先か ら，

あ なたが たに必要 な もの ほ ご存 じな ので あ る。

…… あ なたが たは こ う祈 りな さい，

天 に い ます われ らの 父 よ，

御 名が あがめ られ ます よ うに。

御 国が きます よ うに 。

み こころが 天 に行 われ る とお り，

地 に も行 われ ます よ う.に.。

わ た した ちの 日ご との 食物 を，

き ょうもお与 え くだ さい。

わ た したちに 負債 の ある者 をゆ る しま し

た よ うに，

わ た したちの 負債 をもお ゆ る し くだ さい。

わた したち を試み に会 わせ な いで，

悪 しき者 か らお救 い くだ さい 。

王 国 と力 と栄光 は永遠 にあ な たの ものだ

か らです 。アー メン。」(欽 定訳 マ タ イ6：

7-13)

ここで主 は， 人々 の心 を洗 い清 め るか の よ

うに， 主題 に戻 って話 をされ た。

「もしも
， あなたが た が， 人々 の あや ま ち

をゆ るす な らば， あな たが たの天 の父 も， あ

な たがた をゆ る して下 さる であ ろ う。

も し人 をゆ る さない な らば ， あな たが たの

父 も， あなたが た のあや まち をゆ る して下 さ

らない であ ろ う。」(マ タイ6：14-15)

実行 す るの は大変 な こ とで あろ うか 。 もち

ろん大変 であ る。主 は容 易 な道， 安易 な福 音，

あるい は低 い標 準や低 い基準 を備 える よ うな

こ とは決 して な さ.ちな い。支 払 っべ き代価 は

高 い。 しか し， そ れに 見合 うだけの もの が得

られ る。主 御 自身 は別 の頬 も向 けあ れ た。抗

議せ ず，打 たれ る ままに して お られ た。 あ ら

ゆる軽べつ に甘.んじられ，一 言 め非 難の 声 も

あげ られ なか った 。主 は私 た ちに，「汝.ちは い

か な る人物 に てあ るべ きか」 と問 いかけ て お

られ る。主 の答 え は これ で ある。「われ と同 じ

人物 な ら ざるべ か らず 。」(IIIニ ー フ ァイ27：

27).「
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ア メ リカの政 治家 ウ ィ リアム ・ジェニ ング

ス ・ブ ラ イア ンは彼 の著 書 「平和 の 君」 で次

の よ うに書 い てい る。

「あ らゆ る徳 の 中で培 うのが最 も困難 な も

の は赦 しの精 神 で あ る。復讐 は人間 に とって.

当 然の こ との よ うに思 われ て いる』 敵 と対等

に わた り合 お うとす るのが 人間 で あ る。 復讐

心 があ るの を 自慢 す る ことす ら， 当然 の こ と

の ように な っでい る。 あ る人 の墓 碑 に， 自分

が受 け た以上 に友 人や敵 に報復 した人 と刻 み

込 まれ た もの があ る。 これは キ リズ トの精神

で は ない 。」(η 泥P7初6θ げP6α66「 平 和 の

君」P.35)

不 当に取 り扱 わ れ，`気持 ち を傷つ け られ る

よ うな こ とが あ って も，赦 したな らば その こ

とを完 全 に心 か ら消 し去 らな けれ ばな.らない。

赦 し， 忘 れ る こ とは いつ の時代 に も通 じる勧

告 であ る。中 国の哲 人孔 子 は，「害 され，盗 ま

れ て も， それ を根 に持 た なけ れば ，何 で もな1

い こ とであ る」 と言 って い る。

隣 人， 親類 ，配 偶者 か ら受 け る害 は， 少 な.

くとも当初 は問題 にす るほ どの こ とでな いの

が普通 であ る。 その よ うな こ とは赦 すべ きで

あ る。主 は非 常 に慈悲 深 い御 方 であ る。従 っ

て私 た.ちもそ うあ るべ きで はな いだ ろ うか 。

「憐 み深 き者 たち は憐 み を受 くべ き故 に さい

わ いな り。」(IIIニ ー フ ァイ12：7)、.こ れ は黄

金律 を言い換 えた もので ある。「人の子 に対 し

て 言.い逆 ら う者 は， ゆ る され るであ ろ う.」と

主.は言わ れ て いる。「しか し，聖霊 に対 して言.

い逆 ら う者 は， この世 で も， きた るべ き世 で

も，ゆ る され るこ とは ない。」(マ タイ12：31)

主 が非常 に慈 悲 深 く親切 な御 方 で ある な ら，.

私 た ち もそ うあ るべ きであ る。

「未亡 人
， ケ ンプ トン監督 ，エ プ リル ・ア

ー ロ ン とい っ た手痛 くいた めつ け られ た人 々

が赦 し， また ステパ ノや パ ウ ロが悪意 に満 ち

た攻 撃 をしか けて くる人々 を赦 し，赦 しの模.

範 を示 した よ うに， 完全 を 目指 して歩む 私 た

ち も.人.を赦 さなけ れば な らな い。

憎 しみ と悪意 の不 毛 の荒 野 を横 切 った とこ



うに， 天国 の よ うに美 しい 谷が あ る。新 聞や

テ レビで，世 界は 『恐 ろ しいほ ど混乱 して い

る』 の をよ く見 聞 きす る。 しか しこれ は真 実

ではな い。世 界 は まだ非 常 に美 しい。 人 間の

方 でそれ を見 て いな いの で あ る。 太陽 は今 な

お昼 に輝 き続 け， あ らゆ る ものに 光 と生 命 を

与 えて いる。 月 は夜， 輝 き続 け， 海は世 界に

食糧 を供給 し， 運 輸の便 を与 えて い る。川 は

地 を うるお し， 作物 を養 うた めに灌 概用 水 を

供 給 し続 けで い る。時 の経過 で生 じる荒 廃 で

さ え， 山並 の雄 大 さを取 り去 って いな い。花

も今 なお咲 き， 鳥 は歌 い，子 供 は笑 い さ ざめ

き， 遊 ん でい る。悪 くな って い るのは 人が作

った 世 界 なの であ る。

で き るはず であ る。 人は 自己を征 服 し， 克

服 で き る。 人 は 自分 に 罪 を犯 した 人 を赦 し，

この世 で は平 安 を得 ，来 たるべ き世 では 永遠

の 生命 を得 るこ とが で きるので ある。」(「赦 し

の 奇跡」p.310)

現 在 私 たち は，神 の王 国，す なわ ち イェ ス ・

キ リス トの教 会 が，世 界の教 会 にな りつつ あ

るこ と を認 識 して いる。 全世 界 に その力 が及

ぶ 日は 速や か にや って来 る。 私 た ち教 会 員は，

自制 に努 め， 全 人類 を， またあ らゆ る国 々の

兄 弟姉妹 たち を愛す るよ うに な らな けれ ばな

らな い。私 た ちか ら，敵 意や 悪意や 恨 みが 完

全 に な くな る 日は確 か に来 る。私 たちは， 自

分 が赦 され るため に， 人 を赦 さなけ れば な ら

ない。 神 に義 しい裁 き をして いただ こ うでは

ないか 。

私 た ちは， 自分 自身 を愛す るよ うに隣 人 を

.皆愛 そ う。 そ うす れば神 が私 たち を皆 祝福 し

て 下 さ る。私 たち の主 であ り，救 い主で あ る

イエ ス ・キ リス トこそ， この世 の主 で あ る。

神 が私 た ち を祝福 して下 さ り，私 たちが神 の

指 示 に しっか りと従 って い くこ とが で き るよ

うに， イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り祈 るも

ので あ る。 アー メン。

教会幹部 とタバナクル聖歌隊
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10月2日(日)午 前の部 におけ る説 教

福 音.の 光
「φなたがたの光を人々の前 に輝かし

，そして，人々があなたがたのよい
おこないを見て1天 にいますあなたがたの父をあがめるようにしなさ'い。」

第一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

聖 書は次のような諜 で始ま・ている・
「は じめ に神 は天 と地 と を創 造 され た

。

地 は形 な く，む な し く， や みが 淵の お もて

にあ り， 神 の霊が 水 のお もて をお お って いた 。

神 は 『光 あれ』 と言 わ れ た。す る と光 が あ

った。

神 は その光 を見 て， 良 し とされ た。神 はそ

の光 とや み とを分 け られ た。」.(創世1：1-

4)

この聖 句か ら， 神が 光 の必要 な こ と を知 っ

てお られた こ とが わか る。光 は良 い もの であ

り， 従 って神 は光 を闇か ら分 け られた の であ

った。

神 は なぜ 「光 あれ」 と言わ れた のだ ろ うか 。

その訳 を知 るため に， まず 第一 に，光 とは

何か をはっ き りさせ なけ れば な らない 。あ な

たは ど う定義す るだ ろ うか 。一 見 して わか る

ものは 当然す ぎて定 義 の し よ うが ない こ とが

ある。「光 」とい う言葉 は科 学的 ，哲 学的 に い

ろいろな意 味が あ るが， ここ では簡 単 に ウェ

ブ スター辞典 の観 念的 な定義 を取 って， 物 を

見 える よ うにす る もの， または霊 的 啓蒙 とだ

け説 明 してお こ う。

科学 者 た ちは光 とい う実 体 の性 質につ いて

様 々 な解 釈 を下 してい るが， あ らゆるエ ネル

ギーは光(そ れ もほ とん ど を太 陽)に 源 を持

つ とい う点 で は一致 してい る。

私 た ちは光 が な けれ ば周 囲の事 物 を見 る こ

と も，行 く先 を知 る こ ともで きな いこ と， ま

た霊 的 な光 が なけれ ば知 識や 理解 が得 られ な

い こ と を承知 して い る。 しか しこ こで注 意す

べ きこ とが あ る。 それ は， 目の見 えない 人 も

闇 に取 り残 され て い るわけ では な いこ と， つ

ま り彼 らも霊 的 な光 に よっ て心 を照 らされ る

機 会 を他 の 人 と同様 に持 って い る とい うこ と

で あ る。

闇は光 の な い状 態， 光 を受 け た り， 反射 し

た り， 伝 播 した り，放 射 した りす るこ とのな

い状 態， 釈 然 と しない状 態， あ るい は悪癖，

邪 念の あ る状 態 と説 明 され る。従 って ，全 く

の 闇 とは光 と真理 の不 在 を指 す。 つ ま り闇は

英知 の 中に は存在 し得 ないの で あ る。

聖 句 を引 いて， この こ とを もっ とは っ き り

させ よ う。

ヨハ ネ伝 には こ う書 か れて い る。「イエスは，

また人々 に語 って こう言わ れた， 『わた しは世

の光 で ある。 わ た しに従 って 来 る者 は， や み

の っち を歩 くこ とが な く， 命 の光 をもつ であ

ろ う』。」(ヨ ハ ネ8：12)

イエ スは ご 自分 を神 の子 と称 して こ う言 わ

れた。

「彼 を信 じる者 は， さばかれ な い。信 じな

い者 は，す で に さばか れ てい る。神 の ひ と り

子 の名 を信 じ るこ とを しないか らであ る。

その さば き とい うの は，光 が この世 に きた

の に， 人 々は その お こな いが 悪 い ため に，光

よ りもや みの方 を愛 した こ とで あ る。

悪 を行 って い る者 はみ な光 を憎 む 。 そ して ，

そ のお こないが 明 るみ に出 され るの を恐 れて ，

光 に こ よう とは しない。
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しか し，真理 を行 って い る者 は光 に 走 る。」

(ヨ ハ ネ3：18-21.)

イザヤは ， 地 と地 に往 む民 をお お う闇 と背

教 を予見 して ， こ う告 げ た。

「地 はその 住 む民 の下 に汚 され た。 これ は

彼 らが律 法 にそ む き，儀 式 を変 え， とこ しえ

の契 約 を破 った か らだ。

それ ゆ え， の ろ いは地 をの みつ くし， そこ

に住 む者 は その 罪に苦 しみ， また地 の民 は焼

か れて， わず か の者 が残 され る。」(欽 定訳 イ

ザヤ24：5-6)

「見 よ， 暗 きは地 をおお い，や み は もろ も

ろの民 をお お う。 しか し， あな たの上 に は主

が朝 日の ご と くのぼ られ，主 の栄 光 が あなた

の上 にあ らわれ る。」(イ ザヤ60：2)

この背教 の時 代 は，福 音 の光 が地 か ら取 り

上 げ られ たの で 「暗黒 時代」 と呼ば れ てい る。

さ らに近 年 に至 っ て， 主 は啓 示の 中 で こ う

宣 言 され た。 「異邦 人 の時始 まるに及び，暗 き

に坐 す る者の 中に光 輝や き出 でん， この光 は

わが 完全 な る福 音 な りとす 。」(教 義 と聖 約45

：28)

私 た ちは光 と真 理 が増す とい う約 束 と共 に，

忠実 に生 活す るよ うに との指示 を受 け て いる。

主 は次 の よ っに 言 われ た。

「神 に よる もの は光明 な り
。 その光 明 を受

け て神 に従 うこ とい よい よ久 しき者 は， その

受 くる光 明い よい よ明 らか な り。 そ の光 明い

よい よ明 らか とな りてつ いには完 き昼 とな る

べ し。」(教 義 と聖約50：24>

「而 して
， もし汝 ら誠心 誠意 わが光 栄 を顕

さん とす れば ， 汝 らの 全 身光 明 に充 た され て

汝 らの 中に暗 黒 なく， そ の光 明に充 ち た る体

はすべ て の事 を理 解せ ん 。」(教 義 と聖約88：

67)

何 と素 晴 らしい}叉何 と喜 ば しい祝 福 で あろ　

う。 この よ うな祝 福 を得 た い と思 わ ない者 が

い るだ ろ うか 。神 の御 子 の このみ 言葉 を考 え

て みて いた だ きた い。

「す な わち， キ リス』トは い と高 き所 に昇 れ

り， また同 じ くよろず の物 の下 に まで 身 を落

せ り， それに て彼 はすべ ての物 を含 み以 てす

べ て の物 の 中に在 りて，す べ ての物 を貫 き真

理 の光 とな る。

而 して その 真理 は輝 け り， こは キ リス トの

光 な り。 また同 じ く彼は 日輪 の 中に在 り， 日

輪 の光 に して また 日輪 を造 りしその.力な り。

… … 月輪 の光 に して… …

… … また同 じ く星 の光 に して… …

またす な わ ち汝 らの立 て る地 を造 りしその

力 な り。

而 して今輝 きて汝 らを照 らす その光 は，汝

らの眼 を明 る くす る彼に よ りて来 り。 而 もま

た 汝 らの理解 を生か す光 と同 じ光 な り。

而 して この光 は，神 の 前 よ りさ し出でて広

大 な る宇 宙 に満 ち充 て り。

す なわ ち， この光 はす べて の物 の 中に在 る

光 な り。 こはす べ ての もの に生 命 を与 え， 而

もす べ て の もの を支 配す る律 法 に して，す な

わ ちすべ ての もの の 中に在 り， 永遠 の内 に在

り， 自らの王座 の上 に 在 る神 の 力 な り。」(教

義 と聖 約88：6-13)

「暗黒 時代 」の 背教 につ い て語 って いる聖

句 は数 多い。 旧約 の予 言者 た ちは大 背教 を繰

り返 し予 言 し，地 と地 に住 む民 をおお う闇に

つ いて語 ってい る。先 に あげ た聖 句か ら，人

は キ リス トのみ た まに よって のみ 啓発 され，

真 理 を理 解す るこ と， また福音 が 地上か ら取

り去 られれ ば 人の進 歩 は遅 れ るこ とが 明 らか

で あ る。 しか し， 福 音が 回復 され ，神 の神権

に よって神 の 力が再 び 人に付 与 され て以来，

あ らゆ る学 問 の分野 にめ ざ ましい発達 が 見 ら

れ た。 これは特 筆す べ きこ と.であ る。すべ て

の 真理 が真 理 のみ た ま， す な わち キ リス トの

光 に よ って見 きわめ られ る こ とは， 次の聖 句

が 証 して い る通 りで あ る。

「主 の 言 は真理 に して， お よそ真 理 な るも

の はすべ て光 な り。 お よそ光 な る もの はすべ

て 『み た ま』 に して， す な わち イエ ス ・キ リ

ス トの 『み たま』な り。」(教義 と聖 約84：45)

救 い 主が 十字架 の苦 しみ を耐 えてお られ た

間， 地 の面 は 暗黒 と化 した 。ル カは ζの よ っ
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に記録 して い る。

「時は も.う昼 の十 二 時 ご ろであ
ったが ，太

陽 は光 を失 い， 全地 は 暗 くな って， 三時 に 及

んだ。

そ して聖 所 の幕が まん 中か ら裂 け た。

その とき， イエ スは声 高 く叫 ん で言 われ た，

『父 よ
，わ た しの霊 をみ手 にゆ だね ます』。 こ

う言 ってつ い に息 を引 き と られ た。」(ル カ23

：44-46)

これ と同 じ頃， ア メ リカ大 陸 に住 む人 々は，

主 のお受 け に なる十 字架 の刑 に関 連 して予 言

者 た ちが予 言 して いた数 々の 出来事 が 起 こ る

の を待 ちか ねて い た。や がて その 時 にな り，

しるし と異変 が現 わ れ， かつ て ない大 風 と嵐

と稲 妻 が地 を襲 っ た。 そ して 恐 ろ しい大地 震

に よって地 の全面 が一 変 し， その 後深 い 暗黒

が3日 間続 いた。

「この 暗黒 の霧 の ため に光 が あ る こ とが で

きずに， ろ うそ くもたい まつ も火 をつ け るこ

とが で きず ， よ くよ く乾か した薪 で も火 をつ

け るこ とが で きなか ったか ら光 が少 し もなか

った。

それ で，地 の面 を覆 う暗黒 の霧が 深 いか ら

火 の光 も，火 も， かす か な光 も， 日も， 月 も，

星 もすべ て何 の光 も見 え なか った。」(IIIニ ー

フ ァイ8：21-22)

この暗 黒は， 復 活 され た主 の出現 に よ って

晴れ た。主 は， ヨハ ネ伝 の 中 で 「他 の羊 」 と

呼ば れ たその民 に姿 を現 わ され たの で あ る。

「わた しに は また
， この 囲 いに いな い他 の

羊が あ る。わ た しは彼 らを も導 かね ば な らな

い。 彼 ら も， わた しの声 に聞 き従 うで あろ う。

そ して，つ い に一つ の群 れ， ひ と りの羊飼 と

な るであ ろ う。」(ヨ ハ ネ10：16)

光 と闇 との対 照 は，福 音 の回復 に先 立 って

ジ ョセブ ・ス ミスの受 け た最 初 の示現 で， さ

らに はっ き り として い る。 ジ ョセブ ・ス ミス

は どの教 会 に入 るべ きか知 りた い と思 い， 熱

心 に求 めて いた 時， ヤ コブの 手紙 の次 の聖 句

に 目が と.まっ た。

「あな たが た の うち，知 恵 に不 足 して い る
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者 が あれ ば， その 人は， とが め もせ ず に惜 し

み な くすべ て の人 に与 え る神 に， 願 い求 め る

が よい。 そ うす れ ば，与 えられ る であ ろ う。」

(ヤ コブ1：5)塗

彼は そ れ を実行 しよ うと決 意 し， 森に 入 っ

て行 った。 そ の時 の こ とをジ ョセ ブ ・ス ミス

自身の 言葉 か ら読 んでみ た い。 闇 と光 に 注意

して聞 い てい ただ きた い。

「私 は
， 前以 て行 こ うと計 画 を して置 いた.

場 所 へ 人 目 を避 けて 入 り込ん でか ら……， ひ

ざまず いて 自分 の心 の願 い を神 に祈 り始め た

が， 私が 祈 り始め るや 否や ， 直 ちに私 は何 と

も知 れぬ 力 に よって 捉 え られ， つ い に私 は全

く抵 抗 力 を失 った。 また その 力は私 の舌 さえ

しびれ る程 の驚 くべ き力 を振 った の で私 は物

言 っこ ともで きなか った 。そ して あ た りは だ

ん だん暗 くな り，一 時 は あたか も私 は この ま

ま急 に死 ん で しま うか の よ うに思 われ た。

しか し，私 は 自分 を捉 えた この敵 の力 か ら

何 とぞ逃 れ しめ た まえ と，全 力 を振 り しぼ っ

て神 を呼 び求 め たが，私 が今 に も絶望 に打 ち

沈 ん でわ が身 を破 滅 に任 せ よ うと した その瞬

間， それ は考 えた だけ の滅亡 とい うよ うな も

の で はな く， 目に 見 えぬ世 界か ら来 た何 とも

わか らぬ 生 き者 で， 全 くこれ まで私 が どんな .

者 に逢 って も 覚 え た こ との な い 程 の 驚 くべ

き強 い力 を具 えた者 の 力に打 ち負け て， わが.

身 を見捨 て よ うと.レた その瞬 間， この非常 な

驚 きの瞬 間で あ る， 私 は 自分 の真 上 に太 陽に

も増 して輝や く一つ の光 の柱 を見た 。そ して

そ の光 の柱 は次 第 に下 りて きて， 光 はつ いに

私 の上 にふ り注 い だ。

その光 の柱 が 現 われ るや 否や ， 私 はわが 身

を縛 った敵か ら救 い出 され た事 に気が付 いた。

そ して その光 が私 の上 に 留 った時， 私 は筆 紙

に尽 し難 い輝 き と栄光 とを有 ち た も う二 人の

御方 が私 の真 上 の空 中に 立 ちた も うの を見 た。

そ して その 中の お一 人が私 に 言葉 をか けて 私

の名 を呼 び た まい，他 の お一 人 を指 して 『こ

は わが愛 子 な り， 彼 に聞 け』 と仰せ られ た。」

(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：15-17)



ジ ョセ ブは，既 存 の どの教 会 に も加 わ って

は な らな い と言 われ た。 そ こで その指 示 に従

い， 「平 凡 な世 渡 りを続 け」， やが て(4年 ほ

どたっ て)ま た導 きを求 め る気持 ちに駆 られ

た。 そ の時 の こ と.をジ ョセ ブ 自身の 言葉 か ら

引用 し よう。「全 能 の神 に対 してすべ て私 の罪

と愚な行 い をお許 しに な る よ うに， また神 の

御 前 で は私 の立場 と状態 とが どの よ う.なもの

か お示 し下 さる よ うに と，祈 り且 つ願 い求め

た 。」

彼は こ う語 って い る。「かように 私が神 を呼.

び求 め て い る間に， 私 は室 内 に一種 の光 が現

わ れ るの をみつ け た。 そ の光 は次 第に 明 るさ

を増 して， つ いに は室 中真 昼 よ りも明 る くな

った。 そ の途端 に 一 人の お方 が空 中に 立 って

私 の寝 台 の側 に現 われ た 。 それは， その お方

の両 足が床 か ら離 れ て居 たか らで あ る。

… … このお 方の 全 身は 筆に も口に も絶 した

輝 きに充 ち， 御顔 は誠 に い なづ まの よ うに輝

いて い た。室 内 は非常 に明 るか ったが ， この

お方 の体 のす ぐ周 りは特 別 に よ く光 り輝 いて

い た。私 が初 め て このお 方 を仰 ぎ見 た時 は恐

れ を感 じたが ，す ぐに その恐 れは去った。」(ジ

ョセ ブ ・ス ミス2：27，29-30，32)

この御 方 は天使 モロナ イ で，彼 は モル モ ン

経 の原本 で あ る金 版 につ い ての メ ッセ ー ジを

携 えて 来た の であ った。 この 出来 事 に続 レ・て

(旧新 約 聖書 の予 言 者 たち も予言 した)福 音

の 回復 が あ り， さ らに光 と真 理が もた らされ

た ので あ る。 そ して人 は， イエ ズ ・キ リス ド

の教 え を受 け 入れ，神 権 の影 響 力 に頼 る時に ，

この光 と真理 を享受 す る こ とが で きる よ うに.

な った 。 この神権 は，神 の み名 に よっ て働 く

こ との で き る神 の権 威 であ る。

あ らゆ る人 は生涯 に キ リス トの光 を絶 え ざ

る影響 力 としてい ただ く権 利 を持 つ 。 しか し

そ の特権 と祝 福 は 自分 で労 して得 る もので あ

る。私 た ちは主 の祝 福 をいた だ くにふ さわ し

い生 活 をしな けれ ばな らない 。つ ま り， 主 の

戒 め を知 って， 理解 し， それ を守 る こ とで あ

る。私 た ちは福 音 の救 いの 原 則に従 えば， 自

分 の生 活 に光 を取 り入 れ， その光 に よって世

の 闇 を払 うこ とが で きる。 そ して，神 と御子

イエ ス ・キ リス トが定 め られた生 命 と救 いの

栄 え あ る計 画 を くじ.き人類 を滅 ぼ そ うと誓 っ

た暗黒 の君 ， サ タ ンの 計画 を阻止す る こ とが

で きるの で あ る。

昔 と同 じよ うに， 神 が 人類 に語 りた も う時

の代 弁 者 として，現 在 この地 上 に神 の予言者

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ルが お られ る。彼

の勧告 に 従 えば， 私 た ちはな お一 層 光 と知 識

を得 る こ とが で き るであ ろ う。

両親 には， 光 に従 い， 闇 を避 け るこ との大
.切さ を子 供 た ちに教 え る特 別 な責 任 が ある

。

これ は霊 的 な意味 で も物 質的 な意味 で も言え

る こ とであ る。大 方 の悪事 が 闇の 中で行 なわ

れ る。 それ は事実 で あ る。主 は こ う警告 され

た。

「また
， シ オン または 組織せ られた る シオ

ンのス テー キ部 内に て子供 を有す る両親 あ ら

ば， そ の子供 八才 の 時，悔 改 め，生 け る神 の

子 キ リス トの信仰 ，`バプテ スマ と按 手 に よる

聖 霊 の賜 な どの教 義 を教 えて理 解せ しめ ざれ

ば， 罪 その両 親 の頭 に留 るべ し。

また両 親 は その子供 たち に祈 る こ とと，主

の前 に正 し く歩む こととを教えざるべか らず。」

(教 義 と聖 約68125，28)

私 たち は， 息子や 娘 に，彼 らが 実際 に神の

霊 の子供 であ り，神 か ら愛 され て いるこ と，

そ して神 は彼 らが 成功 し幸福 に な るの を願 っ

て お られ る とい う こと を教 え なけれ ばな らな

いぎ..神に ジ ョセ ブ ・ス ミスや， ア ダムか ら現

在 に至 る神 の子供 たちに与 えて来 られ た よう

に ，私 た ち一 人一 人 に祈 りの答 え を下 さる。

聖 霊 の慰め の 力 と，闇 でつ まず か ない ための

光 と知 識 を与 え て下 さ る。

最近 作 られ た キ ャロル ・リン ・ピア ソン と

レ ッ クス ・デ ・アゼベ ドに よる音楽劇 で，魅

力 ある小 曲が 歌 われてい る。 「小 さな灯 をお捜

し」 とい うのが その歌 であ る。

良 い こ と， い け ない こ とが ち ょっ と

わか らない とき，
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ど っ し た ら よ い の か 困 っ た と き，

道 は 暗 く， ま ご つ く と き，

さ あ， お 聞 き。

明 る い 灯 をお 捜 し な さ いb小 さ な し っ か り

者 の 心 の 灯 ，

日に 日に 明 る く， ど ん ど ん 明 る く，

あ な た の 道 を見 つ け て くれ る 。

暗 くな る こ と な ん て な い の ，

お 父 様 の そ ば に い さ え す れ ば 。

だ っ て ， 灯 を と もす の は ， そ う， お 父 様 だ

か ら。

私 た ちは完全 な福 音 をい ただ いて い る。 私

た ちは福 音の光 の中 を歩み ，福 音 に従 い， そ

れ を全 世 界 に伝 えるよ'うに と常 に 警告 され て

い る。主 は また， この よ うに言 ってお られ る。
「その よ うに

， あ なたが たの 光 を人 々の前

に輝か し， そ して， 人 々が あ なたが た の よい

お こな いを見 て， 天に い ます あな たが たの 父

をあが め る よ うに しな さい。」(マ タイ5：16)

私 た ち一 人一 人が 義 しい行 な い を し，生 活

の 中 に キ リス トの光 を輝かす こ とに よ って，

悩 み 多い暗 い世 の 中に 明 るい夜 明け を呼ぶ ひ

とつ の 力 とな り得 ん こ とを。 イエ ス ・キ リス

トのみ 名に よって お祈 り申 し上 げ る。 アー メ

ン。

タ バ ナ クル の前 で

1
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「御名があがめ られますように」

祈リ，敬慶，礼拝，献身，神聖なものを尊ぶ心が，私たちの 日々の生活

に必要である

十二使徒評 議員会会員

ハ ワー ド ・W・ ハ ンタ ー

現 代は祈りの気持ちをも・て献身すること
や神 聖 な もの を尊ぶ 心 を不合 理， あ る い

は好 ま し くな い とす る傾 向が あ る よ うに思 わ

れる。 しか し，懐 疑 的 な 「現代 」 人 に も祈 り

は必要 で ある。 危機 に遭 遇 した 時，重 責 を担

う時， 深 い悩みや 悲 嘆 に暮 れ る時， それ まで

の充 足感や 決 ま りき った 日課 を根 底か ら揺 る

が す それ らの 出来事 に よ って，私 たちの 内部

にあ る感情 は表 面 に出 て くる。 そ して，私 た

ちが押 し とどめ よ うと しなけれ ば， その 感情

は私 た ちを謙遜 に し，心 を和 らげ， 真心 の祈 ，

りに 向か わせ るの で ある。

危機 に 直面 した時だ け に急 に思 い出 した よ

うに捧 げ る祈 りは， 全 く自己本 位 であ り，神

を非常 時 の修理 人の よ うに考 えて い る と言 わ

ざる を得 な い。私 た ちは至 高者 を最 後 の頼 み

の綱 と して では な く， 夜昼 を問 わず絶 えず 胸

に とどめ て お こ うではな いか 。類 まれな成 功

と心 に この上 な い貴重 な跡 を残す た った ひ と

つ の要素 が この 人生 に あ る とす れば， それは

祈 りの気持 ち を もって敬 慶 に真心 か ら天 父 と

交 流す るこ とであ る。`

詩 篇の作 者 ダ ビデ はこ う歌 った。「主 よ，わ

た しの言葉 に耳 を傾 け， わた しの嘆 きに， み

心 を とめ て くだ さい。

わ が王， わ が神 よ， わ た しの 叫 びの声 をお

聞 き くだ さい 。 わた しは あな たに祈 って いま

す 。

主 よ， 朝 ご とに あ なたは わ た しの声 を聞か

れ ます 。 わた しは朝 ご とに あ なたに祈 りを捧

げて待 ち望 み ます。」(欽 定 訳詩 篇5：1-3)

この世 界 に こ とのほか 必要 な もの は， 詩篇

作者 が 言 うよ うに 「待 ち望 む」 こ と， つ ま り

喜ぶ 時 も悩 む時 も， 富め る時 も乏 しい時 も待

ち望 む こ とで あ る。私 たち は常 に神 を仰 ぎ見

て， あ らゆ る善 の源 で あ り私 た ちの救 いの主

で あ る神 を認め るべ きであ る。

イエ スは み業 に携 って お られ た間 常に待 ち

望 ん でお られ た。 絶 えず祈 り， 誠実 に天 の御

父の 指 示 を求め てお られ た。 また その上 に，

御 自 身が果 た され るみ業 とみ こ ころが， 自分

自身 の もので は な く天 父の もの で あ るこ とを

よ く御 存知 で あ った。 イエ スは世 界 史上 どの

人物 に もま さって， 己 を低 くし， 至高 者の み

前 に頭 を垂 れ， 誉 れ と栄 光 を神 に帰 した御方

で あ る。

崇 敬 の思 い は主 の祈 りに よく語 られ，「だか

ら， あな たが たは こ う祈 りな さい， 天 にい ま

す われ らの父 よ，御 名が あ がめ られ ます よ う

に」(マ タイ6：9)と ， 山上の垂 訓 の中に も

美 し く表現 され てい る。

あ る著作 家 は この よ うに 言 って いる。「主 の

祈 りの 中で最 も見 逃 され が ちなの は 『御名 が

あが め られ ます よ うに』 とい う箇所 で あろ う。

この 箇所 は神 とい う偉大 なみ 名 と， 人々が待

ち望 ん で いる栄 え あ る御 国 の間 には さ まれ て

い る。私 たち は ここ を， まるで挿 入 句で しか

な い とい うふ うに素 通 り して， 食物 と敵 か ら

救 わ れ るこ とに急 い で進 んで しま う。」(チ ャ

ー ル ズ ・エ ドワー ド・ジェフ ァー ソンC肱 ηひ
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ホ67げ∫㏄%∫「イエス の 人 とな り」pp.313-314)

イエス は 「御 名が あ がめ られ ます よ うに」

とい う願 い を祈 りの最初 に持 って こ られ た。

神 に対 す る崇敬 と祈 りと賛 美 の気持 ちが まず

私 たち の心 に なけ れば ，十 分 な祈 りの 用意 は

できな いの であ る。私 た ちの 思 いが 自分 に向

いて神 に向 いて いなけ れば ， イエ スが 教 え ら

れ た よ うな祈 りはで きな い。御 父 のみ 名 と立

場 が美 し く神 聖 に保 たれ る こ とは イエ ス の一

番 の願 いで あっ た。 イエ ス は神 の栄光 をひ た

す ら仰 ぎ見 なが ら， 人々 もその よ うに語 り，

行 な い，生 きるこ と を， そ して その よ うな 人

人の善 行 を見て 天 父 をあがめ る気 持 ち を民 に

起 こさせ る よ うに と勧 め た ので あ る。

御 父に対 す る救 い主 の崇敬 と愛 は， 全世 界

に希望 と敬 神 を もた ら した。 イエ スが教 え を

説 き，礼拝 の場 所 とした もうたエ ルサ レム の

神殿 も，御 父 をあがめ て御 父 に奉献 すべ く建

て られ た もので あ る。 その建物 自体 が 沈 黙の

内に敬慶 を教 えてい た。ユ ダヤ 人は だれ で も

神 殿 の外庭 に入 る こ とが で きたが ， 内庭や 聖

所 に 入 るこ との で き.たのは特 別 な人 々 だけ で

あ る。そ して，一 番奥 の至聖 所 と呼 ばれ た聖

域に 入 るこ とが許 され たの はた だ ひ と りで あ

り， しか も至聖 所が 開 かれ るの は年 に1日 だ

け であ った。 この よ うに して ひ とつ の大切 な

真理 が教 え られ た。 それ は，心 を込 め て，敬

慶 な思 いで，十 分 に準 備 して，神 に近づ か な

け れば な らない とい うこ とであ る。

道 徳の衰 退 に伴 っ て真 っ先 に消滅 す る徳 の

ひ とつ は敬 慶 で あ る。 現代 の敬 震 さの 欠如 に

は， 重大 な 関心 を寄せ て しか るべ きであ る。

金銭 へ の執 着 は イエ スの 時代 に も大勢 の 人々

の心 をほか にそ らし， 神 よ りも富 に心 を向け

させ るこ とが 多か った。神 に心 を向 けず に ど

う して神 殿 を心 にか け るこ とが で きるだ ろ う

か 。民 は神 殿の庭 を売 買 の市場 に して し まい，

利益 をむ さぼ る両替 商や 無 心 な子 羊の 鳴 き声

が信 者 の祈 りや 聖 歌 をか き消 してい た。宮 清

め の時 ほ ど， イエス が感情 を爆発 させ た もう

た例 はな い。怒 りに 燃 えた主 は， 不敬 な 人々
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が事の次第を考える余裕を夢えずに，お金を

神 殿 の床 に叩 きつ け， 家畜 の群 れ を外に追 い

出 した も うた。

その 怒 りの理 由 は，「わ た し.の父の 家」とい

う言葉 に如実 に 表 われ てい る。 そ こは普通 の

家 では なか っ た。神 の家 で あ った。神 を礼 拝

す るた めに建 て られ た宮 であ った。.敬慶 な心

で臨 む場 所 で あ った。 そ こは人 の苦悩 や苦 労

をいやす ， 天へ の 門 ともな るべ き場所 であ っ

たの であ る。主 は， 「これ らの もの を持 って，

ここか ら出て行 け 。 わた しの 父の家 を商 売 の

家 とす るな」(ヨ ハ ネ2：16)と 言 われ た。至

高 者 に対す るイエ ス の深 い愛が 胸 に火 をつ け，

不 敬 な 人々 の心 を剣の よ うに刺 す 言葉 とな っ

て出 たの で あ った。

イ エ スが御 父 のみ名 に心 を砕 いてお られ た

こ とは， 誓 いにつ いて言 わ れた主 のみ 言葉 に

よ く示 され てい る。 当時 の宗教 指 導者 た ちは

祈 りや 敬 慶 な振舞 い とい う もの を型 にはめ て

い て，窮 屈 で浅 薄 にな りが ちで あ った。 彼 ら

は神 の み名 をつづ った文 字 に非常 な敬 意 を払

って いて それ は決 して 口に 出 さな い よ うに し

なが ら も， 神 の被造 物 の名 は誓 いに 用 いて い

た。救 い主 は御 父 を敬 い， 非常 に敬 慶 な思 い

を抱 いて い たため， 御 父 の造 られ た もの，所

有 してお られ る ものす べ てに その崇 敬 の気持

ちが 及ん で いた。 当時 の信 者 た ちは天 を指 し

て誓 う習慣 が あ ったが ，天 は御 父 の住 まいで

、あ るため イエ ス には それ は 冒漬 であ った。 ま

た時 々地 を指 して誓 うこ と もあ ったが ，地 は

御 父 の足 台 であ るため， イ エス には これ も不

敬 で あ った 。実 に繊 細 で敬慶 な心 で あ る。永

遠 の御 父の威 厳 と.尊厳 を鋭敏 に感 じた イエ ス

に とって， 万物 は神 の栄 光 であ った 。俗 悪 に

引 き下 げ， 愚弄 し， いや しむべ きものは ひ と

つ として なか った。

私 た ちの 杜会 の至 る所 で，祈.1りの精 神や 敬

慶 さや礼 拝 の心 が失 わ れて い る。 多 くの 社会

に才 気 に富 み， 魅 力的 で立 派 な男女 が い るが ，

全 き人生 に とって肝 心 な ひ とつ の要素 を彼 ら

は欠 い て い る。 彼 らは待 ち望 む こ とをせ ず，



教義 と聖 約 に述べ られ てい る よ うに 「毎 日常

に」(教 義 と聖 約59：11)正 しい誓言 を神 に捧

げ るこ とを しない。 彼 らの 会話 は光 彩 を放つ

が敬 慶 で は ない。機 知 に あふ れて は いるが，

分 別 がな い。会 社 で あ ろ うが ロ ッカー 室 であ

ろ うが実験 室 で あ ろ うが， 威 厳か らはほ ど遠

く自分 の 非 力 をま ざ まざ と見せ つ け て，結 局

は天 か らの無 限 の力 を冒漬 せ ざる を得 な い状

態 で いる。

残 念 な こ とに ，教 会 の 中に も敬 凄 さの欠如

を見 る こ とが あ る。大声 で話 を した り， 心 を

清 め る礼 拝 と祈 りの時 間 とな るべ き集会 に礼

を失 した 出入 りをす る。敬 凄 は天 国の 雰囲 気，

祈 りは天 父な る神 に対 す る身 と霊 の 言葉 で あ

る。 私 た ちは御 父 を待 ち望 み，常 に御 父 を忘

れ ず，御 父 の世 界 とみ業 に繊 細 な心 を向 けて

こそ， もっ と御 父に似 た者 とな る こ とが で き

るの であ る。..

ノーベ ル 医学 賞 を受賞 したア レ クシス ・カ

レル博 士 は こう語 っている。「人類 と国家 は今

日，か つ てな いほ ど， 日常 の祈 りを必要 とし

て いる。宗 教心 が薄 らい で，世 界 は破滅 の時

代 に 踏み 込ん で い る。私 た ちの力 と完成 の最

も大 きな よ りどこ ろが ，不 幸 な こ とに 開か れ

ず して 捨 て 置 か れて い る。」(R6α4硲D忽 臨

「リー ダー ズ ・ダ イジ ェス ト」1941年3月 号 ，

P，36)

人類が 聖 な る神 を恐れ敬 わ ず， モル モ ンが

彼の 時代 の民 につ いて語 った あの 言葉 さなが

ら， 「道 を守 らず慈 悲 の心 の ない」(モ ロナイ

9：20)状 態 に な った な らば， 恐 ろ しい 時代

が訪 れ るであ ろ う。何 年 も前 に， デ ビ ッ ド ・

0・ マ ッケイ大 管長 は こ う語 って いる。「私 た

ち は混乱 した時代 に生 きて い る。 多 くの教会

員 が 多数 の世 人 と同様 ，不安 にお じ惑 い， 様

様 な事 柄 の前兆 に 心 を重 くして い る。 半世 紀

の内 に3度 目の暗 い戦 雲 が世 界平和 をお びや

か して い る。 おお， 何 と愚か な人 間 よ!過 去

の経 験 を益 と転 じな いの か。 …… まこ との霊

的な標 準 を高 く掲 げ る こ とは， 教会 員 の義務

であ る。 そ う して こ そ， どの よ うな事 態 に対

して もよ り良 い 備 えが で きるので ある。」

(Co卿 廻%66R勿oガ 「大会 報告 」1948年4月 ，

pp.64=65)

祈 り，敬 慶， 礼拝 ， 献 身，神 聖 な もの を尊

ぶ心， これ らは私 た ちの霊 の基 礎的 な働 きで

あ り， 私 た ちの 日々 の生 活 に心 を打・ち込 んで

取 り入れ な けれ ば失 われ て しま うもの であ る。

末 日聖徒 の あ る従軍 牧師 は敬 慶 な信仰 の必要

性， つ まり待 ち望 む こ との 必要性 につ いて 教

会指 導者 のひ と りに次 の よ うな手紙 を書 いて

きた。「戦場 で は，従 軍牧 師 は その気 にな れば，

軍人 た ちの神 経 中枢 に刺 激 を与 え， 天か らの

何 か が必要 な こ とを彼 らに悟 らせ る こ とがで

きる どい うこ とを知 りま.した。 こち らでかけ

る言 葉1'あ ち らでか け る言葉 ， こち らです る

会釈 ， この 人 との祈 り， あ の人 との会話 ， ほ

ほ えみや 励 ま しの手 ， それが み んな奇 跡 を起

こ して， 狂 気 と不安 が 日常 の場 に正 気 と安 ら

ぎ とを もた らす の です 。」(ハ マル ド ・B・ リ

ー 「祈 り」 ブ リガム ・ヤ ン グ大学 セ ミナ リー ・

イ ンステ ィテ ユー ト職 貝へ の説 教，1956年7

月6日 ，p.6)

主 はモー セ に，「聖 な る行 動 の法典 」とも呼

ば れ る律 法 を与 え られ たが， そ こには現代 に

通 じる教 えが あ る。主 は 言 われ た。「イス ラエ

ルの 人々 の全 会衆 に言 いな さい，『あなたがた

の神， 主 な るわ た しは， 聖 であ るか ら， あな

たが た も聖 で なけれ ば な らない』。」(レ ビ19：

2)

私 た ちは待 ち望 み ，祈 りの心 を持 ち， また

キ リス トの よ うに 「御 名 が あが め られ ます よ

うに」 とい う言葉 の本 当の意 味 を理 解 しなけ

れば な らない。

主 の祝 福が あっ て，私 た ちが敬慶 に祈 りの

態度 で，.また礼拝 と献 身の心 をも って， 父な

る御 方の み前 に再 び戻 る こ とが で きる ように，

御 子 ，主 イエ ス ・キ リス トの み名 に よってお

祈 り申 し上 げ る。 アー メ ン。
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奉仕はその人を救う

子供を育て上 げた夫婦は是非伝道に出ていただきたい

七十人第一定員会会員

A・ セ オ ドア ・タ トル

前 回はこの壇上から浦 米の伝道部出身の宣
教 師 たちを援 助す ることの必要 性 について

お話 した。 それ ら諸 国 の年 間平均 所 得 は， こ

の国(ア メ リカ合衆 国)の1割 に も満 たな い。

そこで私 は， 彼 ら若 者 た ちが 多大の 犠牲 を払

って伝 道 に 出てい る こ と， また彼 らに は援 助

の で きる人 々か らの経 済援 助が 必要 な こ とを

お話 した 。基金 を仰 いだ わけ では な く， た だ

事 実 を御紹 介 した だけ であ る。

私 は この場 を借 りて， これ らの宣教 師 た ち

への援 助 を 自発的 に 申 し出 て下 さった実 に 多

くの方 々 に感謝 申 し上 げた い。実 際 に援助 を

要請 して いた ら どの よ うに な ってい たか， 見

当がつかない 。あ る婦 人の手紙 には， 「寄付 の

要 請 を極力避 け られ た ご様 子 で， どち らにお

送 りした らよいかお 話 な さい ませ ん で した」

とあ ったが， 不 足な 点 はお わび 申 し上 げ た い。

ため らいの 気持 ち もあ るが，教 会 本部 の所 在

地は皆 様御 存知 の こ とと思 う。

私 個 人に 宛て た手紙 もあ った。 それ らは み

な差 し伸べ て下 さっ た援助 と共 に， 心 暖 ま る

もの であ った。 あ る婦 人は早速 ひ と月分 とし

て小切 手 をお送 り下 さ ったが， そ れに は彼女

のめいの代 筆文 が 同封 してあった。 「収 入の 少

ない私 に は それ ほ どの援助 は で きな いだ ろ う

とお考 えの方 もおあ りで しょ う。 で も私は 自

分 の分 を果 た したい のです 。 そ うす れ ば， 主

は私 を顧 み て下 さ るで し ょう」 と。 これは 失

明 して体 も不 自由な99歳 の御婦 人 で ある。

5歳 の 少年 が 活字体 で 署名 したカー ドには，

1セ ン ト硬 貨4枚 と5セ ン ト硬 貨1枚 がテ ー

プで 張 りつけ て あ り， 母親 の代 筆 で 「ぼ くは

天 の お父様 が 大好 きです 。です か ら， ぼ くの

お小遣 いか ら宣教 師 さん に あげ たいの です 」

と書 かれ て いた。

また15歳 の少年 は こ う書 いて きた。 「2ド ル

は大 した額 では ない と思 い ま した6で も父 か

ら，教 会 中 の人が2ド ルず つ送 った ら600万

ドル 以上 に な る と言 われ て， それ でお 送 りす

る こ とに しま した。」

また こ うい う手 紙 もあった。「8人 の 息子 の

父親 として， 自分 の息 子の だれ かが 経 済的 な

理 由 で伝道 に 出 られ なか った ら どんな に残 念

か よ くわか ります 。同 封の お金 を どうぞお使

い下 さい。」

年 輩 の御 夫婦 は神 殿 の誓約 を思 い起 こ しな

が ら， 「7人 の子 供 を伝道 に 出 しましたが ，今

は昔 よ り もた くさんの お金 がか か る こ とで し

ょ う」 と書 い てお られ た。

ある母 親 の手 紙 には こ うあった。 「10月の大

会 の後 の家族 会議 で，今年 は ク リスマ スの た

め では な く， 宣 教師 た ちに送 るため にお 金 を

貯め よ う と相談 しま した。5歳 と6歳 の 息子

た ちは再 利 用で きる空 きか ん を集 め， 落葉 か

きを し， ま きを集 め， 車 とガ レー ジの掃除 を

しま した。2歳 のべ ッキー は ま きを集 め， テ

ーブ ル の支度 を しま した
。私 は ピア ノ を教 え，

主 人は8年 間開 けて い な.い貯 金箱 を開 け ま し

た。 ひ と りの息子 の歯 が1本 抜け て， 主 人が

その分 に25セ ン トをあげ た ら， その子 はす ぐ
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に もう2本 を ぐら ぐらに させ て 抜 いて もう50

セ ン トを も らい ま した 。貯 まった分(81ド ル

85セ ン ト)を こ う して お送 りで きるの で喜 ん

で い ます 。」

一 番短 い手 紙は こうである。 「先 日の総 大会

の お話 の件 でお 送 りし ます 。」

歯 を抜 いた少年 につ いて は い ささか心 配 だ

が， 皆様 に心 か ら感 謝 申 し上 げる。 兄弟 姉妹 ，

あ りが とう。

喜 ば しい こ とに， そ の必要 はい まだ に存在

し， 事実 日ご とに増 大 してい る。 昨年 は地 元

出身の 宣教 師数 が37パ ー セ ン ト増加 した。

また伝 道 部 の大 半 と，特 に発 展 の著 しい地

域 で は，こ れ とは また別 の必要 に 迫 られて い

る。昨年 中に14万 人以 上 の改宗 者 が教 会 に加

入 したが， 大勢 の 改宗 者 を得 て小 さな支部 が

急 速 に大 き くな り，新 しい指導 者 た ちが 日浅

くしてみ 業の役 職 に 召 されて い る。 これ らの

人々 は有 能 であ るが， 教 会の 手続 きや 運営 に

つ いて は未経 験 で ある。 以前 か らい る指導 者

もそ うであ るが， その よ うな新 しい指 導者 た

ち には教 会 の正 しい組織 法や 正 しい運 営法 を

教 え る必 要 が ある。 そ の原 則 を教 える こ とが

で きるのは だれ だ ろ うか 。地 区代 表 だ ろ うか 。

確 か に そ うであ る。 しか し地 区代 表 の訪 問 に

は 限界 が あ り， 担 当の地 域 は広す ぎる。伝 道

部長 だ ろ うか 。1その通 りで あ る。'しか し伝 道

部長 に は仕事 が 多す ぎて， しか も広 い地 域 を

ま とめ て管 理 しな けれ ばな らず， 現 実 には そ

れ を行 な う時 間が な い。 では教 会活動 の経験

が 豊か な 円熟 した夫婦 では ど うだ ろ うか 。確

か にふ さわ しい。 で は彼 らは ど こにい るのか 。

教 会 には その よ うな夫 婦が 大勢 い る。

経験 の豊 か な兄 弟姉 妹 の皆様 ， どうぞ働 い

て いただ きたい。 この よ うな召 しで第一 線 を

退 く日は延 び， ゴル フ もお あずけ に な るであ

ろ う。 しか し，深 い霊 性 と熱 心 な祈 りと篤 い

信 仰 が求 め られ る身 の ひ き しまる毎 日に な る

こ とで あろ う。教 会 で働 きたい方 々 は， その

資格 と能 力が あ るか ど うか を神権 指導 者 に尋

ね てい ただ きた い。予 言 者か らの伝道 の 召 し

を受 け られ る状態 か否 か を判 断す るの は彼 ら

で ある。 推薦 す る人 につ いて は，神 権指 導者

が 細心 の 注意 を払 い， 提 出 され るすべ ての情

報 を入念 に検 討 し，健 康 診断 書 には特 に気 を

つ け て， 全時 間 の伝道 に 支障 とな るよ うな心

身の 問題 が ないか ど うか を確 認す るこ とに な

って い る。

その よ うな方 々の子 供 た ちはみ な成 人 して

それ ぞれ の家 庭 を持 って い なけれ ば な らな い。

ま た本 人が健 康 で ある こ とは もちろん であ る。

伝 道 の気 持 ちや 資 金が 十分 で も，健 康 に問題

が あれ ば不可 能 で ある。率 直 に 申 し上 げてお

くが， 伝 道 はセ ンチ メ ン タル な旅行 で はない 。

必要 に即 して幾 らか柔 軟 には で きて も， やは

り仕事 は仕事 であ る。 出産 ， 葬儀 ，結婚 式 な

どの家族 の 出来事 に は参加 で きず ，暮 らしも

か な りきつ くなる であ ろ う。 そ して，生 涯 で

最 もチ ャ レン ジに富 ん で，失望 も落胆 も困難

も多い 時期 とな るであ ろ う。

しか し，現 在伝 道 中 の夫婦 の方 々の証 を聞

い て， い ろい ろ不便 な こ とはあ るが， ひ とつ

の こ とは確 か にお約 束 で きる。 それ は他 では

得 られ な い喜 びで あ る。勤勉 な働 き と私心 を

忘 れた奉 仕 か ら来 る喜 びで あ る。ア ンモ ンは

そ の よ うな喜 び を知 って いた。 モ ルモ ン経 に

は こ う書か れ て い る。 「ア ンモン とその兄 弟た

ちの記 事， ニ ー フ ァイの地 に於 け るかれ らの

旅 行 と苦難 と悲 歎 と苦 痛 と想像 も及ば ない喜

び との記事 」(ア ルマ28：8)あ なた も，他 の

いか な る方法 を もって して も知 り得 な いこの

喜 び， 歓喜 を経験 で きるで あろ う。

皆様 の助 け を必要 と して いる 人々は ほ とん

どが 異 国語 の民 で ある。 しか し， それ ぞれの

状 況 に合 った方 法 で新 しい 言語 を学べ るよ う

に な ってい る。

皆 様 の仕事 は若 い宣教 師 た ち とは若 干異 な

る。今 ここで強 調 した いの は， 経験 豊か な夫

婦 が未 経験 の指 導 者 たちに ， 自分 の知 ってい

る教 会 の指 導 の原 則 を教 え る とい うこ とであ

る。一 般 には支 部 長や 地方 部長 に はな らず ，

その よ うな 人々の 能 力が増 して教会 が正 し く
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運 営 され るよ うに手伝 うのが務 め であ る。個

人や 家族 の備 えの 原則 を教 える こ ともあ る。

保健や 農 業や 専門職 の スペ シャ リス トとして

働 くこ ともあ る。 また， 福 音 を説 いて伝 道す

るこ と もあ るであ ろ う。奉仕 の期 間は通 常1

年半 で あるが， 半年 や1年 も可能 であ る。

皆様 を必要 としてい る地域 は様 々 で あ る。

従 って どの御夫 婦 に も経 験 を生 かす 適 当な場

が ある。 費用 は月 々400ド ルか ら500ド ル(10

万円前 後)か か るが ，子 供 た ちで両 親の伝 道

費用 を援助 す る とい う例 が 多 い。

今 日の この話 を聞 い てお られ る御 夫婦 の 中

には， 顔 を見合 わせ て 「ど うだ ろ う， 資格 が

あ るか ど うか尋 ね てみ よ う じゃな いか」 と言

う方が お いで であ ろ う。 また，教 会 員以 外で

も奉仕 したい と望 む 方が お いでか も しれ な い。

その よ うな方 々 も歓 迎 した い。 しか し，推 薦

す るにあ たっ ては事 前 に一， 二 の こ とが 必要

で ある。教 会 の若 い宣教 師 た ちにつ いて知 っ

て いただ くため に， あ るい は教会 員 を知 って

お いでな ら， ど うか 彼 らの メ ッセ ー ジ を聞い

て いただ きた い。 そ うす るこ とはあ なた 自身

に永遠 の生 命へ の扉 を開 くと同時 に， 主 のみ

業 に携 わ る素晴 ら しい機 会 の扉 を開 くこ とに

もな るの であ ろ う。

救 い主 は，奉仕 はそ の 人を救 う と言わ れ た。

「そは
， 見 よ畑 は早 白 くして刈 り入 れ を待 つ

が故 な り， また見 よ，勢 力 をつ くして鎌 を入

るる者 は， 亡 びず して その 身 も霊 も救 い を得
く ら

るため に庫に積 み 入 るる な り。」(教 義 と聖約

4：4)

「而 して汝 らも し生涯 今 の世 の 人々 に向 い

て悔 改め を叫 ぶ こ とに 力 を尽 し， 唯 一 人の 人

た りと もわれ に導 かば， わが御 父の 国 に於 て
い か

彼 と共 に汝 らの悦 び如何 ば か りそや 。
も と

さて， わが御 父 の国 に われ の許 に導 きた る

唯一 人の 人につ きて汝 らの 悦 び大 いな らば，

汝 らも し多 くの 人 を導 き来 らば そ の悦 びは果
い か

して如 何 ばか りそや 。」(教 義 と聖 約15-16)

私 た ちは主 のみ業 に携 わって い る。 イエ ス

はキ リス トで あ り， 現実 生 きてお られ る。 そ
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して生 け る予 言者 スペ ンサー ・W・ キ ンボー

ル大管 長 を通 じて，み 業 を導 いて お られ る。

これ らの こ とをイエ ス ・キ リス トのみ名 に よ

り証す る。ア ー メ ン。

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル大 管長
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真の守り手である若い女性たち

青年たちの生活に大さな影響を及ぼす光を放ちなさ'い

十二使徒評議員会会員

デ ビッ ド ・B・ ヘイ ト

亡 れ られ ない 人生 緻 は数 々あ るが， 中で
'じr、も

， 人 をバ プテ スマ の水 に導 い た こ とを

語 る宣教 師 の，主 に対す る愛 と喜 び を見 聞 き

す る うれ しさは また格別 で あ る。

キ ンボー ル大管 長 は， すべ て の資格 あ る青

年 男子 は伝 道 に出 る準備 をす るよ うに と要 請

して い る。い まだ に霊 の闇 の 中で神 の ま こ と

の み 言葉 を待 ち か ね て い る人 々が ， こ の 地

上 に 大 勢 い る。教 会 は， 全 世 界 で奉 仕 す る

宣 教 師 の 人 数 が 多 い こ とを 誇 りに してい る

が ， それ で もまだ まだ 多 くの 宣教 師が 必 要 で

あ る。

世 界 中の町や 村 で， ひ とつ の家族 が ほか の

家 族 を教 会 に導 く。や が て宣教 師が 派遣 され

る。小 さな支 部が 発展 して ワー ド部 に な り，

ス テー キ部が で き る。 地域 の聖 徒 と宣教 師 に

よ り驚 くべ き方法 で これ が繰 り返 され， 良 き

お とずれ と新 た な希 望 が 各地 の民 に伝 わ る。

教 会 の宣 教師 は さ らに増 え続 け るで あ ろう。

現 在伝 道 中の25，000入 の青 年 男子 が35，000人

とな り，や が て50，000人 とな るで あ ろ う。 ど

の よ うな手 もこの み業 を阻む こ とは で きない 。

しか し， 多 くの ワー ド部 に， 天 よ りの次 の

指示 に従 えな い青年 た ちが い るこ とは，悲 し

く残 念な こ とであ る。 「わ が教会 の長 老 たちを

……諸 々 の国 民に遣 わ して 万国 の民 を訪 わ し ・

め… …」(教 義 と聖 約133：8)教 会 の立 派 な

若 者 た ちの 中に 自由放 任 な社会 の 流儀 に縛 ら

れ て しま って いる人 々が い る。

今 日私 は， 教会 の若 い女 性， 特 に教会 の青

年 とデー トをして い る女性 たち にお話 した い。

この場 にふ さわ しい話 を したい と思 うが， 緊

急 で不 可 欠な事 柄 の性格 上， 腹蔵 な く率 直 に

申 し上 げ たい と思 う。

青 年 た ちの 中に は， 資格 に欠 け るため に伝

道 に行 くこ との で きない 人々が い る。

私 は教 会の 若 い神 権 者 たち とデー トを し，

交 際 してい る教会 の若 い女性 の皆 さん に，道

徳 の真 の守 り手 た るよ うに と申 し上 げ る。あ

な たは その よ うに なれ る。 また そ うな らなけ

れ ばな らない。 多 くの女性 が 現に そ うであ る。

ど うか あ なた 自身 の役割 を過 少評 価 しな いで

い ただ きたい 。すべ て の責任 が あな たに ある

とい うわ けで はな い。 しか し，デ ー トの時 に

相 手が 神 の戒 め を守 りた い と思 うよ うな雰 囲

気 を作 るこ とはで きる。事実 あな たには，栄

えあ るモ ルモ ンの理 想 の女性 像 を今一 度新 た

にす る機 会が あ るの であ る。

若 い女性 の 皆 さんは ，若 い 男性 の行 動 に対

して大 きな影 響力 を持 ってい る。彼 らは あな

たの 好む 服装 を し， あな たの好 きな髪型 にす

る。 また， そ う しよ うと思 えば， あな たは彼

が運転 す る車 の速 度 まで左 右 で きるの であ る。

あ なたが だ らしのな い格 好 を好め ば，彼 は そ

の よ うな装 いに な るで あろ う。あ なた は流行

の最 先端 を行 くよ うな身 な りをす る必要 は な

い ので あ る。 ファ ッシ ョン を決 め るの は買 い

手 であ る とい うこ とを御 存知 だ ろ うか 。売れ

さえす れば， 若者 の社 会 に どの よ うな影 響が

あ ろ う と， た とえ良 くない もの であ ろ うとお
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か まい な しで あ る。 しか し，世 が この教会 の

道 に倣 う 日.はや が て来 る。 その影 響 は星 の光

め よ うに 人々 の行 動 を動 かす で あ ろ う。若 い

男性 に及 ぼす あな たの影 響 は重大 で あ る。教

会 の標 準 を支持 し， 服装 や行 動 を決め るのは

あ なたで あ る。

宣教 師 にな ろ う とす る青年 た ち との面接 か

ら，女 性 とかか わ るあ る種 の悲 しむべ き行為

が明 らか にな る こ とが あ る。 これ は残 念 な こ

とであ る。そ の中 には， 皆 さん に期 待 されて

い る姿 か らあ ま りにかけ 離れ た醜 悪 な行 為 も

あ る。 救 い主 は私 たち の弱 さ をよ く知 ってお

られ，こ う警 告 された 。「誘 惑 に陥 らな いよう

に， 目をさ ま して祈 っ てい な さい。心 は熱 し

て いるが， 肉体 が弱 いの で あ る。」(マ タイ26

：41>

若 い女性 の皆 さん，伝 道 の召 しを受 け る準

備 を して い る青年 たち との交 際 を高 い水準 に

保 って いただ きた い。 自動 車 や家 で あな たの

横 にす わ るそ の青 年 は， 主 のみ業 に必要 とさ

れ てい る人で あ る。 何百 人， 何千 人 とい う彼

の よ うな青 年 たちが 必要 とされ てお り，主 の

方法 に よって準備 され てい る。

デー トの相手 の青 年 た ちは伝道 に備 えてい

る神権 者 であ る。監 督か らふ さわ しい と認 め

られ， 頭 に手 を按か れ て，神 権 を授 け られた

青年 た ちで ある。考 えて いただ きたい。主 は

彼 らに説 き，教 え， 釈 き，勧 め， バ プテ スマ

を施 す権 能 をお与 えに な ってお られ る。 主御

自身に代 わ って行 な う神 聖 な権 限 を与 えてお

られ るので あ る。 あな たの デー トの 相手 は祭

司であ るか もしれ な い。彼 は大神 権 を受 け る

にふ さわ し くあ りた い， そ していつ か霊 的 な

祝福 の鍵 と権 能 を持 ちだ い と願 っ てい る。彼

は 「あ りきた りの青 年 」 では ない。 特別 な青

年 であ る。訓練 中 の人 間 であ り， 伝 道に行 こ

うとい う青 年 であ る。 あ なた は彼に 大 きな祝

福 をもた らす こ とが で きる。青年 に愛 され る

あな たは，重 大 な落 とし穴 を避 け る よ うに彼

を導 く人で あ る。

勉学途 中 の 人生 の形 成期 に あ る青 年 男子 は，
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理 想 と理 想 の 人間像 とを持 って い る。あ なた

が その よ うな理 想 であ るか も しれ な い.。これ

らの青年 たちは程 な くして宣教 師 とな り，`み

た まに よ って求道 者 に教 え る とい う祝福 にあ

ずか るので あ る。主 は こ う言 わ れ た。「この

『み た ま』 は，信 仰 の祈 りに よ りて汝 らに与

え ら る。 而 して 汝 ら もし 『み た ま』 を受 け ざ

る時 は教 うべ か らず 。」(教 義 と聖約42：14)

宣教 師 た.ちはみ た まに よって教 え， 証す る。

彼 らは主 のみ ここ ろにか なわ なけ れば な らな

い ので あ る。 み た まを望 むだ けでは 十分 で は

な い。祈 りが あ って も十分 で はな い。宣 教師

は主 が求 め られ る こ とを行 な わな けれ ば.なら

な いの であ る。戒 め を守 り， 身 を清 く保 ち，

健 全 な行 な い を し， また健 全 な思 い を抱 くこ

とであ る。 「主が 自分 は不 浄 な宮 に 宿 ら な い.

…… と仰せ にな って い るか らであ る
。」(ア ル

マ34：36)

「主 の山 に登 るべ き者 はだ れか
。 その聖所

に立 つべ き者 は だれか 。

手 が清 く， 心 のい さ ぎよい者 ，… …」(詩 篇

24：3-4)詩 篇作 者 は神 の律法 に従 った清 い

行 動 の必 要 な こ と，清 い心 ，清 い思 い， 主 の

み こ ころにか な う生活 ，主 を愛そ うとい う望

みの 必要 な こ とを教 えて い る。

私 は伝 道部 長 として働 いて いた 時に， 自分

の召 しに なか なか 打 ち込 めな いぴ と りの宣教

師 を ドライブ に誘 い，ふ た りで丘 の頂上近 くま

で ドライブ した。ほか に人 は いなかった。それ

か ら何 時 間 もた ってか ら， 彼 はこれ まで罪の

意 識 を感 じな が ら隠 し通 して きた あ る問 題 に

つ い て話 し始 めた 。彼 は 自分 の した こ とを恥

じて いた。私 は話 を聞 き，ふ た りで じっ く り話

し合 った 。そ の後 そ の宣 教 師 は，召 しを受 け

た者 にふ さわ しい生 活 に立 ち戻 っ たの であ る.

宣教 師が 心配 す る事 柄 の大 半は ，過 去 のデ

ー トや 交際 がふ さわ しい もの で あ ったか どう

か とい う懸念 であ る。 「全世.界に 出て行 って，

すべ て の造 られたものに…… 宣べ伝 えよ」(マ

ル コ16：15)と い う主 の指示 は， キ リス トの

み 名 を受 けた私 た ち全員 に関 係が あ る。老 い



も若 き もキ リス トの教会 の すべ ての会 員 に関

係 が あ る。適 当な年 齢 に達 した青 年 男子 は，

予 言者 に 召 されて 親元 を離 れ， 全世 界 に出て

行 く。 そ して， 他 の者 は家庭 に いて福 音 を広

め る。 また， あ る者 は経 済援 助 をす る。す べ

て の教 会 員は， 福音 を火々 に伝 え広 め る とい

う主 の計画 に参 画す る責 任が あるの であ る。

若 い女性 の皆 さん は，教 会 の青年 たちの伝 道

の準 備 と訓 練 に関 して重 大 な役 割 を担 って い

る。 も しあな たがふ さわ しい生 活 を し，'すべ

て の もの の共 同の相 続 人 として 自分 の神聖 な

役割 につ いて前 向 きの しっか りした イ メー ジ

を抱 くな らば， あ なた はあ なた の影響 を受 け

る ことに な る青 年 に とって祝 福 の源 とな るで

あ ろ う。

あ る時，若 い人 々が 自分 の義務 や 楽 しみや，

福 音 を分 か ち合 うこ とにつ いて の考 え を語 り

合った。その時 に， 「あなた の務 めは一 体何 で

し ょ.っ」 と問 われ た ワン ダ とい っ名 の女性 は

こ う答 えて い る。

「す縛 ての教 会員 は宣 教師 で ある よ うに期

待 され て い ま.す。 そ して，私 に は教会 の こ と

.を知 り た い友 達 が大 勢 い ます 。 たい ていの 質

問 に私 は 多分 答 え られ る と思 い ます。私 たち

は 自分 で で きる限 りの こ とを しなけ れば いけ

な い と思 い ます 。」

ま たビバ リー姉 妹 はこ う答 えて い る。「男の

人 た ちが 伝遣 に 出 る ように励 ます こ ともで き

る と思 い ます 。 …… 小 さな こ とで……励 ませ

る と思 う・ん です 。… …私 た ちが模 範 を示 せ ば，

それ が一・番 の助 けで はな いで しょ うか 。」

着 い女 性 の皆 さん は， 良 い模 範 とな らなけ

れ ばな らない。 身 を清 く保 って， ふ さわ しい

状態 で主 に仕 える霊 的な備 えが で きるよ うに，

教会 の青 年 た ちを助 けな さい げ女性 の皆 さん

には， 世 の考 えでは な く， 教 会の信 ず る とこ

ろに従 って女性 であ る こ とを尊 ぴ， 主 に仕 え

る義務 が あ る。最 も大切 な責任 の ひ とつ は，

清 さ を保 つ こ とであ る。皆 さんが清 けれ ば，

デ7ト をす る青 年 も清 い であ ろ う。声 しも青

年 が 良 くな い こ とを.言い寄ってきたら， 「私は

いや です。主 を悲 しませ るよ うなこ とは させ

な い で下 さい」 と拒 否す る神聖 な義 務が あな

た に あ る。

シオ ンの娘 であ るあ なたは， 明 るい光 とな

り， 正 し一い模 範 を示 す こ とが で きる。若 い内

は デー トを避 け， またデ ー トの相 手 を特定 の

人 に決め るの を急が な い ように しな さい。関

係 を持つ こ とは何 として で も避 け な さい。恋

人 との散 歩 で過 ごす 時間 に，精 神 を鍛練 し，

人格 を磨 いては ど うだ ろ うか 。 あなた には 自

ら伸 ばせ る才 能 と， 人 に分け 与 える こ とので

きる才能 の両 方 が あ る。

良 い本 を読 み な さい。 良 い音 楽 を聞 きな さ

い 。知 恵の 言葉 に あ る祝 福 を調 べ， 論 じな さ

い 。

聖 典 を読 み なさ い。 そ こに は，最 も偉大 な

物語 が語 られ でい る。

デー ト中の男女はら 「一 緒の 時間が 多過 ぎる

時」， また 「夜遅 ぐまでデ ー トをす る時」， ど

の よ うな事 態 を招 きや す いかす で に承知 して

い る。 その よ うな危 険は避 け な さい。理性 を

負か す こ との ある感 情の 力が そ こに潜伏 して

い るの であ る。 勇気 は，望 み と自己 訓練 に よ

って 培 われ る貴 い徳 で あ る。

200年 程昔 の英 国 の政 治家，エ ドマ ン ド・バ

ー クはこ う書 き残 している。「青 年 た ちの心 を

占め る感 情 を教 えて くれ れば， 私 は次代 の人

人の性 格 を言 い当て よ う。」(エ マー ソ玖 ・ロ

イ ・ウ ェス ト 巧物1Qπ0鰯 ∫0ηS「珠玉 の言葉 」

P.427)

愛 する 若 き友 人た ち，私 た ちは何 として も

世 を風靡 す る偽 りと不 道徳 の潮 流 を阻止 した

い。 それ をす るのは教 会 の若 人の皆 さん であ

る。皆 さんの 信仰 と力に よって で ある。神 の

戒 め を自 ら守 り， 人 に もそ うさせ たい とい う

望 み を持 ちな さい6勝 ち 目は ない と考 え て力

を落 としては な らな い。時 として， ゴ リアテ

に戦 い を挑む ダ ビデ の心 境 に な るこ とが あ る

であ ろ う。 しか し， 忘 れて はな らな い， ダビ

デは勝 ったの で あ る。

人生 の 本 当の 目標 を考 える時 ，.私たち は何
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を望 むべ きだ ろ うか 。主 は1829年 に予 言者 ジ

ョセ ブ ・ス ミス を通 じて ジ ョン ・ホ イ ッ トマ

ーに啓 示 を下 し
， こう言 われた。 「汝に と りて

最 も価値 あ.るこ とは， 汝今 の代 の 人々 に悔 改

め を宣べ て 人々 をわ れに導 き， 以 て彼 らと共

に父の御 国 に休 まん こ とな り。」(教 義 と聖約

15：6)

キンボー ル大管 長 は，宣 教 師の数 が 多 くな

る こと と共 に，宣 教師 が よ り良 い準 備 を し，

奉仕 したい とい う望 み を持 っ て伝 道 地 に赴 く

よ う呼 びかけ てお られ る。主 は， 「汝 ら もし神

に仕 えん と望 む な らば， 汝 ら神 の業 に召 さる

るな り」 と言 われ た。 宣教 師 には 「すべ か ら

く心 をつ くし， 勢 力 をつ くし，思 をつ くし，

体 力 をつ くし て 」(教 義 と聖 約4：2)働 く

こ とが求 め られて い る。若 い女性 の 皆 さん，

あなたの励 ま しに よ ってひ と りの青年 が 自分

の 召 しの尊 さ を悟 り，卓 越 した現 代 の宣教 師

に なろ うと決意 したな らば， あ なた は その こ

とか らどんな に大 きな喜 び を味 わ える こ とだ

ろ っ。 その よ っに な った 若 者 は 多 い 。・しか

し私 た ちは す べ て の 若 者 に その よ うな宣教

師に な ってほ しいの で ある。 主は こう言 われ

た。「畑は早 白 くして刈 り入 れ を待 つ …… 。勢

力 をつ くして鎌 を入 る る者 は， 亡 びず して …

…救 い を得 る… …」(教 義 と聖約4：4)テ キ

サ ス州サ ンア ン トニ オ伝 道部 のボー ン ・フェ

ザース トー ン伝 道部 長 は， 「鎌 を使 うの はやめ

て， コンバ イ ンを使 お うでは ないか 」 と述べ

てい る。

キ ンボール 大管長 は 「改宗 者 が いなけ れば

教会 は 力 を失 い， 滅び て し まう」(『隣 人 を警

む る責任 あ り』 「聖 徒 の 道 」1977年11月 号，

p.557>と 語 ってい る.。.若い女 性 の皆 さん には，

世 の人々 をイエ ス ・キ リス トの福 音 に導 く大

切 な務 め があ る。 あな たは 人生 の大切 な一 時

期 にあ る青年 を励 ま し，影 響 を与 え， 守 る こ

とさえで きるのである。 「目が まだ見ず， 耳 が

まだ聞かず， 人の心 に思 い浮 び も しなか った

こ とを，神 は ご 自分 を 愛 す る者 た ち の た め

に備 え られ た。」(1コ リン ト2：9>主 は この
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約 束 を守 られ る。若 い 男性が ふ さわ しい状態

を保 ち;主 に仕 え る準備 が で きる よ うに助 け

るこ とは， あ なたが主 に示す こ との で きる愛

で あ る。

少 女 ジ ャン ヌダル クを題材 に したマ ックス

ウ ェル ・ア ン ダー ソンの劇 中に， こ ラい う言

葉 が あ る。 「あ らゆ る女 は 自分 の信ず るものの

ため に命 を捨 て る。時 に 人々 は ささい な もの，

無 に等 しい もの を信 じ， それ のため に命 を捧

げ る。 たっ た一 度 の命 ，私 た ちは信 ず る まま

に一度 の 人生 を生 き， 死 んで行 ぐ。 しか し，

自分 を引 き渡 して信 念 な しに生 きるこ とそれ

は若 くして死 ぬ よ りも痛 恨 は なは だ しい。」

(マ ッ クス ウ ェル ・ア ン ダー ソン ノ∂αηげ 五〇処

m勿 θ「ロ レー ヌの ジャンヌ」第2幕 第4場)

若 い女性 の皆 さん，青 年 の心 に必要 とあ ら

ば 「大 きな改 心」(ア ルマ5：14)を 生 じさせ

る力 とな る影 響 力 と霊性 を放 ちな さい。願 わ

くは皆 さんの努 力 に よ り，神 に よ って霊 的に

生 まれ ，神 のみ た ま を顔 い っぱ いに 輝やか す

教会 の 若 い世 代 が生 まれ ん こ とを。皆 さんは，

青 年 た ち を本 来 あ るべ き姿に まで成長 させ る

こ との で きる， しか し開 け る も閉め る も，益

す る も損 な うも可 能 な神聖 な鍵 を造 り主か ら

与 え られ て い る。

神 のみ 業 は後退 す る こ とが ない 。み業 と目

的は 絶 え るこ とな く， つ いに は義が 世 界に満

ち る。教 会の 若 い女 性 の皆 さん，私 は皆 さん

にお願 い した い。 あ なたの責 任 と して， キ リ

ス トとキ リス トの福 音 の.回復 を証 す るにふ さ

わ しい若 人 を主 とキ ンボー ル大 管長 の もとに

送 って下 さ るよう に。 これ らの事 柄 を， イエ

ス ・キ リス トの聖 な るみ 名 に よって証 す る。

アー メン。

☆ ☆



ギ レァデの乳香

落胆や苦悩，悲嘆，不安，挫折に遭遇するあなたへ

十二使徒評議員会会員

ボイ ド ・K・ パ ツカー

私 は心配や不安 を抱いている方々・平安の
ない方 々 に訴 えた レ㌔ 落 胆や 苦 脳や 悲嘆

の中 に いる人，挫 折 感や 無 力感 を抱 い てい る

人， あ るいは不安 や差 恥 に沈 む 人， そ の よ う

な方 々に お話 した い。

聖書 に は， 昔 ヨル ダ ンの川 向こ うの ギ レア

デで鎮 痛 に使 われ る薬 が産 出 した と書か れて

い る。 それは 灌木 か ら とれ る もの で，古 代世

界の主 要 な交 易 品で あ った。 そ してギ レァデ

の乳 香 とい われ， 痛 み を和 らげ る力の 象徴 と

な った 。

歌 に も歌 われ て いる。

ギレア デの乳 香

傷つ く者 を健 や か に

ギ レア デの乳 香

病 め る魂 をいや すべ く

最 近 私 はかか りつ け の内科 医 に純 然た る体

の病 気 の治 療 に どれ位 の時 間 を当て て いるか

尋 ね てみ た。大 勢 の患者 を抱 えて いる彼 は，

しば ら く考 えてか らこ う答 えた。「20パーセン

トに もな らないだ ろ うね。 あ との時 間 は，体

その もの に は起 因 しないが ， 患者 さん た ちの

健 康 に非常 に影響 す る いろん な問 題に かか わ

っている感 じだね。」 そして彼 は最 後 に こう言

った。

「そ うい う人々 の体 の不調 は， 別 の問題が

そんな形 を取 って表 われたに過 ぎないんだよ。」

近 年 は主要 な疾 患 が次 々 と矯 正 治療 に座 を

明 け渡す よ うにな って きた。 従来 通 りの疾病

もあ るが， ほ とん どの病 気 は何 とか で きるよ

うな感 じであ る。

私 た ち には触知 す るこ とはで きな いが， 肉

体 と同 じよ うに存在 の確 か な も うひ とつの部

分 があ る。 そ の触知 で きない部分 は， 心，感

情， 知性 ， 気質 な ど，様 々 に言 われ てい る。

霊性 と呼 ばれ るこ とは きわめ て まれ であ る。

しか し， 人 には霊 が あ る。 それ を見過 ごす

こ とは 現実 を無視 す るこ とで ある。実 際 に霊

は不 調 に な る し，病 気 に なる。 そ して，極度

の苦 しみ を被 る こ とが あ る。

人の体 と霊 はひ とつ に結 ばれ て いる。 その

た めに しば しば，不 調 な時 に， どち らが どう

な のか 判別 が 非常 に 困難 な場合 もある。

体 に は休 養， 栄養 ，運 動 な ど， 健康 の基 本

ル ール と もい うべ きものが あ って， それ を無

視 す る と体 調 を害 う。 基本 ルー ル をな いが し

ろにす る者は ， いつか 自分 の 愚か さゆ えの代

償 を払 わされ るこ とにな る。

霊 の健康 に もルー ルが あ る。簡単 で はあ る

が無視 で きな いルー ルで あ り， 見 て見 ぬふ り

をす る者 はや が て悲 しみ を刈 り取 るこ とになる。

私 た ちは だれ で も体 の病 い を体 験す る。 そ

れ と同様 に だれ で も時折 霊の病 い を経 験す る。

とこ ろが，霊 の慢 性病 にかか ってい る人が実

に 多いの であ る。

そ こに逗 留す る必要 はな い。私 たちは霊 の

伝 染病 を撃 退 して， 霊 の健康 を得 るこ とがで

きる。 た とえ体 が 大病 にか か って いて も， 霊

的に健 康 で い るこ とは可能 で あ る。

心配 事 に悩 む 人，悲 嘆や 差恥 に 沈む 人，嫉
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妬， 失望 ，羨望 に苦 しむ 人， その よ うな 人に

お話 したい。

あな たの 自宅 付近 に， どこか 空地 が あ る と

思 う。隣接 の庭 は よ く手 入れ され て いて も，

空地 は いつ も雑 草 が いっぱ い であ る。

そ こに 人の歩 く道 か 自動 車の 通 る道 がつ い

てい る。 そ して， ごみや 屑 が捨 て られ てい る。

ま ず だれか が刈 り取 った芝 をそ こに捨 てた。

それ だけ では ど う とい うこ とは な い。次 に だ

れかが近 所 の庭 か ら木 片や 木の枝 を持 って来

て捨て た。それか ら新 聞，雑 誌，ビニー ルか ば

ん，つ いに は空 きか ん，空 きびんが捨 て られ た。

こ う して 空地 は ごみ捨 て場 に な った。

近 所 の人 々は そのつ も りでなか ったの だ ろ

うが， あち らこち らか ら少 しずつ 集 ま って き

てごみ の山が で きた ので あ る。

この空 地 は私 た ちの心 に非常 に よ く似て い

る。心 を空 っぽに して人が 踏 み込 むに まかせ ，

何 を山 と置 いて行 かれ て もそ の ま ま とい うわ

け であ る。

空 きか んや 空 きびん の よ うなが ら くた を 自

分 の心 に どさっ と山積 み され るの はだ れ し も

拒否す るであ ろ う。 しか し，芝や 新 聞紙 な ど

が置 かれ て いる所 に別 の もの を捨 て るのは，

た い して悪 い と思 わ ないで あ ろ う。

私 た ちの心 に，捨 て去 られ た汚 い思想 は，

少 しず つ蓄積 す る と，本 物 の ごみ の山 に もな

り得 るの であ る。

何年 も前 に， 私 は心 の中 に ある標 識 を掲 げ

た。 それ は簡単 な もの で， しっか りと心 に刻

み込 んだ。 「立 入 り禁 止 」 「ゴ ミを捨 て るな」

時にはそれ を人にはっ きりと示す 必要 が あった。

私 は，守 るだけ の価値 も有益 な 目的 もな い

もの に， 自分 の心 を 占有 され た くない と思 う。

私 は 自分の 心 に生 え る雑 草取 りに懸 命 であ る。

自分 を高め な い ものの ため に心 を乱 され た く

な い と思 う。

私 は これ までの生 涯 に何度 か その よ うな思

想 を運 び 出 した。失 礼 にあ た らな い よ うに、

それ を垣根 越 しに もとの所 へ投 げ返 した こ と

もある。
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あ る考 えは， 居す わ られ ない よ うに何百 回

も追 い立 て なけ れば な らなか っ た。 そ して，

その場 所 に有 益 な もの を置 いてみ て，や っ と

それ が功 を奏 した。

私 は 自分 の心 を，卑 しい思想 や考 え， あ る

いは失 望や 苦 い思 いや ね たみ， 差恥 心，僧 悪 ，

不安 や 悲嘆 の ごみ捨 て場 には した くな い。

も しあ な たが その よ うな もの に悩 ん でい る

な ら，庭 掃 除 をす るの は今 であ る。 ごみ を片

付 け な さい。す っか り始 末 しな さ い。

「立 入 り禁 止 」 の標 識 と
，.「ゴ ミを捨 て る

な」 の 立て 札 を立 てて 自分 を コン トロール し
..なさ い

。 自分 の ため にな らない もの を置 いて

は な らない 。

傷 の手 当 てに 医師が とる最：初 の処 置 は消毒

で あ る。た とえ どん なに痛 くて も， 医 師は 異

物 を取 り除 いて感 染 を防 ぐ。

あな た も霊 的 にその よ うな処 置 をす れば，

見通 しはず っ と違 って くる。悩 み はず っ と少

な くな る。悩 み を寄せ 集め て混 乱す るのは い

とも簡 単 な こ とであ る。

どこか に こ う異議 を唱える声がある。 「心配

が 無駄 事 だ とは限 らな い。心 配 してい る こ と

に限 って本 当 に起 きた りは しない のだ」 と。

何年 も前 に， 私 は心か ら敬 愛 してい たあ る

人か らひ とつ の教 訓 を学ん だ。 面識 あ る人 々

の 中 で も， 彼 は まさに.聖徒 その もの といっ た

人で あ った。穏 やか で落 ち着 いてお り， その

深 い霊性 には大 勢 の人 を引 きつ け る もの が あ

った。

彼は 苦 しん でい る人 を ど う助 け た らよいか

を知 って いた 。彼が病 気 や その他 で苦 しん で

い る人々を祝 福する場 に，私 は何 回も同 席 した。

彼の 生涯 は教 会 で も社 会 で も奉 仕 の一生 で

あっ た。

彼は伝 道部 長 を務 め た こ とが あ り， 年 に1

回の帰還 宣教 師 の親睦 会 を楽 しみに して いた 。

高齢 に な って夜 の運転 が で きな くな って か ら

は， 私 が運転 を買 って 出て親 睦会 に 出席 した。

その ささや か な私 の行 為が 何百 倍 に もな っ

て報 わ れて 返 って きた ので あ る。



あ る時，ふ た りき りで しか も気 分が の った

時 に，彼 は一 生 の教 訓 とな る体 験談 を私 に話

して くれ た。 私 は それ まで彼 の こ とを よ く知

っ てい る と考 え てい たが， その私 の想像 もで

きない よ うな こ とをその 時聞 いた の であ る。

彼 は小 さな町 で育 った 。少年 時代 に何 か大

きな こ とので きる人 間に な りたい とい う夢 を

持 ち， 一生 懸 命に 学 問 を身につ け た。

彼 は素 晴 ら しい女 性 と結婚 し，万事 が 川頁調

な生活 だ った 。良 い仕事 を得 て将来 は 明 るか

った 。心か ら愛 し合 うふ た りに，や が て子供

が 誕生 す る こ とに な った。

とこ ろが 出産 当夜 に困 った こ とが 起 きた。

ひ と りしか い ない 医者 が往 診 で田舎 に 出かけ

て しまい， 彼 に連絡 がつ か な いの であ る。何

時 間 も苦 しみ抜 い て母体 の状 態 が ひ ど く悪 化

して いた 。

や っ と医者が 戻 っ て来 た。事 態の 急 を感 じ

た医 者 はす ぐに処 置 に取 りか か り，事 は落 ち

着 き， 子供 も無 事生 まれ た。 それ で危険 が去

ったか の ように思 われ た。

しか しその数 日後，若 い母 親 は医 者が往 診

先 で感 染 して きた病 気 にか か り， それが も と

で死 ん で しまっ た。

友 人の世 界 は暗 く閉 ざされ た。 もはや すべ

てが一 転 して ，何 もか もが う ま くいか な くな

っ た。最 愛 の妻 を亡 くし， 生 まれ たばか りの

子 供 を世 話す るあて もな く，仕 事 に向か う気

力 もなか った。 ・

日が たつ につ れ， 悲 しみ に ます ます 心が う

ず いた 。「医者 は治療 す る資格 な どなか ったの

だ」， 「彼が妻 を病 気 に した のだ。 注意 さえす

れ ば， 妻 は死ぬ こ とな どなか ったの だ」 と，

彼 は それ ばか りを考 え， 悲痛 の あ ま り暗 い気

持 ちに陥 って い った。

そ んな あ る晩， 玄関 で ノ ッ クの音 が した。

少年が 一 言， 「パ パが どうぞ来 て下 さいっ て。

お話 が した いそ う.です 」 とだ け言 った 。

「パパ 」 とい うの は ステー キ部長 だ った。

悲 しみ に打 ち沈 ん だ友.人は， 霊の 指導 者 に会

い に出か け た。霊 の 牧者 は 自分 の羊 の群 れ を

見 てい て，彼 に何 か を言 い たか ったの であ る。

その 賢い僕 の助 言 はた だ これだ けだ った。

「ジョン，深 く考 えないよ うに しなさい。 何 を

した ところ で奥 さんが 返 って 来 るわけ ではな

い。何 か をす れば， それ だけ悪 くな る。 ジ ョ

ン，考 えす ぎな い よ うに しな さい。」

友 人は， そ れ は非常 な試 しで 自分 に とって

は ゲ ッセマネ の苦 しみ だった と語 った。

ど うしてそ の ままに しておけ る とい うのだ

ろ うか ，正 しい こ とは正 しいの だ， ひ どいこ

とをした らそ の報恥 は受 け て 当然だ 。

彼 は苦 しみ ，その よ うな自分 と闘 った。そ し

て， す ぐで はなか ったが ，彼 はや が て， た と

え結 果が 思 わ し くな くて も従 順に な るべ きだ

と考 え た。

従 順 は強 力な霊の薬 である。万能 薬に も近 い。

友 人は 賢明 な霊 の指導 者 の助 言に従 お うと

決 意 した。 そ して， 過去 の こ とを気 にかけ ま

い と決心 した。

友 人は私 に こう話 して くれた。 「結局 理解 で

きた のは年 とってか らだ った よ。彼 は気 の毒

な医者 だ った 。忙 しいばか りで収 入は少 な く，

次 か ら次へ と診 察 にか け まわ って， ろ くな薬

はな く， む ろん病 院 もな く，器 具 もわず'かし

かな い。 彼 は人 の命 を救 お う と一生 懸命 だ っ

たん だ。 そ して ほ とん どの場合 ， 立派 な仕事

を して いた しね 。」

「ふ たつ の命 の どち らが ど うな るとい う瀬

戸際 に立 た され て， ぐず ぐず して い られなか

っ たの だ ろ っ。」

「よ うや く理解 で きた時 には， 私 はす っか

り年 を とって いた よ。」 彼 はそ う繰 り返 した。

「私 は 自分 の 人生 をだめ にす る ところだ った。

それか ら他 人の 人生 もね 。」
「ジ ョン

，深 く考 えない ように しなさい」 と

だけ勧 告 して くれ た 賢明 な霊 の指導 者 の こと

を， 彼は ひ ざ まず い て幾 度 も主に 感謝 した と

い う。

この言 葉 を，私 も皆 さん に 申し上 げた い。

恨 みや不 満や 苦 い思 いや 失望 ，嫉 妬 に苦 しむ

時， 自分 を抑 えな さい 。他 人 との こ とは抑制
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で きない場合 が あ るで あろ うが， 自分 の心 の

問題は 自分 で抑制 で きる。

だか ら， 申 し上 げた い。 ジ ョン， あ ま り深

く考 えな い ように しな さい。 メア リー ， あ ま

り深 く考 えな い よ うに しな さい， と。

それ をす るに は，霊 の強 さが必要 とな るで

あ ろ う。 それ を求 め な さい。 それ が祈 りであ

る。祈 りは強 力 な霊 の 薬 であ る。 この 薬の使

用法 は聖典 に 書か れて い る。

教会 の聖 な る讃 美歌 に こ うい う一 節 が あ る。

部 屋 を出 る前 に 祈 りしか

霊 か な しむ と き

ギ リエ ドの乳 香 か りた るか

疲 れ を休 め て 光 もた らす

祈 りを忘 るな なや む とき(讃 美 歌58番)

私 たちは だれ で も， 時 々重 い荷 物 を背 負 う

こ とが あ るが ， 賢 い人は それ を長 くは背 負 っ

ていな い。荷 を降 ろす の で あ る。

問題 の完全 な解 決 を待 たず に荷 を降 ろさな

け れば な.らない こ と もあ る。 どうにか しなけ

れ ばな らな い こ とも， 自分 で は ど うし よう も

な くて思 うよ うにな らな い こ ともあ る。

しか し，背 負 う荷物 が取 るに足 らな い荷物

とい っこ とは よ くあ る。 ク ララお ば さんが結

婚 式 のパ ーテ ィー に来 て くれ なか った とい う

こ とを何年 たって も根 に持 っ てい たら， あ な

たの成長 は あ るだ ろ うか 。 そん な こ とは忘 れ

な さい 。

昔 の失 敗に くよ くよ といつ まで もこだわ っ

て いる な ら， その気 持 ち を沈め な さい。 前 を

見 なさ い。

監督 が 自分 を正 し く召 して くれ なか った，

正 しい解任 を しなか った とい うな ら， 忘

れ なさい 。

だれ か の仕 打 ち を恨 みに思 って いる な ら，

忘 れ な さい。

それ を赦 し とい う。赦 しは強 力 な霊の 薬 で

あ る。 この薬 の使 用 法 は聖典 に記 されて い る。

繰 り返 し申 し上 げ る。 ジ ョン， いつ まで も

こだわ らない よ うに しな さい 。 メア リー， い
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つ まで もこだ わ らな い ように しな さい 。あ な

たの心 を，胸 中 を，魂 を，清 くし，和 らげ な さい。

そ うす る時に ， あな た を取 り巻 く世 界 か ら

薄 黒い 膜が はが れ るで あろ う。 問題 は依 然 と

して残 るか も しれ ないが， 太 陽 は昇 って来 る。

あ なた の 目か らは梁が 落 ち る。 そ う して， 理

解 を越 え る平 安が もた らされ るの で あ る。

イ エ ス ・キ リス トの福音 の 大 いな る教 えは，

キ リス トに与 え られ た 「平 和 の君 」 とい う称

号 が示 す通 りで あ る。 キ リス トに従 うな らば，

私 た ちは個 人 と して も全体 と して もこの平和

を得 る こ とが で き る。

主 は言 われ た。 「わ た しは平安 をあなたが た

に残 して行 く。わ た しの平安 をあ なたが た に

与 え る。 わた しが与 え るの は，世 が与 える よ

うな もの とは異 な る。 あな たが たは心 を騒 が

せ るな， また お じけ る な。」(ヨ ハ ネ14：27>

兄 弟姉 妹 の皆様 ，悩 む 時 にほ， ギレア デの

乳 香で はな いが， 痛 み をいや す乳 香が あ なた

のす ぐ手 も とに あ る。

次 の聖 句 につ いて考 えてい ただ きた い。

「何 事 で もわ た しの 名 に よって願 うな らば
，

わ た しはそれ をか な えて あげ よ う。

も しあな たが たが わ た し を愛す るな らば，

わた しの い ま しめ を守 るべ きであ る。

わ た しは父 にお 願 い しよ う。 そ うすれ ば，

父は別 に助 け 主 を送 って， いつ まで もあな た

が た と共 にお らせ て下 さるで あろ う。

それ は真 理 の御霊 で あ る。 この世 は それ を

見 よ うと もせ ず，知 ろ うと もしな いの で， そ

れ を受 け る こ とが で きな い。 あな たが たは そ

れ を知 ってい る。 なぜ な ら， それ はあ なたが

た と共 に お り， またあ な たが たの うちに い る

か らであ る。

わ た しは あなたが た を捨 て て孤 児 とは しな

い。 あな たが たの ところに帰 って来 る。」(ヨ

ハ ネ14：14-18)

私 は大 いな る慰 め主 で ある主 を証 し， 権威

を授 け られた者 の ひ と りと して， 主 が生 きて

お られ るこ と を証す る。 イエ ス ・キ リス トの

み 名に よって 申 し上 げ る。 アー メ ン。



10月2日(日)午 後 の部に おける説教

父親 あなたの役割と責任

教会の既婚者の兄弟たちよ，夫と父親の役割を完う しようではないか

/ 十二使徒評議員会会員

L・ トム ・ペ リー

モ ルモ ン経 に は・ 息子 を愛す るが ゆえ1こ自
分 と同 じ名前 を付 け たひ と りの素 晴 らし

い父親 の話 が 記 され てい る。 そ の父親 は大 祭

司で あ って， 生涯 の 多 くを人 々 に霊 の糧 を与

え るため に費 や した 。 その ため， 息子 が教 え

か ら離れ て行 った時， 彼 は 非常 に落 胆 した。

義 しい父親 な らば皆 そ うであ ろ うが ， 彼 も

また息子 の生 活 が変 わ る よ うに と主 に嘆願 し

た。 そ して祈 りは聞 き とどけ られ， ひ と りの

天使 が 息子 の前 に立 っ て， こ う言 っ た。 「見

よ， 主 はす で にその聖 徒 らの祈 りも神 の 僕 で

あ る汝 の父 ア ルマ の祈 りも聞 き とどけ た も う

た 。汝 の父 は汝 に真 理 を知 らせ よ うと して堅

い信 仰 を もって汝 の ため に祈 った。」(モ ーサ

ヤ27：14)

聖 典 に は， その義 しい父親 の祈 りが どの よ

うに して 聞 き とどけ られ たかが 記録 され てい

る。歴 史 が立証 して い るよ うに，家 庭 に おけ

る義 しい指 導 は非常 に大 きな 力 を発揮 す るの

であ る。

私 は今 日の この 話 を，皆 さんの 中 の一部 の

方 々 に宛 て て したい と思 う。夫 あ るいは 父親

とい う偉 大 で崇 高 な称号 を持 つ 皆 さん にお話

した い。私 は現 在， 自分 の周 囲 で 目に す る様

々な事柄 を非常 に憂 慮 して い る。 この 混沌 と

した世 の 中で， 老若 男女 の別 な く， すべ ての

人々が 自分 は何 者 であ るか を知 りた い と模 索

して い るので あ る。

私 が今 日こ うして皆 さん の前 に立 ってい る

のは，私 の声 を聞 きなが ら，神 が 与 えた も う

た2つ の大 きな責任 を果 た して いな い全世 界

の夫 と父親 に 申 し上 げ たい こ とが あ るか らで

あ る。今 日世 の 中に見 られ る諸 問題 の大半 の

原 因は，皆 さん にあ る。離婚 や無 信仰 ，不正

直， 薬物 乱用 ，家庭 生 活 の崩壊 ，認 識の 欠如，

不 安 ，不 幸 な どは， 家庭 におけ る皆 さんの指

導 力の な さに帰 因す る もので あ る。

夫 や父 親の 皆 さん， ここで もう一 度皆 さん

の責 任 と役 割 を確 認 した い。

まず 第1に ，夫 と して次 の よ うでなけ れば

な らない。 人類 の創造 に 引 き続 いて与 え られ

た最 初 の教 えは こうであった。 「それ で人 はそ

の 父 と母 を離 れ て，妻 と結 び合 い， 一体 とな

るの であ る。」(創 世2：24)

こ う して神 はその神 聖 な計画 の 中で， 基本

的 な組織 体 で ある家族 を生 じる ために結婚 を

定 め られ たの であ った。夫 と妻 の役 割 は世 の

初 めか ら明確 に定義 され て いた。主 の計 画 で

これ らの役割 は永遠不 変 で あ る。

かつ て あ る予 言者 は女性 の役 割 につ いて次

の よ うに述べ てい る。 「美 しく，慎 しい上 品 な

女 性 は この世 の最高 の傑 作 であ る。」(デ ビッ

ド ・0・ マ ッケ イGosρ ♂ ∫4θα1s「 福 音 の 理

想」p.449)

この最：高の 傑作 を守 るために， 主 は扶 養 し，

守護 す る責 任 と義務 を男性 に与 え られた 。そ

こで，主 の計 画 を推 し進め るため には，主 が

お与 え下 さった導 き手 と して の役割 をどの よ

うに果 たせ ば よいか を学 ばな ければ な らない。

これ らの 条件 の幾つ か を取 り上 げ てみ よ う。
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初 め にデ ビ ッ ド ・0・ マ ッケイ大 管長 の 妻

エマ ・レイ ・マ ッケ イ姉 妹 の経験 をお話 した

いo

「昨年 の夏，私 たち は 白サ ンゼ ル ス に旅 し，

到着す る と， ウ ィル シャー通 りに ある ガ ソ リ

ンスタ ン ドで車 を洗 うこ とに しま した。

私がベ ンチ に座 って洗 車の様 子 を見 てい ま

す と， 不意 に傍 らで 『あの人 は き っ とあな た

を愛 して い ると思 うよ』 とい う声 が聞 こえ ま

した。

振 り向 くと， そ こに7歳 位 の，茶 色 の 目を

したか わ いい子が いま した。

『えっ
，何 です って』 と私 は尋 ね ま した。

『あの人 は あなた を愛 して い る と思 うって

言 ったの。』

『ええ
，彼 は私 を愛 してい ます よ。 私 の主

人なの 。で もあ なた は ど うして… …』

顔 に 笑み を浮かべ なが ら少年 は， 小 声 で こ

う言 い ました。『だっそあの 人はにこに こ して，

こっ ち を見 てい るで しょ う。 もしあの 人 の よ

っにぼ くの お父 さんが お母 さんに， に こに こ

した ら， 何 だ って あげ ち ゃ うけ どな。』

『お 父 さん はに こに こしな いの
。』

『あ なた たちは 離婚 しない で し ょう』 と少

年 は問 いかけ るよ うに 言 い ま した。

『もちろん しませ ん よ
。私 たち は結婚 して

50年 以上 にな るの よ。 で も， ど う して そん な

こ と聞 くの。』

『このあ た りの 人は みん な離婚 す るの
。 お

父 さん はお母 さん と離婚 しよ う と して い るん

だ よ。 で もぼ くお 父 さん もお母 さん も愛 して

いるん だ もの… …』

少年 の 声がつ まって， 目に涙が あふれ て き

ま した。 で も， い じら しい まで に それ を じっ

とこ らえてい ま した。

『あ ら
， ご免 な さいね 。 こん な こ と聞 いた

りして。』

す る と少年 はそ っ と近づ いて きて ，私 の耳..

も とで こ うささや きました。 『急 いで この 町か

ら出て行 った方 が いい よ。 そ うで ない と離婚

す る ようにな るよ。』」.(1救い主 と神権 とあな
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た」メル ケゼデ ク神 権 定貝 会用 テキス ト，1975

-76年 ，pp.248-49)

夫 であ る皆 さん， あ なた は奥 さん を愛 して

い るこ とをいつ も行 な いで示 して いるだ ろ う

か 。 もし もあ なたが あ のガ ソ リンス タ ン ドで

自動 車 を洗 う とした ら， あ の少年 は 同 じよ う

なや さ しい愛 をあ なた に感 じるこ とが で きる

だ う つか。

第2に ， あ なたの責 任 は家庭 に 平安 と安 全

を もた らす こ とで ある。 家族 に必要 な もの を

与 え るこ とは.あな たの義務 であ る。 あな たは

この責任 を果 たせ るよ うに 自 らを備 え， それ

を達 成 した い とい う望 み を持 たな けれ ば な ら

ない。 あな たの奥 さん に， あ なたが 健康 で 丈

夫 な限 り，何 は さて置 い て も面倒 を見 て も ら

える とい う絶 対的 な確信 を持 たせ る よ うに し

な ければ な らな い。 あな たが働 け る限 り，彼

女 を家庭 外の仕 事 に就 かせ て はな らな い。主

か ら与 え られ た務 め を果 たす機 会 を奪 って は

な らな い。

第3に ， 奥 さん に対 して感 謝 と思 いや りを

示 す のは1日24時 間の仕 事 で ある。 主 は聖 典

の 中で次 の よ うな警 告 を与 え られ た。

「われ ら悲 しむべ き経 験 に よ りこの事 を知

る。 お よそ殆 ん どす べ ての 人間 は， 少 しばか
たちま

り の権 威 を得 た りと思 うや， 忽 ち正 しか らざ

る支配 を始 め ん とす る生 れつ きの性癖 あ り。

如何 な る権i力も勢 力 も，神 権 に よ りて維 持

す る能 わず， また維持 すべ き ものに あ らず，

ただ説 服 と堅 忍 と柔 和 と温情 と偽 らざ る愛 と

に よる。」(教i義iと聖糸勺121：39，41)

奥 さん はあ なたの 所有 物 では ない 。彼女 は

義 し くな いこ とで あな たに従 う必要 はな い。

彼 女は あ なたの妻 であ り， 同僚 で あ り，最：良

の 友 であ り， 完全 な伴 侶 で あ るd主 は彼女 に

大 い な る可能 性 と才能 と能 力 を賜 わ った 。従

って彼女 に もまた 自己 を表 現 し， 進 歩す る機

会 を与 え なけれ ば な らない。奥 さん を幸せ に

す るこ とこそ あな たの最大 の 関心事 とな らな

け れば な らな い。夫 婦が 共 にそれぞ れの責 任



を果 た し，実 りあ る幸 福 な生 活 を営 むた め に

は どの よ うにす れば よいか を よ く学 んで い た

だ きた い。

兄 弟 の皆 さん， あな たの最 も大切 な責任 は

義 しい夫 とな る こ とで あ る。 これは， この世

だ けで な く永遠 に も及ぶ責 任 で あ る。

夫 の称 号 に次 ぐのが 父親 で あ る。 天 の御 父

が 人 に与 え られ るす べ ての賜 の 中 で，永 遠 の

生命 に次 いで大 きな賜 は， 息子や 娘 たちに 恵

まれ る機 会 で あ る。健全 な神の 息子 はす べ て，

次 の よ うな賜 をその子供 たち に与 え るこ とが

で きる。

第1に ， 誉 れ あ る尊 い名 前 。私 は 父が よ く

考 えて， 父 と同 じ名前 を付 け て くれ た こ とに

心 か ら感謝 して い る。 それは私 が育 った 地域

で 人々 の誉 れ と尊敬 を受 けて い た名 前 であ っ

た。 この名前 は， 私 が6歳 の 時か ら伝 道 に 出

る数 カ月前 まで， いつ も 「監 督 」 とい う称号

と共 に呼 ば れ てい た。私 は 父の奉 仕 を誇 りに

思 っ てい た。 また私 は， 父が 辛 抱強 く私 を手

伝 わせ て くれ た こ とに感 謝 してい る。福 祉農

園で働 くこ とや ，礼 拝 堂 の清掃 ， ワー ド部 の

財 政 記録 の計 算， 未亡 人 の とこ ろに小 麦粉 の

袋 を運 ぶ こ とな どが， 私 の若 い頃 の仕事 であ

っ た。私 は いつ も父 と一 緒 にい たの で，「監 督 」

とい う愛 称 で呼 ばれ たほ どであ る。私 は それ

に恥 じな い よ うに と努 め て きた。 そ れが私 を

常 に進 歩 させ る結 果 とな った よ うであ る。私

は いつ も父 と同 じ道 を歩 も う と努 力 して きた。

この よ うな機 会 をす べ ての子 供 た ちに与 え る

こ とは で きな い もの だ ろ っか 。

父親 の皆 さん，子 供 た ちに誉 れ と尊敬 を受

け る名 前 を残 すの は あな たの義 務 では な いだ

う つ.か。

第2に ，す べ ての子 供 た ちに安 心感 を与 え

な けれ ばな らない。私 は しば しば 自分 が 堅 固

な家 庭 の中 で守 られ て きた こ とを思 い 出す。

それは悪 に対 抗 す る砦 であ っ た。私 た ちは朝

晩 ひ ざ まず い て家族 の祈 りをし， 神 権 の祝福

を受 け た。 また必要 な時 には， 父 が その神権

を使 って家 族 に祝 福 を与 える こ と もあ った。

父親 の皆 さん，神 権 の権 能 に よって祝福 さ

れ た家庭 を子 供 た ちに提供 す るの はあ なたの

義務 では ないだ ろ うか 。

第3に ，進 歩 の機会 を与 える こ とであ る。

あ る時， 私 は子供 たちか らひ とつ の大 きな教

訓 を学 ん だ。私 た ちは仕事 の関係 で カ リフ ォ

ルニ アか らニ ュー ヨー クに 引 っ越 し，新 しい

家 を捜 してい た。初 め は町 の近郊 に求 め たが ，

希 望 す る家 を見つ け るこ とが で きず， 次 第に

町か ら離 れた ところ を捜 す よ うに なった。 よ

うや くコネチ カッ ト州 で ，一軒 の家 を見つ け

た。 それ はニ ュー イン グラ ン ドー帯 に広 が る

豊か な森 に囲 まれた 美 しい家 だ った。み んな

満 足 して いた。 そ こで，購 入 の 申込 み をす る

前 に， ニ ュー ヨー ク までの通勤 時 間 を計 って

み るこ とに した。私 は実 際に電 車 に乗 ってみ

たが， 帰 りの 足 ど りは重 か った 。何 と片道 に

1時 間半 もかか ったか らで あ る。私 は家族が

待 ってい るホテル に帰 り， 父親 と新 しい家 の

どち らを取 るか子供 たちに尋 ね た。 す る と驚

い たこ とに，子供 たちはこ う答 え た。 「私 たち

は家 を取 ります。 とにか くお 父 さんは あ まり

家 には い ないの だか ら。」

私 は彼 らの言葉 を聞 いてが く然 とした。 も

しそれが 真実 だ とす れば， 何 よ りも私 が悔 い

改 め なけ れば な らない と思 った。子 供 た ちに

は もっ と父親 が 必要 だ ったの で あ る。子 供 た

ち とで きるだ け 多 くの時 間 を過 ご し，正 直 と

勤 勉 と， 道徳 的に清 い こ との大切 さにつ いて

教 えるの は， 父親 の義務 では ないだ ろ うか 。

第4に ，子供 たちに楽 しい子供 時代 の思 い

出 を持 たせ る こ とで あ る。4年 前 の神権会 の

テ キス トに ブ ライア ン ト ・S・ ヒン クレー兄

弟 の話が 載 って い る。

「インデ ィア ナ ポ リスに近 い ある地 区に住

む326人 の小 学生 に， 自分の 父親 をど う思 う

か 無記 名 で書 くよ うに頼 み ま した。

教 師はPTAの 集 会 でそ れ を読 む と発表 し

た ら， 多 くの 父兄 が参加 す るの では ないか と

思 って い ました。 そ して その よ うに な りま し

た。
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父兄 の乗 って来 た.自動 車 は10万 円位 の もの

か ら100万 円以上 もす る もの まで様 々 で， 職

業 も，銀行 の頭 取 ，労働 者 ，医 師， 店 貝， セ

ー ルスマ ン
，検 針 員， 農夫 ，理 事， 商 人， パ

ン屋 ，洋服 の仕 立 屋， 製造 業者 な ど様 々 で し

た・ そ してすべ て の人 が そ9)属 貌 か ら・ どれ

ほ ど裕 福 か， どの よ うな技 術 を持 って いるか ，

あるい は どれ ほ ど善 良 かが うか が え るの で し

た。 ……

PTAの 会長 は も う一 つ の作 文 の 山か ら無

差別 に とって， 「私 はお 父 さんが 好 きです」で

始 ま る文 を読 み ま した。理 由は い ろ いろ あ り

ま した。 お父 さん は人 形の 家 を作 らて くれ た

か ら，海へ 連 れて行 って くれ たか ち， 勉強 を

教 えて くれ るか ら， 公 園へ連 れ て行 って くれ

るか ら，犬 を飼 うの を許 して くれ たか ら， な

どで した。多 くの作 文 は要 約 す れば ，.「私 はお

父 さんが一 緒 に遊 んで くれ るか ら好 きです 」

とい うこ とに落 ちつ くよ うで した 。

自分 の家 や 自動車 ，近 所 の 人， 食物 ，衣 服

につ い て書 いた子供 は一 人 と して い ませ ん で

した。

そ こに集 まっ た父親 の生 活は様 々で したが，

その会合 では2つ の タイプ の父 親 しか い ませ

ん で した。つ ま り， 子供 の 友だ ちで あ るか ，

他 人で あ るか で した。

子 供 たち と遊 ぶ の に裕 福 す ぎ る とか， 貧 し

す ぎる とい うこ とはあ りません 。」(「救 い主 と

神権 とあな た」pp.269-70)

私 は，私 たち一 人一 人が 今 日の世 の指 導 者

とどれ ほ ど深 い関 係 にあ るか を よ く知 ってい

る。国や社 会 の指 導者 を義 しい指 導者 に変 え

るため には，何 年 も一 生懸 命 に働 きか け る必

要 が ある。 しか し私 た ちが 住 ん でい る この世

界 をよ り住み よい所 とす るため に今 で きる こ

とが ある。夫 または 父親 で ある.皆さん， その

力は神権 者 であ る皆 さん の 中に ある。 永遠 の

父な る神 か ら霊 感 を受 け， 自分 の 家族 を義 し

く導 き， 教 えて いた だ きた い。皆 さん揮現 在

長 と して立 って い る組 織 は，私 の知 る限 り，

永遠 に存続す る唯 一 の組織 なの であ る。 そ う
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で あ る とす れば， そ の責任 をあ なた の生活 で

最優 先 にすべ きでは な いだ ろ うか 。

神 の祝 福が あ って， 皆 さんが 義 しい夫 また

は父 親 とな るため の義 務 と責任 を悟 る こ とが

で き るよ うに。 イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ

ってへ り くだ り祈 る もの で ある。 アー メン。

リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ長 老.。1938年 に管 理

監 督 に召 され て以 来 ，教 会 幹 部 在職 年数 は現

在 の 幹 部 の 中 で最 も長 い



福音の律法がもたらす護り

霊に関わる律法を知り，それに従うことが私たちの生活に必要である

七十人第一定員会会 員

ウ イ リァム ・R・ ツ ラ ッ ドブ オー ド

一 の場 で私 が 語 る こ とが
， 皆 さん が この世

一

で平和 を得 ，来 るべ き世 で 永遠 の生 命 を

得 るのに何 らか の助 け となる よ う心 か ら願 っ

て いる。

すべ て の人 は霊 にお け る兄 弟 で あ る。 あの

バ ベ ルの塔 で 起 こっ た言語 の乱 れ も， み た ま

の言葉 に まで影 響 を及ぼす こ とは で きなか っ

た。 従 って， 私が み た まに よって語 り， 皆 さ

んが み た まに よって聴 くな らば，私 の 弱 い言

葉 を超 えて， 共 に理解 し合 え るに違 いな い。

私 は科 学者 で はな い。 しか し私 は， よち よ

ち歩 きの子供 の時 か ち， 重力 の法 則が あ る こ

とを知 って い た。私 は重 力 とい うもの を見た

こ とは な いが ， その 影響 力 を知 って い る。私

たち を取 り巻 く万物 は， それ ぞれ場所 が 与 え

られ， この法則 に従 って いる こ とを，私 は は

っ き り知 って い る。

重力 の法 則 には 限界 が あ り， 条件 が あ る。

人間 の発 明品 と運動 は すべ て， この条件 に従

う。 人間 が高 い所 に いて倒 れ れば下 に落 ち る。

本 人の意 思に 関係 な くで あ る。 ジャ ンプ して

飛 び降 りよ うと，事 故 で落 ち よ うと， とにか

く落 下す る ので あ る。 重 力の 法則 を無効 にす

るこ とは で きない。 そ のた め，落 ち た人間 は

大 けが をす るこ とにな る。

飛 行機 か ら飛 び 降 りる人 々の ため に， 身 を

護 る道具 が 発 明 され た。パ ラ シュー トが それ

であ る。.人間 は この道具 をよ く研 究 し，正 し

く利用 す る こ とに よって， 空か ら落 ちて も命

を失 わず にす む よ うにな った。

も しも人が パ ラ シュー トな しで飛行 機か ら

飛び 降 りるな らば ，死 ん で しま うに違 い ない。

パ ラ シュー トに 身 を護 る力が あ るこ とを知 っ

て い るだ け では， 何 の役 に も立 たない。 また，

パ ラ シュー トを身に つけ て いて も， 落 ちた時

に それが 開か なけれ ば， これ また身 を護 るこ

とはで きな い。重 力 の法 則 を無効 にす る こと

は で きな いか らで あ る。 同様 に，私 たちが救

い の律法 につ いて いか に知 って い よ うとも，

そ の律法 に従 って生 活 しな けれ ば救 いは得 ら

れ な いこ とも明 白で ある。

仮 に この 重 力の 法則 をこの地上 か ら20秒 間

だ け な くした とした ら， ど うなるで あろ うか 。

この地 上 の万物 は完全 に壊 乱す るこ とだ ろ う。

その こ と を想像 した だけ で も，悌 然 とす る。

私 は科 学者 で は ない。 しか し，皆 さん と同

じよ うに ， この地 上 の万物 に は重 力が働 いて

い る こ とを知 って いる。私 は また重力 を見た

こ とは な いが ， その 影響 力 を この 目で見， こ

の体 で感 じて いる。

こ こで私 は もうひ とつ の法 則 につ いて皆 さ

ん にお話 した い。 それ は重 力の法 則 よ りもも

っ と大 きな影 響 力 を持つ もの であ る。それ は，

重 力の 法 則が あ らゆ る法則 を包括 す る律 法 の

一部 に過 ぎな いか らであ る
。 そ して， そ のす

べ て を包括 す る法 則が イエ ス ・キ リス トの福

音 の律 法 で あ る。 私 は重 力 と同 じよ うに， こ

の律法 を見 た こ とが な い。 しか しその効 力 を

目撃 し，私 の生活 に及ぼ して い る大 きな影響

力 を よ く知 って い る。
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それ は神 の御子 ， イエ ス ・キ リス トの律 法

であ る。「す なわ ち，世 の光 に して，世 の贈 い

主，世 に来 れ る真理 の 『み た ま』 な り。 そは

世 は彼 に依 りて造 られ， また人 は皆彼 に依 り

て造 られた り。 ま た万 物 は彼 に依 り， 彼 を通

じ，彼 に因 りて造 られ た り。」(教 義 と聖約93

：9-10)

また，次の ように も述 べ られ て い る。「お よ

そ律法 に よ りて支 配 さ るる者 は また律 法 に よ

りて護 られ， これに よ りて全 くせ られ聖 くせ

らるるな り。」(教 義 と聖約88：35)

「この王座 に座 す る者 は万 物 を含 み
，万 物

はその 前に あ り。 また万物 はそ の周 りに あ る

な り。 彼は 万物 の上 に在 り万 物 の 中に在 り，

万物 を貫 きて在 り万物 の 周 りに在 り， 万物 は

彼に依 りて あ り， 彼 に 因 りてあ る な り。 彼 は

すな わ ち とこしえ に神 な り。」(教 義 と聖約88

：41)

も しもイエス ・キ リス トの福音 の律 法 が こ

の地上 か ら20秒 間取 り上 げ られ た と した ら，

どうであ ろ うか 。重 力 の法則 をは じめ とす る

すべ ての法 則が この 包括 的 な律法 の 中 に内 包

され てい るこ と を考 え る と非 常 に恐 ろ しい。

この地 上 に存在 す る万物 が一 瞬 に して壊乱 す

るか らで ある。

しか しなが ら， イエ ス ・キ リス トの福音 の

律法が この 地上 か ら取 り上 げ られ るこ とは な

いで あ ろ う。「神 の業 ，計画，目的が破 れ ，また

水泡 に帰す るは 共 に有 り得 べ か ら」(教 義 と聖

約3：1)ざ るこ とだか らで あ る。 律法 に よ っ

て治め られ てい るもの は， 律 法 に よって護 ら

れ，律 法の 条項 に従 わ ない者 に は救 い に至 る

権 利 は与 え られ な いの であ る。

イエ ス ・キ リス トは 「昔 よ り万 物 に一つ の

律法 を与 え， この律法 に よ りて万 物 は時 と期
したが

に随 い運行 を止め ざる な り。」(教 義 と聖約88

：42)し か も 「その いか な る王 国に も一つ の

律法 を与 え らる。 且つ いか な る律 法 に もまた

或 る制 規 と条件 あ りて，す べ て， これ らの条

件に堪 え得 ざる者 は， 皆義 しとせ られ ざる な

り。」(教 義 と聖約88：38-39)

100

イエ ス ・キ リス トの福 音 の律 法 では， すべ

て の人 は律 法者 の模 範 に従 って悔 い改め ，水

に沈 め られ るバ プ テス マ を受 け なけ れば救 わ

れ な い と定 め られ てい る。

従 って， この 律法 の枠 外 に い る人は決 して

義 とされ る こ とは な いので あ る。

両 親 は この福 音 の律法 が求 め て い るよ うに，

子供 た ちに悔 い改 めの教 義 を教 え て理 解 させ

な けれ ば な らな い。そ して， 生 け る神 の子 キ

リス トを信 じ， 祈 り，主 の 前に正 し く歩 む よ

うに， さらに8歳 にな った 時にバ プテ スマの

水 に入 るよ うに教 えな けれ ば な らない。

この神 聖 な律 法 を放棄 し， 約 束 され た王座

を平然 と捨 て て いる両親 が い る。彼 らは その

こ とで義 とされ るであ ろ うか。 彼 らは忠実 で，

従順 であ った な らば， 王国 の王子 ， 王妃 とな

る子 供 た ち と共 に， 神 々 と して 王座 に座す こ

とが で きる とい っのに 。

この律 法 の条 項 として， 主は 次の よ うな戒

め を与 えられ た。「わが教 会 の長 老 たち を遙 か

に 離れ た る諸々 の 国民 に遣 わ し， また海 の 島

島に至 らしめ， また外 国に 遣わ して万国 の民

を訪 わ しめ ， まず 異邦 人 を訪 い次 にユ ダヤ 人

に至 ら しめ よ。」(教 義 と聖約133：8)

では， この律 法 を受 け入 れ なが ら， 神 の代

弁者 で あ る予言 者 の ラ ッパ の音 に耳 を貸 さな

い長 老 が義 しい と言 え るだ ろうか。予 言 者 は

腐敗 した世 の 人々 に救 い を もた らす イエ ス ・

キ リス トの福 音 の律 法 を説 く権能 を授 け られ

た 人で あ る。伝 道 の旅 に出 る準備 をす る よ う

呼 びか け られ た人 々が， 自分 の 召 しに忠実 で

なけれ ば， ど うで あ ろ うか 。

恐 ら く最 も不 幸 なの は，聖 典 に記 され て い

る福 音 の律 法 を研 究 し よう としな い人々 で あ

ろ う。 彼 らは高 い建 物か ら落 下 しなが ら， 各

階 の窓 を過 ぎるた びに 「これ までの ところ万

事 うま く行 っ てい る」 と繰 り返 してい るか，

あ るい は屋根 をすべ り落 ちなが ら，「主 よ，助

け て下 さい 。 この ま までは屋 根か ら落 ちて し

まい ます 。 主 よ， ど うか助 けて下 さい。落 ち

そ うです 。 で も も う大 丈夫 です 。釘 につ か ま



る こ とが で き ましたか ら」 と言 う， ま さに楽

天家 としか言 い よ うが な い。

犠 牲の律 法， 互 い に助 け合 うこ と， 道徳 的

に清 くあ るこ と， 什分 の一 と捧 げ物 ，正 直 な

ど， 語 る こ とは た くさん あ る。福 音 の律 法 に

は 多 くの律 法 が あ る。 そ して， 私 た ちが それ

らに従順 で あ るな らば， 私 た ちは律法 に よっ

て確 か な護 り と救 い を得 るこ とがで きるの で

あ る。 ま た， 律 法 に従 わな けれ ば， 重大 な結

果 を招 くこ と も私 た ちは知 って い る。

愛す る兄 弟姉 妹 の皆 さん， 重 力 の法 則は本

当に存 在 して い るの だろ うか。 あ な たの生活

へ の影 響 は ど うで あ ろ うか 。高 い所 か ら飛 び

降 りた ら， 下 に落 ち ない だ ろ うか 。重 力 を無

効 にす るこ とがで きるだ ろ うか。 あ なた は重

力圏 外に 出 る こ とが で き るだ ろ っか 。

イエ ス ・キ リス トの 福 音の律 法 は ど うであ

ろ うか。 本 当に存 在 してい るの だ ろ うか 。 あ

な たの生 活へ の影 響 は どうで あろ うか。 その

条件 に従 わなけ れば ， あ なたの霊 性 は落 ちる

の で はな いだ ろ うか 。 あ なた はイエ ス ・キ リ

ス トの福音 の律 法 を無視 す るこ とが で きるだ

ろ うか 。 その 圏外 に足 を踏 み 出す こ とが で き

るだ ろ っか。

あ あ，か の 人は

諸 々 の光栄 を見 ，

永遠 の律 法 に支配 され た

万 物 を眺 め見 た。

神 のみ 業 を初 め か ら終 りまで

すべ て知 ったか の人，

万 物 の内 に あ り，万 物 の上 に あ って，

.心 を留め る人々 を救 う。

か の人 の計画 と律 法 は真理 に して ，

永遠 に まで至 る。

か の人 が説 い た聖 な る律 法 を

人々 が無視 しよ うと も。

サ タンの声 に聞 き従 い，

神聖 な道 を踏 みは ずす 人々 は，

神 の み前 に戻 るには，

再 び元 の道 に立 ち返 る こ とが必要 だ。

古 代の 予 言者 モ ロナ イは， モ ルモ ン経 の 中

で福 音 の律法 を総括 す る偉大 な テーマ につ い

て， この神権 時 代 の私 た ちに次 の よ うに述べ

て い る。「あ なた た ちは キ リス トの御許へ 来 て

一切 の善 い賜物 をつ か め
。悪 いた ま もの また

は 汚れ た もの にか か わっ ては な らない。

…… 汝 は再 び散 り乱 れ ない よ う， また永遠

の御 父が イス ラエ ル の家 に立 てた もうた 誓約

が 果 た され る よ っ， ……

キ リス トの御 許 に 来て キ リス トに よって全

くなれ。 すべ て.神の み こ ころに背 くこ とを捨

て よ。 もしこの よ うに して勢 い と心 と力 とを

つ くして神 を愛す るな らば， 神が あ なたた ち

に与 えた も う恵み は充分 であ る。 恵み が充分

な らば あ なた た ちは この恵 み を受 け てキ リス

トに よ り全 くな る。 も.し神 の恵 み を受 け キ リ

ス トに よ り全 くな るな らば， 決 して神 の能 力

と権 能 とを否定 す るこ とが で きな い。

も しあ な たた ちが神 の 恵み を受 けキ リス ト

に よ り完 全 な者 となって ，神 の能 力 と権能 と

を否定 せ ぬ な らば，神 の恩恵 を蒙 りキ リス ト

に よ り聖 め られ， 御 父 の誓約 の 中に ある こと，

す なわ ち キ リス トが 血 を流 した もうたこ とに

よ りあ なた た ちは 罪の赦 し を受 けて汚 れ を除

か れ聖 くな る。」(モ ロナ イ10：30-33)

願 わ くは皆 さん の思 い と行 ないの上 に神の

祝福 が あ って， それ らが この聖 な る律 法 にか

な う もの とな るよ うに。王 座 に座 し， 万物 を

管 理 し， 治め て お られ るイエ ス ・キ リス トの

み名 に よっ て祈 る もの であ る。アー メン。
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帰還宣教師への手紙

「かつてあなたの証が私の助 けになったように
，今の私の証があなたの

助けになるようにと願っています。」

七十人第一定員会会員

チ ャール ズ ・A・ デ ィデ ィ エ

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私は教会のある
兄弟姉 妹 た ちに これ か らの話 を捧 げ たい

と思 う。私 たちは 彼 らにつ い てあ ま り語 ろ う

とは しない。 そ れは， 彼 らが語 ろ うと しない

か らか もしれな い。 あ るいは その 懸け橋 が 非

常 に遠 くに あ るか らか も しれ ない 。 しか し，

皆 さん は今 日，明 日， これか ら 日々 その よ う

な人々 に出会 うであ ろ う。彼 らは私 た ち のす

ぐ身近 にい る。現 在 で も5万 人の両 親，10万

人の祖 父母 の方々 ， その ほか兄 弟姉 妹， 従兄

弟や友 人た ちな ど大勢 の 人々 が彼 らの こ とを

心 配 してい る。私 た ちは皆 ， 彼 らの こ とを気

づ か ってい る。 その彼 ら とは 帰還 宣教 師 であ

る。

今 ここに， そ うした帰還 宣教 師 のひ と りに

宛てて私 が書 い た手紙 が あ る。 その手紙 を伝

道活動へ の称 賛の 辞 として皆 さん に ご紹 介 し

たい。特 に帰 還宣 教師 に対 す る私 た ちの責任

を思 い出す一助 になれ ば と願 って い る。 これ

を読む にあ た って， まず 申 し上 げ てお きたい。

この手 紙の 人物や そ の入 の性格 な どは架 空 の

もの でな く， 実在 の話 で あ り， 大 勢の 帰還 宣

教師 に も当 ては ま る もの で あ る。

愛す るブ ラウ ン長 老

あな たの こ とを長 老 と呼 ん だ と して も，恐

ら くあ なた は気 にな さ らな い こ とで し ょう。

私 が あ なた と知 り合 った時 に あな たは この名

前 で呼 ばれ て い ま した 。'この名 前は私 の 脳裏

に 永 遠 に刻 み 込 まれ て消 えな い こ とで し ょ

う。あ の暑 い夏 の 日の午 後 の こ どを憶 えて い

らっしゃい ます か。 あ なた は 同僚 と一 緒 に 自

転 車 を押 して，私 た ちが住 ん でい る高 台にや

って きま した。私 たち は暑 い さ中に 白 いワ イ

シャツ とネ クタイ姿 で い るお ふ た りに驚 いた

もの で した。 それか ら2，3日 ほ ど， 私 た ち

は坂 を飛 ぶ よ うに して下 っ て行 くおふ た りの

姿 を じっ と見 て い ま した。 そ して， お ふ た り

が私 た ちの家 のベ ル を鳴 ら した時， 私 た ちは

この若 い外国 青年 が だれ で あ り， この辺 りで

何 を レて い るのか 知 りた くて，4人 の子 供 た

ち と一 緒 に家 族全 員 で玄 関に 出 ま した。 そ し

て家 に入 っ てい ただ き， 冷 たい紅茶 を勧 め た

時 も， お ふ た りは， の どは渇 いて い ませ んの

で と丁 寧 に断 わ りま した 。 それか ら， あ なた

方 が だれ で あ り， ど うい う目的 で来 られ たの

か を伺 った時 ，宣 教師 として のお ふた りの敬

度 な姿 に 私は 感心 した もので した。お ふ た り

が何 を伝 え よ う として いるか が わか る まで し

ば ら くか か りま した。 ア メ リカな ま りの 強い

言葉 で， イ ンデ ィア ンや 南ア メ リカの 遺跡 の

写 真， それ に3つ の輪 で綴 じた手 造 りの銅 版

な どを見せ て くれ ま した。私 た ちは新 大陸 を

発見 した時 の ク リス トファー ・コ ロンブ スの

よ うに，不 思 議 な心 の高 ま りを覚 え ま した。

訪 問が 度重 な るにつ れ て，私 た ちは 急速 に

良 い友 達 に な りま した。 あ なたは福 音 の 回復

の メ ッセ ー ジ を宣 べ伝 えて い ま した し， 私 た

ちは学 校 で英 語 を習 っ てい ま した。 この よ う

に， お互 い に近 し くな る動 機 が あっ たわけ で

す 。英 語 もよ く教 えて いた だ きま した。特 に，
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「愛 してい ます」 とい う言葉 の表 現 につ い て

は， お ふた りは 生 きた模 範 で した。私 たち は

あ な たを心 か ら愛 して い ます 。

あ る 日私 た.ちは， あ なた が町 を去 るこ とを

知 らされ ま した 。宣教 師の 言 う 「転 任」 で し

た。 その こ とで ，私 た ちは新 しい宣 教 師に 愛

を示 す こ とを余儀 な くされ ました。 しか し私

た ち は間 もな く新 しい宣教 師の教 え と模 範 に

従 うよ うに な りま した 。け れ ど も最初 に教 え

て下 さっ たのは あ なた で あ り， 私 た ちの心 に

はあ なた の印象 が 強 く残 って い ま した 。 さ ら

に伝 道 は2年 間 で あ るこ とを知 らされ， あな

たは 国に帰 った ら便 りをす る と約束 して下 さ

い ま した 。 そ して2カ 月後 に一 通 の短 い手 紙

をい ただ きま した 。写 真 も同封 されて い ま し

た。す べ て う ま くい って い るよ うで した。 け

れ ど も写真 を見 た時に ，一 瞬 それ がだ れ であ

るか分 か りませ ん で した 。乗 って い る ものが

伝 道 中の 自転車 か ら馬に変 わっ てい たた め で

も， 服装 のせ い で もあ りませ ん。 あ なたが も

み上 げ を長 くし， 髪 を伸 ば して いたか らです 。

私 た ちはあ なた があ のバ ッフ ァロー ・ビノレの

物語 を再 現 して い る ようで おか し くな りま し

た。 伝道 が 終わ って 家 に帰 る と，性 格 まで も

変 わ って しま うのか と思 い ま した。か つ ての

あな たは本 当に特 別 な 人で した。事 実 ，私 た

ちが あな た を家 に招 き入れ たの も， その よう

なあな たの 人柄 か らで した 。あ なた は全 く世

の 人 とは違 っ てい ま した。世 の 人 と違 った生

活 を続 け る こ とは なぜ そん なに 難 しいの で し

よ うか 。

私 たち はあ なたか らの次 の手紙 を心待 ちに

して い ま した。 私 た ちは教 会に 熱心 に集 うよ

うに な り， 次々 にバ プテス マ を受 け;や が て

神 殿結婚 の大切 さにつ いて 学び ま した。 そ の

うち にあ なたの かつ ての 同僚 たちか ら結婚 式

の招 待状 をい ただ きま した。 で も， あ なた の

はあ りませ ん。 私 た ちは その理 由 を尋 ね よ う

と も しませ ん で した。

そ れか ら数年 後， 私 は初 めて ソル トレ」 ク

を訪 れ ま した。 そ して あ なたが私 た ちに語 っ

て くれ た こ と， いや 自慢 して いた と申 し上 げ

た方 が よいか も しれ ませ んが， その 一つ一 っ

を この 目で見 ま した 。私 は その町 を見 て も大

して驚 か なか っ た と言 った ら， あ なた は信 じ.

られ るで しょ うか 。

あ なた が この盆 地 の.ことと タバ ナ クル，神

殿 ， そ して そ こに住 む人 々 につ いて熱心 に教

えて下 さっ たの で，心 の 中 にその姿 を描 くこ

とが で きたか らです 。あ の ブ リガム ・ヤ ング

が 盆地 に 入 った所 で，「ま さに この 地 だ」と言

った その場 所 に も立 ってみ ま した。 その時，

あな たが ジ ョセ ブ ・ス ミス の最 初 の示現 と，

それ が世 の 人々 と私 自身 に とって どの ような

意 味 を持 つ か に つ い て 説 明 して下 さっ た，

その 時 と同 じよ うに私 の 目が 開か れ たので し

た。

もちろん， 私 た ちは あな た を訪 れ たい と思

い ま した。長 老， 私 た ちは あな たの笑顔 と，

目に涙 を浮べ て 次 の よ うに証 してい た姿 を忘

れ る こ とが で きなか ったのです 。「私 は 自分が

語 って い るこ とが真 実 で ある こ とを知 って い

ます 。 なぜ な ら，天 父 に祈 って， 直接 に その

答 え を得 るこ とが で きたか らです 。 もはや疑

いの余地 は あ りませ ん 。心 はお だやか です 。

イエ ス は.キリス トであ り， ジ ョセ ブ ・ス ミス

は予 言者 です。 そ して この教 会， 末 日聖徒 イ

エ ス ・キ リス ト教会 は この 地上 で唯一 真 の教

会 で あ るこ とをは っ き り知 って い ます 。」

私 はモル モ ン経 を読 ん で， あな たの証 を否

定 す る こ とが で き ませ ん で した。 あなた は聖

霊 の力 に よ って私 の心 に語 りか けて下 さい ま

した。私 は その時 の気 持 ち をあな たに伝 えて

い ませ ん で した。 それ は あ ま りに も神聖 な こ

とな ので， め っ たに 口に した こ とは あ りませ

ん。 しか し， そ れは私 に とって新 しい 目的の

ある新 しい生 活の始 ま りで した。 そ して， 教

会 と真理 につ い て確 か な知 識 を得 る こ とがで

きた ので す。

私 たちが ソル トレー クを訪 れた 日， あなた

が教 えて下 さ った よ うに， 私 た ち も知 ってい

ます と言 いた か った の です 。私 た ちは次 の よ
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うに言 いたか っ たの です 。「長 老，どうもあ り

が と り。あ なた の証 に よっ て私 の生活 が変 わ

った こ とを心 か ら感謝 して い ます 。 あ なたは

主の道 を備 えて下 さい ま した。主 の道 を まっ

す ぐに して下 さい ま した。現 在， この福音 は

あな たが伝 道 した町 々に 広が っ てい ます 。 ヨ

ー ロ ッパに もシオ ンの ステー キ部 が数 多 くで

きま した。 この喜 び を良 き忠 実 な僕 で ある あ

なた に も味 わ って いた だ きた い と思 い ます」

と。

私 たち は まず， 以前 のあ な たの同僚 に会 い

ました。 そ してあ なた の こ とを尋 ね ま した 。

最初， 彼 はため らって， 何 も答 えよ うと しま

せ んで したが， 結局 あな たが ガ ソ リンス タン

ドで働 いて いる こ と， そ して恐 ら く総大 会 に

は来 な いだ ろ う し， 放 送 も聞か ないだ ろ うと

教 えて くれ ま した。 あな たは いわ ゆ る教 会 で

言 うところの 「活発 会 員」 で はなか った の で

す 。あ なた は以前私 たち に教 えて下 さっ た原

則 に従 って生 活 して はい なか った の です。

私 た ちはす ぐに あな たに会 う こ とに しま した。

自動 車 で そのガ ソ リンス タ ン ドへ行 き ま した 。

私 たちが あ なた を捜 して い る と， あな たの

方が先 に私 た ち を見 つけ， 一 瞬 あな たは その

場に 立ちす くみ ました。私 はあ なた の顔 に浮

かん だ ろ うば いの色 を見 逃 しませ ん で した。

あわ てて タバ コ を隠 す あ なたに， 私 た ちは微

笑 しなが ら握手 を求 め， 奥 さんや 子供 た ちの

こ と， あなた の生活 や将 来 の こ とを尋 ね ま し

た 。け れ ども， 何か が違 って い ま した 。 それ

はあ なた も気付 いて い ま した し，私 たち も気

付 いて い ました。 そ して別 れ ました。車 の 窓

こしにあ なた を見て， 手 を振 っ て別 れ た ので

した。

私 は今 日， 再 び ソル トレー クに来 てい ます 。

そして，あなたの 手元 に届 くこ とを願 い なが ら

この手紙 を書 いてい ます 。私 は今 あ なたが ど

こに住 ん でい るか知 りませ ん。以 前 勤め て い

た ガソ リンス タン ドに行 ってみ ま したが， あ

なたは もうそ こに い ませ ん で した。 兄弟， あ

なたは今 どこにい るの ですか 。
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あな たが 人生 の最 良 の時 にいつ も述 べ て い

たこ とを私 は幾 つか お 話 し ます が，不 愉快 に

思 わ ない で下 さ い。なぜ 今 で も同 じよ うに行

なえ ないの で しょ うか 。なぜ この 「最 良 の時 」

を過 去 の こ と として しまい， 将 来 も持続 しよ

う としな いの ですか 。 イ手 ス ・キ リス トの福

音 は過 去 の記 念 に造 られ た福音 で はあ りませ

ん 。私 た ちが今 日それ に従 って明 日の こ とを

知 るため に与 え られ てい る福音 な の です 。 ア

ル マ は次 の よ うに証 して い ます 。

「現 在 は
， 入間 が神 に逢 う用 意 を しな くて

はな らぬ 時期 で あ る。 現世 の生 涯 は， 人間が

各 々働 きを遂行 せ ねば な らぬ時 期 であ る。.

私が 前 に あな たた ちに話 した よ うに， あ な

たた ちに証 を立 てた 人々 は非常 に 多 いので，

私 は あ なた たちが この世 を去 る時 まで悔 改 め

を引 き延 さ ない よ うにね ん ごろにす す め る。

永遠 の来世 に行 く準備 が で き るよ うに私 た ち

に与 え られ てい る現世 の生 涯 の光陰 を有益 に

用 いなか ったな らば， 後か ら夜 の よ うな暗や

み の生涯 がや って きて そ こへ 入 った ら何 の働

きもで き るはず が ない 。」(マルマ34：32-33)

愛 す る長 老， あ る時 あな たは大 会 で，母 親

は子供 を産 む こ とが で き るが，宣 教 師は 人々

に永 遠 の生 命 を与 え るこ とがで きる と証 して

い ま した。 私 は それ を今 で もは っき りと記憶

して い ます 。私 たちの救 い主 イエ ス ・キ・リス、

トのみ 言葉 に は，私 たちが 忘 れ るこ との で き

ない こ とが 記 されて い ます 。 キ リス トの犠 牲

に よって， 私 た ちは過 ち を悔 い改 め るこ とが

で き ると。 キ リス トはニー フ ァイ人 に向か っ

て こ う述べ て お られ ます。「見 よ，われ は律 法

に して また光 な り。 われ にす が りて終 りまで

堪 え忍べ 。然 す れば 汝 らは必 ず生 く。 終 りま

で忍 ぶ者 に われ は永 遠 の生命 を与 うれば な り。

われ はす でに 汝 らに誠 命 を与 えた れば これ

を守 れ 。律 法 も予言 者 た ち もまこ とにわ れの

こ とを証 す る もの な るに よ り， わが誠 命 を守

るこ とはす な わ ち律 法 と予 言者 の道 にか な う

こ とな り。」(IIIニ ー フ ァイ15：9-10)

あ なた は 多 くの 人々 に その 門 を開 い て下 さ



い ま した 。 それ なの に， なぜ 自分 自身に対 し

て そ の 門 を 閉 じ よ う とす るの で すか 。か つ

て あな たが した よ うに， 私が その門 に立 ち ま

し ょうか 。 まだ.遅くあ りませ ん 。 ど っか その

手 を差 し出 して下 さい。 私 た ちは あな た を愛

して い ます 。監 督 は あな た を待 って い ます 。

ホー ムテ ィー チ ャー も心配 して い ます 。 また

宣 教 師時代 の 同僚 もあな たの こ とを忘 れ ては

い ませ ん。 しか し何 よ りも， 私 た ちには あな

たが 必要 です 。 その ままで い らっ しゃ って下

さい。私 たちは いつ も手 を広 げて待 っ てい ま

す 。

筆 を置か ね ばな らな い時 が迫 って まい りま

した。今 な らや り直す こ ともで き ます 。かつ

て あな たの証 が私 の助 け にな っ たよ うに， 今

の私 の証 が あ なた の助 け に な るよ うに と願 っ

て い ます 。私 は啓示 の みた まが あ るこ とを聖

霊 の力 に よ って知 っ てい ます 。私 は神 が生 き

て お られ， イエ スが キ リス トであ り， 私 たち

の埴 い主 であ るこ とを心か ら証 します。 また

現 在， 生 け る予言 者 スペ ンサー ・W・ キンボ

ー ル がい て
， 彼 の指示 と勧 告 に従 えば私 たち

は天 父 に近づ き， その罪 を悔 い改 め るこ とが

で きるこ と を知 っ てい ます。 あ なたが この こ

とを再 び認 識 して 生活 し，主 の弟 子 とな る決

心 をされ る よ うに と祈 って い ます 。 イエ ス ・

キ リス トのみ 名に よって 申 し上 げ ます。 アー

メ ン。

大会会場に入場す る大管長会 を迎 える教会幹部
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3つ のものを分かち合う

王国建設のためにすべてを捧げる覚悟です

七 十人 第 一 定員 会 会 員

ヒ ュ ー ・W・ ピ ノ ッ ク

A私 は兄 弟 姉 妹 の 皆 様 に個 人 的 に お伝 え
7 す る義務 を感 じて

い る こ とが3つ あ りま

す。 まず第一 に， イエ ス ・キ リス トの福 音は

真 実 であ る とい うこ とです 。予 言 者の 言葉 に

耳 を澄 まし， み こ ころ を求 め て聖 典 をひ もと

き，戒 め と教 会幹部 の兄 弟 た ちの 警告 に従 っ

て生活す る こ とに よって は じめ て， 私 た ちは

永遠 に続 く幸福 を見出 す こ とが で きるの です。

第二 に，私 は皆様 に私 が不 完 全 な者 で ある

こ とを率 直 にお伝 え しなけ れば な りませ ん 。

私 は七十 人 第一 定 員会 の一員 としての 召 しを

受 け ま したが， 主 に， また前 に座 って お られ

る教 会 の指 導者 の方 々や これ か ら一 緒 に働 く

こ とに なる方 々に， 忍耐 を もって共 に働 いて

下 さ るよ うお願 い した い と思 います 。

最 後に， 今感 じてい る恐れ 多い感謝 の 念 を，

言葉 と行 ない を通 して私 を親切 に指 導 して下

さった方 々， それ に夫 であ り父親 で あ る私 を

いつ も支 えて くれ た愛す る妻 と子 供 た ち， そ

していつ も何 が大切 か を よ く把 握 し， 正 しい

優先順 位 を定 め て くれた両 親 に伝 え なけ れば

な りませ ん。私 は兄 弟姉 妹 とその御 家 族 に感

謝 してい ます 。 また， 私 の弱 点，生 活 態度 ，

そ の他 私 の下 した決定 を理 解 し忍耐 して下 さ

っ た友 人 と同僚 に感謝 して います。A・ ル イ

ス ・エ ル グレン伝 道部 長， ハ ロル ド ・B・ リ

ー大管 長や リチ ャー ド ・L・ エ バ ン ズ長 老
，

大 お ばのベ ル サ ・アル ビンそ の他 の人 々に も

感 謝 の気持 ちを表 わ した い と思 い ます。 また，

こ こにお いで の教 会幹部 の 方々 に も感 謝 して

い ます 。私 の 人生 の原動 力 とも 言 え る変 わ ら

ぬ模 範 を示 して下 さい ました。 そ して私 が特

に感謝 したい御 方 は，思 いや りと愛 の ある救

い主 です。私 た ち を教 え導 いて下 さるだ け で

な く， いつ も赦 し， 愛 して下 さって い ます。

妻 のア ン と子供 たち， ラ リー ・ア ネ ッ ト，

マ ー カス， ジ ョナサ ン， ナサ ン， ア ン ドリア

を含め た私 た ち家 族 は， 王国建 設 の ため にす

べ て を捧 げ る覚悟 です 。 見 いだ し得 る どの よ

うな もの も惜 しみ な く捧 げ たい とい う気持 ち

です 。

ヘ ン リー ・ヴァ ン ・ダイ クは こ う語 っ てい

ます 。 「不 死不 滅 に備 えるための唯一 の道 があ

る。 それ は， この 人生 を愛 し， 勇 まし く，誠

実 に，快 活 に生 きるこ とであ る。」私 た ちすべ

てが この よ うに で きる よ う， イエ ス ・キ リス

トの み名 に よって お祈 りし ます 。 アー メ ン。

☆ ☆
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彼 らはあきらめなかった

主の僕になるよりほかに，何の望みもありません

七十人第一定員会会 員

F・ エ ンツ イオ ・フ ツ シエ

私 は・ こ礎 物 の内 にみ た まの とどま・ て
い る こ とを強 く感 じます 。 また， 主 の予

言 者 をは じめ とす る教会 幹部 の方 々， また皆

さん と同席 で きるこ とは，私 に とって この上

な い喜 び です 。私 は今， 自分 の気持 ち を表 わ

す 言葉 を見 いだせ るよ うに と祈 っ てい ます 。

私 は， これ まで 多 くの霊 的 な祝福 を.いただ

きま した。 また， 立派 な両 親 を持 ち， 教育 の

機会 に も十分 に 恵 まれ ま した 。衣 食住 を十 分

に満 た し，数 多 くの祝 福 をいただ きま した。

私 は実 業界 で働 く機会 が あ り， その ため に世

界 各地 を訪 れ， 多 くの 人々 に会 い ま した。私

は 多 くの祝 福 をい ただ きま したが ，最 も大 き

な祝福 は末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の謙

遜 な宣 教 師 を通 して与 え られた ものです 。

私 の家 を訪 ねて下 さっ た若 い青 年 た ちに心

か ら感謝 したい と思 い ます 。彼 らは訪 ねて 来

るだ け でな く， 深 い愛 を持 ち， 決 して あ き ら

め ませ んで した。 私 に とって改 宗 は とて もむ

ずか しい こ とで した。 私 は 自分 の 教育 ，学 歴，

経歴 ， 家族 の こ とを考 えては， 高慢 な 思 いに

浸 って い ま した 。私 は宣教 師 を哀 れ に さえ思

い ま した。そ して ，こ う言ったの です 。 「こん

な立 派 な青年 が そん なば かげ た メ ッセー ジ を

持 って くるなん て。」 しか し彼 らはジあきらめ

ませ ん で した。 足 しげ くや って来 ました。そ

の結 果私 は， 以 前 の生活 で得 たすべ てあ知識

に 勝 って， 彼 らか ら力 強 く放 たれ るイェ ス ・

キ リス トの真実 の愛 の 力 を感 じたの で した。

私 は， あ きらめな か った宣 教師 た ち と伝道部

長 に感 謝 したい と思 い ます 。 それ は，セ オ ド

ア ・M・ バー トン長 老 で した 。私 はそ の こと

を決 して忘 れ ませ ん 。

私 は今 まで受 け た恵み の 中で， これが 自分

の 人生 にお いて最 も大 きな祝福 で あ るこ とを

確信 してい ます 。私 の 人生 はす っか り変 わ り

ま した 。私 は， ジ ョセ ブ ・ス ミスに よって回

復 され た イエ ス ・キ リス トの福音 の知 識， ま

た，生 け る予 言者 スペ ンサー ・W・ キ ンボー

ル に至 る数 々 の予 言者 を通 して与 え られ てき

た教 え を知 るこ とをお いて ， この世 に重要 な

こ とは何 もない とい うこ とを知 っ たのです 。

この教 えな しに， 私 は今の よ うな家族 は得 ら

れ なか った で し ょう し， 美 しい妻へ の愛 も持

て なか った こ とで し ょ う。 そ して，私 の子供

た ち を誇 りにす る こ と もで きなか った に違 い

あ りませ ん 。

私 た ちの長 男 は現在 ，宣 教師 としてイギリス

の マンチ ェス ター で働 いて い ます 。また，次 男

は 来年伝 道 に 出 るため今 準備 を進 め てい ます 。

この私 の召 しに つい ては， 人知 では測 り知

れな い ものが あ ります 。私 には皆 さんの斬 り

が 必要 です 。私 は ，バ プ テスマ の水 に入 った

時， また後 に神 殿 に参 入 した時 ，主 に信頼 さ

れ る者 にな る と い う約 束 を交 わ しま した。

私 は， 主が 私 を信頼 して下 さ って いる こ とを

キ ンボー ル大管 長 にお伝 え した い と思 い ます。

私 には， 主 の僕 とな るよ りほか に何 の望 み も

あ りませ ん 。 イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ り

申 し上 げ ます。 ア出 メン。
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主よ，なぜ私を

私は全く， このような重い責任に召されることを予期 していま'世んでした

七十人第一定員会会員

菊 地 良 彦

私 の名前を正しく読み上げようとして下さ
った ロムニ ー副 管長 に感 謝 します 。次 の

世 界へ 行 った ら， 自分 の名前 を変 え るこ とが

で きるか ど うか， 天 父 に尋 ねて み たい と思 い

ます。

キン ボー ル大 管長， そ してすべ ての教 会幹

部の方 々， また主 イエ ス ・キ リス トの福 音 の

内に あ る愛 す る兄弟姉 妹 の皆 様， 今 日， 私 は

皆様 の前 に立 ち，へ りくだ って主 イエ ス ・キ

リス トの福 音 の神 聖 さにつ いて， 証 申 し上 げ

た い と思 い ます 。 は じめ に， 私 を助 け， 深 い

思 いや りを示 し，励 ま し，鍛 え， 教 え導 い て，

私 の生 涯 に素 晴 ら しい助 け と影響 を与.えて下

さった方 々に，心 か ら感 謝 い た します。 妻 の

登志子 と子供 たち に感 謝 して います 。私 た ち

には キ ンボー ル大管長 をは じめ， 福音 の 下 に

おけ るすべ ての兄 弟姉 妹 の祈 りが 必要 です。

ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー 長老 は， 私 が ま

だ宣教 師に 召 され たばか りの頃， 私 に とっ て

生涯 の指 針 となる特別 な祝 福 を与 えて下 さい

ました。愛す る兄 弟姉 妹 の皆様 ， 私 は全 くこ

の よ うな重 い責任 に召 され る こ とを予 期 して

い ませ んで した。 私 は今 もって， 自問 し， ま

た， 主 に尋 ねて い る次 第です 。

「主 よ
， なぜ 私 を。主 よ， なぜ私 を」 と。

しか し，心 の底 に こ う言 う声 を聞 きま した。

「主 よ
，み む ねの まま行 か ん

海， 山， 野 を越 え」(讃 美歌100番)

さ らに，他 の声 は こう言い ます 。

「私 は主が 命 じた もう こと を行 って 行 う
。」

(1ニ ー フ ァイ3：7)

また， 別 の声 は，

「ああ私が 天使 に な って私 の心 の願 い を達 す

る こ とが で きた ら善 い もの を。私 の願 い とは

出て行 って神 の ラ ッパ の よ うに地 を震 わせ る

声 で話 し， 万 民に悔 い改め をす すめ るこ とで

あ る。」(ア ル マ29：1)

愛 す る兄 弟 姉 妹 の 皆 様 ，私 は 天 父 を 愛 し

て います。 私 は神 が生 きて まし ます こ とを心

か ら知 って います 。 また私 は，今 日神 の 生け

る予言 者が いる こ とを知 って い ます 。 キン ボ

ー ル大 管長 こそ その方 です
。私 は大管 長 を愛

し，心 か ら支持 して い ます 。 モル モン経 は真

実 で あ り，神 のみ 言葉 です 。私 は この証 を皆

様 に残 したい と思 い ます 。 イエ ス ・キ リス ト

のみ名 に よ り， へ り くだ って 申 し上 げ ます。

アー メ ン。

☆ ☆
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最高の評価

行動，達成，称賛に，すべて最高のものを得る

十二使徒評議員会会員

マー ビン ・J・ ア シュ トン

噛 の 大切 な責任 をい ただ い てこの 演壇 に向
一

か う時 ，私 は神 の予 言 者が私 の手 を しっ

か りと握 りしめて 「マ ー ビン， あ なた を愛 し

て い ます 。心か ら支持 してい ます」 と言 って

下 さっ てい る ような気持 ちが して力 強 い もの

を感 じた。 では， 私 に キンボー ル大 管長 の気

持 ちが どう して わか るの だ ろ うか 。大管 長 が

私 に語 りか けて下 さるか らで あ る。で は，皆

様 には いつ その よ うな機会 が あ っただ ろ うか。

つ い昨 日の こ とで ある。

私 た ちが 日常生 活 の 中で よ く経 験す るこ と

の ひ とつ に 「評価 」 が あ る。 子供 た ちは評価

され る時に， 自分 の行 動 が両 親 に受 け 入 れ ら

れ る ものか どうか を知 る こ とが で きる。家 庭
ほ

の 中 で褒 め た り， 罰 した りす る両 親の 評価 は，

理 想的 な生 活の 形成 と大 きな関 わ りを持つ の

であ る。

学校 に入 る と，将 来生 活 を共 に し， 職場 を

同 じ くす る人 々か ら受 け入 れ られ る よ うな評

価 を得 よ うと， 一生 懸命 に努 力 をす る。 また，

軍 隊 に関係 す る よ うに な る と， 間 もな く数 限

りな い検査 や評 価 を受 け る よ うに な る。

仕事 に就 け ば，私 た ちは 与 え られ る責 任 と，

特に主の称賛

支払 われ る賃金 に よ って評価 され る。そ して，

立 派 な仕 事 をす れ ば， 多 くの報酬 を得， 素 晴

ら しい機 会 を数 多 く持 つ よ うにな る。

商 品や 品物， 食料 品な どを製 作 ・製造す る

人 々 は各種 の消 費者 団体 の評価 を受 ける。「G

マ ー ク」(優 良商 品)の つ いて い る製 品 は値段

も高 い。

また， 自由 社会 に住 む私 た ちは， 選挙 のた

びに指 導 者 を評価 して い る。

新 聞や 雑誌 の購 読 者数 は， 一般 大衆 に対す

る貢 献度 をは っ き りと示 す もの であ る。特に

テ レ ビ番 組 は専 門家 筋 の評価 の対 象 とな りや

す く，視 聴率 の低 い番組 は継 続 され な くなっ

て くる。

この ように考 えてみ ると， 評価 は私 たちの

生活 の ほ とん どすべ て に関 わ って いる と言え

る。私 た ちは他 人 を評価 し， 他 の 人 もまた私

たち を評価 す る。 そ して， 私 たちの 観察 が正

しけれ ば， これ らの評 価 を活用 す る こ とに よ

って よ り高 度 な 目標 を 目指 し， 自己鍛練 をす

る動 機 づ け とな るの で ある。評 価 の 目的 は，

高 度 な 目標 を立 て させ ， それ を達 成す る よう

チ ャレ ンジ を与 え るこ とで あ る。

人 には この よ うに天 性 の達 成欲 があ るに も

関 わ らず ，高 く立 派 な評 価 を無視 す る傾 向 も

見 られ ない で はな い。 映画， 書籍 ，雑誌 ，劇

場 の催 し， テ レビ番 組 な どに，不 道徳や 暴力

をあお る ものが ます ます 多 くなって い る。巷

に見 られ る年 齢制 限付 きの 映画 は まさに その

典 型 で あ る。

私 は表 現 の 自由 が 自由意志 とい う永 遠 の原

則 の中 の重 要 な一部 で あ り， それ を擁 護 しな

け れば な らな い こ とを知 って い る。 また， あ

る種 の 力が働 いて， 言論 の 自由 を悪用 して人

人 の品位 を落 とし，r性の倒 錯や隷 属 を もた ら

して い るこ と も知 ってい る。私 は物事 に は常

に 反対 の もの が あ るこ とを知 って いるの で，
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いろい ろな形 のわ いせつ 行為 が 一掃 され る 日

はす ぐに は来 ない の では ないか と考 えてい る。

しか し， 同時 に徳高 い生 活 を送 っ てい る人 々

の生 活か らごれ らの行為 を完 全 に排 除 で きる

と信 じて い る。 思慮 深 い人 々の 大部 分 は，私

た ちが勧 めれ ば，健 全 な価値 ある文 学や芸 術 ，

習慣 を選 んで高 い評 価 を得 よ うと努 め る よ う

に なる と，私 は確 信 して いる。

私 た ちは皆， 私 た ちの生活 に 関係 す る もの

を自由意志 を用 い て選 択 す るわ け であ るが 、

その 時に，最 高 級 の もの を選 ぶ か， あ るいは

低 俗 な もの を選 ぶか とい う戦 いが あ る。 これ

は天上 で始 ま り，今 日 もな お続 い てい る戦 い

で ある。敵 は あ らゆ る手 を尽 くして要 塞や 橋
ほ

頭墨 を手 に入れ ， そ こを固め て さ らに次 の戦

いに備 えよ う とす る。従 って， 彼 らに勝 利 を

許せ ば許す ほ ど，私 た ちは この戦 いで決 定的

な打撃 を被 るこ とにな るの であ る。

悪魔 は この戦 い を どの よ うに進 め て い るで

あ ろ うか。 どんな戦 略 を用 いて い るで あ ろ う

か。 ポル ノや わいせ つ な行為 に反対 してい る

人々 は， その戦 闘計 画 を こ う述べ てい る。人

が わいせつ な行為 に関与 す る よ うにな る と，

す ぐに人 の行 為 に対 して歪 んだ考 え を持 つ よ

うにな る。そ して普 通 の健全 な方法 で人 々 と

接す る こ とが で きな くな る。 しか も他 の 習慣

と同 じ く， そ れに耽 溺 して しま う。 暴力や ポ

ル ノは感覚 を鈍 らせ ， さ らに その度 を増 し，

深め る。 そ して間 もな く無感覚 に な り，細 や

か な配慮， 責任 の あ る行 動 が取 れ な くな る。

これ が特 に 自分 の家 庭 にお いて顕 著 にな って

くる。善良 な 人々 で もこの よ うな卑 わ いな行

為 に冒 され る と，結 局 は恐 ろ しい破 滅 を招 く

の であ る。

か つて は立派 な夫 であ り， 社 会 人で あ りな

が ら， この戦 いの犠 牲者 と.なった 人が い る。

ある時彼 の職 場 の 同僚 が 見 るか らにひ どい ポ

ル ノ雑 誌 を持 って きて，事 務 所 で 回覧 した。

み んなは初 め冗 談半 分 にそれ を見て， ふ ざけ

合 ってい た。 しか し彼 は，好 奇心 か ら， この

よ うな世 の悪 と戦 う時 のため に もっ とよ く研
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究 してお くべ きだ と考 え た。 そ して その雑 誌

を何 度 も繰 り返 し見 た。 その結 果， 彼は悪 魔

の霊 に負か されて しまっ た。 しか し彼 自身は

そ の こ とに全 く気づ いて いなか っ た。間 もな

く彼 は もっ とひ どい ポル ノ雑 誌 を同僚 に求 め，

ふ た りで この邪 悪 な事柄 につ いて話 し合 うよ

うに なっ た。

それ で も彼 はな お世 の方法 に通 じる こ とに

よっ て友 人 た ちに良 い影 響 を与 え るこ とが で

きる と信 じて いた。 しか しサ タンの戦法 に無

知 で あっ たが故 に， 結局 その 罠 にかか っ て し

まっ たの であ る。 同僚 は雑誌 に紹 介 され てい

るこ とを実 際 に試 してみ るべ きだ と主 張 した。

す でに 霊 的 な感 覚 が 鈍 くな ってい た彼 は，

あ っ さ り とそれ に 同意 し， その こ とを 自分 の

妻 に話 した。妻 は驚 き， ひ どい シ ョ ックを受
しつよう

け た。 それ で もなお 執拗 に迫 るので，つ いに

妻 は彼 との 関係 を一切 絶 った。 そ こで彼 はそ

の は け 口を外部 に求 め， 結局 は妻 も家族 も失

い， さ らに 自.尊心 まで もな くして しまっ たの

で あ る。

聖典 は この よ うな敵 の 戦略や 手段 を知 る上

で助 け となる であ ろ う。 ニー フ ァイ は現 在 の

戦 い を予 見 し， モル モ ン経の 中 で簡潔 に こ う

説 いて い る。

「ご らん， その時 に悪魔 はあ る人 々の心 に

入 って荒 々 しい行 い をさせ ， またこ の人 たち

に善 い事 を怒 らせ る。 また ほか の人 々 をなだ

め， この人 た ち をす か して 肉欲 をほ しい まま

に させ る…… 悪魔 は またほか の或 る人々 にへ

つ らって この人 々 を迷 わせ ， 地獄 は ない もの

で あ る と言 い， また悪 魔 は ない もの であ るか

ら私 は悪 魔 では な い と言 い， この よ うに耳 に

ささや いて一 度 かか った ら決 して逃 れ られ な

い恐 ろ しい鎖 で と うと う縛 って し ま う。」(II

ニー ファ イ28：20-22)

ま た偉 大 な予 言者 モル モ ンは，堕 落 した 自.

分 の民 を見 て， 彼 らは その邪悪 の ため に 「慈

悲 の心 のな い者 」(モ ロナ イ9：20参 照)で あ

る と息子 モ ロナ イ に告 げて い る。 み たまが取

り去 られ，善 悪 を区別す る感覚 が麻 痺 して し



ま った状態 は， 何 と悲惨 な こ とであ ろ うか 。

も しもサ タ ン との小ぜ り合 い で絶 えず敗 れ

る な らば， つ い には私 た ちは， 聖典 に記 され

て い るよ うに 恐 ろ しい鎖 に縛 られ て しま うで

あ ろ う。 この 状態 が どれ ほ どひ どい もの であ

るか は，辞 典 か ら 「卑 わ い」 とい う言葉 を見

てみ れば 明 らか であ る。 「卑 わい」 とは， 「汚

す」 「嫌悪す る」 「敵対 す る」 「歪 め る」 「損 な

う」 「堕 落す る」 「伝 染 す る」 「誤 用す る」 「曲

解す る」「弱 め る」で あ る。これ らの言葉 を見

て い る と，予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス が 「徳 高

きこ と， 好 ま しきこ と， よき聞 え あ るこ と，

あ る いは褒 むべ きこ と」 を尋 ね求 め るよ う勧

告 したこ とを思 い 出す(信 仰 箇条 第13条)。 そ

して， 多 くの 人々が この こ とに気付 い てい な

いの を知 って私 は 身震 いす る。

昔 は戦 闘の前 に， ラ ッパ を高 らか に吹 き鳴

ら した もの で あ る。 私が 吹 き鳴 らす ラ ッパ は，

肉欲 に付 け入 る隙 を与 え ない よ うに健全 で立

派 な生 活 をす る よ う呼 びか け る もので あ る。

永 遠 の喜 び を失 う こ との ない評 価 を受 け るよ.

うに努 力す る ことで ある。

まず第一 に， 両親 の皆様 に， 子供 たちが ど

の よ うな書 物 を読 み，何 を見 てい るか に関心

を持 つ よ うお勧 め したい。 良 い読書 は子 供 の

枕 元 に始 まる。一 日の終 りにベ ッ ドの傍 らで

健 全 な書 物 を読 ん で あげ られ ない ほ ど忙 し く

して い ては な らない 。児童 文学 の 中か ら，子

供 たち に気高 い理 想 を抱 かせ る有益 な話 を選

ん でい ただ きた い。私 は今 で も小 さなエ ン ジ

ンにつ いて の話 を覚 えて い る。 それ は， 人は

で きる と思え ば何 で もで きる とい う話 で あ っ

た。 私 は これ まで何度 も 「自分 には で きる，

自分 に はで きる， 自分 には で きる」 と言 い聞

かせ なが ら， 事態 を.好転 させ る力 を養 って き

た。 寝 る前 に両親 に抱か れ て良書 を読 ん で も

らい，一 緒 に ひ ざまず いて祈 る子 供 た ち と，

テ レ ビの暴 力番組 を見 て寝 る子 供 たちの違 い

を考 えて いただ きたい。

次 に， 祖 父母 の皆様 に， お孫 さん た ち と一

緒 に読書 す る よ うお 勧め した い。お 孫 さん た

ち と一 緒 に住 ん でい る な らば， 彼 らの人格 を

築 き， 理 想 を高 め るのに役 立つ 書物 を読 んで

あげ て いた だ きた い。 も しも遠 く離 れて住 ん

で い るな らば ， 彼 らに書物 を贈 り， それ を読

んだ 後の 感想 文 を書 き送 って もら うよ うにす

る と よい。

次 に，青 少 年 の皆 さんには， あな たが読 ん

だ り，見 た りす る もの に関心 を寄せ て い る両

親 に協 力す る よ うお勧 め したい。 自分 の心 に

入 って くる事 柄 に注 意 して いた だ きたい。若

人 の皆 さん， あな たは腐 って汚染 され た食べ

物 を 口に は しない であ ろ う。読 む ものや 見 る

もの に よ く注意 し， いつ も好 み の良 い もの を

選 ぶ よ うに してい ただ きた い。

さ らに， 家族 の方 々 には， 健全 な映画 を見

る ように お勧 め した い。両親 は子 供 たちが何

の 映画 を見 に行 って い るか.を知 って お くべ き

であ る。子供 た ち もまた両親 の許 可 を得 た映

画 を見 るよ うに しな ければ な らない 。家族全

員 が 映画 が好 きで， しか も一 般 の映 画館 で良

い映画 が 見 られ ない場 合， 両親 は楽 し くしか

も.益にな る映 画 フ ィルム を借 りるよ うにす る

とよい。

最 後 に， す べ ての末 日聖徒 に，聖典 につ い

ての知 識 と理 解 を深 め る ようにお勧 め したい。

この神 聖 な書 物 は狡 猜 な悪魔 に対抗 す る防御

の砦 で あ る。 全貝 が それ ぞれ 自分 の聖典 を持

ち， 使 うよ うにす べ きであ る。集会 や ク ラス

に持 参 し，暇 を見つ け て聖典 を読 ん でいただ

きたい。 また研 究 と瞑想 の時 間 も持 つ よ う計

画 して， 旅行 に も聖典 を持 って行 っ ていただ

きたい 。

先 日， 私 の友 人が 夏 の家族 旅行 の こ とを話

して く.れた。 ドライブ の時 間が余 りに長 いた

め， まだ 学校 前 の子 供 か ら高 校生 の子供 まで，

み んな我 慢 で きな くな って い た。 そ んな時 に

両親 は聖 典 を利用 した の であ る。み んな の落

ち着 きが な くな る と， 家族 で順番 に それ を読

み， 読 ん だ箇所 に つ いてみ ん なで話 し合 った。

それ まで小 さい子 をい じめ て いた子供 た ち も

それ をや め て聖 典 を読 み， い じめ られて いた

111



小 さい子供 もお兄 さんや お姉 さんが読 んで く

れ るの を じっ と聞 いて いた 。 こ う して その家

族は， その休 暇旅 行 中 に新約 聖書 のか な りの

ペー ジ を読 んだ の であ った 。

立 派な評価 を受 け るため の戦 い は， 勝 利 を

得 るための 戦 いで あ る。私 た ちは この世 で 多

くの事 柄 を成功 に導 くこ とが で きる。 しか し

私た ちが不 純 な もの を読 ん だ り， 見た りす る

時に， いか に たや す く悪魔 に屈服 して しま う

か，予 測 もつか な いの であ る。

生 活のす べて の面 で立 派 な評価 が得 られ る

ように努め て いた だ きたい。 学校 で も良 い成

績 を得 ， 食事 で もで きる限 り良 い もの を選 び

たい。同時 に， 好 ま しき こ と，健 全 な こ と，

褒むべ きこ とで心 を養 うよ うに 努め た い もの

であ る。

愛 す る創 造主 は， 私 た ちに達成 欲 をお 与 え

に な った。 私 たち の 自由意志 を尊 び， 私 た ち

が立 派に物 事 を成 し遂 げ るこ と を望 ん でお ら

れ る。 そ して主 は， 私 た ちの永遠 の報 告 書 に

成績 を記 され るの であ る。他 方悪 魔 は私 た ち

の感覚 を弱 め， 鈍 くして， 私 た ちに最 後 の評

価 す な わち裁 きの こ とを忘 れ させ よ うとす る。

私 た ちは今 ，狡 猪 で邪 悪 な悪魔 の 軍勢 と.戦っ

てい るの で ある。 も し私 た ちが 細心 の 注意 を

払 わ なけ れば， 私 た ちは 肉欲 に屈 して無力 な

もの となっ て しま うで あろ う。 しか し， 私 た

ちが防 御 を固め， 褒む べ きこ とを尋 ね 求め る

な らば ， どの よ うな剣 も刺 し.貫くこ との で き

ない武具 を身 に付 け る こ とが で きるの であ る。

今 この戦 いの真 った だ中 にあ って， 私 た ち

は'最高の評 価 を 目指 して進 む よ うラ ッパ を高

らか に吹 き鳴 らさな けれ ば な らない。 行動 ，

達 成， 称 賛 に， す べ て最 高の もの を得 なけ れ

ばな らない。 そ の称賛 も 「良 い忠実 な僕 よ，

よ くや った。 …… 主 人 と一 緒 に喜 ん で くれ」

(マ タ イ25：21)と 主 か ら言 われ る もの でな

け れ ば な らない。

これ らの こ とを私 た ちの救 い主，埴 い主，

イエ ス ・キ リス トの尊 いみ 名 に よってへ りく

だ り祈 る。 アー メン。

神権 部 会 に 出席 した神 権 者 た ち と語 る，H・ バ ー ク ・ピー ター ソ ン管理 監 督 会 第 一 副監 督
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イ エ ス ・キ リ ス ト

イエス ・キ リス トは世の救い主であり，私たちの身と霊の救い主である

大 管 長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

愛 する兄剃市妹の皆様 この栽 ある絵
も終 りに近 づ い て きたが， 非常 に 有意義

で， 祝 福 され た大会 であ った。 皆さ ん は30余

名 の方 々か ら， イエ ス ・キ リス トは神 の御 子

であ る とい う証 をお聞 きにな った，私 もまた，

イエ ス ・キ・リス トが復 活 して墓 か ら出 て来 ら

れた とい うこ とを証 したい と思 う。 「彼 は御子

で あ られ た に もか か わ らず， さ ま ざまの苦 し　　

み に よって従 順 を学 び， そ して全 き者 とされ

た ので， 彼 に従順 であ るすべ て の人 に対 して，

永遠 の救 の 源 と」(ヘ ブ ル5：8-9)な られ た

の で あ る。

大 勢 の予 言者 た ちに 啓示 を与 え， 黙示者 ヨ

ハ ネ を通 じて 人々 に次 の よ うに語 られ たの も，

この 同 じイエス ・キ リス トで ある。 「わ た しは

初 め であ り，終 りで あ り， また生 きて い る者

であ る。 わた しは死 んだ こ とはあ るが， 見 よ，

世 々 限 りな く生 きて い る者 で あ る。 そ して，
よ み

死 と黄 泉 との か ぎ を持 ってい る。」(黙 示1：

17-18)

また， 栄光 あ る状 態で イ ンデ ィア ンの先 祖

に現 われ ，彼 らの問 で.「大 い な る 白い 霊 」，

「白い神 」 その他 数 多 くの名 を もって呼 ばれ

て い る御方 も， イエ ス ・キ リス トであ る。

ヨル ダン川 で(マ タイ3：13-17参 照)， 変

貌 の 山で(マ タイ17：1-9参 照)， ニーファイ

人の神 殿 で(IIIニ ーファイ11-26参 照 〉， ニュ

ー ヨー ク州 パ ルマ イ ラの森 で(ジ ョセ ブ ・ス

ミス2：17-25参 照)そ こに い る人々に紹 介

され， 驚 異 を与 えたの も， 私 た ちの救 い主 ，

イエ ス ・キ リス トで ある。 しか もその イエ ス ・

キ リス トを紹 介 され た御方 は， キ リス トの実

の御 父， 聖 な るエ ロヒム であ った 。そ して，

主 イエ ス ・.キリス トは御 父の御 子 であ り， 御

父の み こ ころ を行 な われ たの で ある。

多 くの 人々は， 旧約 の時代 に神 あ るいは主

と呼 ば れ てい た御 方 は御 父 であ る と考 えて い

る。

しか し注 目に値す るこ とが あ る。 それは.

各々 の 新 しい神権 時代 の新 しい 人々 に，必要

で あれ ば， 父 な る神 ， エ ロ ヒムが この地上 に

現 わ れ て御 子 を紹 介 し，御 子 イエ ス ・キ リス

トが 御 父の み業 を行 なわ れ たこ とで ある。

この こ とは現 在 の神 権 時代 に も起 こってい

る。御 父 と御 子 の御二 方が この地上 を訪 れ，

ひ と りの若者 に現 わ れた もうたの で ある。 こ

の神 聖 な 出来事 は，備 えの で きた， 敬 慶な こ

の若.者に よっ て書 き留め られて い る。

私 たち の創造 主 に対す る考 え方 は様 々で あ

り， 神 に対 す る信仰 を告 白す る人は大 勢 いる。

しか し神 が どの よ うな御 方 で あるか を知 って

い る人は 少な い。 彼 らは創 造主 に まみ える こ

とを期 待 して い ない ので あろ うか。 恐 ら く，

創 造 主の訪 れ を受 け て も， 待 ち望 む 御方 を知

らない ため に気付 か ない こ とだ ろ う。

山や 川， 火 山な どが 多 くの 人々 の神 とな っ

た 。 そ して 人は 学問 に よ って ， 自 ら形 も姿 も

権能 もな い神 を造 ったの で あ る。.

イエ ス ・キ リス トは この世 の神 で あ る。 主

は そ の こ とを度 々 は っ き りと語 って お られ る。
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主 イエ ス ・キ リス トはア ブ ラハ ムに 向か っ

て こ う宣 言 され た。 「わが 名は エ ホバ な り。」

(ア ブ ラノ、ム2：8)

またア ブ ラハ ム は次 の よ うに述べ て い る。

「か くの如 く
， われア ブ ラハ ム，一 人の 人の

別の 人 に語 る如 く主 と顔 と顔 とを合 わせ て 語
わざ

りぬ 。主， その御 手 に成 る工 をわ れに 語 りた

まえ り。」(ア ブ ラハ ム3：11)

モー セは造 り主 につ い て こ う語 って い る。

「モー セ神 と顔 を合 わせ て相 見 …… 神 の栄

光 モー セの上 に あ り き。 これ を以 て モー セ神

の御 前 に在 るに耐 え得 た り。神 ， モー セ に語

りて言 いた まえ り。 見 よ， われは 全能 の主 な

る神 に して永 劫 とは わが名 な り。」(モ ー セ1

：2，3)

1世 紀に この地(ア メ リカ大陸)に 住 ん で

いた 人々は， 聖典 を読 み， 予 言が 成就 した こ

とを知 って いた ので， バ ウ ンテ フル の地 に あ

る神 殿 の周 りに大 勢集 まっ て きた。 そ して彼

らは， 驚 きの気持 ち を持 っ て，す で にイエ ス・

キ リス トの 死 の し る しが 現 わ れ た こ と を話

し合 って いた。 「民が この ように話 し合 って い

た時に， 天 か ら出て くる よ うな声 が聞 えた，

…… この声 は まこ とにか れ らの 中心 に まで浸

みわた り心 が燃 え る よ うな感 じを与 えた。… …

す る と三度 目には その声 の 意味 が解 った。

その声 は，

『わ が喜ぶ 愛子 を見 よ
， われは これ に由 り

てす で にわが 名 の栄光 を示 しぬ。 わが 愛子 に

聞 け』 とかれ らに仰せ に な って いた。

群 衆 はそ の意味 が解 って また天 を仰 ぐ と，

天か ら一 人 の男の 方が 降 りた もうのが 見 えた。

このお方 は 白い衣 を召 して， 降 って きて群 衆

の 中に立 ち た も うた。群 衆 の 目は みな この お

方の 上 に注が れ たが， 互 いに物 を言 う勇気 が

なか っ た。み なは 自分 らに現 われ た このお方

を天使 で あ る とは思 ったが ， その お方が 降 り

たも うたわけ は知 らなか った。

時 に そのお方 は手 を伸 して群衆 に話 しか け

て仰せ に な った。

『見 よ
， われ は イエ ス ・キ リス トな り。予
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言者 らが この世 に来 る と証 を したる その者 な

り。

わ れ は世 の光 に して また世 の隼 命 な り。 わ

れは御 父が われ に授 け た まい しか の苦 き杯 を

す でに飲 み，世 の人 の罪 をわが 身に 引 き受 け

て御 父 の栄光 を示 した り。世 の 人 の罪 を わが

身に 引 き受 くる こ とに 於て ， わ れ は最 初 よ り

す べ て御 父のみ こころに 従 え り』と。」(IIIニ ー

フ ァイ11：3，6-11)

こ うして イエ スは， キ リス ト教 の教 義 を長

い時間 か けて説 き教 えた後 に， 次の よ うに 言

われた 。「しか し見 よ。汝 らはわが声 を聞 きま

たわれ を見 る」(IIIニ ー フ ァ イ15：24)と 。

「イエ スが ピ リポ ・カ イザ リヤの 地方 に行

か れ た と き，弟子 たちに尋 ねて言 われた， 『人

入は 人の子 をだれ と言 って い るか』。

彼 らは 言った。 『あ る人々 はバ プテスマの ヨ

ハ ネ だ と言 って い ます 。 しか し，ほ か の人 た

ちは， エ リヤ だ と言 い， また， エ レ ミヤ あ る

いは預 言者 の ひ とりだ， と言 って い る者 もあ

ります 』。

そ こでイエスは彼 らに 言われ た， 『そ れで は，

あな たが たは わ た しをだれ と言 うか 』。

シ モ ン ・ペ テ ロが答 え て言った， 『あ なた こ

そ， 生 け る神 の子 キ リス トです 』。

す る と， イエ ス は彼 にむか って言 われ た，

『バ ル ヨナ ・シモ ン
， あな たは さい わ いで あ

る。 あ な たに この事 をあ らわ したの は， 血 肉

で はな く， 天に い ます わた しの 父で あ る。

そ こで， わ た しもあ なた に言 う。 あ なたは

ペ テ ロであ る。 そ して， わ た しは この岩 の上

に わた しの教 会 を建 て よ う。黄 泉 の 力 もそれ

.に打 ち勝 つ こ とはな い。

わ た しは，.あなた に天 国のか ぎを授 け よ う。

そ して， あ なたが 地上 でつ な ぐこ とは， 天 で

もつ なが れ， あ なたが 地上 で解 くこ とは天 で

も解か れ る であ ろ う』。」(マ タイ16：13-19)

これ こそ， この地 上 で権 威に よってつ なが

れ た こ とは天 で もつ なが れ る，神 聖 な結 び 固

め の鍵 で あ る。

そ して この 堅 固な岩 は， 使徒 た ちが イエ ス



こそ生 け る神 の子 キ リス トで あ るこ とを知 っ

た啓示 の 岩で あ った 。神 の教会 は その 啓示 の

上 に建 て られ， 地 獄 の門 もそ れ に打 ち勝つ こ

とは で きな いの であ る。

「その 翌 日
， ヨハ ネは イエ スが 自分 の方 に

こられ るの を見て 言った， 『見 よ，世 の罪 を取

り除 く神 の小 羊 。』… …

『わ た しは それ を見 たの で
， この か たこ そ

神 の子 で あ る と， あか しを したの である 。』

イエ スが 歩 いて お られ るの に 目を とめ て言

った， 『見 よ，神 の 小羊 』。」(ヨ ハ ネ1：29，

34，36)

また，ペ テ ロは こ う証 してい る。 「わた しが

この幕 屋 にい る間， あな たが たに思 い起 させ

て，奮 い立 たせ る こ とが適 当 と思 う。

それは」 わた した ちの 主 イエス ・キ リス ト

もわた しに示 して下 さ った よ うに， わた しの

この 幕屋 を脱 ぎ去 る時が 間近 で あ るこ とを知

っ てい るか らで あ る。

わた しが世 を去 った後 に も， これ らの こ と

を， あ な たが たに いつ も思 い出 させ る よ うに

努 め よ う。

わた したち の主 イエ ス ・キ リス トの力 と来

臨 とを， あな たが たに知 らせ た時， わ た した

ちは， 巧 みな作 り話 を用 い るこ とは しなか っ

た。 わた した ちが， その ご威光 の 目撃者 なの

だか らで あ る。

イエ スは父 な る神か らほ まれ と栄 光 とをお

受 け に なっ たが， そ の時， お ごそか な栄 光 の

中か ら次 の よ うなみ声 が かか った ので あ る，

『これ はわ た しの愛す る子 ， わ た しの 心 にか

な う者 であ る』。

わた した ち もイエ ス と共 に聖 な る山に いて，

天か ら出た この声 を聞 いた ので あ る。」(IIペ

テ ロ1：13-18)

これ らは確 か に， 私 た ちの救 い主 イエ ス ・

キ リス トに つ いて の偉大 な証 であ る。

非常 に有益 な大会 で あ った。素 晴 ら しい説

教 の ひ とつ ひ とつ に，私 は よ く耳 を傾 け るこ

とが で きた。 また， 家に 帰 った ら，前 に もま

して 立派 な人 間 にな ろ う と決心 をす る こ とが

で きた。 そ して指示 や提 案 を聞 きなが ら， そ

れ を聞 くすべ て の人が 同様 の決 心 をす るよ う

に と願 って いた 。私 た ちが耳 に した こ とはす

べ て イエ ス ・キ リス トの教 えに一致 してい る.。

主 の奉仕 の み業 に献 身す る人々 に よる美 しい

話 であ っ た。 この大 会 で学ん だ 多 くの事 柄 を

家 に持 ち帰 り， 自分 の心 に とまった事柄 をも

う一 度 よく考 えてみ て いた だ きたいざ あな た

の生 活 に生 かせ る限 り， それ を隼 か して，主

が私 たち に告 げて お られ る完 全 に至 る道 に立

ち返 って いた だ きた い。

.、昂弟 姉妹 の 皆様， 皆様 と共 にこの 大会 に出

席できて光栄である。皆様に平安があるよう
に。安 全 に帰 宅 し，無事 に家族 と会 うこ とが

で きる よ うに願 って い る。 この大会 が私 たち

の愛 と関 心 を伝 え る もの とな り，皆 様の 人生

にお け る偉大 な成 功 の道 しるべ とな るよ うに

希 望 して いる。最 後 に も う一 度 申 し上 げてお

きたい 。神 は生 きてお られ， イエ ス はキ リス

トであ る。私 たちが 述べ た証 と祈 り， そ して

歌 った 讃美 歌 のすべ て を， イエ ス ・キ リス ト

の み名 に よ って皆 さん に捧 げ る もの であ る。

アー メ ン。

☆ ☆
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10月1日(土)福 祉部会 におけ る説教

福祉活動 ：福音の実践

福祉の根底をなす6つ の原則 愛，奉仕，労働， 自立，奉献，管理

大管長

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

一 の讃美 歌(「 時 を惜 しみ て」)を 歌 うた び
一

に，昔 の こ とが 思 い出 され る。私 が まだ

若 い頃 に世 を去 った母 は， 食事 の仕 度や 家事

を しなが らよ くこの歌 を口ず さん で いた もの

であ る。その ため ，私 は この歌 が 大好 きであ

る。

さて，再 び この 大会 で皆 様 とお会 い し， 私

たちの交 わ した誓 約 と義務 と祝 福 につ い て考

え，天 父の み ここ ろを知 る機 会 をい ただ いて

い るこ とを感 謝 した い。

私は この福 祉部 会 で何 をお 話 しよ うか考 え

てい た時，1世 代 が40年 とす れ ば，1936年10

月に この偉大 な福 祉事 業 が再 び確 立 され て，

すで に1世 代 を経 過 して い る こ とに気 づ いた 。

そ して， この事業 を指 導 した偉大 な 人々 の こ

とが次 々に心 に 浮か んで きた。 ヒーバ ー ・J・

グラン ト大管 長，J・ ル ーベ ン ・クラー ク ・

ジュニ ア副管 長， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大

管 長，ヘ ン リー ・D・ モイル 副管 長， ハ ロル

ド ・B・ リー 大管 長， マ リオ ン ・G・ ロムニ

ー 副管長， その他 枚挙 に い とまが な いほ どで

ある。 彼 らの勧 告 や聖典 にあ る教 え も思 い起

こされ た。

こ う して， 彼 らが福祉 活動 に対 して な した

貢献 と， この分 野 にお け る教 会 の急 速 な進歩

を考 えて いた 時， は た と次の ような疑 問に ぶ

つ か った 。今 日の 私 た ち， もっ と具 体 的 に言

うな らば， 地 区， ス テー キ部， ワー ド部 の指

導 者 は， 前 の世 代 の 人々 と同 じよ うに福 祉 の

原則 を理解 し，福 祉 活動 に対 して同 じよ うに

心血 を注 い で いる だ ろ っか， と。

この 点に 関 して は， ロム ニー 副管長 の 評価

に 同意せ ざ るを得 ない 。数年 前 に開 かれ た教

会幹 部 の指 導者 会 で， 彼は 次 の よ うに述 べ て

いる。

「『こ こに
，ヨセブの こ とを知 らない新 しい

王 が， エ ジプ トに起 っ た』 よ うに， 教会 内 に

も，前 任者 たち の よ うに教 え と訓練 を受 け て

い ない新 しい世 代 の監 督 とステー キ部長 が い

る。」(マ リオ ン ・G・ ロムニ ー，7%θ ・磁sゴos

o∫C肱7娩 賄 碗 塑 「教会 福 祉 の基本 」1974

年3月6日)

この福祉 計 画 は非常 に重 要 な意 味 を持 って

い る。従 って，私 は この業 の基 をなす 真理 を

ここで再確 認 し， それ らを今 日の私 た ちに ど

の よ うに応 用すべ きか をお話 した い と思 う。

この業 に関 して私 た ちが霊 的な面 で受 け継 い

で い る もの をさ らに強め ， それ を土 台に して

実行 の 歩み を速 め る こ とが で き るよ.う願 っ て

い る。

主 は時 の初 め よ り，隣 り人 を 自分 自身 の よ

うに愛せ よ と民 に求 め てお られ る。 エ ノ クの

時代 の 人々 につ い ての 記録 を読 ん でみ たい。

「主 は その 土地 を祝 した まいた れば
， 民 は 山

の上 と高 き所 に て祝福 を受 け誠 に栄 え た り。

主 ， その 民 を シオ ン と呼 びた まえ り。彼 ら

心 を一 に し， 精神 を一 に し， 義 に住 み たれば

な り。 され ば彼 らの中 に貧 しき者 一 人 もなか

りき。」(モ ー セ7：17-18>

この真理 を教 え た指 導 者 た ち， この真理 を
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学 ん だ人 々に つ いては ， モル モ ン経の 随所 に

その記 録が 見 られ る。 慈 愛に満 ちたベ ンジ ャ

ミン王 は次 の よ うに語 って い る。

「ね が わ くは
，私 が お 前た ちに話 を した よ

うに 日々 自分 の罪 の赦 しを保 ち， 罪無 しに神

の前 を歩 くこ とが で き るよ うに， お前 た ちが

一 人一 人 みな その財 産 の 多 い少 いに応 じて そ

れ を貧 しい人 々に 分け 与 え る こ とを望 む 。 そ

れは た とえば， 腹 のす い て い る者 に 食物 を与

え， はだか でい る者 に着物 を着せ ，病 ん で い

る者 を見舞 い， 各 々の 必要 に 従 って 肉体 につ

いて も霊 につ いて も救 助 を施 す こ とで ある。」

(モー サヤ4：26)

ニー ファ イ第 四書 には， 利 己心 を捨 て た た

め ，4代 に わた って完 全 な義 の うちに栄 え た

ニ ー フ ァイ人 の記 録が ある。 理想 み シ オン を

実 現 した彼 らの有 様 を心 に描 く時 ，私 たち は

感 動 を覚 え るの で ある。

「…… 一 同は一切 の所 有物 を共 有 したの で

富 んで い る者 と貧 しい者 との区別 もな く， 自

由 な者 と奴隷 との区別 もな くて， 誰 もか れ も

自由 とな1)天 の賜 を授 け られ た。

また， 嫉妬 ，争 闘， 暴 動， み だ らな行 い」

虚 言， 人殺 し， お よび何 らみた.りが わ しい行

いが なか ったか ら， まこ とに神が 造 りた も う

た すべ ての 民 の中 で この民 ほ ど幸 福 な民 が あ

るほず がな か った 。」(IVニ ー フ ァイ3，16)

この最 後 の神権 時代 の，現 在 か ら約4世 代

前 に， 主は 現代 の シオ ン を築 くこ とに関 して

次 の よ う忙 述べ て お られ る。

「こ とご と くの者
，兄 弟 を己が 身の如 くに

思 い， わが 前 に徳 と聖 きを履み行 うべ し。

われ 重ね て汝 らに告 ぐ， 汝 ら皆 己が 身の如

くに兄 弟 を思 うべ し。

汝 らの 中誰か 十二 人 の息 子 を有つ に， その

一 人 にのみ偏 よ るこ と をせ ざれば その子 たち

よ く父に仕 う。 然 るに ，す な わ ち一 人 に向 い

て汝礼 服 を着 けて此 所 に座せ よ と言 い， また

他 に向 い て汝ぼ ろ を着 て彼 所 に居 れ と言 い，

しか も息子 た ちに 向 いて， 見 よ， われ 公平 な

りと言 うこ とを得 んや 。

た と え

見 よ， こは一 つ の比 喩 を以て汝 らに語 る と

ころな れ ど， 正 に われ 在 るが如 く真 な り。わ

れ汝 らに向 い て言 わん， 汝 らひ とつ とな れ。

も しひ とつ とな らずば ，汝 らはわが もの にあ

らず 。」(教 義 と聖 約38：24-27)

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大 管長 は，福 祉 活動

の再 設 を予 告す る言葉 を1900年 に語 って い る。

「あ なた が たは
， 物 質的 な もの と霊 的 な も

の が溶 け合 っ てい るこ とを， いつ も心に留 め

な けれ ば な らな い。 この二 つ は分離 した もの

で は ない。 私 た ちが地 上 にい る限 り，片方 な

しで， も う一方 の こ とを行 な うこ とは で きな

い。

末 日聖 徒 は， 霊 的 な救 いだ けで な く， この

世 の救 い を もた らす福 音 を信 じて い る。 ……

私 た ちは まず善 良 ，忠 実， また正 直で勤勉 な

人 に な らなけ れば ，本 当 に良 い，信 仰深 いキ

リス ト教徒 に は なれ ない と思 って い る。 それ

で私 た ちは，勤勉 ，倹 約，謹 厳 を説 く福 音 を宣

べ伝 えて い る。」(「福音 の教 義」第1巻p.252)

そ して，1936年 に大 管長 会 は，現 在実施 さ

れ て い る福 祉 計画 とい う形 で これ らの原 則 を

宣 言 して い る。 この宣 言 は，理 想 の シオン を

築 くため の よ り完 全 な機会 を当時 の人 々に提

供 す る もの であ っ た。

大管 長会 は 次の ように述べ てい る。「私 た ち

の第一 の 目的 は， 可能 な限 り， い まわ しい怠

惰や 施 しの もた らす悪 弊 を除去 し，独 立心，

勤 勉， 倹約 ， 自尊 心 を再 び私 た ちの間 に確立

す る体 制 を築 くこ とで あ る。 教会 の 目的は，

人々 の 自立 を助 け るこ とに あ る。 勤労 が再び

教 会員 の生 活 を貫 く原則 に な らなけれ ばな ら

な い。」(「大会 報告 」1936年10月 ，p.3)

この大 管長 会 の意 向 に誤 りは ない。 この業

は，物 質 的 な性格 を帯 びて い るよ うに見 える

か も知 れ な いが， 真 髄 は霊 的な もの であ るこ

とを私 た ちはは っ き りと理解 しておか なけ れ

ば な らない 。次 のJ・ ルーベ ン ・クラー ク ・

ジ ュニ ア副 管長 の 言葉 にあ るよ うに， これ は

人 々 を第一 に考 え， 神 か らの霊感 によ り設 け

られ た プ ログラムで あ る。「福祉 計 画の長期 目
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標 は，与 え る者 と受 け る者 双方 の教 会 貝 の人

格 を築 き，豊 かな精 神 とい う人の 目に つか な

い結実 をもた らす こ とであ る。 これ は結 局，

この教 会 の使命 と 目的 で あ り， また存 在す る

理 由で もあ る。」(J・ ルーベ ン ・クラー ク ・

ジュニア 副管長 ， ステ ー キ部長 会特 別集 会，

1936年10月2日)

私 た ちは世 界各地 を訪 れ， 人々 に会 うたび

に，私 たちの民 が物 質 的 な必要 を抱 え て い る

こ とを強 く感 じる。 け れ ど も， 彼 らに援 助 の

手 を差 し伸べ たい と思 う時 に，私 た ちは，「肉

を制 して は じめ て高 度 の霊性 が得 られ る」 と

い う大切 な教 訓 を彼 らに学 ばせ な けれ ば な ら

な いこ とを， 感 じるの で ある。 人 々に 自分 の

必要 を 自分 で満 たす よ う促 して こそ， その 人

の 人格 を築 くこ とが で きるの であ る。

与 え る者 が 自分 の欲望 を抑 え， 自分の 望 み

に照 らして他 人の必 要 を正 し くと らえ る時 に，

福音 は彼 らの生 活 の中 で生 きた もの とな る。

大 いな る奉 献 の律 法 に従 って生 活す る時 に，

人 は物 質 的な救 い だけ で な く，霊 的 な清 め を

も受 け るので ある 。

そ して，受 け る者 も， 感謝 の 気持 ち を もっ

て受 け る時， 真 の シオ ンに お いて人 は物 質 的

に も霊 的 に も救 い にあ ずか る こ とが で き る と

い りこ とを知 って， 喜 び を覚 える。 こ うして

彼 らは 自立 しよ う とい う気持 ちに駆 られ ， ほ

か の人々 と分か ち合 え る よ うにな る。

素 晴 ら しい計 画 であ る。皆 様 は， シ オ ンに

美 しい衣 を着せ るこの福 音 に感動 を覚 えな い

であろ うか 。 こ う して考 えてみ る と，福 祉活

動 はプ ログ ラムで はな く，福 音 の本 質 であ る

こ とが わか る。 まさに， 福 音の実 践 で あ る。

キ リス ト教徒 の生 活 を貫 く最 も気 高 い原 則

である。

こ うした結論 に至 る過 程 を具体 化 し， この

業 の根 底 をなす 原 則 を明確に す るため， 私 は，

基本 的 な真 理 であ る と思 う事 柄 につ い てお話

したい。

第一 に あげ られ るのが ，愛 であ る。隣 人 に

対す る私 た ちの愛， さ らに主 に対 す る私 たち
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の愛 は， 私 た ちがお互 い と貧 しい人， 悩 んで

い る人 に対 して どの よ うに行 動す るか に よ っ

て測 られ る。

「わ た しは
，新 しい い ま しめ をあ なた がた

に与 え る，互 に愛 し合 いな さい。 わ た しがあ

な たが た を愛 した よ うに， あな たが た も互 に

i愛し合 いな さい。

互 に愛 し合 うな らば， それ に よっ て， あな

たが たが わ た しの弟子 であ る こ とを， すべ て

の者 が認 め るで あろう。」(ヨ バ ネ13：34-35;

モ ロナ イ7：44-48;ル カ10：25-37;14：

12-14参 照)

第二 は奉 仕 で あ る。 奉仕 とは， 自己 を空 し

くし，助 けの 必要 な 人 を助 け，「貧 しい者 に持

物 を分 け与 え， 飢 えた者 に食物 を与 えて，・…・

キ リス トの ため， あ らゆ る銀難 をその 身に受

け」 る こ とで あ る。(ア ルマ4：13)

「父 なる神 のみ まえに清 く汚れ のな い信心

とは， 困 って い る孤 児や ， や もめ を見舞 い，

自らは世 の汚 れに 染 まず に， 身 を清 く保 つ こ

とにほ か な らな い。」(ヤ コブ1：27)

第三 は労 働 で あ る。 労働 は， 幸福 と繁 栄 と

自尊心 を生 む 。 また あ らゆ るこ と を成 し遂 げ

るため の手 段 で あ る。 怠惰 は この 反意語 であ

る。私 た ちは 働 くよ う命 じられて い る(創 世

3：19参 照)。 私 た ちの物 質面 ，社 交面 ，情 緒

面， 霊 的面 での安 寧 を施 しに よって得 よう と

す るこ とは，労 働 に よ って物 を得 る よ う命 じ

られ た神 の戒 めに 反す る。労働 は教 会 員の 生

活 を貫 く原則 に な らなけ れば な らない。(教義

と聖 約42：42;75：29;68：30-32;56：17

参 照)

第 四は 自立 で あ る。 教会 と教 会 の会 員 は，

自立す るよ う主か ら戒 め られ ている。(教 義 と

聖 約78：13-14参 照)

各 人の社 交 面， 情緒 面， 霊的 面， 肉体 面，

経 済面 に おけ る安 寧 を維持 す る責任 は， 第一

に本 人， 第二 に その家 族， 第三に その 人が 忠

実 な教 会 員 であ れば教 会 が負 う。

肉体 お よ び情緒 面 で健康 な末 日聖 徒 は， 自

分 と自分 の家 族 の安 寧に 関 して， その責 任 を



他 人 に譲 り渡す こ とはで きな い。主 の 導 き を

受 け， 力 を尽 くす な らば， 物心 両面 で 自分 と

自分 の家族 を養 うこ とが で きるはず であ る。

(1テ モ テ5：8参 照)

第五 は奉 献 で ある。 これに は犠牲 が 含 まれ

る。奉 献 とは，霊 的面 で あれ 物 的面 であ れ，助

け を必 要 として いる 人の ため に， また主 の王

国 の建 設 の ため に， 自分 の時 間 と才 能 と財 産

を提供 す るこ とであ る。福 祉 活動 に おけ る奉

献 に は会 員 たちが 生産 事業 で働 くこ と， デゼ

レ ト産 業 に材料 を寄付 す るこ と，専 門的 な技

能 を分 か ち合 うこ と， 惜 しみな く断 食献金 を

納 め るこ と， ワ ー ド部 お よび定 員会 の奉仕 活

動 に参加 す る こ とが あ る。また，ホー ムテ ィー

チ ン グや 家庭 訪 問 で も時 間 を奉献 す る。私 た

ちは 自分 を捧 げ る時 ，奉 献 して い るの であ る。

第六 は管理 であ る。教 会 にお け る管理 とは，

霊 的面 も し くは物的 面 にお いて神 よ り委 託 を

受 け る こ とで あ り， これ には責 任が 伴 う。 万

物 は主 の もの であ り，私 たち は 自分 の体 ，心 ，

家族 ，財 産 を管 理 してい るに過 ぎな いの であ

る。(教 義 と聖 約104：11-15参 照)忠 実 な 管

理 人 にな るに は，正 義 に基 づ いて 治め， 自己

に属 す る もの を世 話 し， 貧 しい人乏 しい人 に

目を向け る必要 が あ る。(教 義 と聖 約104：15

-18参 照)

これ らの原 則 は福 祉 活動 の推 進 力 であ る。

私 た ちは皆， これ らの原 則 を学 び， 従 い， そ

して教 えなけ れ ばな らな い。指 導 者 の皆 さん

は会 貝 に， 父親 は家族 に， これ らの原 則 を教

え てい ただ きた い。私 たちは これ らの真理 を

実践 して こそ，理 想 の シオ ンへ近 づ くこ とが

で き るの で あ る。

シオ ン とは， 主の 誓約 の民 に対 して主 よ り

与 え られた名 前 で あ り， 清 い心 を持 ち， 貧 し

い者 ，乏 しい者， 悩 む者 に絶 えず援助 の 手 を

差 し伸べ る人々 のこ とであ る。(教 義 と聖 約97

：21参 照 〉

「主
， その民 をシ オ ン と呼 びた ま え り。 彼

ら心 を一 に し， 精神 を一 に し， 義 に住 み たれ

ば な り。 され ば彼 らの 中 に貧 しき者 「 人 もな

か りき。」(モ ー セ7：18)

この神権 に基づ く最 高 の社会 は， 愛 と奉 仕，

労 働， 自立， 管理 とい う教 義 の上 に建 て られ

てい る。 そ して これ らは すべ て，奉 献 の誓約

の中 に包 含 され る もの であ る。

で は， これ らの原 則 を実行 に移 す ための活

動 とプ ロ グラム につ い て述べ て みた い。

御 存知 の通 り，私 た ちは数 年前 か ら，個 人

と家族 の備 え をか な り強 調 して きた。教 会員

全員 が この 方向 に 向か って努 力 して いただ き

た い。 また， この件 につ いては 消極 的で な く

積極 的 に理解 し， 強調 してい ただ きたい。

扶 助協 会 は個 人 と家族 の備 え を 「将 来 を考

えての生 活 」 として教 え てい るが，私 は これ

を好 ま しい こ とであ る と思 う。 これ は次 の よ

うな意 味 を含 ん でい る。す な わ ち， 資源 を節

約 す る こ と，財 政 計画 を立 て る こ と，健康 管

理 に万 全 を尽 くす こ と，教 育 と雇用 条件 の改

善 の ため に準備 す るこ と， 家庭 生産 と貯蔵 に

関心 を払 うこ と， 情緒 の安 定 を図 る こ とが含

まれ る、.

例 えば， 家 庭菜 園 を造 るこ とによ って，食

費 を軽 減 し， 新鮮 な野菜や 果 物 を収 穫す るこ

とが で き るが ， 恵み は これ だけ に とどま らな

い こ とを理 解 して いた だ きたい。 菜 園の雑草

を抜 き， 水 を ま く時 に交 わ され る父親 と娘 の

会話 に は測 り知 れ ない価 値が あ る。種蒔 き と

耕作 と収 穫 の律 法 を学 んで い る彼 らに， どれ

ほ どの 恵み が もた らされて い るこ とだろ っか。

また，か ん詰 作 業 には家 族全 員 の協 力が不可

欠 で ある。 これに よって家族 が一 層親密 にな

る とい う祝福 もあ る。私 たち は家庭貯 蔵 を行

な っ てい るが， つ ましい生 活 を し， それ を子

供 た ちに教 え るこ との中 には それ以 上の教 訓

が あ るで あ ろ う。

家計 に 関 して家 族会 議 を開 く時，・子供 た ち

は どの よ うな こ とを学ぶ だ ろ うか 。10代 の息

子 が 計画 に参加 し，状 況 を理解 して，夏 休み

のア ルバ イ トで得 たお金 を， くたび れた冷蔵

庫 の 買 い換 えに使 って ほ しい と申 し出 る時，

両 親 は どの よ うな気 持 ちがす るだ ろ うか。
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私 た ちは雇用 条件 の 改善 の意 味 か ら読 み書

きの能 力 と教育 を提 唱 して い るが ，聖典 や 教

会 の 出版 物， そ の他 い ろい ろな良 書 を読 む こ

とか ら得 られ る喜 び を決 して評 価 してい ない

わけで はな い。私 た ちは家 族 の祈 り， 親切 な

言葉 ，完 全 な意志 の疎 通 に よ って 情緒 の安 定

を図 るこ との大切 さ を教 え てい るが， それ と

同時 に， 礼儀 をわ き まえた活 気 のあ る雰 囲気

の も とで生 活す る こ とが どれ ほ ど喜 ば しい も

ので あ るか とい うこ とも知 って い る。

個 人 と家族 の備 えの 各分野 は， この よ うに，

直接 災害 と結び付 け るので はな く， 日常 生活

にお け る恵み と関連 してお 話す るこ とがで き

る。

これ らは正 し く， 私 た ちに満 足 を与 え る も

ので ある。従 って これ らを実践 しよ うでは な

いか 。 また，私 たち は主 の勧告 に従順 であ り

たい と願 ってい るはず で あ る。 この よ うな気

持 ち でいれ ば， 私 た ちは ほ とん どの不 測 の事

態に備 え るこ とが で きる。 そ して主か ら繁 栄

と慰め を与 え られ るであ ろ う。苦難 の時代 が

到来す るの は確 実 で あ る。主 は その よ うに予

告 してお られ る。 そ して ， シオ ンの ステ ー キ

部は確 か に，「防禦 の ため とな り，また暴 風雨

の避所 」 とな る(教 義 と聖約115：6)。 私 た

ちは知恵 を用 いて慎 しみ深 く生 活 して い るな

らば ，主 のみ手 の 中に あ るが ご と くに守 られ

るであ ろ う。

私 は，神 権定 員会 と扶 助協 会 の集会 にお い

て， 個 人 と家族 の備 えの考 え方 を正 し く教 え，

教会 員全 員が これ に積 極 的に取 り組 め る よ う

に して欲 しい と思 う。

また， 断 食の律 法 に関 す る義 務 につ い て も

教 えていた だ きたい 。会 貝一 人一 人が 貧 しい

人，乏 しい人の ため に惜 しみ な く断 食献金 を

納め るべ きで ある。 この 献金 は， 少 な くとも

断 食 を してい る間の2食 に相 当す る金 額 で な

けれ ばな らな い。

「私 た ちは時折
， 惜 しむ気 持 ちか ら，朝 食

を卵1個 で済 ませ てい るの で， それ に相 当す

るお金 を主 に納 め よ う と考 え るこ とが あ る。
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現在 は 多 くの人 が裕 福 であ る と思 うが ，裕 福

な時 は， もっ と寛大 に な る必 要 があ る。.

私 は， 断 食 した2食 分 の 金額 では な く， で

きる状態 で あれ ば もっ と多 く，10倍 以 上 の金

額 を納 め るべ きで あ る と考 えて い る。」(Co%

忽 飢6ε1～ゆoγ'「 大 会 報 告」1974年10月 ，

P.184)

主 に従 いなが ら貧 しい生 活 を送 って い る人

の必 要 を満 たす 手段 と して， 長年 の 間， 断食

献金 が 使用 されて きた 。過 去 と同様 に現 在 も，

教会 は，福 祉 プ ロ グラム にお いで現 金 が必要

な場 合 に この 断食献 金 を使 用 して い る。 日用

品は福 祉生 産事 業 か ら得 られ る よ うに して い

る。 もし私 たちが惜 しみ な く断 食献 金 を納 め

るな らば， 私 た ちは霊 的 に も物 質的 に も さ ら

に繁栄 す るであ ろ う。

さて，個 人 と家族 の責任 か ら，教 会 の公 式

な福祉 活動 に話 を移 そ う。 これは教 会 の備 え

とも呼 ば れ てい るが，「資 源貯 蔵制 度」と理解

す る方が よい と思 う。 い くつ か の点 を強調 し

てお きたい 。

1.教 会 か ら援 助 を受 け てい る人々 に， 各

自の能力 に応 じて，援 助 に 見合 う作 業 も し く

は奉仕 を行 な う機 会 を与 える 。

2.正 しい判 断 に基づ い て福 祉 生産 事業 を

取得 し， 運 営す る。 食料 品や 日用 品 の提供 だ

け に とどまる こ とな く， 私 た ちは与 え る者 と

受 け る者 が 共 に成長 す る民 で あ るこ とを覚 え

て，事務 的 に むだ な く行 な う。

3.個 人 と家 族 が どの程 度 まで 自分 で まか

な えるか を判 断す るにあ た っては， み た まの

導 きに従 う。

4.地 元の援 助 手段 を最 大 限 に活用す る。
15

.最 ：後 に， 各管理 レベ ル で効 果的 な福 祉

委員 会 を定期 的 に開 く。

兄 弟姉 妹 の皆様 ， 以止 の こ とを心 に留め て，

この偉 大 な業 を推 進 す る よ う私 は切 にお勧 め

した い。 現状 は私 た ちに とって も主 に とって

も満 足す べ き もの で はない とい うこ とを，全

体 として， また個 人 と して 認識 す るか ど うか

が， 私 た ちの今 後 を大 き く左右 す る。
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福祉活動における監督の役割

監督と神権定員会の務めは，会員の物質面と霊的面の福祉を図ることで

ある

第 二 副 管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

愛 する兄弟姉妹の皆様・これから私が編
す る間 ，全 員が 主 のみ た ま を享受 で き る

よ う， 皆様 の祈 りをお願 い したい。 これか ら

お話 す る こ とは，3，40年 前 に主 と し.てJ・

ルーベ ン ・クラ7ク 副管 長 か ら私 が 教 わ った

こ とであ る。 そ こで私 は，彼 の 言葉 を しば し

ば引 用 し， また直接 の 引用 でな い もの も， 彼

の教 えか ら派生 した事 柄 につ いて述 べ るつ も

りであ る。

私 は，福 祉活 動 に関 して3つ の事 柄 を強 調

したい と思 う。 す なわ ち， 第一 に監 督 の役 割，

第二 に神権 定員 会 の責任 ， 第三 に教 会 の福 祉

と教 会外 にお け る福 祉 の違 い であ る。

監督 の役割

1831年12月 ， 教会 が 組織 さ.れて2年 に も満

たな い頃，主は， 「聖 くされて… … 貧 しき者 乏

しき者 に与 えらるる」ため， 「主 の倉庫 を守 り，

……教会 の 資金 を受 け納め 」 るの は
， 監督 の

責任で あ る と言 われ た。(教 義 と聖 約72：10，

12参 照)

10カ 月後 に，主 は さ らに次 の こ とを監督 の

義務 として付 け加 え てお られ る。 「貧 しき者 を

へ り く だ

探 ね て富め る者 お ごれ る ものの謙 りに よっ て
にぎ

その乏 し きを賑 わ しめ よ。」(教 義 と聖 約84：

112)

クラー ク副管 長 は監督 の役 割 を次 の よ うに

要約 してい る。 「什分 の一 は監 督 に納 めるべ き

であ る。監督 は俗 世 につ け るすべ て の こ とを

管理 す る。 …… 監督 は その 召 しにお い て， 神

のみ 名 を口に しなが ら神 に従 わな い者 を見破

る識別 の 力 を受 け てい る。 また 『教 会 の資金

を受 け』て， 『貧 しき人 々および乏 し き人々 に

給 与 し』， 『貧 しき者 を探 ね て… … その 乏 し き

を賑 わ しめ 』 なけれ ば な らな い。

主 が教義 と聖 約 の 中で貧 しい人々 を世 話す

る こ とに 関 して言 われ たすべ て の権能 と責 任

が監督 に委 ね られ て いるの で あ る。 … …監督

以 外 に この義務 と責 任 を課せ られて い る人 は

い ない し， この仕事 に 必要 な力 と職務 を授 け

られ てい る人 もいな い。… …

主 のみ言 葉 に よ り，教 会 の貧 しい者 を世 話

す る よう委 任 を受 け， 裁量 を行 使 で きるの は

監督 だけ で ある。… … ワー ド部 の会 員 に対 し

て，教 会 の資金 とワー ド部 の援助 を いつ， だ

れに ， どの よ うに ， どれ だ け与 え るか を判

断 す るのは ，.監督 のみ に与 え られ た義務 であ

る。

これは 主御 自身 よ り与 え られた厳 粛 な務 め

で あ る。 監督 は この務 め を回避 した り， な ま

け た り， 他 のだれ か に委せ て安 穏 と して い る

こ とは で きない。 どの よ うな援 助 を求 め た と

して も， 責任 は依 然 として監督 の上 にあ る。」

("研s加 ρs伽4Rθ1∫ θ∫Soo飽 げ'「監 督 と扶 助

協会 」J・ ルーベ ン ・ク ラー ク，1941年7月

9日)

さて， キン ボール大 管長 が 語 った よ うに，

これ らの指示 が与 え られ てか ら丸1世 代 に相

当す る歳 月が過 ぎた 。 しか し今 なお，・これち

の指 示 は現行 の 手引 き等 で教 え られ て いる。
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「監 督の ガ イ ド」 に は
，監 督 の務め を大 き く

5つ の分 野に分 け， その ひ とつ を 「福祉 活動

の管理 役 員」 として い る。そ して，25ペ ー ジ

か ら28ペ ー ジに，具 体 的 な義務 が記 されて い

る。 すべ ての 監督 は この指 示 と 「福 祉 活動 の

手 引 き」 を読 み，研 究 し， 実施 すべ きであ る。

人 々の 物心両 面 に おけ る必要 を福 祉活 動施

設 を通 じて正 し く満 たす には， ワー ド部 の 各

会 員 が何 を必要 としてい るか を知 らな けれ ば

な らない 。 ごれ を知 る こ との大切 さにつ いて，

クラー ク副管長 は1944年10月 の大会 で次 の よ

うに述 べ てい る。

「ワー ド部全 体 をよ く見て援 助 の必要 な人

人に どれ ほ どの援助 が要 るか を考 えて い ない

監 督 がい る とした ら， そ の監督 は務 め を果 た

して い る とは 言 いが たい 。 これ は安 易 に で き

る事柄 では ない 。… …正 しい評 価 をす るには，

正 当な権 能 を持 った 入々 が ワー ド部 内の全 家

庭 を訪れ ， その上 最 終的 に監 督 自身が訪 問 し

て， ワー ド部 内 で援助 を必要 として い るす べ

て の会 員に どの よ うに適切 な援助 を手 配す る

か を判 断 しなけ れ ば な ら な い 。」("F観4α 一

勉θ窺α♂sげC肱7漉 予施 〃加 召P臨η，"「教 会福祉

計 画の基本 」監督集会 ，1944年10月6日 ，p.567)

ワー ド部 会 員の， 物 質面， 情 緒面， 財政 面，

霊 的 面の状 態 に関 して適 宜情 報 を入手 して い

る監 督は ， よ くその務 め を果 た してい る と吾

え よ う。

監 督 は この情報 を入手 す るため に， ワー ド

部 内の いず れの組 織 いずれ の会 員 を も活用

す るこ とが で きる。特 に， 扶助 協会 会長 ，扶

助 協会 訪 問教 師， そ して もちろん神 権 ホー ム

テ ィー チ ャー を活用 すべ きであ る。

監督 は， 会 員 たちの 必要 を知 るほか に， 個

人 と家 族 が どの程 度 まで 自分 で問題 を解 決 で

きるか を判断 しなけ れば な らない 。 これは福

祉活動 の基本 で あ る。

本 人 ので きるこ とを代 りに行 な って も， そ

の 人に は全 く祝福 にな らな い。福 祉計 画 の 目

的 は， 「独 立心，倹 約 ，自尊 心」 を確 立す る こ

とに あ る。 そ してす べ ての 人 は独 立 す る こ と

を心が け， 自立 す る ため に全力 を尽 くすべ き

であ る。

個 人 を支 援す る責 任 は， 本人 に次 いで， 本

人の家 族 にあ る。つ ま り，両 親 は子供 に対 し

て子 供 は両 親 に対 して責 任 が あ る。 キ ンボー

ル大管 長が 語 っ た よ うに，援 助 を必要 として

い る両 親 に対 して， 能 力が あ りなが ら援助 を

回避 しよ うと して い る子 供 は恩知 らずな子供

であ る。

個 人が 自立す るため に全 力 を尽 くし，次 に，

家 族が あ らゆ る手段 を使 って その個 人 を援助

した後 ，教 会 は， 本 人が福 祉 プ ログラム を受

け入 れ，能 力 の範 囲 内で働 く意 志 を持 ってい

る場合 に，援 助 す る。すなわ ち， 「その家族数

と財政 状 態 と乏 し き と必要 とに応 じて」援 助

を受 け る よう手配 す る。(教 義 と聖約51：3)

監 督は ，必要 を見 きわめ ，援 助 に必要 な 人

材 や 物資 を手 配す る。その 際， ワー ド部福 祉

活動 委員 会 は監督 を助 け る。 ワー ド部福祉 活

動 委 員会 は実 に 大 きな働 きをなす組 織 であ る。

私は リー 大管 長 が， ワー ド部福 祉 活動委 員会

を毎 週 開か な い監督 は不 活発 な監 督 であ る と

語 った の を覚 えて い る。 私は ，現 在教会 内 に

不活 発 な監督 が い ない こ とを希 望 してい る。

も し不 活発 な監 督が いた ら， そ の監督 は悔 い

改 め て， 来週か ら活発 に な り，今 後 活発 な状

態 を維 持 して いか なけ れば な らな い。

福 祉 活動 で重 要 な位 置 を 占め る社 会福祉 に

関 して， リー 大管 長 は1970年10月 の地区代 表

セ ミナー で次 の よ うに述べ て い る。

「(この 〉プ ロ グラム は，す でに教 会員 に大

きな祝福 を もた らして い る。 この プ ロ グラム

は， 豊 か な社 会 の 中で私 た ちの会 員 を悩 ま し

て い る 多 くの 問題 に応 え よ う とす る もの であ

る。 また今 後 必ず この プ ロ グラムの価 値 は増

す こ とだ ろ う。 とい うの は， この機 関が取 り

扱 う数 多 くの 問題 こそ，現 代社 会 の象徴 であ

るか らであ る。会 貝 には 衣服 よ りもカウ ンセ

リン グが必要 とな る こ とだ ろ う。 そ して，監

督 を通 して 社会 福祉 プ ロ グラム の機関 に紹介

され た会員 は， 神権(生 産)プ ロ グラム を通
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して援 助 を要請 す るの に比べ る と， は るか に

気軽 に この種 の 援助 を求 め るよ うにな るに ち

がい ない。」

神権 定 員会 の責任

これ ま で福 祉 活動 に おけ る監督 の役 割 を検

討 して きた が，私 は特 にス テー キ部長 の皆 さ

んに，神 権定 員会 は福 祉 活動 に おい て重要 な

役割 を担 ってい る こ とを申 し上 げた い。 当然

のこ となが ら， 彼 らは監督 に課せ られて い る

義務 を果 たす わ けで は ない。 彼 らは物 質 の生

産 と収集 を受 け持 つ の であ る。

しか しなが ら， 神権 者 で あ る彼 らは， その

高 尚な精 神 と兄弟 愛 に基づ いて， 個 人 と して

も定 員会 と して も， 身 を誤 った兄 弟や 不幸 な

状態 に あ る兄 弟 を霊 的に， また物 質 的に援 助

す るため， 自らの財 力 と労 力 を行 使す る。

監 督 は，物 質的 な事 柄 を管理 す るこ とか ら，

援助 を必要 とす る人 の問題 を， 物 質的(一 時

的)な 問題 として と らえ， 本 人が 自立 で き る

まで援 助 す る。 そ して神権 定員 会 は， 援助 を

必要 とす る兄弟 の 問題 を， 経験 的 な問 題 とし

て とらえ， 物質 的 な必要 だけ でな く， 霊的 な

必要 をも満 たす よ うにす る。

具体 例 をあげ よ う。職 人が失 業 し，生 活 に

窮 して いる とす る。 その間援 助 す るの は監督

であ る。一 方， 神権 定 貝会 は， 本 人に再 就職

の準備 をさせ ， 彼 が完全 に 自立 し，神 権 につ

け る義務 を果 たせ る よ うに な る まで見守 る。

私た ちは福 祉活動 の この面 に もっ と多 くの関

心 を払 わ なけれ ば な らない 。

第3に ，私 は非 常 に大切 な意味 を持 つ事 実

に皆 さんの 注意 を換 起 した い。監 督が 与 え る

援助 は， 政 治や社 会， 経 済 を考慮 した上 で与

え られ る教会 外 の援助 とは全 く異な る とい う

こ とで あ る。 後者 は， 援助 の 良否 ，霊 的面 で

の心 遣 いは二 の次 で あ る。 個 人の福 祉 で はな

く， 国家 の福祉 を まず 考 えた上 で， 援助 の 方

法 と規模 を決定 して い る。 この種 の援助 に は

しば しば， 政 治的 支援 とい う見返 りと交 換 に，

特別 な援助 を行 な うとい った状 態が 見 られ る。
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この よ うに堕落 した援助 は ，国 家 と個 人 を損

うもので あ る。私 た ちは この よ うな悪 に立 ち

向か わな けれ ば な らない。

教会 外 の私 的機 関や個 人が実 施 して い る援

助 の 中に は，立 派 な精神 に 立脚 し，宗 教上 の

戒 めや 勧告 に 則 って行 なわ れて い る ものが 多

い。 しか し， この場 合 も，受 け る人 よ りも与

える人 の こ とが 表面 化 して い る。 そ こには利

己心 の要 素 をは っき りと見 る こ とが で きる。

与 え るこ とが いか に も宗 教 を信 じて い る者 ら

し く見 え るため ， そ う して い るか らで ある。

しか し， 監督 か ら与 え られ る援 助 は全 く異

質 の もの であ る。

第一 に，教 会 は教 会 内の貧 しい人 ， 乏 しい

人 を直接 的 に援助 す る。 そ して， 監督 は この

戒め を実施す る責 任 を与 え られ， そ のため に

必要 なす べ ての権 利， 特権 ，職 務 を受 け てい

る。

第二 に，援 助 の基準 が 明示 され て い る。 監

督 は， 「主の 倉庫 を守 り，……教 会 の資 金 を受

け納 め，(民 の)不 足す る ところ を援 く」よ う

指 示 され て い る。(教 義 と聖約72：10-11)

主 は教会 貝 に対 して次 の律法 を与 え られ た。

「妻 たる者 は ……夫 に扶養 を要 求 す る権 利

あ り。

すべ て子 女 た る者は ……養 育 の義務 を両親

に要求 す る権 利 を有す 。

丁年 に達 した るの ちその両 親相 続 物 として

彼 らに与 うる もの無 き時は， 教会 す な わち言

い換 うれば 主 の倉庫 に 向い て要求 す る権 利 を

有 す。

而 して この倉 庫 は教 会 員 の捧物 に よ りて支

え られ， 寡婦 孤 児 お よび貧者 も同 じ くこれに

よ り給与 を受 くべ し。」(教 義 と聖 約83：2，4

-6)

主 は， 恵 まれ な い会 員 の世 話 をす るため の

物資 を確保 す る方 法 として，例 外 的 な手段 を

も認 め てお られ る。主 は監 督 に対 して 「貧 し
へ り く だ

き者 を探 ね て富め る者 お ごれ る ものの謙 りに
にぎ

よってその乏 しきを賑 わ しめ」(教 義 と聖 約84

：112)る よ う命 じて お られ る。



ま た， 別 の折 に主 は 次の ように言 われ た。

「貧 しき者に財 物 を与 えん とせ ざる汝 ら金

持 は禍 な るか な。汝 らの富 は汝 らを腐 蝕す れ

ば な り。而 して 車の 来 りた もう 日， また主 の

怒 りの 日に 汝 らは歎 き悲 しみて 言わ ん。 あ ・，

刈 り入 れは 終 り夏 はす でに過 ぎ去 りぬ， われ

は救 わ れず， と。」(教 義 と聖 約56：16)

公 共 の援助 や個 入の慈善 は，援 助 を受 け る

貧 しい 人に対 して何 の義務 も拘 束 も抑 制 も課

してい な い。彼 は ただ受 け るだ けで， もっ と

手 に入 れ よ うとす る。教 会 にお いて は この よ

うな状 態は 見 られ ない 。主 は， ふ さわ し くな

い者 に対 して次 の よ うに言 われ た。

「また真 にへ り くだ りた る心 を持 たず深 く

罪 を悔 い る精 神 な く，腹 に満 足 を抱 かず， 他

人 の物 を取 るこ とを止め ず， そ の眼 は貧 りに

満 ち， 已れ の手 を以 て働 か ん とせ ざる汝 ら貧

乏 人たちは禍 なるかな。」(教 義 と聖約56：17)

主 の 計画 で は，貧 しい人 を援助 す る者 に は

恵 みが さ らに付 け加 え られ るが， 援助 しな い

者か らは 恵みが 取 り上 げ られて しま う と宣 言

されて い る。

「また 汝 ら貧 し き者
， 乏 しき者 お よび病 め

る者 ， 悩め る者 た ち を万事 に憶 えて憐 れ むべ

し。 これ らの事 を為 さ ざる者は わが弟 子 に あ

ら ざれ ば な り。」(教 義 と聖 約52：40)

「地 は物 に満 ち足 りて余 りあ り。 然 り， わ

れ よろず の物 を備 えて 人の子 らに これ を与 え，

入各 々 を 自由意 志 に よ りて動 く者 となす 。

この故 に， もし何 人た りと もわが 造 りし多

くの物 の 中 よ り取 り， わが 福音 の律 法 に従 い

て これ を貧 し き者 乏 しき者 に 自己の取 前 をわ

か つ こ と をせ ざる時 は，悪 人 と共 に地獄 に落

ちて苦 悩 を受 け 目を挙 げ て望 み 視ん 。」(教 義

と聖約104：17-18)

主 の計 画 にお いて は，貧 しい人乏 しい人 に

援 助 を与 え る真 の 目的は， 単 に物質 的 な援助

に と どま るもの では ない 。 なぜ な らば， 主 は

貧 しい 人に対 して，高 慢， 貧欲 ，盗 み ，む さ

ぼ り， 怠 惰 に陥 らな い よ う警告 を与 えた後 ，

次の よ うに言 っ てお られ るか らであ る。 なお

これ らの諸 悪 は，公 共 の福 祉援助 ，個 人の慈

善 に入 り込 ん では な らな い もの で あ る。

「され ど清 き心， 真 にへ り くだ りた る心 ，

悔 い る精神 を持 て る貧 しき者は 幸福 な るか な。

そは彼 らは，彼 らを救 い 出 さん ため に権能 と

大 い なる栄 光 とを以 て 来 る神 の 王国を 見 ん。

地 の豊 な る ものは皆 その 入の もの となれ ばな

り。

見 よ，主 は来 らん。 その 報 い を持 ち て来 ら

ん 。而 して 彼 は あ らゆ る 人々に報 い を与 え，

貧 しき者 た ちは悦 び を得ん 。

而 して彼 らの子孫 は ， いつ まで も代 々限 り

な く地 をつ ぐ者 とな らん。」(教 義 と聖約56：

18-20)

教 会 が貧 しい人 を援助 す る上 で 第一 に果 た

すべ き義務 は， 彼 らの 必要 を物 質的 に満 たす

こ とでは な く， 身 と霊 に救 い を もた らす こ と

であ る。

監 督 は この よ うに， 「貧 しき者 を探 ね て」，

未亡 人に は夫 として， 孤 児に は親 として 「そ
にぎ

の乏 し きを賑 わ しめ 」 るの で あ る。 物質 的な

必要 は 倉庫 か ら満 た し，霊的 には，本 人が 「悔

いる精神 とへ り くだ りた る心」 を もち，心 の

清 い者 に な るよ うに導 くの で あ る。

以 上 の こ とは金銭 で成 し遂 げ られ るもので

は な い。従 ってすべ ての 人 を同 じ生 活 水準 に

至 らせ る こ とは で きな い。援 助 を必 要 とす

る人 に合 わせ て， あ る人 には 多 くの援 助 を与

え， あ る人に は少 な い援助 に とどめ る。す べ

ては霊 的 な進 歩 を基準 に して判 断 しな ければ

な らない 。

私 は，す べ て の監督 とステー キ部 長が 自ら

の義 務 を十 分 に わ きまえ， 主 の再臨 に先 立つ

シオ ンの貝費い を実現 す べ くこの業 を実施 す る

よ う， 祈 っ てい る。 イエ ス ・キ リス トのみ名

に よ り申 し上 げ る。 アー メン。

☆ ☆
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断食の律法

断食は，断食をする者と援助を必要とする者双方に大いなる祝福をもた

らす

管理監督

ビク ター ・L・ ヴラ ウ ン

断 食の律法は・他の永遠の律法と同様に・
これ を守 る者 に大 い な る祝 福 が約 束 され

てい る。 この律法 を正 し く守 るには い くつか

の要 件 を満 た さなけ れば な らな い。 目的 を持

ち，祈 り，行 動 を決意 し，献 身す る， それ と

共 に断 食す るの であ る。 断食 は， 断 食 をす る

者 と援助 を必要 とす る者 双方 に大 いな る祝 福

をもた らす 。

この関係 の重要 性 は い くら強調 して も強調

しす ぎる とい うこ とが ない。 断 食 を しで 階 し

み な く献金 す る者 は ，実 際 に貧 しい人に 衣食

住 を提供 す る のみ な らず ， 自 らの犠 牲 に よ り

自分 自身が清 め られ るの であ る。

スペ ンサ ー ・W・ キ ン ボー ル大 管 長 はかつ

て，惜 しみな く主 に捧 げ物 を捧 げ るこ とにつ

いて，私 たちの視 野 を広 げ て下 さった 。(そ し

て，今 朝 もそ の言葉 が繰 り返 し述 べ られ て い

る。)

「私 たちは 時折
， 惜 しむ気 持 ちか ら， 朝 食

を卵1個 で済 ませ て いる ので， そ れに相 当す

るお金 を主に納 め よう と考 え る こ とが あ る。

現 在は 多 くの 人が裕 福 で あ る と思 うが， 裕福

な時は， もっ と寛 大に な る必要 が あ る。

私 は， 断 食 した2'食 分 の金 額 では な く， で

き る状態 であ れば， もっ と多 く，10倍 以上 の

金額 を納 め るべ きであると考 えてい る。」(Coη 一

々解η66Rのoγ'「 大会 報告 」1974年10月 ，p.

184)

3年 半前 に キ ンボー ル大管 長 の この呼 びか

け が あ って以来 ， 断食献 金 は非常 に増加 し，

全世 界に住 む 多 くの教 会員 に 恵み を もた らし

てい る。援 助 を受 け た人々 も確 か に祝 福 され

たが，援 助 を与 えた 人々 はそ れ以上 に祝福 を

受 け てい る。卒 牟 ちは惜 しみ な く主 に差 し」覧

す 時， 私 な ちの箆 げ物 以上 に煩 填の あゑ ム9>

を主 か らい ただ くの であ る。 もし私 た ちが主

の戒 め を守 るな らば， 主 は 「直 ぐに祝 福 を与

え」 て下 さる(モ ーサ ヤ2：24)。 私 たちは主 ，

に負債 を負 わせ る こ とは で きない ので あ る。

備 祉事業部で私たちと如 ・働いていたお
一ム ズ ・0・ メイ ソン博士 が何 年 か前 に， あ

る発 展途 上国 を訪 れた。 その 時に博 士 は あ る

十 代 の少年 か ら，斗 ン ボール 大管長 に贈 り物

を届 け て欲 しい と頼 ま れた。 その贈 り物 は羽

を一 杯 に広 げた く じゃ くの絵 で， 羽が一 枚一

枚 克 明 に描か れ て いた。 あ ま りの見事 さに，

私 たち は少年 の こ とをい ろい ろ と博 士 に尋 ね

た 。す る と， メイ ソ ン博 士 は その 少年 の写 真

を差 し出 した。 少年 に は両腕 が なか った 。生

まれつ きの不 具 で あっ た。 しか し，'彼は 足の

指 に絵筆 をは さん で絵 を描 き， この よ うな美

しい;複 雑 な絵 を描 け るほ どに才 能 を伸 ば し

たの であ る。

私 た ちは， 教会 の基金 を使 って彼 のため に

義 手 を作 って あげ て よいか ど うか とい う問合

せ を受 け た。 そ こで私 た ちは，彼 の家 族が で

き る限 りの こ とを した 後 であれ ば使 って よい

と伝 道部 長 に通知 した 。家族 が福祉 活動 の原.

則 に従 秘て無 れ ば翫碁 金 暫1弔 で 琴るの であ…

鼠. .
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しば ら くして， もう一 枚 の写 真が 送 られ て

きた。 新 しい腕 と手 をつけ た少 年 の写真 であ

った 。 その写真 に は， 自分 で服.を着 られ る こ

とが うれ しい とい う彼 の言 葉 が添 え られて い

た。 この 少年 は， 断 食の律 法 を守 り， 惜 しみ

な く献金 を した 人々 に よっ て大 きな祝 福 を受

けたのであ嶺

私 た ちは， 毎 月の 断 食に は惜 しみ な い献 金

嘆 無 蘇 疑 婚 む.払1源則を再駕
し， すべ て の人 に この 原則 を完全 に 守 る よ う
ヨ ロリ 　 　 り　　　 　

技 勲鐙」L牟.㌢'・

断 食は， 貧 しい教 会 員 を援 助 す る手段 で あ

る以外 に， 日常 生活 に お いて私 たちが正 しい

目的 を達成 す る力 を与 え て くれ る原則 で もあ

ゑ 倥 典には断食の持つ力を示す例力・数多く
記 されて い る。

主 のみ 業 を行 な うため に大判 事 を辞 したア

ルマ が教 えた断 食に 関す る偉 大 な教 え を考 え

てみ て いた だ きたい 。ア ルマ は 各地 で大 きな

成果 をあげ， ア モナ イハ 市へ行 っ た。聖典 に

は次 の よ うに記録 され てい る。「サ タンはす で

にア モナ イハ市 に住 む 人々 の心 を固 く捕 え て

いたか ら， 民 はア ルマ の言葉 に耳を傾 け よ っ

としなか った。」(ア ルマ 『.：9)

ア ルマ は心 を励 ま して， 熱心 に祈 り， 神 に

願 った。 しか し， 人 々は アルマ をのあ し り，

唾 を吐 きかけ， 市 外へ 追 い出 した。(ア ルマ8

：13参 照)

ア ルマ が市 を出て.旅を続け て い る と， ひ と

りの 主の使 いが現 れ， ア モナ イハ 市へ 戻 って

入々 に悔 い改 め を叫 ぶ よ う指 示 レたgそ こで

ア ルマ は天使 の指 示 に従 った。 この たび は，

市 に入 る前 に長.い間 断 食 した と学 ル ・÷は語 っ

エ鎗 る。(ア ルマ.8：26参 照)

ア ルマ の断 食はす ぐさま答 え られた。 ア ル

マ に道 を備 えるため ，義 の軍 勢 が働 いて いる

こ とを知 った ので あ る.。アルマ は市 内 に入 る

と，見知 らぬ 人に こ う言 った。「私 はつ まらな

い もので あ るが，神 の僕 であ るか ら何 か 食べ

物 を もらえ ないか 。」 す る と男は こう答 えた。

「私 ば… …汝 が神 の聖 い予 言 者 であ る こ とを

知 っている。なぜ な らば示現 の中 で天使 が 『迎

えて接 待せ よ』 とお言 い にな った 人はほか で

もな い汝 で あ るか らで ある。・一 しょに私 の家

へ 入れ 。私 は 食べ物 をわけ る。」 ア ルマ8：

19-20)，　 　い
この 男は， 神 の予 言者 を迎 え るため に特 に

備 え ちれ，..、マ 緒 に神 ㊥ み業 に携 わる こ とにタ

ってい たア ミヌ レ.クで あ っな。 τ撫ア 嫉断食

ク)結果， ア ミ子 レ タρ評 を潭 レて ，禾 ㊥箪勢

が 自分1を勘 け て いる こ とを主 よ り知 らされ た。

ど写 しそテ.ルマ は， み た ま1ご満 た され，主 の

み業 に携 わ ったの で あ る。 アル マは 断食 を終

え る と， ア ミ子 レ ク と共 に驚 くべ き働 きを次

次 に な した。 そ の結果 ， ア モナ イハ か ら義 人

を導 き出す こ とが で き却 。 そ して，.市に残 っ

た者 た ちは，邪 悪 の極 み に達 し，滅 ぼ された。

断 食 に関す る最 も偉 大 な教 え1ま， 救 い主御

自身 の教 えで あ る。 ル カ伝 には次 の よ うに記

され て い る。

「四十 日の あ いだ… …悪魔 の試 み にあわ れ

た。 その あい だ何 も食べ ず， その 日数 がつ き

る と'，空腹 に な られ た。

そ こで悪 魔 が言 った，『.もしあな たが神 の子

であ るな ら， この石 に，.パ.ンになれ と命 じて

ご らん な塔 い 』。

イエ スは答 えて言 われ た， 『「人はパ ンだけ

で生 きる もので はな い」と書 いて あ る』。」(ル

カ4：2-4)

す る と，悪 魔 は， 救 い主 に使命 を放棄 させ

よ うとあ らゆ る誘 惑 を試 み た。 しか し， ル カ

伝 に記 されて い る ように，救 い主は次 の よ う

に 答 え られた 。「サ タン よ， 退 け。『主 な るあ

なた の神 を拝 し， た だ神 にのみ 仕 え よ』 と書

いて あ るか らで あ る。」(欽 定訳 ル カ4：8)

「悪 魔 は あ らゆ る試 み をつ くして，一 時イ

エ ス を離 れ た。

それか らイエ スは御 霊 の力 に満 ち あふ れて

ガ リラヤ へ帰 られ る と… …。」(ル カ4：13-

14)

断 食 の律 法 に従 うこの力 強い模 範 の中に，

い くつか の 基本 的 な教 え を見 るこ とが で きる。
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第 一 に ， こ ま こ 庫 し た 目的 が な; .

ソ 》ナ い ・ い 主 御 自身 は 苦 難 に 遭 遇

L鋼 力と霊白・ナ 得る血 め」に」断

食さ虹な。私たち、も断食の建法藍従黒て生活

す.る.ならぜ臨透惑にあ烹時1や遡 に坐ユな壁 .

に，同様の祝福蟹 蚤こLとができる。

欺 屋 嵐丁 度朱 敗 した 使 命 を果 たす 力 と

盤 毒ぬ蕊 断食.した 。成 し遂 げ るため

には神 の助 けが 必要 な こ と を知 っ てい たの で

ある。 アルマ は 自分 の使 命 を果 たす とい う 目

的 を もって断 食 した。 断食 を終 え る と主 の力

が働 いて， アル マ は大 きな 力 を得 た。私 た ち

もその よ うに断 食す れ ば， これ と同 じ祝福 に

あずか るこ とが で き るので あ る。
～律 法

に従 写て一笙活 ず'都こぼ;r目 酌 「をも一ろ重 』
一 雨 ・面瓢 属函 岬・轟 ・幽 い・ド1鴫・・川 鰯 ・岬 甲.肉_、、叫 、π川..)剛.翫..阿.

　 幕.太騨忽あ講.毎 且の定例碕

断食であろ.う.と個ム的な断食であろうを， 跨

.食を連続レて断つだけでは不十分なのである。
ここで，断食り目的とするにふさわしい事栂

をい≦つカ・あげてみた陸。

拶 救い主がされたよ獄 鐵 欝
に打 ち勝っ た蹴

「わた しが選ぶ とこ ろの断 食は
， 悪 の なわ

をほ どき， くび きの ひ もを解 き， しえた げ ら

れ る者 を放 ち去 らせ， すべ て の くび き を折 る

な どの事 で はな いか。」(イ ザ ヤ58：6)

拶 集 晒.泓 い雌 職 紘 夢、
「また飢 えた者 に

， あ なた のパ ンを分 け与

え， さす らえ る貧 しい者 を， あな たの 家に 入

れ，裸 の者 を見 て， これ に着せ ， 自分 の骨 肉

に身 を隠 さない な どの事 では ない か。」(イ ザ

ヤ58二7)

..・吾1)へ集 で感漁 騰 難 ぬ ま
「そ うす れば

， あ なた の光 が暁 の よ うに あ

らわれ 出て， あ なたは ，す みや か にいや され，

あな たの義 はあ なた の前 に行 き， 主の栄 光 は

あな たの しんが りとな る。」(イ ザ ヤ58：8)

艦 議響 甑 岱ワ1烈蹄
ら

イザ ヤ書 に こ う記 され てい る。「また，あ な

たが呼 ぶ と き，主 は答 えられ， あ なた が叫 ぶ
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とき，『わ た しは ここ にお る』 と言 わ れ る。 も

し， あ なたの 中か ら くび き を除 き，指 をさす

こ と， 悪 い事 を語 るこ とを除 き，

飢え た者 に あ なたの パ ン を施、し，苦 しむ者

の願 い を満 ち足 らせ るな らば， あ なたの光 は

暗 きに輝 き， あな たのや み は真昼 の よ うに な

る。

主は常 に あ なだ を導 き， 良 き物 を もってあ

なたの願 い を満 ち 足 らせ ， あな たの骨 を強 く

され る。あ な たは潤 った園 の よ うに， 水の 絶

えない泉 の ように な る。」(イ ザヤ58：9-11)

断食 と祈 りは， 進取 的な姿 勢 を要す る行為

で あ る。 また主 が特 に勧 め てお られ る礼 拝 の，
一形 態 であ る

。私 たち は祈 りを もって 断食 す

る時，心 の奥 底 に ある望 み を表 わ し， 力の 及

ぶ 限 りあ らゆ るこ と を行 な うと決 意 し，結果

を主 に委 ね るの で ある。

福 音 のあ らゆ る原 則 を実 行 す る上 で鍵 とな

るのは，行 動 を決 意す るこ とであ る。 原則 が

要 求 し てい る事柄 を実 際 に行 なわ なけ れば な

らない。 断食 と祖n .蟻 び位 い た行 動 は，』そ'

な 躰 が信 仰⑳ 祈煎.なの で あ る。聖 典が 伝 え

る偉大 なメ ッセ了 ジの び とつ も， この行 動 の

原則 で ある。 アル マ は断 食 と祈 りの後 に力 を

得 て宣 べ伝 えて い る。 救 い主 は断 食に よって

力 を得 ，サ タンの あ らゆ る 申 し出 を拒否 し，

サ タン を叱 責 され た。
ゆ

。私な鰻 断食す磁 賑断東9月 的を達.成す
る悲烈 罵乱薫急 ゑ爆ユ燃漂凱を年 し!'布決網 .{
畑 協柵ば・齪ら.廓・。断食力鷺 薦2勲 県

を発揮するのぼ，力の及ぶ限りのことを行誉

雅 薫蘇 幾 肋 碕 鵜 ∵ド意識的に藪
る こ と，現 在 の感 情や 姿勢 を捨 て る こ と，赦

す こ と， 力強 く立 つ こ と， 犠 牲 を払 うこ と，

正 しい 目標 に 向か って力 を尽 くす こ とが含 ま

れ る。

最後 に，私 は36年 前 の この大 会 でハ ロル ド・

B・ リー大 管長 が 語 った言 葉 を読 ませ てい た

だ きた い。

「私 は
， 人 々が ど うして年 収 の10分 の1を

.納め， 毎 月の 第一 日曜 日に2食 を断 って， そ
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れ を貧 しい 人 を助 け るた めに献 金す る犠 牲 を

払 えな いのか理 解 に 苦 しんで い る。 また私 に

は，私 たちの 民の 多 くが， 共 同制度 に対 して

10パ ーセ ン トも準備 が で きて いな い よ うに思

われ る。 ……

私 た ちは確 か に，主 が 言わ れ た ように 『主

の方 法』 を実 施 し，貧 しい人 が高 め られ る 日

を迎 えてい る。つ ま り， 富め る人が低 くされ，

それに よって貧 しい人が 成功 と 自信 を持 ち，

精神 を高揚 させ て いる。 さ らに 言 うな らば，

富 め る人がへ りくだ り， 自分 の財 産， 時 間，

才能 ，知 恵 を提供 し， 模 範 を示す こ とに よっ

て， 貧 しい人が 導 き を得 て い る。私 は， 共 同

作 業や協 力 の姿 勢が 次 第に 強 くな って い るの

を 目に してい る。神 権 者が最 も素 晴 ら しい方

法 で教 会 貝に物 質 的に も霊 的 に も祝福 を与 え

る姿 を見 て いる。

も し私 た ちが現在 ，什 分 の一の律 法 に従 う

こ とが で きず， 断 食献 金 を納 め る こ とが でき

ず ，福 祉 計画 での作 業 を喜 ん で行 な うこ とが

で きない とした ら，私 た ちは主 の再 臨に備 え

る 日の光栄 の律 法 に従 うこ とはで きな い と私

は確信 して い る。」(α，η々 7例66Rゆoπ 「大会

報 告」1941年10月 ，pp.112-14)

私 た ちの 目に して い るあ らゆ る事 柄か ら，

私 は36年 前 よ りも多 くの人 々に現 在 この偉大

な 出来事 に対 す る準備 が で きて い ると信 じて

い る。 しか しなが ら， 準 備 の できて いな い人

もまだ まだ 多い。

全世 界の神 権役 員 と扶 助協 会役 員が 民 に道

を示 し， すべ ての 人が 主の告 げた も う時 によ

り高度 な律 法 に従 う準備 が で きる よ う，主 イ

エ ス ・キ リス トの み名 に よ り祈 る。 アー メン。

七 十 人 第一 定 員 会 の新 しい会 員 ，(右 より)ヒ ュー ・W・ ゆノ ッ ク，F・ エ ン ツ ィオ ・馴吻

シ ェ， 菊地 良彦 の 各 長老
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「＼

福祉に関する神権定員会の責任

すべての神権定員会には，問題を抱えた会員を助けるための専門的意見，

知恵，関心を持った人がいる

十二使徒評議員会会員

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

私 は・かつて私がステーキ音阪 であ・塒
の経験 をお話 したい と思 う。 あ る監 督 か

ら電 話が あ り， ワー ド部 の あ る夫婦 が離婚 を

望 んで いる とい うこ とで あっ た。 ロー ンが支

払 い能力 を越 え， ふ た りは 金銭上 の 問題 で果

て る こ ともな く論争 を繰 り返 して きたの で あ

った。

夫 は職場 で給 料 の差 し押 え に絶 えず脅 か さ

れ， 妻は債 権者 の取 立 て で， 家 に い られ なか

った。 その上， ふ た りは間 もな く家 を失 うこ

とにな ってい た。担 保物 の受 け戻 し権 を喪 失

した 旨の通 告 を受 けた の であ る。ふ ん まんや

る方 な いふた りは互 い に，家 計 のや りくりが

下手 だ，働 きが 悪 い とな じり合 っ た。

監 督の報 告 に よれば， 監 督はす で に緊 急 の

必要 を満 たすべ く援 助 を実施 し， ふ た りにか

つ ての愛 と尊敬 の気 持 ち を取 り戻 させ よ う と

か な りの期 間 カ ウンセ リン グを行 なって きた

との ことであ った。 そ して， 万策 尽 きたの で

あ る。

私 は， その 人が神 権定 員会 に属 して い るか

どうか を尋 ね た。彼 は長 老 だ った。 その 夜，

定 員会会長 会 は監督 と会 合 を持 ち， 内密 の う
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ちに問題 のあ らま しを聞 か され た。 そ して，

その家族 を助 け る委 貝会 を組織 し， 委員会 に

加 わ る人 々が会 長会 か ら提 案 され た。確 か，

弁護 士 と信 用調 査部 長， 会 計士 で構 成 され て

いた と思 う。全 員 が その定 員会 の会 員だ った。

次 いで， 夫婦 が呼 ば れ， 問題 をこれ らの兄

弟 た ちに預 け る気持 ちが あ るか ど うか を尋 ね

られ た。ふ た りは耐 え られ な い重 荷 に手 を貸

そ う とす る彼 らに 涙 を流 して喜 んだ 。

次 に，委 員会 に指 名 され た兄 弟 たちに援 助

を要 請 し， 全 員が 同意 した。彼 らが 見 たの は，

ま さに地獄 図 とも言 うべ き有様 だ った。毎 月

の支 払 い総 額 は 月収 の2倍 に もな ってい た。

しか し， 彼 らは その よ うな問題 に慣 れて お り，

状 況 を綿密 に分 析 した。

例 えば， この家庭 に は2台 の 自動車 が あ り，

多少の不 便 を我 慢す れ ば1台 は処 分 で きる。

この よ うに処分 で きる もの がほ かに もあ っ た。

彼 らは事 実 を調べ た上 で， 債権 者 た ちを招

いた。 混乱 した主 人に はで きない こ とだ っ た。

専 門用語 を ま じえなが ら， 彼 らは債権 者一 人

一 人 と支 払 い計 画 を話 し合 い
，決 め て いっ た。

そ して， 委 員会 が家 族 の資産 を預 る旨 を債 権

者 た ちに約 束 した。 この約 束 と委 員会 の専 門

的意 見 に満 足 して， 債権 者 た ちは提示 され た

支払 い計 画 に 同意 した ので あ る。

問 題 を処理 す る一 方 で，委 員会 は夫 婦 に予

算計 画 の原 則，財 政 上 の責任 ，財 政管 理 の方

法 を教 えた 。 しか し，問 題 は一 日で解 決 した

の では な い。何 カ月 もの期 間 を要 した。 そ し

て奇 跡が 起 こ ったの で あ る。夫婦 は節 度 をわ

きま えた生 活 を始 め， 憤務 を完済 した。家 庭

が救 わ れた の であ る。 そ して，一 番大切 な こ

とは，愛 と平安 が家庭 に戻 って きた こ とであ

る。

私 が この 経験 をお 話 した のは， ひ とつ の原

則 に皆 さん の 目 を向 け てい ただ くため で あ る。



J・ ルーベ ン ・クラー ク副 管長 は この 原則 を

次の ように定義 して い る。

「神 権定 員会 は， 援 助 の手 を差 し伸べ るが ，

監督 に課せ られて い る義務 の領 域 には 立 ち入

らない。 しか しなが ら，神 権者 で あ る彼 らは，

その 高 尚な精神 と，神 権 に伴 う無私 の 兄弟 愛

か ら， 個 人 として も定 員会 として も， 身 を誤

った兄弟や 不 幸 な状態 に あ る兄 弟 を霊 的 に，

また物質 的 に立 ち直 らせ るために ， あ らゆ る

手段 を尽 くさな けれ ば な らない。 監督 は， 物

質 的 な事 柄 を管理 す るこ とか ら， 援助 を必 要

とす る人の 問題 を，物 質 的(一 時 的)な 問題

として とらえ， 本人 が 自立 で きる まで援助 す

る。神権 定 員会 は，援 助 を必要 とす る兄 弟 の

問題 を，継 続的 な問 題 として と らえ， 物 質的

な必要 だけ で な く， 霊 的 な必要 をも満 たす た

め援 助 す る。具体 例 をあげ る と， 職 人が 失業

し， 生 活 に窮 して い る とす る。 その 間援 助す

るの は監督 であ る。一 方，神 権 定員 会 は，本

人に再 就職 の準 備 をさせ ， 彼が 完全 に 自立 し，

神 権 につ け る義 務 を果 たせ る よ うにす る。」

(J・ルー ベ ン ・クラー ク・ジュニ ア， 「：8納oρs

伽4R6伽 ∫So6ゴθ砂"「監 督 と扶 助 協 会 」1941

年7月9日 ，pp.17-18)

さ らに クラー ク副管 長 の言葉 を続け よ う。

「援助 の 方法 は
， 本 人の実 際 の問題 や必 要

を満 たす とい う形 を とる。す な わ ち， 家 を建 、

て る，小 規模 の仕 事 を始 め る， もし職 人 で あ

れば道具 をそ ろ えてや り， もし農 夫 で あれば

種 の 入手 を手配 し， あ る いは種蒔 きや 収穫 を

助 け る。 緊急 の支払 いが あれば それ を助 け，

その ほか衣 食住 ， 医療， 子 弟 の教 育 な どを援

助 す る。」(エ ス ツ ・パ ー クで の説教 ，1939年

6月20日 ，p.20)

兄 弟の皆 さん， 私 はすべ て の神権 定 貝会 に

この よ うな専 門 的意 見や知 識， 力， 関心 を も

った人 々がお り， 彼 らに適 切 な協 力 を求め れ

ば， 定員 会 内の 問題 を抱 えた会貝 を援助 で き

る体 制 が整 って い る こ とに満 足 を覚 えて い る。

中 国の哲 人 カン ツは次 の よ うに述べ て い る。

「あ る人 に魚 を一匹 与 えれ ば， そ の人 は一 食

を得 る。 だが， 魚 の とり方 を教 えれば， その 9
、

人は一 生 食べ物 を得 る。」私 はこれが福祉 活動

の原則 で あ る と考 え てい る。個 人 とその家族

が 苦境 に立 たな い よ うに， 緊急 の援助 を与 え

るの は，監 督 の責 任 であ る。 そ して， 個人 と

その家 族 に恒 久的 援助 を与 える手段や 人員 を

調 達す るの は， 神 権定 員会 の務 め であ る。

ハ ロル ド ・B・ リー 大管 長 はかつ て この よ

うに語 って い る。「す べて の神権 定 員会は，力

を結集 して，神 権 の精 神 と権能 の もとに， 困

窮 して い る人々 が その所 属す る定 員会の助 け

を得 て 自立 で き るよ うにす る よ う主か ら 『命

じ』 られて い る。」(1吻 名oθθ耀 窺Eη 「イ ン

プ ルー ブ メ ン ト・エ ラ」1937年10月 号 ，p.634)

主 は神 権 定員 会 に， 日曜 日の朝 の クラス に

限 る こ とな く， それ以上 の働 きを期待 してお

られ る と私 は信 じて いる。 当然 の こ となが ら，

福 音 を効 果 的 に教 え るこ とに よって，霊 性 を

築 き， 証 を強め る とい う大切 な責 任 が神権定

員 会 には あ る。 しか しこれは定 員会 の仕事 の

一 部 に過 ぎない。 定 貝会が そ の 目的 を達成す

るに は， すべ て の会駄 滋 ↓調 騰蕪黒 薫 嚢 .

を示』 _鳳 蕊 家族 魚 備鼠 厩眠す る原 則 を教

えな け、れ ば：ゑ ムな い。、、蕊 の教育 は効 果的 に猛

な 柔li癒烹 肱飽 奮煽熱 蕉なる 。とい うのは，そ

の よ うな知 識 を持 つ 定員 会 の会員 とその家族

は， 将来 ， 問題 に遭 遇 して もそ の 多 くを手際

よ く処理 す る こ とが で きるか らであ る。財 政

と資源 の管 理， 家庭 生産 と貯 蔵 につ いて教 え，

肉体 と情 緒 と霊 の健 康 を育 む活動 を推 進す る

こ と，定 貝会会 長会 は会 員 た ちのため に以上

の こ とを考 え る必要 が あ る。

さ らに定 員会 は，監 督や ス テー キ部 長が福

祉 で使 用 す る 日用 品 を生産 加工 す る際に， 訓

練 の行 き届 いた 人力 を提供 す る場 とな る。砂

糖 大 根 を刻 み ，干 し草 を運び， 棚 を作 り， そ

のほ か福 祉事 業 で要 求 され る無数 の仕事 をす

る働 き手 を見つ け るの は この定 員会 の中にお

い て であ る。

私 は， 私 た ちの ス テー キ部 の ひ と りの定 員

会役 貝 の こ と を思 い 出 してい る。彼 は同 じ定
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員会 の会 員 であ る実業 家 の も とで働 いて いた 。

その実業 家 は，週40時 間， 定 員会会 長 の雇 い

主 だ った。 この定 員会 会長 は， 雇 い主 で あ る

実業 家 に対 して，朝5時 にス テー キ部農 場 へ

行 って砂糖 大根 を掘 り起 こす責 任 を与 え たの

であ る。 ふ た りは互 いに相 手 の立場 を尊 重 し，

偉大 な愛 を表 わ して いた。

この実 業家 は，定 員会 の 会員 をほか に も雇

ってい たこ と を付 け加 え てお きた い。彼 らが

所属 していた定 員会 は， ワー ド部福 祉活 動 委

員会 の片腕 と して， 雇用 プロ グ ラム を立 派 に

実施 して いた。 失業 者 に就職 口 を見 つ け るだ

け でな く， 潜在 能 力 を評 価 され て いな い人 の

雇用 条件 の改善 を も助 け たの であ る。

1831年 に与 え られ た啓 示 の 中で， 主は ，長

老 たちに教 会員 を守護 す る よ う命 じてお られ

る。「汝 ら貧 しき者 ，乏 しき者 お よび病 め る者 ，

悩め る者 たち を万事 に憶 えて憐 れむべ し。 こ

れ らの事 を為 さ ざる者 はわ が弟子 に あ ら ざれ

ば な り。」(教 義 と聖 約52：40)

各定 員会 は ホーム テ ィー チ ャー を通 じて全

会員 の家庭 を直接 的 に把握 す るこ とが で きる。

ホー ムテ ィーチ ャー は教 え るだ けで な く， 任

され た人々 が必要 として い る事 柄 を尋 ね， 知

り， さらにはみ た まの力 に よ って識別 す る責

任が あ る。 もし物 質 的(一 時 的)な 性 質 を持

つ事 柄 で あれば， 監督 が 委員 長 を務 め るワー

ド部福祉 活動 委 員会へ その情 報 を知 らせ る。

委員会 は その問題 を祈 りをも って考慮 し， 援

助手段 を手配 す る。 そ して監 督 は，扶 助協 会

会長 の助 け を借 りて 緊急 の処 置 を とる。一 方，

長期的 な援助 は， 定 員会会 長 の指 示の も とに

行な われ る。

兄弟 の皆 さん，神 権 定 員会 は教 会 の男性 の

ため に設け られ た主 の組織 であ る.。同様 に教

会の女性 の ため には扶 助協 会 が あ る。 両組 織

とも，援 助 を必要 とす る人々 を援助 す る とい

っこ とが，基 本的 な 目的 となって い る。

扶助協 会が 組織 され た 時，予 言者 ジ ョセ ブ

は扶助協 会 の女性 た ちにつ いて次 の よ うに語

って いる。 「彼 女 たち は 旅 人 を助 け， 苦 しみ
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に傷 つ いた心 に ブ ドウ酒 と油 を注 ぐ。彼女 だ

ちは み な し児の 涙 をぬ ぐい， や もめ の心 を喜

び で満 たす で あろ う。⊥(B・H・ ロバ ー ツ，

α2吻 解加 η∫勿6H癖o刎o∫ 劾θC肋 κぬ 「教 会

概 史」4：112>私 は神 権i者もこれ と同 じ言葉

で語 られ るよ うに願 ってい る。

兄弟 の 皆 さん， 神権 定 員会 が所 属す るす べ

ての会 員 に とって力 の源 とな り，会 員一 人一

人が 次の よ うに 言 うこ とが で きる とす れば ，

それ は驚嘆 すべ き 日の到 来で あ り， 主 の 目的

の成就 す る日の到 来 である。「私 は末 日聖 徒 イ

エス ・キ リス ト教 会 の神権 定 員会 の ひ とつ に

所 属 して い ます。 私 は兄弟 た ちが必 要 として

い るこ とな ら何 で も援助 します 。 そ して私 自

身 も必要 であ れ ば彼 らの助 け を受 け るこ とが

で きる と確 信 してい ます。 兄弟 た ち と共 に働

く時，私 た ちは神 の誓約 の息子 と して成 長 し，

それが財 政 的 な もの であ ろ う と，社 会的 ，霊

的な もの であ ろ う と，逆 境 に あ って も， とま

どい も恐れ も覚 え るこ とな く，確 固 と して立

つ こ とが で きるの です 。」

私 たちが そ れ を実 現 す る 日に向か って努 力

す る時 に神 の助 け が ある よ うへ り くだ って祈

る と共 に， こ の業が 神 のみ こ ころ にか な うも

の で ある こ とを主 イエ ス ・キ リス トのみ 名 に

よ り証 申 し上 げ る。 アー メン。

☆ ☆



家族の福祉に関する父親の務め

父親は，家族全員の幸福 と繁栄と安寧を図る務めを主よ り与えられている

管 理 監督 会 第 一 副 監督

H・ バ ー ク ・ピ ー タ ー ソ ン

私 は・家族の福祉に関して父親が果たすべ
き務 め につ いて 話す よ う依 頼 を受 けて い

る。 この割 り当てに つ いて長 い 間考 え た末，

私 は ひ とつ の原 則 を皆 さん に理解 して いた だ

くため に少 しお 話す るこ とに した。 この原 則

を理 解 し， 実行 す るな らば， 神 よ り与 え られ

たこの責 任 をさ らに効 果 的 に果 たす こ とが で

きる と思 う。

私 た ちは， 父親 の影 響 力が ほ とん ど感 じら

れ ない家 庭が 教会 内 で増加 して い るこ とに心

を痛 め て い る。 多 くの 家庭 で，母 親 と子 供 た

ちが 自分 の務 めの ほか に父 親 の務 め を も果 た

さ ざる を得 ない状況 に置か れ て いる。 離婚 ，

富 の追 求，ゴ神聖 な事 柄 へ の無関 心， これ らは

父親 が家族 の福 祉 を拒 ん で いる 多 くの原 因の

一 部 にす ぎない
。 この世 にお い て， 父親 は決

して その責 任 か ら解か れ る こ とが な い。私 た

ちは監督 を召す と， 彼 らは しば ら くの間 そ の

職 にあ って働 き， や がて解 任 され る。 ステー

キ部 長 も同様 に， 召 され ，奉仕 し，や が て解

任 され る。 しか し， 父親 の 召 しは， 本 人が ふ

さわ しけれ ば， 永遠 に解 か れ る こ との な い召

しで ある。

テ モテへ の 第一 の手紙 に は，次 の よ うな主

の厳粛 な言 葉が 記 され てい る。

「もしあ る人が
， そ の親族 を， こ とに 自分

の家族 をか え りみ ない場 合 には， その信 仰 を

捨 て た こ とに な るので あ って，不 信者 以上 に

わ るい。」(1テ モ テ5：8)

積 極 的 な意味 で の福 祉 とは， 「幸 福 ，繁栄，

安 寧」 で あ る。 父親 の務 め は，家 族全 員の幸

福 と繁 栄 と安 寧 を図ることである。父親 は 「自

分 の親 族 をか え りみ」 なけ れば な らない。つ

ま り， 家族 を霊 的 に も物 質 的に も導 くこ とで

あ る。家族 の必 要 を見極 め， それ を満 たす方

法 を講 じる時 に， 父親 は家族 の福 祉 を図 って

い るこ とに なる。 もちろん， 父親 のいな い家

庭 で は，家 長が これ らの義務 を果 たす。

私 た ちはブ リガム ・ヤ ン グの模 範か ら学 ぶ

こ とが で きる。息子 の ジ ョセ ブに宛 て た手紙

の 中に， 父親 は どの よ うに霊 的指 導性 を発揮

すべ きか が あ りあ り と伺が える。

「カ リフ ォルニ ア で採れ るす べ ての金 を も

って して も， お前 に対 す る私 の気持 ち と主 へ

の感謝 の気持 ちを買 うこ とは で きな い。 ……

母 さんか らお前 の ため に少 し書 いて欲 しい

と頼 まれ た。体 の具合 は相 変 らず で，余 りよ

くな いが，一 日中働 い てい る。真 夜 中 まで働

くこ ともしば しば あ る。私 たち は神 の大義 と

王 国 のため に働 いて い るお前 の こ とを考 える

と主 の前 に誇 ら し く思 う。 息子 よ，忠 実で あ

って くれ。 子供 と して 出て行 ったお前 は きっ

と救 い を携 えた燃 え るよ うな長老 とな って帰

って 来 る と信 じて い る。主 の前 に清 くあって

欲 しい。 父 さん もそれ をや りとげ た。 お前 に

もそれ が で きる と信 じ， そ して祈 ってい る。

とこ しえに神 の祝福 が あ る よ うに。

また会 う 日を楽 しみ に して い る。

ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ」
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(デ ィー ン ・ジ ェ シ ー ，L雄 θ鴬(ゾ

β7勾 んα勉yb%η9'o雇s80ηs「 息 子

た ち に 宛 て た ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ の 手

紙 」P.16)

メ リー ラ ン ド州 ア ナ ポ リスの海 軍 兵学 校 に

在席す る息 子に 宛て た ブ リガム ・ヤ ングの手

紙 を読 ん でみ たい。 この手紙 に は， 父親 が ど

の よ うに俗世 に関す る指 導 性 を発揮 すべ きか

が記 され て いる。

「拝 啓

すべ て の こ とにつ いて慎 しみ 深 くあ り， 金

銭 の支出 はすべ て記 録 す る計画 を立 て な さい。

これ に よって， 君 の使 っ たお金 が ど うな るか

が わか るばか りか， ビジ ネスの 習慣 や 方法 を

身につけ ，金銭 を正 しく扱 うこ とが で きる よ

うにな る。 この世 の幸 福 はそ の 多 くが， 価 値

のあ るこ とを立派 に成 し遂 げ る こ とにかか っ

てい る。 『いや しくもなす に足 る事 な ら立 派に

や るだ けの価値 が あ る』 と言 われ て い る通 り

だ6田 畑 を耕 す な らそれ を立 派 にや りな さ い。

ボル トのね じを切 る仕 事 で も， 良 い もの を作

りな さい。 ふい ごで風 を送 る場 合 は， 鉄 を熱

くしな さい。 日常 の務 め をお ろ そか に して い

ては立 派 な人物 には なれ な いの だか ら。 よ り

良い こ とをな し， 進 歩で きる よ うに， 知 識 を

得な さい。勝 利 とい うもの は，主 を信 頼 し，

高望 み をせ ずに現 在 を誠 実 に生 きるので な け

れば得 られ な い。… …お 父 さん， お母 さん，

兄弟姉妹 ， 友達 ，事務 所 の兄 弟 た ちはみ ん な

君 を愛 してい る。 また幸福 を祈 って い る。

敬 具

ブ リガ ム ・ヤ ン グ」

(同 上，pp.305-6)

家 庭に おい て父親 が果 たすべ き第一 の義務

は， 家族 と心 を通 わせ， 家族 の 必要 を満 たす

こ とで あ る。観 察 だけ に頼 るの で な く， 個 人

面接 に よ って も家族 の 必要 を評価 す べ きであ

る。私 は，一 人一 人 の子 供 と毎 週， 個 人面接

を行 なって い る父親 を何 人か知 って いる。
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父親 が真剣 に耳 を傾 け る時， これ は父 と子

の双 方 に とって容 易 に忘 れ難 い経 験 とな る。

父親 はこの 時に は平 凡 な会 話 を しな い。簡 潔

では あるが慎 重 に選 ん だ質問 を1，2投 げか

け， そ して，深 く腰 かけ， 耳 を傾 け るの で あ

る。 じっ くり聞 い て くれ る父親 に代 る ものは

ない 。父親 の耳 と心 は ひ とつ に な って いなけ

れば な らない。 この父親 の代 役 はい な いの で

あ る。

も し予 言者 ジ ョセブ ・ス ミス に話 を聞 い て

くれ る父親 が い なか った ら どうな らて いたか，

考 えた こ とが お あ りだ ろ うか。 この状 況 を心

に描 いて い ただ きた い。

ス ミス 家 はニ ュー イン グラ ン ドの 農家 で あ

った。 この地 方の耕 作期 間 は短 か った 。彼 ら

に は，現 在私 た ちが使 って い る よ うな袈 耕機

械 はなか った。従 って，父 ス ミスには息子 た ち

全貝 の手 が必要 だっ た。朝 早 くか ら夕 方遅 く

まで仕事 をして いた に違 いな い。

その よ うなあ る 日の 朝， 少年 ジ ョセ ブが 父

親 の も とへや って きて，前 夜 と朝 に起 こ った

奇妙 な 出来事 を話 した。一 連 の示現 であ る。

父 ス ミス は，仕事 が 山 ほ どあ るか ら話 は あ

とに して，す ぐ仕事 に と りかか るよ うに とは

言 わ なか った。彼 は手 を休 め て，話 を聞 き，

そ して こ う言ったのである。 「それ は ま さ しく

神 ご とである。」 そして，天 使 か ら命 じられ た

通 りに行 ってす る よ うに 言 った。 聞 く耳 を持

った父親 の何 と素 晴 らしい模範 であ ろ うか 。

二 人 に とって何 と忘 れが た い経 験 だ った こ と

であ ろ うか 。

時 々， 私 た ち親は 聞 いて い るつ も りな のだ

が， 子供 は私 たちが 聞 いて いな い と感 じる こ

とが あ る。子 供 が私 た ちの関心 を感 じて いな

い限 り， 私 た ちには まだ なすべ きこ とが あ る。

よ く準備 の で きた∴ 聞 く耳 を持 った父親 に

な ってい ただ きた い。父 親 の皆 さん， あ なた

は良 きにつ け悪 しきにつ け，絶 えず何 か を教

えて い るので あ る。 家族 は あな たのや り方 と

信 じてい る こ とを学 ん でい るの であ る。ベ ン

ソ ン会 長が 語ったように， 「子供 たちが あ な た



に従 うか ど うか は わか らな い。 しか し， 子供

たちの 前 を照 らす最 大 の光 は あな たの模 範 で.

あ る。 あ なた はそ の光 に対 して責 任 を とらな

け れば な らな い。」

立派 な 父親 が果 たす役 割 を考 える時， 次 の

こ とを忘 れ ないで い ただ きた い。福 音 の原 則

を実際 に行 なって 経験 してみ ない 限 り， 家 族

が その原 則 を信 じるこ とは，極 め てむ ずか し

いQ

例 をあげ てみ る と， 愛 され た こ とのな い娘

は ど う して， 成長 して愛 を示 す こ とので きる

大 入に な るだろ うか 。

信頼 され た こ との な い息子 は， ほか の 人 を

信 頼 す るだ ろ うか 。

家庭 で模 範 に よ って教 え られ て いな い子 供

は， 労働 が 永遠 の原 則 であ る こ とや， 福祉 活

動 のそ の他 の事柄 を理 解 す る こ とが で き るだ

う つか 。

家 庭 で正 直 とい う もの を経 験 した こ との な

い子 供 に，正 直 を理解 した大 人 に育 っ てい く

こ とを期 待 で き るだ ろ うか 。

これ は福 音の すべ て の原 則につ いて言 える

こ とであ る。物事 を学 ぶに あた っ て，実 際 の

参加 と模 範 ほ ど力 強い経 験 はな い。

兄弟 の皆 さん，家 族 に どれほ どの霊 的 指導

性 とこの世 に関 す る指 導性 を発揮 す るか は，

私 た ちが どの よ うな生 活 を営 む か にかか って

いる。 父親 ら し くな るため には ，教 えた い と

思 うこ とを私 た ちの生 活 に反映 させ なけれ ば

な らな い。生 活 を改め る時 機 を逸 した と感 じ

てい る方 は， 次の ヒュー ・B・ ブ ラ ウ ンの言

葉 を考 えて いた だ きたい。

「私 たち は永遠 に 自分 と共 に住 ま なけれ ば

な らな い。 そ して私 た ちは今， 永遠 につ き合

う自分 を どの よ うな 人間 にす るか を決 め て い

るの で あ る。 そ こで， 今 こ そ行 動 す る時 で あ

る と申 し上 げた い。決 して遅す ぎる こ と も，

早 す ぎるこ と もな い。」(ルf'11θηη毎1S孟αγ「ミ

レニ アル ・ス ター」1964年2月 号 ，126：51)

兄 弟 の皆 さん，家 族 に，財 政 と資 源 の管理 ，

肉体 の健康 ，情 緒 の安 定，職 業 の計 画， 読 み

書 きの能 力 と教育 ，家 庭 生産 と貯蔵 に 関す る

原 則 と方法 を教 え るの は今 であ る。決 して遅

す ぎる こ とも早 す ぎ るこ と もな いの であ る。

もっ とよ く耳 を傾 け， 子供 た ち と一 緒 に過

ごす時 間 を持 ち， 模 範 を示 し，義 の族 長 とし

て子孫 の頭 に立 つ のは， 今か らで も決 して遅

す ぎない。 また，早 す ぎるこ と もないの であ

る。

すべ て の父親 が きょ う，ペ テロの述 べ た高

貴 な使 命 を果 たす こ とがで きる よ う願 ってい

る。私 たちは真 に， 「選 ば れ た種 族，王 国の神

権 者，聖 な る国民，特 異 な民」(欽 定 訳1ペ テ

ロ2：9)で なけ れば な らな いの であ る。

イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り， アー メ ン。

☆ ☆
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「手 を貧 しい者 に 開 き
， 乏 しい 人 に手 をさ'しのべ る 」

女性の務めの優先順位は，策譲 察族，..第二乱磁 会脚最後鳳地域鹸 斜

蜘nあ る'

扶助協会中央管理会会長

バ ーバ ラ ・B・ ス ミス

聖 書 の箴 言に は・ どの よ うな女性 が理 想 白勺
な妻，母 親， 賢明 で慎 しい主婦 ， 思 いや

り深 い女性 であ るかが 実 に よ く説 かれ て い ま

す。 その よ うな女 性 につ いて述 べ た次 の聖 句

の一節 に関 連 して， これか らお話 したい と思

い ます 。

「手を.貧.し虹 者 に，闘 鳶薦 乏.し肱 人に 手 を さ

L鰯 。.⊥.(箴言31：20)

福音 の基 本的 な教 え であ り，福 祉 活 動 の基

杢灘 あ丑瓜.「かつ福 祉 活動 と扶助 協 会 の双方 に

とって伝 統 となっている考 えは， 「奉仕 」 の原

則です 。

教会 の姉 妹 たち は， 奉仕 に非常 に よ く通 じ

てい ます。扶 助協 会 は教会 が 困難 と迫 害 と犠

牲の ただ 中に あ る時 に生 まれ ま した。 そ して，

女性 が与 え得 る最 大 の愛 と援 助 と奉仕 が求 め

られ たの です。

その よ うな ノー ブー の時代 か ら今 日に至 る

まで ，苦境 に あ る人々 を救 い， 困窮者 に援 助

を与 え，病 人 を世 話 し，喪 に服 してい る人 々

を慰 め た姉妹 たち の活動 が， 扶助 協会 の 記録

にた くさん記 され てい ます。

末 日聖徒 の女性 は， 急速 な発展 を遂 げて い

る教会 の福 祉 プ ロ グラムに お いて も， また 多

くの問 題が ます ます 混迷 の度 を深 め てい く地

域 社会 の 中に あ って も， これ まで以上 に奉 仕

す るこ とを要求 されて い ます 。教 会 の福 祉 活

動 は喜 発 的な奉 佐 によ のて 進 め：彦π で淑e，

ゑa豪 蕊拡 鷹に よって行 なわ れて い ます 。

奉璽三関して女性の第一9～責賃1ヰ鰹
，堕

。これは主がお定めになった，

基 本 的 な優 先順 位 だか らです 。女 性 は まず そ

の こ とを心 に留め なけ れば な りませ ん。 また，

女 性 を責任 に 召 した り， 何 で あれ女性 に援助

を求 め る場 合 も， 同 じこ とが言 え ます。堅 固

な家庭 を築 くこ とは，堅 固 な社会 を築 く土 台

とな るか らです。

家庭 に次 いで大切 なのは教 会 にお け 士..

でまゆ そ して ，地域 社会 へ の奉仕 は3番 目 と

考 えて よい で し ょう。

教会 の奉 仕 で最初 に あげ られ るの は，責 任

へ の正 式 な召 しです。神 権指 導 者 は， 祈 りの

気持 ち を もって家 族の状 態や その他 の個 人的

な事柄 を十 分 考慮 した上で， 正 式に 召 しを与

え ます。 召 しは， 役貝 ，教 師，訪 問教 師 ，宣

教 師 の よ うな特定 の職 に召 され るこ とであ り、，

あ る期 間続 けて奉 仕す るこ とが要 求 され ます 。

この ほか に正 式 な割 り当て もあ ります 。 こ

れ には教 会 で行 なわれ るあ らゆ る奉 仕が 含 ま

れ ます 。

神 権者 あ るい は扶助 協会 の 指導 者は正 式 な

割 り当 て を与 える場合 ， まず 家族 に対す る責

焦 鉱教叙 ～旦 レゑ 煮慮 すゑ。較票 が あツ跳 す ・

ほ かの 人の 必要 を満 たす とい う慈善 奉仕 に 関

しては， ワー ド部 扶助 協会 会長 か ら個 人的 に

正 式な要 請が あ るで し ょう。

最 近，70歳 以上 の姉 妹 た ちが70名 い る とい

うあ るワー ド部 の こ とを耳 に しま した6そ の

ワー ド部 の 賢明 な扶助 協 会会 長 は，家 に閉 じ

こ も りき りの 人に も奉 仕 は で きる と考 え，70
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名の姉妹空ち二.人二人に訪問教師の割り当て

か慈善秦仕の割つ、当ての験.ずれかを与んたとノ 　

Uの です。不冶鑛 いに冒さ.れている、姉妹

にさえ，外.出でき.ない3人 の姉妹にそれぞれ　 り　

毎 旦よ圓 手紙 を書 くとい う責 任が 与亮 ら れ た

と聞い て い ます 。 また，何 入か の姉 妹 た ちに

は， 他 の姉妹 たち を毎 日訪 問 して健康 状 態 を

尋 ね る責 任 が与 え られ た と も聞 きま した。

あ る姉 妹は 病気 で 外 出 で きない時 で もち「訪

問 教師 地区主 任 と し.て奉 仕 しま し.な。 この姉

妹 につ いて扶助 協会 会長 は次 の よ うに報 告 し

て い ます 。「彼女 は大 変な努 力 をしました。毎 月

電 話 をす る時 に は必ず 一番 素敵 な ドレス を着

て，電 話 に 向か い ました。 そ うす る こ とに よ

って， 彼女 は主の代 理 人 として この務 め を果

た して いる とい う責 任 の重 み と尊 さを感 じて

い.たの です 。」

正 式 な割 り当て の中 には， デゼ レ・ト産 業委

貝 会 で働 くこ とや 手 工芸 委 員会 の委 員長 と し

て奉仕 す る こ と， あ るいは福 祉工 場 の かん詰

製 造事業 に携 わ る こ とが あげ られ ます 。 また，

末 日聖 徒社 会福 祉 に関連 した奉 仕 もあ ります。

それ に は，、、ケー ス ワー カー の手 伝 い を した り，

里親 に な るこ と， ある いは インデ ィア ン学 生

里親 プ ロ グラム に参加 す る こ とが あ げ られ ま

す 。

扶 助協 会 の ホー み メ「キ ン.グの且 の昼 食会

り責 任や ヂ福 性 魚 なぎ)魚李 暉 を緯 う仕 事，.病

人の看護 あ.ムぬ は葬儀 の手伝 い， これ らを扶

助 協会 の正 式 な割 ワ.当.て.と思 到ムカ鉱)..るか も

知 れませ ん。 しかL詫 ，.蕊れ ら9～劃 り当 ては特.

別 なゐ辺 で：転 繕 っ て・教 会 の職 ζ.』聯 瞳 、

して任 命 され るこ とは あ りません ，.また通 常

割 り当 ては 召 し よ りも短期 間 で あ り， 一度 に

ひ とつ の仕事 が 与 え られ ます 。

一 般 に教 会奉仕 に含 まれ る もの と して も う

ひ とつ ， 自発的 な， 個 人 を基 本 とした奉仕 が

あ ります 。 これは， 一 人一 人の 女性 が 困 って

い る隣 人 に 日頃か ら心 を配 ろ うとい う もの で

す、

1975年 の福祉 集 会 な らびに 「福 祉 活動 の手

引 き」で'，私 たちは姉妹 たちの 才能 と能 力，なら

び に必要事項 止 要望 裏 頂を葺 黒 なzヱ 証ノk金

用泓.。 薫 れ 鳳瞭2ゐ 瓢 蕊駕 蹉 艮を記入 して

お購 。提 案 レま した。 こ蟻 惑醸 存

ちが捻 識工 臨 る.黒聞知讃 麹 鯉 乱2黒 て塔ず

記撫 ます ・(「福 祉事 業集 会」1975

年4月p.18)

ス テー キ部扶 助協 会会 長 は， い ろいろな方

法 を用 いて ワー ド部 会 長 を援 助 し，姉妹 たち

の積極 的 な参加 を促 す こ とが で きます。 その

方法 と して，

1.フ ァイル を利用 す る。

A.姉 妹 た ちに扶助 協 会の奉仕1Ω割 り

証 を与 え る。

B.ホ ー ム メー キ ングの小 クラスや 家

庭 管理 に関す み特 別訓練.の機 会を

通.じて， もっ と奉 仕の 時 問，を撞 つ

よ.う.に.勧め る。

C.、地 域 結 念の奉 態 活動 に参 加：玄ゑ 乱

うに勧 める 。

2.奉 仕 を希 望 す る女 性 が 自分 の置 かれて

いる環境 や 自分 自身 の決 意，時 間，体

力 といっ た要素 を評価 で きるよ うに助

け る。(既 婚 女性 は夫 と相談 して行な う

こ とが望 ま しい)

3.容 易 に奉仕 活動 に参 加 で き るよ う家族

や その他 の 人々 の協 力 を得 るよ うに勧

め る。

次 に，家拠 教 会 に対：する責 任 忍.果た、して.

な お蹟 閲点 能九 と体 力 に余裕 の あ.る人なは，

、主㈱ 論 急 の奉 仕 に参加 愈 るよ う，に.します 。

事 情 が許せ ば，地 域社 会 の特別 に関心 の ある

分野 や専 門 の分 野で 自発的 に奉 仕 に携 わ りま

す 。

女 性 に で き るこの 種 の奉 仕 に は際 限がな

く， ふ さわ しい 社 会 建 設 ，市 民 生 活 改 善 の

ため に当事 者 として 多 くの 面で貢 献が で き ま

す 。

予 言者 ジ ョセ ア ・ス ミスは， 彼の時代 だ け

で な く，今 日の私 た ちの時 代 を もよ く見抜 い

て いた よ うに思 われ ます 。 ジ ョセ ブ ・ス ミス
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は叔 助 協 会 を剰慌，丸す る に 当 た っ て ， 姉 妹 た ち

に 地 域 社 会 の 風 紀 を 」1・し， 徳 を 高 め る 」 よ

うに と勧 イ1fLて い ま す1ル 〃〃1〃〔・sθズ〃～(・F〔L

刃κ～々 ノ～ρ/～〔ブ&，(腫〆鍵v`ゾ 八加1～1θθ 「ノー ブ ー一.女

性 扶 助 協 会 議 串fま11842年3月17[1，P.7)

'家族 に 対 す る義 務 一N・教 会 ノ)召Lを 負担 に 感

Lて い な い 有 能 な 一女性 力・人勢 い ま す 、 彼.女 た

ちは 自 分 の 貼 聞 を/曲 値 あ る 自 発 的 な 奉 仕 ， つ

圭 り社 会 の 改 善 や 厘k紀 向Lの 刊斐 と な る 秦fl：

の た め に 使 う こ とが で き ま す 。 ま た 同 時 に ，

本 仕 の 原 則 を 強 調 す る こ と も で き ま す 、，こ れ

は ， 姉 妹 た ち の 秦仕 を 末 日聖 徒 の 問 の み な ら

す ， 教 会 貝 で な い 隣 人 に ま で 広 め る 機 会 とな

り ます 「、

聖 典 の 中 で ， 主 は 私 た ち に 「努 め て 善 き 業

に 従 」 う よ う に と 命 じ て お ら れ ま す(教 義 と

琶1」罫」58：27)、 ほ とん ど弓ン文て プ)女'i生1よ{「1」らカ・

の 方法 で そ の 「善 き 業 、 に 従 斗 す る こ とか で

きます 、，就 学年 齢 の千 供 を持 つ 母 親の場 合，

地 域社 会に塔＼仕 す る最 善の 方法 は， 自分 の 」'・

供 が通学 して い る学 校 の改善 に 努め た り， ∫・

供 に地 域社 会の 「善 き業 」 に参加 す る 方法 を

気づ かせ るこ とです 。

4く仕 ク)大切 さ と読ミ聯∫ら しさ をf里角イし， 自分・

に どの よ うな機 会か あ るか を評価 しては じめ

て 一.こ れ は秦仕 をのが れ るため に言 い 訳 を

す る こ とで もなけれ ば， 無理 な努 力 をす る こ

とで もな い一一一一 「賢 い 麦 」の例 に あ る よ うに，

[手 を貧 しい 者に剛 き
，乏 しい人 に.手をさ し

のべ る」 こ とが で き， また本仕 に対 して約 束

され た 祝福 を受 け るこ とか で きるの です 、，

姉 妹 た ちが 識別 の 力 を もって困窮 者 に一 一

もちろん霊 的 に低 い状 態 にあ る人 々に も

手を さ しのべ， また仕 え るこ とか で きる よ う，

イエ ス ・キ リスi・のみ 名に よ りお祈 り申L -L

け ます。 アー メン。

138

七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 ，(左 よ り)セ オ ドア ・M・ バ ー ト ン， バ ー ナ ー ド ・P・ ブ ロ ッ ク バ

ン ク ， ウ ィ リ ア ム ・H・ ベ ネ ッ ト， ジ ョ ン ・H

ソ ン，0・ レ ス リー ・ス ト ー ン ，W・ グ ラ ン ト

の 各 長 老

・バ ン デ ン バ ー グ
， ロ バ ー ト ・L・ シ ン プ

・バ ン ガ ー タ ー
， ロ バ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ



末 日のサマ リヤ人

良きサマリヤ人の物語は今日の福祉活動の理想的な姿てある

第一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

する兄弟姉妹の皆さん，福祉活動と福祉愛
の 原則 に関 して この よ うな素 晴 らしい教

え を受 け た例 は私 の 記憶 に ない 。私 たち は，

神 の予 言者 が この大 い な る業 の重 要性 を強調

し，私 た ち一 入一 人が プ ロ グラムに 参加 す る

よ う奨 励 す る予 言 者 の 呼 び か け を聴 いて き

た 。私 た ち は心 か ら こ れ に 応 えな ければ な

らな い。 また， 福祉 の権 威者 であ り， 教 会福

祉 委 員会 の委 員長 で ある ロムニ ー副管 長 は，

私 た ち全 員が果 たす べ き義務 を説 いて 下 さ っ

た。

教会福 祉 委 員会 は，大 管長 会，十二 使徒 評議

員 会， 管理 監督 会， 扶助 協会 中央 管理 会会 長

会 お よび書 記 の クイ ン ・ガー ドナー 兄弟 の面

面 で構 成 され てい る。 そ して各 組織 の代 表者

が今 朝， こ こで有益 な話 を して下 さ った。私

は， この集 会 の精神 に添 い， 大切 な事柄 を少

しお 話 で きれ ば と思 って い る。

キ ンボール 大管 長 は，近 代 の福祉 活動 の起

源 につ いて語 られ た が， それ を聞 い て私 は，

ル カ伝10章 に記 され て い る良 きサ マ リヤ 人の

物語 に思 い をはせ て い た。 この物 語 の 中で救

い主 は， 時 の絶頂 の 時代 に おけ る福祉 に 関 し

て最 も感動 的 な教 訓 を与 えて お られ る。最初

に この物語 を読 み ，次 に現 在 の福祉 活動 との

関連 を追 っ てゆ きたい と思 う。

「す る とそ こへ
， あ る律 法 学者 が現 れ， イ

エ スを 試 み よう と して 言 った， 『先 生，何 をし

た ら永 遠の 生命 が受 け られ まし ょうか 』。

彼 に言 われ た，『律 法 には なん と書 いて あ る

か 。 あ なたは ど う読む か』。

彼 は答 え て言 った， 『「心 をつ くし，精神 を

つ くし， 力 をつ くし， 思 い をつ くして， 主 な

るあな たの神 を愛せ よ」。 また， 「自分 を愛す

るよ うに， あ なたの 隣 り人 を愛せ よ」 とあ り

ます 』。

彼 に言 われ た，『あ なた の答 は正 しい。その

とお り行 い な さい。 そ うす れば ， いの ちが得

られ る』。

す る と彼 は 自分 の 立場 を弁護 しよ う と思 っ

て，イエ スに 言 った，『で は，わ た しの 隣 り人

とはだ れの こ とです か』。

イエスが 答 え て言 われ た，『あ る人がエルサ

レムか らエ リコに下 って行 く途 中， 強盗 ど も

が 彼 を襲 い， その 着物 をは ぎ取 り，傷 を負わ

せ， 半 殺 しに した まま，逃 げ去 った。

す るとた また ま， ひ と りの祭 司が その道 を

下 って きたが ， この 人 を見 る と， 向 こ う側 を

通 って行 った。

同様 に， レ ビ人 もこの場所 に さ しかか って

きたが， 彼 を見 る と向 こ う側 を通 って行 った。

ところが， あ るサ マ リヤ 人が旅 を して この

人 の とこ ろ を通 りかか り，彼 を見て気 の毒 に

思 い，

近寄 って きて その傷 に オ リブ油 とぶ ど っ酒

とを注い でほ うたい を してや り， 自分の家 畜

に乗せ ，宿 屋 に連 れ て行 って 介抱 した。

翌 日， デナ リニ つ を取 り出 して宿 屋 の主人

に手 渡 し，「;の 人 を見 てや って くだ さい。費

用が よけ いにかか った ら，帰 りが け に， わ た
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しが支 払 い ます 」 と言 っ た。

この三 人の うち， だれ が 強盗 に襲 われ た人

の隣 り人 にな った と思 うか』。

彼が 言 った，『その人 ピ慈 悲深 い行 い をした

人です』。 そ こで イエ ス は言 われ た， 『あな た

も行 って 同 じよ うに しな さい』。」(ル カ10：25

-37)

この純 粋 な キ リス トの 愛の模 範 に私 た ちが

こぞ って従 うな らば， この世 は どれ ほ ど変 わ

るだ ろ っか。 そ れで は，私 たち の現状 を検 討

してみ る こ とにす る。

第一 に，サ マ リヤ 人は 「気 の毒 に思 っ た。」

彼 は助 けた い とい う気持 ちに か られ た。傷 つ

いた男の こ とを思 いや っ たか らであ る。主 の

み た まを心 に感 じた 人は だれ で も， この思 い

や りを抱 くは ず であ る。 そ して私 た ちは互 い

に この気持 ち を抱か な くては な らない 。事実 ，

救 い主は， 誓約 の民 イス ラエ ルが他 の民 と区

別 され るの は，互 い に抱 く愛 に よ るので なけ

れ ば な らな い と言 って お られ る。(ヨ ハ ネ13

：35参 照)

第 二に， サマ リヤ 人 は 「近寄 って きた。」

彼 は助 け を求 め て 人 が 来 るの を待 って い た

ので は な く，助 け が必要 と考 えて， 頼 まれ な

くて も 自分 か ら近 寄 っ て 行 っ た 。予 言 者 ジ

ョセ ブが こよな く愛 した 讃 美 歌 「悩 め る旅

人」(149番)に 歌 わ れて い る よ うに， 救 い主

は， 親切 な行 な い をただ す る とい うので はな

く， 直 ちに， 時 を選 ばず， 己 を忘 れ て行 な う

時に 大 き な報 い を与 える と約 束 し て お られ

る。

第三 に，サ マ リヤ 人は 「その傷 に オ リブ 油

とぶ どっ酒 と を注 い でほ うたい をした。」彼 は

手 当て を して， 苦 しむ 人の 渇 き をいや した 。

この 応急処 置が 人 の命 を救 ったの であ る。

第 四に， サマ リア人 は傷 つ いた 人 を 「自分

の家畜 に乗 せ た。」つ ま り，彼 を 「宿家 に連 れ

て」行 っ て休 息 させ ，手 当 て を受 け させ た。

この適 切 な処 置 を講 じる こ とに よ り， 彼 は回

復 に必 要 な状 況 を確 保 したの で ある。

第五 に，サ マ リヤ人 は 「介 抱 した 。」彼 は手
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当て の初 期 の段 階 で， それ を他 人に任 せ.ず，

自分 の時 間 と労 力 を犠 牲 に して ， 自分 で介抱

した 。 この こ とに 注 目 して い ただ きたい。 何

で も他 人任せ にす る現代 に あ って， この 良 き

サ マ リヤ 人が示 した模 範 に は 目を見 張 る もの

が あ る。

第六 に，サ マ リヤ 人は 「翌 日， デナ リニつ

を取 り出 して宿 屋 の主 人に渡 した 。」彼 は他 人

の金 で な く， 自分 の金 を取 り出 して， 自分 で

で きな い奉 仕 の 費用 を支払 ったの であ る。彼

は こ う して， 貧 しい 人，乏 しい入 を世 話 す る

ため に 自分 の財 産 を捧 げ た。

第七 に， サ マ リヤ 人は 自分 の生計 を立 て る

必要 があ るた め，宿 屋 の主 人 に 「この人 を見

てや って くれ る よ う」頼 ん だ。 こ うして， 手

当て を継続 して行 な うため， 他 の人 つ ま り援

助 を提供 で きる人 を求 め たの であ る。

第八 に， サマ リヤ 人 は さ らに 「費用 が よけ

いにかか った ら，帰 りが け に， わた しが支 払

い ます」 と約 束 した。 こ こに思 いや りの極 致

が示 されて い る。彼 は援助 に限 界 を設 け なか

った。恐 ら く， これ よ りも大切 な こ とは， 彼

が援助 の手 を そこ までに して忘 れ て しま うよ

っな こ とを しな か った こ とであ ろ う。 彼は戻

って 来 よ う と決意 し， 自分 にで きるすべ て の

こ とを行 な った ので あ る。

これは， 奉仕 を完全 に描 いた物語 で あ る と

思 う。 この 中に は，す べ てで はな いに して も

今 日の福祉 計 画の基 本 が数 多 く見 られ る。私

たち個 人 では， 必 ず し もこれ ら8段 階の援 助

をすべ て提 供 で きな いか も知 れ な いが，福 祉

制度 に よれ ば これ らすべ て を達 成で きるの で

ある。

私 たちは 思 いや りを示 す こ とが で きる し，

また示す べ きであ る。

私 た ちは援助 を必要 と して い る人々 を捜 す

こ とが で きる し，捜 す べ きで あ る。 主 は，教

義 と聖 約84章 で， は っ き り とこの責 任 を監督

に課 してお られ る。(教 義 と聖約84：104-5)

私 た ちは医療 ， 食物 ，住 居， 輸送 手段 お よ

び これ らに関連 す る援助 を提供 で き る し，提



供 すべ きで あ る。

私 た ちは神 権役 員， 扶助 協 会役 員 として 自

己 を捧 げ るこ とが で きる し， 捧げ るべ きであ

る。 つ ま り， 訪 問教 師， ホー ム テ ィー チ ャー，

友 人，親 ，愛 を抱 いて いる者 と して。

私 たちは 断食献 金 を納 め， 日用 品 を生産 し，

専 門的援 助 を与 え，使 用 可能 な もの を寄付 す

るこ とがで きる し， またそ うすべ きであ る。

私 たちは援 助提 供 手段 を手 配 し， ま た 自ら

も援 助 を提供 す るこ とが で きる し， それ を行

な うべ きであ る。 これ は通常 ，先 に話 の あ っ

たワー ド部福 祉 活動 委 貝会 を通 じて行 なわれ

る。

そ して最 後 に，私 た ちは 問題 の解決 策 が見

つ か り，必 要が 満 た され る まで関与 す る こ と

がで き， ま たそ うすべ きであ る。つ ま り， 援

助 を必要 とす る 人が再 び 自立 で きる まで を言

う。私 たちは， 思 いや りを示 し， 誓約 した働

きをなす の に外部 の機 関 に依存 しない とい う

こ とを， 是非 と も強調 してお か なけれ ばな ら

.ない。

さて， この福 祉 活動 を効 果 的に 実施 す るた

め には， い くつ かの 基本 的 な事 柄 を行 な わな

け れば な らない 。 ここ で， 神権 指 導者 が実施

すべ き主 な福 祉 活動 の優 先順位 を簡単 に あげ

て み たい。

1.手 引 きに 記 され てい る様式 と管 理神 権

役 員 の指示 に従 って組織 す る。適 切 な組織 を

整 えてい な い と，福 祉 活動 の効果 と一 貫性 が

薄 れ る。

2.義 務 を知 る。責任 と義 務 を理解 す るの

に役 立つ 資料 が た くさん用 意 され てい る。 あ

な たの割 り当てに つ いて， 何 を どの よ うに行

な うべ きか を理 解 してい るだ ろ うか 。

3.定 期的 に，効 果 的 な集会 を開 く。 その

際， ア ジ ェン ダを活用 す る。 すべ ての 集会 で，

以前 に与 えた割 り当 ての報 告 を受 け る時間 を

とっ ていた だ きた い。 これ は，神権 評 議会 で

決定 され た事 柄 を確 認す るこ とであ り， 良 き

サ マ リヤ 人に な るため に是 非 と も必要 な こ と

であ る。今 年の4月 総大 会 にお いて も強調 さ

れたが ，福 祉 活動 を主 のみ ここ ろ通 りに進 め

る上 で不可 欠 な3つ の集会 を私 は再 度強調 し

た い。 それは ，週 例 ワー ド部福 祉活動 委 員会

と， 月例 ス テー キ部福 祉活 動委 員会 ， それに

月例 ステー キ部監 督評 議会 であ る。(「聖徒 の

道 」1977年10月 号 ，pp.514-16参 照)

4.福 祉 活 動 の原 則 を教 え， その模 範 を生

活 の中 で示 す 。総 大会 の福 祉事 業集 会報 告 を

読 む 習慣 を身に付 け な さい。 これ は福祉 活動

の原 則 に関す る素 晴 ら しい資 料 であ る。今 日

私 た ちは父親 と して家 族 に何 を教 えるべ きか，

監督 と して ワー ド部 に何 を教 え るべ きか を学

ん だ。 またキ ンボー ル大 管長 は， この福 祉活

動 につ いて私 た ちが知 って いな ければ な らな

い基本 原則 を再度 確 認 され た。

5.必 要 を満 たす た めの施 設や 機構 を確立

しう 維持 す る。 生産 事 業， 倉庫， 雇用 プ ロ グ

ラム， 末 日聖徒 社会 福 祉機 関の 活用， デゼ レ

ト産 業 ，以 上の 確 立に つ いては， 長年 に わた

り， 多 くの勧告 が 与 え られ て きた。 それ らの

あ るべ き姿 と確 立 の方 法 につ いて は， 私が 語

る必要 は な いで あ ろ う。 ただ一 言，私 たちは

正 しい計画 に則 り，主 の完 全 なプ ロ グラム を

確 立 しなけれ ば な らな い とだ け 申 し上 げてお

きた い。

6.自 由意 志 に基づ く援 助 を中心に プ ログ

ラム を進 め る。私 は ス テー キ部 長 で あった時，

自由 意志 に基 づ く教会 の奉仕 活動 として， 人

人 の生 活に慰 め と恵み を もた らす ため ，か の

良 きサマ リヤ 人の よ うにあ るい は良 きク リス

チャ ン と して 自 らを捧 げ た人々 の生活 に変化

と幸 福 が生 まれた の を 目に した。 リー 大管長

は確 か この プ ロ グラム を専 門家 だけ の プロ グ

ラム としては な らな い と語 ってい た と思 う。

私 た ちは この業 を成 し遂 げ るにあ た って， で

きる限 り教 会 の奉仕 つ ま り兄弟 姉妹 に依 存す

べ きで あ る。専 任 も し くは臨 時の従 業 員 を雇

う場合 も， 完 全 に資格 の あ る人 を雇 うよ うに

すべ きであ る。

兄 弟姉 妹 の皆 さん ， この教 会 の業 はかつ て

そ の例 を見 な いほ ど大 き く前 進 して いる。私
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た ち一一人一 人が この王 国の建 設で 自らを捧 げ，

完全 に 自立 し， 思 いや りのあ る民 とな る こ と

が で きるよ うに願 って い る。 そ して，適 切 で

あれ ば，他 の 人々 に この福祉 活動 を利用 し，

彼 らの尊 厳 と自尊心 を維持 させ て いた だ きた

い 。

この 非常 に大切 な業 が真 実の， 主 のみ 業 で

あ るこ とを証 し， イエ ス ・キ リス トのみ 名に

よ り申 し上 げ る。 アー メン。

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル大 管 長
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教 会 ニ ュ ース

叢i癒鍵 蕪 禽輪熱鍵纏 誌･美･
醇:ト ㌦鷲･齋 汽･ノ 昌･'…'ぎ･占'.'ア ノ"､ノ

七十人第一定員会会員

ヒ ュ ー･W･ピ ノ ッ ク

｢ホ ー ムテ ィー チ ン グは楽 しみ です
。苦 労

では あ りませ ん｣と,か つ て 月に17件 の ホー

ム テ ィー チ ン グの訪 問 を行 な った ピ ノッ ク長

老は語 る。｢そ れは 人々 との親 しい交 わ りの場

です 。毎 月1回,単 に福 音 につ いて ひ ざ を交

えて話 し合 うこ とだけ で はあ りませ ん。へ い

の修理 が 必要 であ れば,ホ ーム テ ィーチ ャー

は力 を貸 します 。 そ うす るこ とは,双 方 に と

って祝 福 です。 持 て る もの を交換 し合 うのは

素 晴 らしい こ とです 。｣

10月 の総 大会 で新 たに七十 人第一 定員会 会

員に支 持 され た ヒュー･W･ピ ノッ ク長老 は,

ホー ムテ ィー チ ン グにつ いて実 に詳 しい 。 ピ

ノッ ク長 老は長 年 ホー ム テ ィー チ ャー と して

の責任 を果 たす と共 に,｢家 族 全 貫 を愛 してき

た。｣そ して,ホ ーム ティー チ ン グ と家庭 の夕

べ 担 当の 中央神 権小 委 員会 の委員 長 を務め て

きた。

｢担 当 の家族 に あな たの愛 を理 解 して もら

えた ら,素 晴 らしい こ とが起 こ ります｣と,

ピ ノッ ク長 老 は 自分 の経 験か ら語 る。事 実,

人々に 愛 を示 す こ とが,ピ ノ ック長 老 の生 活

の 中心 に なっ てい る よ うで あ る。保 険業 者 と

して16年 前 にユ タ州 で最 小の 代理 店 をあずか

ったが(｢私 が それ を引 き受 け る前,18人 か ら

断 わ りの通知 が あ りました｣と 笑 う),今 で は,

山岳 部 きっての大 きな代理 店 とな った。 それ

も人々 に対す る愛 の結 果 であ る。

ク ェ ダロ朋鰯磯 翫話藤 泌

醗 藪ll;
ゆ ね ヨ 　 し

鱗 欝1糠臨
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七十人第一定員会会員

F･エ ン ツ イ オ･フ ツ シ エ

ポー ラ ン ドか ら西ベ ル リンに戻 った キンボ

ール 大管長 は,そ の 日の午後8時 か ら,ド イ

ツベ ル リンステー キ部 の聖徒 た ち を集 め て大

会 を催 した。 この 時,1時 間に わ たって予 言

者 の言葉 を通 訳 したの が,ド イツの7つ のス

テー キ部 を担 当 して いた地 区代 表のF･エ ン

ツィオ･ブ ッシ ェ長 老 であ る。

集 会 は10時 に終 わった。｢す べての 人がみ た

まを感 じた会 で した。 しか し,疲 れ ました。｣

ブッシェ長老 はこ う語 る。｢軽 い食べ物 と飲 み

物が 用意 されて い ま した。 けれ ども,そ れ に

手 をつ け る前 に,キ ンボー ル大管 長か ら 『ブ

ッシ ェ兄 弟,ス テー キ部 長 の事務 所 に一緒 に

行 って いた だけ ませ んか』 と言 われ ま した。｣

事 務所 に着 き,腰 を下 ろす と,キ ン ボー ル

大管 長 はブ ッシェ長老 に,教 会 幹部 として 働

く意 志が あ るか ど うか をお尋 ね に なった。

その 時,こ の召 しにつ いて ど う感 じたか と

い う質 問に対 して,ブ ッシェ長 老は こ う答 え

た。｢主 は,そ の時 にすべて を理解 で きない よ

うに して下'さったのだ と思 い ます 。 もし もこ

の 召 しの意味 が十 分に わか って い た ら,何 も

答 え られな いで しょ うね。｣

驚 きのあ ま り しば ら く口 をきけ なか ったが,

やがてブ ッシェ長老 は 答 えた。｢お 断 わ りす る

理 由が ない よ うです。｣

す る とキ ンボー ル大管 長 は｢快 く受 けて 下

さい ます か｣と 言 われ た。

そ して,ブ ッシェ長 老は この 召 し を快 く受

け た。快 く受 け る こ とはブ ッシェ長 老に とっ

てそ れほ どむ ず か しい こ とで は な か った 。

と言 うの も,召 しを承 諾す る こ とは長 い間 の

家族 の き ま りで あ り,ド イツ担 当の地 区代 表

として長 老が特 に力説 して きた こ とだ ったか

らであ る。

｢私 たちの家 庭 で は,な す べ きこ とと,.し

ては な らない こ とがい くつか あ ります 。 人の

悪 口を決 して 言わ ない こ ともその ひ とつ です 。

人の悪 口を言 うこ とは,家 庭 に悪 意の種 をま

き,根 づ いて しま うとなか なか取 り除 け な く

な ります。 また下 品な 言葉 に も気 をつ け,そ

れ をな くす よ うに して い ます 。

ほか に,口 論 しない よ うに す る とい うきま

りもあ ります｣と ブ ッシェ長老 は語 る。｢口 論

を避 け る とい うこ とは,家 庭 内の事 柄 に正 し

い優i先順位 をつけ る上 で とて も役 立 ち ます。

擁 護 され てい る,助 け られ てい る とい う雰囲

気 と,真 の愛 が何 より も大切 です 。そ れに先

立 って欠かせ ない のが,日 々 の聖典 の勉 強 と

謙 遜 な祈 りで す。｣ブ ッシェ長 老 は,子 供 た ち

を育 て るのに 自分 た ち夫 婦 に特有 の方法 は何

もな い と考 えてい る。｢私 たちはいつ も入々 の

良 い模 範か ら学 ん で きま した。｣

ブ ッシェ長老 は,こ の数 年 間に ドイツに お

いて教 会が 著 し く発展 して い るこ とを心 か ら

喜 ん で いる。｢プ ログラム を知 らな い教 会員が

い た り,仕 えたい とい う望 み を持 って い ない

教 会 員が い るこ とは,大 して 重要 では あ りま

せ ん。 なぜ な ら彼 らは実 際に プ ロ グラム を実

施 し,働 いて い るか らです。 む しろ大切 なの

は,態 度や 振 舞 い とい った些 細 な事 柄 です 。

これ を改め なけれ ばな りませ ん。他 の会 貴に

心 か ら歓迎 の気 持 ち を示 す こ と,上 手 に 人に

赦 しを請 え るよ うにな るこ と,感 情 を害 さず

に人 々に悔 い改め を求め るこ と,人 を裁 いた

り非難 した りす るの をや め る こ と,こ れ らの

ことを実行 しなけ れば な りませ ん 。

知識 と行 な いの ギャ ップ をな くす こ と,こ

れが ドイツの指 導者 た ちの 当面の 目標 です｣

と,ブ ッシ ェ長 老 は語 る。 この こ とは他 の 国

のすべ て の人 々に も言 える こ とです 。

ブ ッシェ長 老は,1930年4月5日 に ドイツ
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の当 た りに して きた 。｢スイス神 殿 で,私 た ち

はい ろい ろな言語 を耳 に し,様 々 な国 の人 ρ

にお会 い しま した。 しか し,み た まに変 わ り

は あ りませ ん。み たまに国 境 はあ りませ ん。｣

七十人第一定員会会員

菊 地 良 彦

20年 ほ ど前に,ユ タ州 西バ ウ ンテ フルの ポ

ール･W･バ イズ家族 はひ と りの 日本 人宣教

師の ス ポンサー に なっ た。 それに は大 きな犠

牲が求 め られ た。 しか し,そ の犠 牲は,彼 を

七十 入第一 定員 会会 員 として支持 す る挙 手 を

した1977年10月1日 に報 わ れたの で あ る。

菊地 良彦 長老 は,日 本 生 まれ の 日本 人 で教

会 幹部 に 召 され た最初 の人 であ る。教会 幹部

にア ドニー･Y･小 松長 老 がい るが,小 松長

老は 日系 のハ ワイ 人で あ る。36歳 の菊 地長老

は教会 幹部 で も若手 グル ー プに属 す る。ほ か

に,34歳 の ジ ョー ジ･P･り 一長 老,36歳 の

ジー ン･R･ク ック長老 が若 い教 会幹部 と し

て い る。

菊地 長老 は北 海道 幌泉 で生 まれ た。 父親 は

第二 次世 界大戦 で戦 死 した ため,4人 の子供

は母 親 の腕 ひ とつ で育 て られ た。14歳 の時,

菊地長 老 は毎朝4時 に起 きて豆 腐 作 りをし,

夜学 に通 った。 しか し過労 か ら病 気に な り,

室 蘭 のお じの家 で静養 す るこ とに な った。ふ

た りの宣教 師の訪 れ を受 け たのは この 時で あ

った。 そ して1カ 月後 にバ プテス マ を受 け た。

同 じ頃,2年 間 の求 道生 活の末 にバ プ テスマ

を受 けていた越谷 登志子 姉妹 と出会 った。｢彼

女 に会 っ た瞬 間,こ の人 こ そ 自分 の妻 にな る

人だ と感 じました｣と 菊地 長老 は語 る。一 方

菊地 姉 妹は 笑い なが ら,自 分 はそ の よ うに感

じませ んで した と言 う。事 実,姉 妹 は伝道 中

の菊地長 老 に別 れ の便 りを書 いた と打 ち明け

て くれ た。 しか し,ふ た りは菊 地長 老が帰 還

して2週 間後 に結婚 した。現 在一 男三 女 に･恵

まれて い る。菊地 姉妹 は現 在,東 京 第3ワ ー

ド部 の霊 的生 活の教 師 をして いる。 また菊地

長老 は ステー キ部 長 を務 め て きた。ふ た りは

献 身的 に 日本 の聖徒 た ちを導 き,神 殿 資金 を

1年 半 の間 に124パ ー セ ン ト集 め るこ とを可

能 に したの であ る。

小 松長 老か らの電話 に よっ て,ふ た りの生

活 は大 き く変 わ る こ とに な った。小松 長 老は,

キン ボー ル大 管長 の秘 書が3度 も電話 をか け

たのに通 じな い と菊地 長老 に伝 え た。 そ こで

長老 の方 か ら電話 をす る と,キ ン ボー ル長 老

は｢大 会 に お いでに なれ ますか 。お会 い した

いのです が｣と 言 われた。

それか ら と言 うもの,障 害 の連 続 であ った。

祭 日と土 曜 日で査 証(ビ ザ)と 旅 券(パ ス ポ

ー ト)の 更新 が遅 れ た こ と
,仕 事 上 の問題 が

生 じた こ と,日 曜 日の ワー ド部大 会,伝 道 集
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地区代表セミナー報告

文化活動,.一活発化,

伝道活動の強化

副 主幹

:オル ソ ン･ス]ッ ト･カ ー ド

｢私 が19歳 で
,ミ ズー リ州 で伝道 してい た

頃｣と,ス ペ ンサ ー･W･キ ンボー ル大管 長

は地 区代表 セ ミナーで語 り始め た。｢私 たちは,

全世 界に2,000名 余 りの宣教 師が いるという報

告 を受 けて いた。 それ を聞 いて,私 た ちは落

胆 したも の だっ た。全世 界 の人 口 を宣 教師 の

数,2,000で 割 り,さ らに私 た ちが ミズー リ州

セ ン トルイ スで改宗 した人数 で割 る と,全 く

望み は なか った。｣

しか し,ス ペ ンサ ー･W･キ ンボー ル大管

長 は,9月30日,金 曜 日の開会 の説教 で158名

の地 区代表 に対 して,現 在 で は25 ,000人 の宣

教 師 に加 え,宣 教 師 として働 くこ との で きる

会買 たちが数 百万 人にのぼ るこ とを発表 した 。

｢300万 ,400万,ま たそれ 以上 の宣教 師が,

伝 道活動 の ため に時間 を捧 げ,祈 って くれ て

お り,ま た,4万 人か ら5万 人の若 い専 任宣

教 師に加 えて,300万 か ら400万 人にの ぼ る成

人,青 少年,子 供 た ちが世 界各国 で福音 を宣

べ 伝 え る時 が 来た ら,何 と素 晴 ら しい こ とだ

ろ っか 。 また主 は どれほ ど喜 ばれ る こ とだ ろ

うか。｣

それ か らキ ンボ"ル 大管長 は地 区代表 たち

に向か って,｢私 たちは それ を行 なうことを誓

約 して い る｣と 語 った。

近年,総 大 会に先 立 って地 区代 表 の集 会 が

行 なわれ る よ うに な った。.エズラ･タ フ ト･

ベ ンソ ン会長が 司会 した この セ ミナー では
,

伝 道活動 の大切 さ,現 在不 活 発な教 会員 の活

発化が 急 を要 す る こ と(こ れ には移 転 した会

員 の所 在地 をつ きとめるこ とも含 む),教 会 に

お け る文 化活 動 とレ ク リエ ー シ ョンの必要 性,

セ ミナ リー とイン ステ ィテユー トの 価値,地

154

区 代 表が 地 区内 のス テー キ部 に助 言す るこ と

の 大切 さが強調 され た。

活発化

.｢不 活発 と無 関心 の風 潮 は両 親 か ら息子娘

..へと循 環 して い る。今 こそ,私 た ちは この循

環 を断 ち切 らなけれ ば な らない｣と,キ ンボ

ー ル大 管長 は開会 の説 教 で語 り
,1974年10月

の 説教｢歩 み を速 め る｣対 象 を さらに広 げて

い る。 ほか の話者 もこの言葉 を引用 し,一 層

の努 力 を要す る分 野 を強調 して い る。

ゴー ドン･B･ヒ ン クレー 長老 は,十 二 使

徒 の神 権役 貝 会 を代 表 して次 の よ うに語 った､

｢神権 指 導者 と補助 組織(り指 導者 が結 束 して
,

継続 的 な働 きかけ を行 な うことによ り,『不 活

発』 と称 され る人 々 をよ くフェ ロー シ ップ し,

活 発 にす る必要 が ある。｣

また,記 録 の 送 り先 も告 げ ずに移 転す る教

会 貝 を｢追 跡 す る｣こ と も大切 な仕事 であ る。

さ らに,教 会員 すべ てが 果 たすべ き責 任が

あ る。 そ.れは,活 発 にな りた い と思 って い る

教会 員が,囲 いの 中 にい る とい う気持 ち を味

わ える よ うに す るこ とで ある。十 二使徒 評 議

員会 のマ ー ビン･J･ア シュ トン長 老 は,次

のよ うに指 摘 している。｢不 活 発会 貝 を完全 に

福 音 の中 に連 れ 戻す には,次 のふ たつ の事柄

を満 た さなけれ ばな らな い。

1.教 義上 の 改宗 従 順 と奉仕 に導 く,

福音 の教 義 に対す る正 しい理 解 と証

2.生 活環 境 の変化 世 の 人々 との交 際

だけ で な く教 会員 との交 わ りに も安 らぎを感

じる よ うにな る山

不 活発会 員が 上記 の事 柄 を達 成 で きる よ う,
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活動 委員 会 には次 の よ うな責任 が あ る。 聖

徒 の 技術や 才能 を磨 く機 会 を設 け るこ と,ま

た要請 に 応 じて,各 組織 で 行な われ る文化 活

動 と体 育 活動 を相互 調 整 し,質 を高 め,実 施

で き るよ う準備 す るこ とであ る。

さ らに,文 化活動 スペ シ ャ リス トは,音 楽

をは じめ 美術,ス ピー チ,演 劇,ダ ン ス,文

学の 各 スペ シャ リス トを監 督す る。一 方体 育

スペ シャ リス トは,競 技 ス ポー ツ を専 門に引

き受 け る スポー ツデ ィレ ク ター を監督 しなが

ら,健 康 管理,家 族 の レク リェ ー シ ョン を奨

励 す る。

文 化活動 が 改め て強 調 されて い るのは なぜ

だ ろ うか 。すべ ての聖徒 が 持 て る才能 を高 め,

活用 す る必要 が あ るこ とは もちろん で あるが,

文化 活動 は教 会 プ ロ グラム 全体 に大 きな力 を

与 え るこ とが で き るか らであ る。 ワー ド部 活

動委 員会 の委 員長 は,ワ ー ド部 コー リレー シ

ョン評議 会 に出席 し,そ こで割 り当て を受 け

る。 また,不 活発 会員 のす ぐれ た才能 や特 別

な趣 味 を生 か した活動 を行 ない,彼 らを活発

にさせ る こ とが で きる。組 織の合 同 活動 だけ

でな く,単 独 で行 な う場合 も,神 権 定員会 の

指導 者や 補助 組織 の会 長 は活動 委員会 に援 助

を要 請す ることもできる。(｢ワ ー ド部 活動表 の

見本｣P.159を 参 照の こ と)

セ ミナ リー

｢なぜ 私 た ちには予 言者 が い るの ですか｣

教育 委 員長代 理 のヘ ン リー･B･ア イ リン グ

兄弟 は尋 ね た。｢な ぜ 私 た ちはバプテスマ を受

けな ければ な らな いの ですか 。｣

ソル トレー ク盆 地か ら集 まった10数 人の セ

ミナ リー の生徒 は聖典 をめ くる。数 秒 も しな

い うちに,彼 らは参 照聖 句 を見 つけ,鍵 とな

る聖 句 を ま とめ て述べ る。

次に,ア イ リン グ委 員長 代理 は,見 守 る地

区 代表 た ちに責 任 を預 け た。集 会に 先立 って,

数名 に セ ミナ リー の生 徒 に質問 す る よ う依 頼

しておいたのであ る 。｢な ぜ 地上 に真 の教会 は

ひ とつ しか ない のです か。 すべ て の教 会
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が神 の望 ん でお られ る生 活 をす る ように教 え

てい な いのは,な ぜ で しょ うか｣と ひ と りが

尋 ね た。

｢なぜ什 分 の一 を払 わな ければ な らな いの

です か｣と もうひ とりが 尋 ね る。3番 目の 人

は,伝 道 に 出る必要 の あ るこ とを証 明す る よ

っチ ャ レン ジ した 。

そ れ ぞれの質 問 に対 し,青 少年 は聖 句 を引

用 して答 え を出 しただ けで な く,重 大 な問 題

の答 え を出 しただ けで な く,重 大 な力 を持 っ

て いる こ とも示 したの であ る。

特別 な生 徒 を集 めた ので はな いだ ろ うか と

い う疑 問が 湧 いた 。 しか し,そ うでは なか っ

た。 こう して地 区代 表 た ちは,最 も効 果的 な

セ ミナ リー システ ム を 目に したの であ る。週

5日,放 課 後 にセ ミナ リー を行 なっ た結果 で

あ る。 しか しなが ら,放 課 後 のセ ミナ リー は,

聖 徒 が大勢 いる所 で しか 実施 され て いな い。

その ほか の方 法 として,生 徒 が狭 い範 囲に 住

み,学 校 が始 ま る1時 間前 に出席 で きる地域

では 早朝 セ ミナ リー を,生 徒 が広 範囲 に及 ん

で いる ため 毎 日集 まれ ない地 域 では家庭 学 習

セ ミナ リー を行 なって い る。

これ ら3つ の方法 に よっ て,今 日教会 のす

べ て の青 少年 がセ ミナ リー の祝福 に あずか っ

てい るので あ る。

教会 教育 委 貝会 の ジ ョー･J･ク リステ ン

セ ン兄弟 は,上 の3つ の場合 につ い てそれ ぞ

れほ とん ど同数 の 有資格 者が い る,と 指 摘 し

て い る。 しか し実 際は,放 課 後セ ミナ リー の

場 合,有 資格者 の82パ ー セ ン ト,早 朝 セ ミナ

リー で は56パ ーセ ン ト,家 庭 学習 セ ミナ リー

では41パ ー セン トが 登録 してい るにす ぎな い。

セ ミナ リー は それほ ど大切 な もの なのだ ろ

うか 。

今 日の専 任宣 教 師の88パ ー セ ン トが セ ミナ

リー を学 ん でい た とい う事 実 に 目を向 けて い

ただ きたい。 またセ ミナ リー卒 業 生の神 殿結

婚 の 割合 は,他 に比べ て高 い。

スペ ンサ ー･W･キ ンボー ル大 管長 は,地

区代 表 に見せ た フ ィル ムス トリップの 中 で,
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世 の 人々 に その平安 を宣 言 しな けれ ばな らな

い。｣(Eηs麺η｢エ ンサ イ ン｣1975年6月 号p,6)

知 的 な備 え。若 い兄弟 た一ちは四大 標準 聖典

をすべ て読 む必要 が あ る。特 にモ ルモ ン経 と

ジ ョセ ブ･ス ミスの証 は 入念 に読む 。 また,

基 本的 な学習 方法 や 暗記 方法 を身につ け てお

くと伝道 中 の福 音 の勉 強 を容 易 にす ることが

で きる。

社 交上 の備 え。十分 な備 えが で きて いる宣

教 師 は,人 に よい影響 を与 え る方法 と,自 分

の気 持 ち を適切 に 表現 す る方 法,身 だ しなみ

を心 得て い るだけ で な く,自 分 と異 な る信 仰

や 習慣,文 化 をもっ た人が い るこ と を理 解 し,

その違 い を敏感 に とらえ,寛 容 な気持 ちを抱

くこ とが で きる もの であ る､

情 緒面 の備 え。若 い兄 弟 た ちは愛 され て い

るこ とを感 じる必要 が あ る。 また人 に愛 を示

せ る よ うに な ってい るこ とも必要 で あ る。 十

分 な備 えが で きてい る宣 教 師は 自信 を持 って

い る。 また,自 分 の長所,短 所 を心 得 ,独 立

独行 が で きる。 その上,自 己鍛 練 を積 んで い

るの で,目 標 の達成 に 力 を集 中す る こ とが で

きる。

肉体 的 な備 え。十 分 な備 えがで きて い る宣

教 師 は,肉 体 的に も健 康 で ある。伝 道 に赴 く

前に,健 康 上 の問題 は解決 されて い る。

経済 的 な備 え。伝 道の準 備 の段 階 で,金 銭

の管理 の仕 方 を学び,倹 約 の 習慣 を身 につ け

る必要 が あ る。 少 な くと も伝道 資金 の一部 は

自分 で働 いて得 る。

ステ ーキ部
ステーキ

部 長 会 副ステー キ部長

活動

委員長

コー リ レ ー シ ョ ン評 議 会

｢　 『 一 一 一 一 一 一 一 『1-

i

l憾 器協1

隠 議:魏 灘･一
i

II

委員会

(高等言平言義員)

文化活動
スペ シャ
I/ス ト

体 育

スペ シ ヤ

リ ス ト

一｢一 一 『 一 一 『 一 一 一}｢

1ス ペ シ ャ リ ス1･1(必要
に応 じて)

監 督.会

ワ ー ド部

畠1｣監督

ス ポ ー ツ

フ.イ レ ク

タ ー

I

L_________一

健 康 管理,
家族 の レク リ
エ ーシ ョン,
組 織 のスペ シ
ヤ リス ト

活動

コ ー リレ ー シ ョン評 議 会

｢一 　 一 『 一 一 一 『 一 一｢

lI

!乙 錨 誌憐lll

騰 麹 妄剥
i

L一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

委員会

委員長

文化活動
スペ シヤ

リス ト

体 育
スペ シ ヤ

リ ス ト

汀 一 一 一 一 『 　 一 一 一 『]

1燃 葺暴債lI

注:小 規模 のユニ ッ トでは,ひ とりある

いはふた りで も委員会 を構成す ること

が できる。
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サモア神殿の建設,発 表される

大管長 会 は,サ モ ア,ト ン ガ,フ ランス領.

ポ リネシア(タ ヒチ),お よび フ ィー ジー 等,

南太 平洋 諸 島に住 む約5万 人の教 会 員の ため

に,サ モア に神 殿 を建 設す る こ とを発 表 した 。

サ モ ア神 殿 は教 会で21番 目,1975年4月 以

来大 管長会 が発 表 した5番 目の神 殿 にな る。

鍬 入 れ式は,1978年 後期 に行 な われ,引 き

続 いて建 設工事 に 入 り,1980年 には完 成 して

献堂 される予定 で あ る。工 費 は150万 ドル と

見積 られ て いる。

現在,南 太平 洋諸 島 の教会 員 は,神 殿 の儀 式

を受 け るため に,は るか4,000キ ロも離 れ たニ

ュー ジー ラ ン ドまで足 を運 ん で い る。 しか し,

サ モア神殿 が完 成す る と,ト ンガ,.タ ヒチ,

フ ィー ジー の教 会員 に とって,神 殿 ま..での 距

離 は現 在 のほぼ2分 の1に 短 縮 され,そ れ に

伴 い旅 費 も時 間 も節約 され る こ とに な る。 ニ

ュー ジー ラ ン ドお よびハ ワ イへ の高 い航空 運

賃 は,点 在 す る島 々に住 む教 会員 に とって非

常 な負担 で あ る。 大管長 会 はサ モ ア神 殿 の建

設 の理 由の ひ とつ として これ をあげ て いる。

ハ ワイ 太平 洋諸 島 を担 当 して い る七十 入

第一 定 員会 の ジ ョン･H･グ ロー バー グ長 老

は,次 の よ うに述 べて い る。

｢こ れ らの島 々の教 会員 は
,神 殿 に行 くた

め に精一 杯 の努 力 を してい ます 。 しか し,彼

らの収 入 で航 空運 賃 を用意 す るの は大変 です 。

ですか ら,大 家族 の場 合,家 族 そ ろ って神殿

に行 くとい うこ とが なか なか で きませ ん。 そ

ろ って行 くとい うの は,そ れ こ そ一 大決 心 で

す。｣

大管 長会 は,昨 年 の10月2日,グ ローバ ー

グ長 老 とふ た りの地 区代 表,な らび に これ ら

南太 平洋諸 島 の13人 の ステー キ部 長 と集会 を

開 いた。｢私 た ちは大管長 会 か ら,サ モアに神

殿 を建設 す る とい う大 管長会 の決 定 を支持 す

るか否か,尋 ね られ ま した 。私 た ちは全員一

致 で支 持 しま した 。皆 さん の 目に涙が光 って

い ま した。｣

集会 では,神 殿 の建 設に伴 って教 会 員 に課

せ られ る数 々 のチ ャ レン ジ と責任 が説 明 され

た。 南太平 洋諸 島 に住 む教会 員は今 後,神 殿

の建 設 にか か る費用 の一 部 負担 と労働 力の提

供 を求 め られ る こ とに な る。 また,そ れに加

えて,神 殿職 貝 とな る人々の 訓練 と系 図の探

求 も行 ない,神 殿 の完成 に備 えなけれ ば な ら

な い。

タ ヒチ･パ ペ ー テス テー キ部の ビクター･

L･ケ イブ部長 は,こ う語 る。｢神 殿 は 人々 を

強 くします 。神 殿 を建 て るには た くさんの犠

牲 を払 わ なけ れば な りませ んが,そ の犠 牲 に

よって会 貝の結 束 は強 くな ります 。私 た ちの

前 途 には なだ らか な丘 では な く,チ ャ レンジ

の 山が横 たわ って い ます。しか し,私 たち はそ

の 山 を登 る必要 が あ ります。低 い山ば か り登

ってい たの では進 歩は あ りませ ん。私 た ちは,

必ず この チ ャレ ン ジの 山 を乗 り越 え るこ とが

で き る と信 じて い ます､会 員 たちに はそれ だ

け の強 い信 仰 が あ ります。｣

また,グP一 バ ー グ長老 は この よ うに述べ

て い る。｢私 は ただ も ううれ しくて,感 謝 の気

持 ちで一杯 です 。 こんなに 早 く建 て られ る と

は思 ってい ませ ん で した。 島 々の 人々の喜 び

は ひ と しお で し ょう。彼 らは キン ボー ル大 管

長 に心 か ら感謝す る と思 い ます 。｣

予備 設計 の段階 では,神 殿 は一階建 て,水

害 を避 け るため 高 い場 所 に建 て られ るこ とに

な ってい る。教 会 の建 築家 であ るエ ミー ル･

B･フ ェ ッツァー 兄弟 に よれば,建 物 は将 来

増築 で きる設計 に な ってい る とい う。神 殿 の

屋根 は.,サ モアの 豪雨 を見 越 して,水 はけ を

よ くす るため 雨が さの よ うな形 を とる こ とに

iso
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皆 さん,こ ん に ちは。確 か昨年(1976年)

の7月 の こ とだ った と思い ます 。同 じこの金

沢で,場 所 は中央 ビル で した。今 日の よ うに,

私 は地方 部 大会 に 出席 しま した 。

私 は それ まで何度 とな く宣教 師 と約 束 を し,

レッス ンを受 けて い ま した。 けれ ども,い ざ

戒 め とな る と,こ れ は私 に とって 非常 に大 き

な問題 で した。仕 事 か ら帰 った ら晩酌 を し,

テ レビの番 組 をあれ これ 見 る,そ れが私 の生

活 で したか ら,宣 教 師の訪 問 を しだい にわず

らわ し く思 うよ うに な りま した。 そん な状 態

では,福 音 を受 け 入れ るこ とな ど,毛 頭 で き

るはずが あ りませ ん。 そ こでひ とつ の こ とを

思 いつ いた わけ です。

その大会 に は,伝 道部長 とい う宣教 師の 中

で一番 え らい 人が 来 られ る。 私は その 当時,

宣 教師 と会 うこ と,ま たレ ッス ン を受 け るこ

とを本 当 にわず らわ し く思 ってい ましたが,

せ っか く来 て くれ る彼 らに 自分 の 口か ら,も

う来 な くて も良 いか らと,断 わ りを言 うこ と

は で き ませ んで した。 そ こで,大 会へ 来 られ

る伝道 部長 に,も う私 の とこ ろに宣教師 を よ

こす の をや め てほ しい と言 お う と考 え,そ の

isa

大会 に出席 したの で した。

とこ ろが,そ の大会 で た くさん の兄弟姉 妹

の証 と,指 導 者 の話 を聞 き ました。 そ して そ

の 時は 少 しで したが,私 の心 に,別 に断 わ ら

な くて もよいの では ないが とい う思 いが あ り

ま した 。そ れか ら大会 後,少 しの時間 で した

が,私 は今 こ こにおい でに な る田中伝 道部長

に お会 い しま した。

いろいろ話 した後,伝 道 部長 は私 に,｢わ か

りま した。 で もあ なた は,宣 教 師 の訪 問が な

くなって も後悔 しませ ん か｣と 言 われ ま した。

私 は その言 葉 を聞 いて,ふ と考 えま した。 そ

っだ,自 分 は本 当に後 悔 しな いだ ろ うか 。後

悔 しないた め に,も う少 し宣教 師の 話 を聞 く

必要 が あ るの ではな いだ ろ うか 。 その よ うに

いろい ろ考 えた末,何 とな くまた宣教 師 と会

っこ とにな りま した。

けれ ども,宣 教 師か ら読む よ うに言 われ た

モ ルモ ン経は 少 し も読 もう としませ ん で した。

しか し,い つ も読 まなか っ た と言 うの は どう

か と思 い,た まに1ペ ー ジ読 み ま した。 そん

な時 は,い か に もた くさん読 んだか の よ うに

｢は い
,読 み ま した｣と 言っ て,宣 教 師 を喜
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とて も楽 しく話 を 聞 くよ う に な りま した。

けれ ども私 は何 か気 が進 まず,宣 教 師 の方 々

にあ ま りよい感 じを与 えなか っ たよ うに思 い

ます 。今 にな って,本 当に後悔 してい ます。

で も宣教 師 た ちは,雨 の 日も風 の 日も,私 た

ちの家 に来 て,福 音 につ い て教 えて下 さい ま

した 。

そ して主 人は 去年(1976年)の8月,子 供

た ちは今 年(1977年)の1月 に,そ れ ぞれバ

プテ スマ を受 け ました。私 は少 し遅 れ て,7

月16日 にバ プテ スマ を受 け ま した。 この よ う

にバ プテ スマ を受 け る こ とが で き,本 当に感

謝 して い ます。

初 め て教会 へ行 った時,教 会 員の 方々が と

て も強 い握 手 を し,私 た ち を心 か ら歓 迎 して

下 さいま した。私 は本 当 の兄弟姉 妹 以上 に親

しみ を覚 え,ど うして も初 め てお会 い した よ

うには思 わ れ ませ ん で した。

私 は教 会 貝に な って 日 も浅 く,ま だ まだ勉

強 が足 りませ んが,毎 日祈 って,神 様 の助 け

をいた だ き頑 張 って い ます 。私 た ちの家 を最

初 に訪 れて下 さった宣教 師 が,私 た ちがバ プ

テスマ を受 けた ことを知 って とて も喜 ん で下

さった と聞 き,私 は本 当に心 か ら感謝 してい

ます 。 その宣教 師 は名 古屋 に転任 して いま し

たが,先 日1年 ぶ りにお会 い し,私 は心の 中

が熱 くな るの を覚 え ま した。感謝 の気 持 ちで

一杯 で
,何 と言 った らよ いか表現 の しよ うが

あ りませ ん。

0

私 は,毎 朝朝 食の支 度 をす る前 にお祈 りす

るこ とに し ました。 また,お 祈 りを して 出か

け る と,仕 事 が とて もスム ー ズに で き,気 持

ちよ く家 に帰 って くる こ とがで きます 。私 は

短気 な ため,す ぐに腹 を立 て,会 社 を辞め た

い とい う気持 ちに何度 か なっ たこ とが あ りま

す。 また,友 達 が うわ さ話 をして いる と,一

緒 にな って お しゃべ りを した もの です 。 けれ

ど も最近 は,そ んな気持 ちが起 きな くな りま

した。

私 は,神 様 の戒 め を守れ ば必 ず祝福 が あ る

とい うこ とを常 に考 え,生 活 してゆ きた い と

思 い ます 。

今年 のお盆 の こ とです。私 た ち家族 は,今

年 は 来客 を待つ こ とに しま した。 この よ うに

決め た もの の,私 は何 とか 里帰 りしたい し,

また,来 客 もあ ってほ しい と思 い,毎 朝 その

こ とを祈 りま した。 その結果,神 様 は私の 願

い通 り,両 方 をか な えて下 さい ま した。里 帰

りが で き,本 当 に うれ し くな りま した。 その

時の うれ しさは,里 帰 りで きた とい うこ とよ

りも,神 様 に お祈 りした こ とが通 じた とい う

うれ しさ,ま た喜 びで した。

今後 も,神 様 に お願 いす るこ とばか りで な

く,感 謝 の気持 ちを もって戒 め を守 り,歩 み

たい と思 い ます 。 そ して,今 まで 以上 に福音

を学 び,幸 せ な生活 を送 れ る ように頑 張 りた

い と思 います。 すべ て を,イ エス･キ リス ト

のみ名 に よ ってお話 しま した。アー メン。

OO

藤 井 正 則(15歳)

皆 さん,こ ん にち は。今 日,こ の よ うな場

所 で話す機 会 が あ ります こ とを,心 よ り感謝

して い ます 。 ぼ くの家族 は,1年 前 に宣教 師

の訪 問 を受 け ま した。以 前,ぼ くの家族 は仏

教 徒 で した。父 は キ リス ト教 と名 のつ くもの

には,ま るで無 関心 で した。 しか し父 は,宣

教 師 の礼儀 正 しさ と優 しさ にほれ こみ,こ の

教 会 の教 えに耳 を傾 け ま した。 以 前の 父は,

短 気 でわが ままで,冗 談 もわか らない ほ ど利

己的で した。 けれ ども この福 音 は,そ の よ う

な 父 を全 く変 えて しまい ま した。 そ して以 前

と違 い,尊 敬 で き る父 にな って,昨 年(1976

年)の7月 にバプ テス マ を受 け ま した。 しか

しぼ くの母 は,絶 対 に この教 会 には 入 らない

と頑 張 って い ました。 その 内,ぼ くたち は今

年(1977年)の1月 。 バ プ テ スマ を受 け ま し

た。 父は その よ うな母 に福音 を聞 かせ よう と

必死 で した。 た まに家庭 の 夕べ を開 いて も,
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